
平
成
九
年
通
商
産
業
省
令
第
十
一
号

液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

高
圧
ガ
ス
取
締
法
及
び
液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
（
平
成
八
年
法
律
第
十
四
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正
化

に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
、
液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正
化
に

関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
三
年
政
令
第
十
四
号
）
及
び
高
圧
ガ
ス
取
締
法
及
び
液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確

保
及
び
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置
を
定
め
る
政
令
（
平
成

九
年
政
令
第
二
十
二
号
）
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
同
法
を
実
施
す
る
た
め
、
液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の

確
保
及
び
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
三
年
通
商
産
業
省
令
第
十
四
号
）
の
全
部
を
改
正

す
る
こ
の
省
令
を
制
定
す
る
。
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附
則

第
一
章
　
総
則

（
定
義
）

第
一
条
　
こ
の
規
則
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る

法
律
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
四
十
九
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
。

２
　
こ
の
規
則
に
お
い
て
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一
　
貯
槽
　
液
化
石
油
ガ
ス
の
貯
蔵
設
備
で
あ
っ
て
、
地
盤
面
に
対
し
て
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
（
次

号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

二
　
バ
ル
ク
貯
槽
　
第
十
九
条
第
三
号
イ
及
び
ハ
（
１
）
か
ら
（
８
）
ま
で
又
は
第
五
十
四
条
第
二
号
イ
及
び
ホ

（
第
十
九
条
第
三
号
ハ
（
１
）
か
ら
（
８
）
ま
で
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
規
定
す
る
技
術
上
の
基
準
に
適
合

す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
地
盤
面
に
対
し
て
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の

三
　
容
器
　
高
圧
ガ
ス
保
安
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
号
）
第
四
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
も
の

四
　
バ
ル
ク
容
器
　
容
器
保
安
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
通
商
産
業
省
令
第
五
十
号
）
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る

溶
接
容
器
で
あ
っ
て
、
第
十
九
条
第
一
号
イ
か
ら
ト
ま
で
又
は
第
五
十
四
条
第
一
号
（
第
十
九
条
第
二
号
ホ

（
第
一
号
イ
か
ら
ト
ま
で
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
規
定
す
る
技
術
上
の
基
準
に
適

合
す
る
も
の

五
　
貯
蔵
能
力
　
貯
蔵
設
備
に
貯
蔵
す
る
こ
と
が
で
き
る
液
化
石
油
ガ
ス
の
数
量
で
あ
っ
て
、
貯
蔵
設
備
が
貯
槽

に
あ
っ
て
は
次
の
イ
の
算
式
に
よ
り
、
バ
ル
ク
貯
槽
に
あ
っ
て
は
次
の
ロ
の
算
式
（
地
盤
面
下
に
設
置
す
る
も

の
で
あ
っ
て
、
内
容
積
が
二
千
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
も
の
に
あ
っ
て
は
次
の
イ
の
算
式
）
に
よ
り
、
容
器
で
あ
る

場
合
に
あ
っ
て
は
次
の
ハ
の
算
式
に
よ
り
得
ら
れ
た
も
の

イ
　
Ｗ＝

０
．
９
ｗ
Ｖ

ロ
　
Ｗ＝

０
．
８
５
ｗ
Ｖ

ハ
　
Ｗ＝

Ｖ
／
Ｃ

こ
れ
ら
の
式
に
お
い
て
は
、
Ｗ
、
ｗ
、
Ｖ
及
び
Ｃ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
数
値
を
表
す
も
の
と
す
る
。

Ｗ
　
貯
蔵
設
備
の
貯
蔵
能
力
（
単
位
　
キ
ロ
グ
ラ
ム
）
の
数
値

ｗ
　
貯
槽
又
は
バ
ル
ク
貯
槽
の
常
用
の
温
度
に
お
け
る
液
化
石
油
ガ
ス
の
比
重
の
数
値

Ｖ
　
貯
蔵
設
備
の
内
容
積
（
単
位
　
リ
ッ
ト
ル
）
の
数
値

Ｃ
　
容
器
保
安
規
則
第
二
十
二
条
に
規
定
す
る
定
数

六
　
第
一
種
保
安
物
件
　
次
の
イ
か
ら
チ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の

イ
　
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
一
条
に
定
め
る
学
校
の
う
ち
、
小
学
校
、
中
学

校
、
義
務
教
育
学
校
、
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
特
別
支
援
学
校
又
は
幼
稚
園

ロ
　
医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第
一
条
の
五
第
一
項
に
定
め
る
病
院

ハ
　
劇
場
、
映
画
館
、
演
芸
場
、
公
会
堂
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
施
設
で
あ
っ
て
、
収
容
定
員
三
百
人
以
上

の
も
の

ニ
　
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
七
条
の
児
童
福
祉
施
設
、
身
体
障
害
者
福
祉
法

（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
第
五
条
第
一
項
の
身
体
障
害
者
社
会
参
加
支
援
施
設
、
生
活
保

護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
三
十
八
条
第
一
項
の
保
護
施
設
（
授
産
施
設
及
び
宿
所
提

供
施
設
を
除
く
。
）
、
老
人
福
祉
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
三
十
三
号
）
第
五
条
の
三
の
老
人
福
祉
施
設

若
し
く
は
同
法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
有
料
老
人
ホ
ー
ム
、
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
（
昭
和
三

十
九
年
法
律
第
百
二
十
九
号
）
第
三
十
九
条
第
一
項
の
母
子
・
父
子
福
祉
施
設
、
職
業
能
力
開
発
促
進
法

（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
六
十
四
号
）
第
十
五
条
の
七
第
一
項
第
五
号
の
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
、
地
域

に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
元
年
法
律
第
六
十
四
号
）
第
二

条
第
四
項
（
第
四
号
を
除
く
。
）
の
特
定
民
間
施
設
、
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第

八
条
第
二
十
八
項
の
介
護
老
人
保
健
施
設
又
は
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る

た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
条
第
一
項
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
（
同
条
第

七
項
の
生
活
介
護
、
同
条
第
十
二
項
の
自
立
訓
練
、
同
条
第
十
三
項
の
就
労
移
行
支
援
又
は
同
条
第
十
四
項

の
就
労
継
続
支
援
に
限
る
。
）
を
行
う
施
設
、
同
条
第
十
一
項
の
障
害
者
支
援
施
設
、
同
条
第
二
十
七
項
の

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
若
し
く
は
同
条
第
二
十
八
項
の
福
祉
ホ
ー
ム
で
あ
っ
て
、
収
容
定
員
二
十
人
以
上

の
も
の

ホ
　
文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
の
規
定
に
よ
っ
て
重
要
文
化
財
、
重
要
有
形
民

俗
文
化
財
、
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
若
し
く
は
重
要
な
文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
、
又
は
旧
重
要
美
術
品
等

の
保
存
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
八
年
法
律
第
四
十
三
号
）
の
規
定
に
よ
っ
て
重
要
美
術
品
と
し
て
認
定
さ
れ

た
建
築
物

ヘ
　
博
物
館
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
八
十
五
号
）
第
二
条
に
定
め
る
博
物
館
及
び
同
法
第
二
十
九
条

に
よ
り
博
物
館
に
相
当
す
る
施
設
と
し
て
指
定
さ
れ
た
施
設

ト
　
一
日
に
平
均
二
万
人
以
上
の
者
が
乗
降
す
る
駅
の
母
屋
及
び
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

チ
　
百
貨
店
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
公
衆
浴
場
、
ホ
テ
ル
、
旅
館
そ
の
他
不
特
定
か
つ
多
数
の
者
を
収
容
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
建
築
物
（
仮
設
建
築
物
を
除
く
。
）
で
あ
っ
て
、
そ
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
の
合

計
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の

七
　
第
二
種
保
安
物
件
　
第
一
種
保
安
物
件
以
外
の
建
築
物
で
あ
っ
て
、
住
居
の
用
に
供
す
る
も
の
（
販
売
所
の

存
す
る
敷
地
と
同
一
敷
地
内
に
あ
る
も
の
を
除
く
。
）

八
　
第
一
種
施
設
距
離
　
次
の
図
に
お
け
る
貯
蔵
施
設
の
面
積
（
単
位
　
平
方
メ
ー
ト
ル
）
に
対
応
す
る
距
離

（
単
位
　
メ
ー
ト
ル
）
で
あ
っ
て
、
ｌ１
に
よ
っ
て
表
さ
れ
る
も
の

1



備
考
１
　
ｘ
は
、
貯
蔵
施
設
の
面
積
（
単
位
　
平
方
メ
ー
ト
ル
）
を
表
す
も
の
と
す
る
。

２
　
ｌ１
、
ｌ２
、
ｌ３
及
び
ｌ４
と
ｘ
と
の
関
係
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。

　

ｘ

ｘ＜

８

８≦

ｘ＜

２
５

２
５≦

ｘ

ｌｌ１

９√

２

４
．
５√

ｘ

２
２
．
５

ｌ２

６√

２

３√

ｘ

１
５

ｌ３

０

２
．
２
５√

ｘ

１
１
．
２
５

ｌ４

０

１
．
５√

ｘ

７
．
５

九
　
第
二
種
施
設
距
離
　
前
号
の
図
に
お
け
る
貯
蔵
施
設
の
面
積
（
単
位
　
平
方
メ
ー
ト
ル
）
に
対
応
す
る
距
離

（
単
位
　
メ
ー
ト
ル
）
で
あ
っ
て
、
ｌ２
に
よ
っ
て
表
さ
れ
る
も
の

十
　
充
て
ん
容
器
　
現
に
液
化
石
油
ガ
ス
（
液
化
石
油
ガ
ス
が
充
て
ん
さ
れ
た
後
に
当
該
ガ
ス
の
質
量
が
充
て
ん

時
に
お
け
る
質
量
の
二
分
の
一
以
上
減
少
し
て
い
な
い
も
の
に
限
る
。
）
を
充
て
ん
し
て
あ
る
容
器

十
一
　
残
ガ
ス
容
器
　
現
に
液
化
石
油
ガ
ス
を
充
て
ん
し
て
あ
る
容
器
で
あ
っ
て
、
充
て
ん
容
器
以
外
の
も
の

十
二
　
バ
ル
ク
供
給
　
バ
ル
ク
容
器
又
は
バ
ル
ク
貯
槽
に
法
第
三
十
七
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
充
て
ん
設
備

か
ら
直
接
液
化
石
油
ガ
ス
を
充
て
ん
す
る
こ
と
に
よ
り
液
化
石
油
ガ
ス
を
供
給
す
る
こ
と

（
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
施
設
）

第
二
条
　
液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
三
年
政
令
第
十

四
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
施
設
は
、
鉄
道
車
両
及
び
航
空
機

と
す
る
。

（
供
給
設
備
）

第
三
条
　
法
第
二
条
第
四
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
供
給
設
備
は
、
貯
蔵
設
備
、
気
化
装
置
、
調
整
器
及
び
ガ

ス
メ
ー
タ
ー
並
び
に
こ
れ
ら
に
準
ず
る
設
備
（
貯
蔵
設
備
と
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
の
間
に
設
け
ら
れ
る
も
の
に
限
る
。
）

並
び
に
こ
れ
ら
を
接
続
す
る
管
（
以
下
「
供
給
管
」
と
い
う
。
）
並
び
に
こ
れ
ら
の
設
備
に
係
る
屋
根
、
遮
へ
い

板
及
び
障
壁
と
す
る
。

第
二
章
　
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業

（
販
売
事
業
の
登
録
申
請
等
）

第
四
条
　
法
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
の
登
録
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
表
の
上
欄

の
区
分
に
従
い
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
者
に
様
式
第
一
に
よ
る
申
請
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

申
請
者
の
区
分

申
請
書
の
提
出
先

一
の
指
定
都
市
（
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条

の
十
九
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
都
市
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
区
域
内
に
の
み
販
売

所
を
設
置
し
て
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
を
行
お
う
と
す
る
者

当
該
販
売
所
の
所
在
地
を

管
轄
す
る
指
定
都
市
の
長

一
の
都
道
府
県
の
区
域
内
に
の
み
販
売
所
を
設
置
し
て
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
を
行
お

う
と
す
る
者
（
一
の
指
定
都
市
の
区
域
内
に
の
み
販
売
所
を
設
置
し
て
液
化
石
油
ガ
ス
販

売
事
業
を
行
お
う
と
す
る
者
を
除
く
。
）

当
該
販
売
所
の
所
在
地
を

管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事

一
の
経
済
産
業
局
の
管
轄
区
域
内
で
あ
っ
て
二
以
上
の
都
道
府
県
の
区
域
内
に
販
売
所
を

設
置
し
て
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
を
行
お
う
と
す
る
者

当
該
販
売
所
の
所
在
地
を

管
轄
す
る
産
業
保
安
監
督

部
長

二
以
上
の
経
済
産
業
局
の
管
轄
区
域
内
に
販
売
所
を
設
置
し
て
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業

を
行
お
う
と
す
る
者

経
済
産
業
大
臣

２
　
法
第
三
条
第
四
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
貯
蔵
施
設
（
貯
蔵
量
が
三
千
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
の
も
の
に
限
る
。
）
の
位
置
（
他
の
施
設
と
の
関
係
位
置
を

含
む
。
）
及
び
構
造
並
び
に
付
近
の
状
況
を
示
す
図
面
（
法
第
十
一
条
た
だ
し
書
に
定
め
る
場
合
を
除
く
。
）

二
　
法
第
十
一
条
た
だ
し
書
に
定
め
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
適
合
内
容
を
証
す
る
書
面

三
　
販
売
予
定
地
域
、
販
売
予
定
戸
数
及
び
販
売
予
定
数
量

四
　
液
化
石
油
ガ
ス
に
よ
る
災
害
に
よ
り
支
払
う
こ
と
の
あ
る
損
害
賠
償
の
支
払
能
力
を
証
す
る
書
面

五
　
申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
法
人
の
定
款
及
び
登
記
事
項
証
明
書

六
　
申
請
者
（
申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
法
人
及
び
そ
の
法
人
の
業
務
を
行
う
役
員
）
が
法
第
四
条

第
一
項
各
号
に
該
当
し
な
い
こ
と
を
誓
約
し
た
書
面

（
登
録
簿
）

第
五
条
　
法
第
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
す
る
登
録
番
号
は
、
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
も
の
と
す

る
。

２
　
法
第
三
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
簿
の
謄
本
の
交
付
又
は
閲
覧
を
請
求
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式

第
二
に
よ
る
請
求
書
に
よ
り
す
る
も
の
と
す
る
。

（
法
第
四
条
第
一
項
第
三
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
者
）

第
五
条
の
二
　
法
第
四
条
第
一
項
第
三
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
者
は
、
精
神
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
液
化
石

油
ガ
ス
販
売
事
業
を
適
正
に
行
う
に
当
た
っ
て
必
要
な
認
知
、
判
断
及
び
意
思
疎
通
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き

な
い
者
と
す
る
。

２
　
法
第
三
条
第
一
項
の
登
録
を
受
け
た
者
若
し
く
は
法
人
で
あ
っ
て
そ
の
業
務
を
行
う
役
員
又
は
法
定
代
理
人
若

し
く
は
同
居
の
親
族
は
、
当
該
登
録
を
受
け
た
者
又
は
法
人
で
あ
っ
て
そ
の
業
務
を
行
う
役
員
が
精
神
の
機
能
の

障
害
を
有
す
る
状
態
と
な
り
、
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
の
適
切
な
実
施
が
著
し
く
困
難
と
な
っ
た
と
き
は
、
法

第
三
条
第
一
項
の
登
録
を
し
た
経
済
産
業
大
臣
、
産
業
保
安
監
督
部
長
、
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
都
市
の
長
に

そ
の
旨
を
届
け
出
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
病
名
、
障
害
の
程
度
、
病
因
、
病
後
の
経

過
、
治
癒
の
見
込
み
そ
の
他
参
考
と
な
る
所
見
を
記
載
し
た
医
師
の
診
断
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
損
害
賠
償
を
行
う
べ
き
場
合
に
備
え
て
と
る
べ
き
措
置
）

第
六
条
　
法
第
四
条
第
一
項
第
五
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
の
要
件
に
適
合
す
る
損
害
賠

償
責
任
保
険
契
約
を
、
保
険
業
法
（
平
成
七
年
法
律
第
百
五
号
）
に
基
づ
き
責
任
保
険
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
者

と
締
結
し
て
い
る
こ
と
と
す
る
。

2



一
　
そ
の
販
売
し
た
液
化
石
油
ガ
ス
に
よ
り
一
般
消
費
者
等
の
生
命
、
身
体
又
は
財
産
に
つ
い
て
生
じ
た
損
害
を

賠
償
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
損
失
を
告
示
に
定
め
る
額
以
上
を
限
度
額
と
し
て
て
ん
補
す
る
こ
と
を
内
容

と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
　
法
令
違
反
が
原
因
の
事
故
に
つ
い
て
補
償
が
免
責
と
な
っ
て
い
な
い
こ
と
。

三
　
保
険
期
間
中
の
保
険
金
支
払
額
に
制
限
が
な
い
こ
と
。

四
　
そ
の
他
告
示
に
定
め
る
要
件
に
適
合
す
る
こ
と
。

（
登
録
行
政
庁
の
変
更
の
場
合
の
届
出
）

第
七
条
　
法
第
六
条
の
規
定
に
よ
り
登
録
行
政
庁
の
変
更
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
三
に
よ
る
届
書

を
従
前
の
登
録
を
し
た
経
済
産
業
大
臣
、
産
業
保
安
監
督
部
長
、
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
都
市
の
長
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
標
識
の
掲
示
）

第
八
条
　
法
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
標
識
の
掲
示
は
、
様
式
第
四
に
よ
り
す
る
も
の
と
す
る
。

（
公
衆
の
閲
覧
に
供
す
る
措
置
を
要
し
な
い
場
合
）

第
八
条
の
二
　
法
第
七
条
に
規
定
す
る
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場

合
と
す
る
。

一
　
常
時
雇
用
す
る
従
業
員
の
数
が
五
人
以
下
で
あ
る
場
合

二
　
自
ら
管
理
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
有
し
て
い
な
い
場
合

（
公
衆
の
閲
覧
の
方
法
）

第
八
条
の
三
　
法
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
公
衆
の
閲
覧
は
、
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
掲

載
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
販
売
所
等
の
変
更
の
届
出
）

第
九
条
　
法
第
八
条
の
規
定
に
よ
り
販
売
所
等
の
変
更
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
五
に
よ
る
届
書
を

法
第
三
条
第
一
項
の
登
録
を
し
た
経
済
産
業
大
臣
、
産
業
保
安
監
督
部
長
、
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
都
市
の
長

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
法
第
三
条
第
二
項
第
三
号
に
定
め
る
事
項
を
変
更
し
た
者
で
あ
っ
て

法
第
三
十
六
条
に
規
定
す
る
都
道
府
県
知
事
（
指
定
都
市
の
区
域
内
に
あ
っ
て
は
、
指
定
都
市
の
長
。
第
五
章
、

第
八
十
八
条
、
第
百
十
二
条
及
び
第
百
十
四
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
許
可
を
受
け
た
も
の
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。

２
　
前
項
の
届
書
に
は
、
貯
蔵
施
設
の
変
更
を
し
た
者
に
あ
っ
て
は
第
四
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
書
類
を
、
貯

蔵
施
設
を
保
有
又
は
占
有
し
な
い
理
由
を
変
更
し
た
者
に
あ
っ
て
は
第
四
条
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
書
類
を
、

液
化
石
油
ガ
ス
に
よ
る
災
害
に
よ
り
支
払
う
こ
と
の
あ
る
損
害
賠
償
の
支
払
能
力
を
変
更
し
た
者
に
あ
っ
て
は
第

四
条
第
二
項
第
四
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
承
継
の
届
出
）

第
十
条
　
法
第
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者
の
地
位
の
承
継
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る

者
は
、
法
第
十
条
第
二
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
当
該
各
号
に
定
め
る
者
（
当
該
届
出
を
し
よ
う

と
す
る
者
が
当
該
承
継
に
よ
り
一
の
経
済
産
業
局
の
管
轄
区
域
内
で
あ
っ
て
二
以
上
の
都
道
府
県
の
区
域
内
に
販

売
所
を
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
は
、
当
該
販
売
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
産
業
保
安
監
督
部
長
。
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
「
新
登
録
行
政
庁
」
と
い
う
。
）
に
様
式
第
六
に
よ
る
届
書
を
、
当
該
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
の

登
録
を
し
た
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
都
市
の
長
及
び
当
該
承
継
に
係
る
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
に
つ
い
て
法

第
三
条
第
一
項
の
登
録
を
し
た
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
都
市
の
長
（
こ
れ
ら
の
者
が
新
登
録
行
政
庁
で
あ
る
場

合
を
除
く
。
）
に
様
式
第
七
に
よ
る
届
書
を
、
そ
の
他
の
場
合
は
当
該
承
継
に
係
る
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
に

つ
い
て
法
第
三
条
第
一
項
の
登
録
を
し
た
経
済
産
業
大
臣
、
産
業
保
安
監
督
部
長
、
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
都

市
の
長
に
様
式
第
六
に
よ
る
届
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
届
書
に
は
、
次
の
書
面
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者
の
事
業
の
全
部
を
譲
り
受
け
て
液
化
石
油
ガ

ス
販
売
事
業
者
の
地
位
を
承
継
し
た
者
に
あ
っ
て
は
、
様
式
第
七
の
二
に
よ
る
書
面
及
び
事
業
の
全
部
の
譲
渡

し
が
あ
っ
た
こ
と
を
証
す
る
書
面

二
　
法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者
の
地
位
を
承
継
し
た
相
続
人
で
あ
っ
て
、
二

以
上
の
相
続
人
の
全
員
の
同
意
に
よ
り
選
定
さ
れ
た
も
の
に
あ
っ
て
は
、
様
式
第
八
に
よ
る
書
面
及
び
戸
籍

謄
本

三
　
法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者
の
地
位
を
承
継
し
た
相
続
人
で
あ
っ
て
、
前

号
の
相
続
人
以
外
の
も
の
に
あ
っ
て
は
、
様
式
第
九
に
よ
る
書
面
及
び
戸
籍
謄
本

四
　
法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
合
併
に
よ
っ
て
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者
の
地
位
を
承
継
し
た
法
人
に

あ
っ
て
は
、
そ
の
法
人
の
登
記
事
項
証
明
書

五
　
法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
分
割
に
よ
っ
て
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者
の
地
位
を
承
継
し
た
法
人
に

あ
っ
て
は
、
様
式
第
九
の
二
に
よ
る
書
面
、
事
業
の
全
部
の
承
継
が
あ
っ
た
こ
と
を
証
す
る
書
面
及
び
そ
の
法

人
の
登
記
事
項
証
明
書

（
貯
蔵
施
設
）

第
十
一
条
　
法
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
、
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者
は
、
一
般
消
費
者
等
に
販
売
す
る
液
化
石

油
ガ
ス
を
貯
蔵
す
る
た
め
、
販
売
所
ご
と
に
面
積
三
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
貯
蔵
施
設
を
所
有
し
、
又
は
占
有
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
法
第
十
一
条
た
だ
し
書
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
販
売
所
ご
と
に
次
の
各
号
の
一
に
掲
げ
る
場
合

と
す
る
。

一
　
当
該
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者
が
高
圧
ガ
ス
保
安
法
第
五
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
者
（
以
下
「
第
一

種
製
造
者
」
と
い
う
。
）
で
あ
っ
て
、
同
法
第
八
条
第
一
号
の
技
術
上
の
基
準
に
適
合
す
る
貯
蔵
施
設
を
所
有

し
、
又
は
占
有
し
て
い
る
場
合

二
　
当
該
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者
が
高
圧
ガ
ス
保
安
法
第
十
六
条
に
規
定
す
る
第
一
種
貯
蔵
所
（
以
下
「
第

一
種
貯
蔵
所
」
と
い
う
。
）
を
所
有
し
、
又
は
占
有
し
て
い
る
場
合

三
　
容
器
に
充
て
ん
さ
れ
て
い
る
液
化
石
油
ガ
ス
を
一
般
消
費
者
等
に
現
に
引
き
渡
す
こ
と
に
よ
り
液
化
石
油
ガ

ス
を
販
売
す
る
場
合
に
お
い
て
、
充
て
ん
容
器
及
び
残
ガ
ス
容
器
の
保
管
、
引
渡
し
及
び
引
取
り
を
次
に
掲
げ

る
者
に
全
量
委
託
し
て
い
る
場
合

イ
　
第
一
種
製
造
者
で
あ
っ
て
、
高
圧
ガ
ス
保
安
法
第
八
条
第
一
号
の
技
術
上
の
基
準
に
適
合
す
る
貯
蔵
施
設

を
所
有
し
、
又
は
占
有
し
て
い
る
者

ロ
　
第
一
種
貯
蔵
所
を
所
有
し
、
又
は
占
有
し
て
い
る
者

四
　
当
該
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者
が
法
第
三
十
七
条
の
四
第
一
項
の
充
て
ん
設
備
に
よ
り
液
化
石
油
ガ
ス
の

全
量
を
販
売
す
る
場
合
に
お
い
て
、
自
ら
が
充
て
ん
事
業
者
と
な
り
、
又
は
他
の
充
て
ん
事
業
者
に
委
託
す
る

こ
と
に
よ
り
そ
の
全
量
を
供
給
し
て
い
る
場
合

五
　
法
第
三
条
の
登
録
を
受
け
た
農
業
協
同
組
合
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
三
十
二
号
）
第
三
条
第
一
項
の

農
業
協
同
組
合
、
同
条
第
二
項
の
農
業
協
同
組
合
連
合
会
又
は
中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
（
昭
和
二
十
四
年
法

律
第
百
八
十
一
号
）
第
三
条
の
事
業
協
同
組
合
又
は
協
同
組
合
連
合
会
が
液
化
石
油
ガ
ス
の
貯
蔵
施
設
を
所
有

し
て
お
り
、
組
合
員
た
る
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者
が
常
に
当
該
組
合
の
貯
蔵
施
設
よ
り
仕
入
れ
が
で
き
る

場
合

六
　
当
該
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者
の
販
売
所
に
近
接
し
て
第
一
種
製
造
者
の
所
有
又
は
占
有
す
る
高
圧
ガ
ス

保
安
法
第
八
条
第
一
号
の
技
術
上
の
基
準
に
適
合
す
る
貯
蔵
施
設
が
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
第
一
種
製
造

者
と
の
間
に
資
本
的
結
合
が
あ
り
、
常
に
液
化
石
油
ガ
ス
の
仕
入
れ
が
で
き
る
場
合

（
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
液
化
石
油
ガ
ス
の
規
格
）

第
十
二
条
　
法
第
十
三
条
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
液
化
石
油
ガ
ス
の
規
格
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
名
称
の
欄
に
掲
げ
る
液
化
石
油
ガ
ス
は
、
供
給
設
備
に
腐
し
ょ
く
を
生
ず
る
お
そ
れ
の

あ
る
濃
度
以
上
の
水
銀
を
含
有
し
て
い
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

名
称

プ
ロ
パ
ン
及
び
プ
ロ
ピ
レ
ン
の
合

計
量
の
含
有
率

エ
タ
ン
及
び
エ
チ
レ
ン
の
合
計

量
の
含
有
率

ブ
タ
ジ
エ
ン
の
含
有
率

い
号
液
化
石
油
ガ
ス
八
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上

五
パ
ー
セ
ン
ト
以
下

〇
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
下

ろ
号
液
化
石
油
ガ
ス
六
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
八
十
パ
ー

セ
ン
ト
未
満

五
パ
ー
セ
ン
ト
以
下

〇
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
下

は
号
液
化
石
油
ガ
ス
六
十
パ
ー
セ
ン
ト
未
満

五
パ
ー
セ
ン
ト
以
下

〇
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
下

備
考
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一
　
圧
力
は
、
温
度
四
十
度
に
お
い
て
一
・
五
三
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
以
下
と
す
る
。

二
　
含
有
率
は
、
モ
ル
比
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

２
　
前
項
に
規
定
す
る
規
格
に
つ
い
て
、
経
済
産
業
大
臣
が
供
給
設
備
及
び
消
費
設
備
の
状
況
並
び
に
周
囲
の
状
況

等
か
ら
判
断
し
て
保
安
上
支
障
が
な
い
と
認
め
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
経
済
産
業
大

臣
が
認
め
る
規
格
を
も
っ
て
、
当
該
規
定
に
係
る
規
格
と
す
る
。

（
書
面
の
記
載
事
項
等
）

第
十
三
条
　
法
第
十
四
条
第
一
項
第
六
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す

る
。

一
　
一
般
消
費
者
等
が
液
化
石
油
ガ
ス
を
消
費
す
る
場
合
の
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者
及
び
保
安
機
関
の
責
任

に
関
す
る
事
項

二
　
液
化
石
油
ガ
ス
を
消
費
す
る
場
合
の
一
般
消
費
者
等
の
責
任
に
関
す
る
事
項

三
　
液
化
石
油
ガ
ス
の
計
量
の
方
法

四
　
第
十
六
条
第
十
三
号
た
だ
し
書
の
規
定
に
基
づ
き
質
量
に
よ
り
販
売
し
た
液
化
石
油
ガ
ス
で
あ
っ
て
消
費
さ

れ
な
い
も
の
の
引
取
り
の
方
法

五
　
液
化
石
油
ガ
ス
の
価
格
の
算
定
方
法
、
算
定
の
基
礎
と
な
る
項
目
及
び
算
定
の
基
礎
と
な
る
項
目
に
つ
い
て

の
内
容
の
説
明

六
　
供
給
設
備
及
び
消
費
設
備
の
所
有
関
係

七
　
供
給
設
備
及
び
消
費
設
備
の
設
置
、
変
更
、
修
繕
及
び
撤
去
に
要
す
る
費
用
の
負
担
の
方
法

八
　
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者
の
所
有
す
る
消
費
設
備
を
一
般
消
費
者
等
が
利
用
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該

一
般
消
費
者
等
が
支
払
う
べ
き
費
用
の
額
及
び
徴
収
方
法
（
当
該
消
費
設
備
の
所
有
権
が
液
化
石
油
ガ
ス
販
売

事
業
者
に
あ
る
場
合
に
限
る
。
）

九
　
消
費
設
備
に
係
る
配
管
に
つ
い
て
、
液
化
石
油
ガ
ス
の
販
売
契
約
解
除
時
に
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者
か

ら
一
般
消
費
者
等
に
所
有
権
を
移
転
す
る
場
合
の
精
算
額
の
計
算
方
法
（
当
該
配
管
の
所
有
権
が
液
化
石
油
ガ

ス
販
売
事
業
者
に
あ
る
場
合
に
限
る
。
）

十
　
保
安
機
関
の
名
称
、
住
所
及
び
連
絡
方
法

２
　
法
第
十
四
条
第
三
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
電
子
メ
ー
ル
を
送
信
す
る
方
法
で
あ
っ
て
、
一
般
消
費
者
等
が
当
該
電
子
メ
ー
ル
の
記
録
を
出
力
す
る
こ
と

に
よ
る
書
面
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

二
　
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
（
入
出
力
装
置
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
に
備
え

ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
た
法
第
十
四
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
又
は
当
該
各
項
に
掲
げ
る
事
項
に

該
当
す
る
も
の
の
変
更
の
内
容
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
契
約
締
結
時
交
付
事
項
等
」
と
い
う
。
）
を
電
気

通
信
回
線
を
通
じ
て
一
般
消
費
者
等
の
閲
覧
に
供
す
る
方
法
（
一
般
消
費
者
等
が
当
該
フ
ァ
イ
ル
の
記
録
を
出

力
す
る
こ
と
に
よ
る
書
面
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
た

契
約
締
結
時
交
付
事
項
等
を
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
一
般
消
費
者
等
の
閲
覧
に
供
す
る
方
法
で
あ
っ
て
、
当

該
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
た
契
約
締
結
時
交
付
事
項
等
を
、
そ
の
記
録
さ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
間
、
消

去
し
、
又
は
改
変
で
き
な
い
も
の
）

三
　
電
磁
的
記
録
媒
体
（
電
磁
的
記
録
に
係
る
記
録
媒
体
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
契
約
締
結
時
交
付
事
項
等

を
記
録
し
た
も
の
を
交
付
す
る
方
法

３
　
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者
は
、
法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
契

約
締
結
時
交
付
事
項
等
を
提
供
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
相
手
方
か
ら
の
求
め
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
者
に
対

し
、
契
約
締
結
時
交
付
事
項
等
を
記
載
し
た
書
面
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
一
般
消
費
者
等
に
対
し
て
示
す
べ
き
電
磁
的
方
法
の
種
類
及
び
内
容
）

第
十
三
条
の
二
　
令
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
示
す
べ
き
電
磁
的
方
法
の
種
類
及
び
内
容
は
、
次
に
掲
げ
る
も

の
と
す
る
。

一
　
第
十
三
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
方
法
の
う
ち
、
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者
が
使
用
す
る
も
の

二
　
フ
ァ
イ
ル
へ
の
記
録
の
方
法

（
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者
に
よ
る
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
し
た
承
諾
の
取
得
）

第
十
三
条
の
三
　
令
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
利
用
す
る
方
法
そ
の
他
の
情
報
通
信
の
技

術
を
利
用
す
る
方
法
で
あ
っ
て
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
電
子
メ
ー
ル
を
送
信
す
る
方
法
で
あ
っ
て
、
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者
が
当
該
電
子
メ
ー
ル
の
記
録
を
出

力
す
る
こ
と
に
よ
る
書
面
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

二
　
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
た
一
般
消

費
者
等
の
承
諾
に
関
す
る
事
項
を
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
一
般
消
費
者
等
の
閲
覧
に
供
し
、
当
該
液
化
石
油

ガ
ス
販
売
事
業
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
当
該
一
般
消
費
者
等
の
承
諾
に
関

す
る
事
項
を
記
録
す
る
方
法

三
　
電
磁
的
記
録
媒
体
に
一
般
消
費
者
等
の
承
諾
に
関
す
る
事
項
を
記
録
し
た
も
の
を
得
る
方
法

（
貯
蔵
施
設
の
技
術
上
の
基
準
）

第
十
四
条
　
法
第
十
六
条
第
一
項
の
貯
蔵
施
設
の
技
術
上
の
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
貯
蔵
施
設
は
、
明
示
さ
れ
、
か
つ
、
そ
の
外
部
か
ら
見
や
す
い
よ
う
に
警
戒
標
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
。

二
　
貯
蔵
施
設
（
次
の
表
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
は
、
そ
の
外
面
か
ら
、
第
一
種
保
安
物
件
に
対
し
第
一
種

施
設
距
離
以
上
、
第
二
種
保
安
物
件
に
対
し
第
二
種
施
設
距
離
以
上
の
距
離
を
有
す
る
こ
と
。

貯
蔵
施
設
の
区
分

貯
蔵
施
設
の
外
面
か
ら
最
も
近
い
第
一
種

保
安
物
件
ま
で
の
距
離

貯
蔵
施
設
の
外
面
か
ら
最
も
近
い
第
二
種

保
安
物
件
ま
で
の
距
離

貯
蔵
施
設

　

　

（
イ
）

ｌ１
以
上

ｌ４
以
上
ｌ２
未
満

（
ロ
）

ｌ３
以
上
ｌ１
未
満

ｌ４
以
上

備
考
　
ｌ１
、
ｌ２
、
ｌ３
及
び
ｌ４
は
、
そ
れ
ぞ
れ
第
一
条
第
二
項
第
八
号
に
規
定
す
る
ｌ１
、
ｌ２
、
ｌ３
及
び
ｌ４
を
表

す
も
の
と
す
る
。

三
　
前
号
の
表
に
掲
げ
る
貯
蔵
施
設
（
イ
）
及
び
（
ロ
）
に
は
、
第
一
種
施
設
距
離
内
に
あ
る
第
一
種
保
安
物
件

又
は
第
二
種
施
設
距
離
内
に
あ
る
第
二
種
保
安
物
件
に
対
し
厚
さ
十
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
り
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
強
度
を
有
す
る
障
壁
（
以
下
「
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
障
壁
等
」
と
い

う
。
）
を
設
け
る
こ
と
。

四
　
充
て
ん
容
器
に
係
る
貯
蔵
施
設
に
は
、
不
燃
性
又
は
難
燃
性
の
材
料
を
使
用
し
た
軽
量
な
屋
根
を
設
け
る
こ

と
。

五
　
貯
蔵
施
設
は
、
液
化
石
油
ガ
ス
が
漏
え
い
し
た
と
き
に
滞
留
し
な
い
よ
う
な
構
造
と
す
る
こ
と
。

六
　
貯
蔵
施
設
に
は
、
消
火
設
備
を
設
け
る
こ
と
。

（
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
貯
蔵
施
設
の
貯
蔵
量
）

第
十
五
条
　
法
第
十
六
条
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
量
は
、
三
千
キ
ロ
グ
ラ
ム
と
す
る
。

（
販
売
の
方
法
の
基
準
）

第
十
六
条
　
法
第
十
六
条
第
二
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
販
売
の
方
法
の
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の

と
す
る
。

一
　
充
て
ん
容
器
を
供
給
管
若
し
く
は
配
管
又
は
集
合
装
置
に
接
続
す
る
と
き
は
、
外
面
に
容
器
の
使
用
上
支
障

の
あ
る
腐
し
ょ
く
、
割
れ
、
す
じ
、
し
わ
等
が
な
く
、
か
つ
、
液
化
石
油
ガ
ス
が
漏
え
い
し
て
い
な
い
も
の
を

も
っ
て
す
る
こ
と
。

二
　
充
て
ん
容
器
を
供
給
管
若
し
く
は
配
管
又
は
集
合
装
置
に
接
続
す
る
と
き
は
、
高
圧
ガ
ス
保
安
法
第
四
十
八

条
第
一
項
第
五
号
の
期
間
（
同
条
第
五
項
の
許
可
に
係
る
充
て
ん
容
器
に
あ
っ
て
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
条

件
と
し
て
付
さ
れ
た
期
間
。
以
下
「
充
て
ん
期
間
」
と
い
う
。
）
を
六
月
以
上
経
過
し
て
い
な
い
も
の
で
あ
り
、

か
つ
、
そ
の
旨
を
明
示
し
た
も
の
を
も
っ
て
す
る
こ
と
。

三
　
充
て
ん
容
器
は
、
供
給
管
若
し
く
は
配
管
又
は
集
合
装
置
に
接
続
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

イ
　
屋
外
に
お
い
て
移
動
し
て
使
用
さ
れ
る
消
費
設
備
に
よ
り
液
化
石
油
ガ
ス
を
消
費
す
る
一
般
消
費
者
等
に

販
売
す
る
場
合

4



ロ
　
調
整
器
が
接
続
さ
れ
た
内
容
積
が
八
リ
ッ
ト
ル
以
下
の
容
器
に
充
て
ん
さ
れ
た
液
化
石
油
ガ
ス
を
販
売
す

る
場
合

ハ
　
内
容
積
が
二
十
五
リ
ッ
ト
ル
以
下
の
容
器
で
あ
っ
て
、
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
付
容
器
用
弁
を
有
す
る
も
の
に
充

て
ん
さ
れ
た
液
化
石
油
ガ
ス
を
販
売
す
る
場
合

四
　
充
て
ん
容
器
及
び
残
ガ
ス
容
器
（
以
下
「
充
て
ん
容
器
等
」
と
い
う
。
）
を
交
換
す
る
と
き
（
当
該
充
て
ん

容
器
等
に
係
る
消
費
設
備
の
数
が
一
で
あ
る
場
合
に
限
る
。
）
は
、
液
化
石
油
ガ
ス
の
供
給
が
中
断
す
る
こ
と

に
よ
り
使
用
中
の
燃
焼
器
か
ら
液
化
石
油
ガ
ス
が
漏
え
い
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
末
端
ガ
ス
栓
を
閉
止
す
る
等

の
措
置
を
講
じ
て
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
一
般
消
費
者
等
へ
の
液
化
石
油
ガ
ス
の
供
給
を
中
断
す
る
こ
と
な
く

充
て
ん
容
器
等
の
交
換
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
設
備
を
設
け
て
い
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

五
　
充
て
ん
容
器
等
で
あ
っ
て
供
給
管
若
し
く
は
配
管
又
は
集
合
装
置
に
接
続
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
、
充
て
ん

容
器
及
び
残
ガ
ス
容
器
に
そ
れ
ぞ
れ
区
分
し
て
貯
蔵
施
設
に
置
く
こ
と
。

六
　
貯
蔵
施
設
に
は
、
充
て
ん
容
器
等
及
び
計
量
器
等
作
業
に
必
要
な
物
以
外
の
物
を
置
か
な
い
こ
と
。

七
　
貯
蔵
施
設
の
周
囲
二
メ
ー
ト
ル
以
内
に
は
、
火
気
又
は
引
火
性
若
し
く
は
発
火
性
の
物
を
置
か
な
い
こ
と
。

た
だ
し
、
貯
蔵
施
設
に
厚
さ
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の

強
度
を
有
す
る
障
壁
を
設
け
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

八
　
貯
蔵
施
設
に
置
か
れ
る
充
て
ん
容
器
等
は
、
常
に
温
度
四
十
度
以
下
に
保
つ
こ
と
。

九
　
貯
蔵
施
設
に
置
か
れ
る
充
て
ん
容
器
等
（
内
容
積
が
五
リ
ッ
ト
ル
以
下
の
も
の
を
除
く
。
）
に
は
、
転
落
、

転
倒
等
に
よ
る
衝
撃
及
び
バ
ル
ブ
の
損
傷
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
、
か
つ
、
粗
暴
な
取
扱
い
を
し
な
い
こ

と
。

十
　
貯
蔵
施
設
に
は
、
携
帯
電
灯
以
外
の
灯
火
を
携
え
て
立
ち
入
ら
な
い
こ
と
。

十
一
　
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者
の
所
有
す
る
消
費
設
備
を
一
般
消
費
者
等
が
利
用
す
る
場
合
は
、
液
化
石
油

ガ
ス
の
供
給
開
始
時
ま
で
に
、
当
該
消
費
設
備
が
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者
の
所
有
す
る
設
備
で
あ
る
こ
と

を
当
該
一
般
消
費
者
等
に
確
認
す
る
こ
と
。
（
当
該
消
費
設
備
の
所
有
権
が
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者
に
あ

る
場
合
に
限
る
。
）

十
二
　
液
化
石
油
ガ
ス
の
引
渡
し
は
、
一
般
消
費
者
等
の
継
続
的
消
費
に
支
障
を
生
じ
な
い
よ
う
遅
滞
な
く
す
る

こ
と
。

十
三
　
液
化
石
油
ガ
ス
は
、
計
量
法
（
平
成
四
年
法
律
第
五
十
一
号
）
に
規
定
す
る
法
定
計
量
単
位
に
よ
る
体
積

に
よ
り
販
売
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
内
容
積
が
二
十
リ
ッ
ト
ル
以
下
の
容
器
に
よ
り
販
売
す
る
場
合
、
第
三
号

た
だ
し
書
に
規
定
す
る
場
合
、
経
済
産
業
大
臣
が
次
条
の
規
定
に
よ
り
配
管
に
接
続
す
る
こ
と
な
く
充
て
ん
容

器
を
引
き
渡
す
こ
と
を
認
め
た
場
合
又
は
一
般
消
費
者
等
に
対
す
る
液
化
石
油
ガ
ス
の
販
売
で
あ
っ
て
、
そ
の

販
売
が
高
圧
ガ
ス
保
安
法
の
適
用
を
受
け
る
高
圧
ガ
ス
の
販
売
と
不
可
分
な
も
の
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
若
し

く
は
特
別
の
事
情
に
よ
り
一
定
期
間
経
過
後
行
わ
れ
な
く
な
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で

あ
る
場
合
は
、
計
量
法
に
規
定
す
る
法
定
計
量
単
位
に
よ
る
質
量
に
よ
り
販
売
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

十
四
　
削
除

十
五
　
第
十
三
号
た
だ
し
書
の
規
定
に
基
づ
き
質
量
に
よ
り
販
売
し
た
液
化
石
油
ガ
ス
で
あ
っ
て
消
費
さ
れ
な
い

も
の
は
、
一
般
消
費
者
等
の
不
在
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
を
除
き
一
般
消
費
者
等
の
立
会
い

の
下
に
質
量
に
よ
り
計
り
、
そ
の
質
量
に
応
じ
た
適
正
な
価
格
で
引
き
取
る
こ
と
。

十
五
の
二
　
一
般
消
費
者
等
に
対
し
て
液
化
石
油
ガ
ス
の
供
給
に
係
る
料
金
そ
の
他
の
一
般
消
費
者
等
の
負
担
と

な
る
も
の
を
請
求
す
る
と
き
は
、
そ
の
料
金
そ
の
他
の
一
般
消
費
者
等
の
負
担
と
な
る
も
の
の
算
定
根
拠
を
通

知
す
る
こ
と
。

十
五
の
三
　
新
た
に
一
般
消
費
者
等
に
対
し
液
化
石
油
ガ
ス
を
供
給
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
一
般
消
費
者
等

に
液
化
石
油
ガ
ス
を
供
給
す
る
他
の
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者
の
所
有
す
る
供
給
設
備
が
既
に
設
置
さ
れ
て

い
る
と
き
は
、
一
般
消
費
者
等
か
ら
当
該
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者
に
対
し
て
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
契
約
の

解
除
の
申
し
出
が
あ
っ
て
か
ら
相
当
期
間
が
経
過
す
る
ま
で
は
、
当
該
供
給
設
備
を
撤
去
し
な
い
こ
と
。
た
だ

し
、
当
該
供
給
設
備
を
撤
去
す
る
こ
と
に
つ
い
て
当
該
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者
の
同
意
を
得
て
い
る
と
き

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

十
六
　
一
般
消
費
者
等
か
ら
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
契
約
の
解
除
の
申
し
出
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
一
般

消
費
者
等
か
ら
要
求
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者
は
そ
の
所
有
す
る
供
給
設
備
を
遅
滞

な
く
撤
去
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
撤
去
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
場
合
そ
の
他
正
当
な
事
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

十
七
　
一
般
消
費
者
等
か
ら
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
契
約
の
解
除
の
申
し
出
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
消
費
設
備

に
係
る
配
管
で
あ
っ
て
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者
が
所
有
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
一
般
消
費
者
等
が

別
段
の
意
思
表
示
を
す
る
場
合
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
適
正
な
対
価
で
一
般
消
費

者
等
に
所
有
権
を
移
転
す
る
こ
と
。
（
当
該
配
管
の
所
有
権
が
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者
に
あ
る
場
合
に
限

る
。
）

十
八
　
貯
槽
又
は
バ
ル
ク
貯
槽
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
二
十
一
条
に
お
い
て
「
貯
槽
等
」
と
い
う
。
）
で
あ
っ
て

販
売
所
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
の
周
囲
二
メ
ー
ト
ル
以
内
に
は
、
火
気
又
は
引
火
性
若
し
く
は
発
火
性
の

物
を
置
か
な
い
こ
と
。

十
九
　
貯
槽
等
の
修
理
又
は
清
掃
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
修
理
等
」
と
い
う
。
）
は
、
次
の
イ
か
ら
ヘ
ま
で

に
掲
げ
る
基
準
に
よ
る
こ
と
に
よ
り
保
安
上
支
障
の
な
い
状
態
で
行
う
こ
と
。

イ
　
修
理
等
を
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
修
理
等
の
作
業
計
画
及
び
当
該
作
業
の
責
任
者
を
定
め
、
修
理

等
は
、
当
該
作
業
計
画
に
従
い
、
か
つ
、
当
該
責
任
者
の
監
督
の
下
に
行
う
こ
と
。

ロ
　
修
理
等
を
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
内
部
の
液
化
石
油
ガ
ス
を
液
化
石
油
ガ
ス
と
反
応
し
に
く

い
不
燃
性
の
ガ
ス
又
は
液
体
で
置
換
す
る
等
の
危
険
を
防
止
す
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

ハ
　
修
理
等
の
た
め
作
業
員
が
貯
槽
等
内
に
入
る
と
き
は
、
ロ
の
規
定
に
よ
る
置
換
に
使
用
さ
れ
た
ガ
ス
又
は

液
体
を
空
気
で
再
置
換
す
る
こ
と
。

ニ
　
貯
槽
等
を
開
放
し
て
修
理
等
を
す
る
と
き
は
、
当
該
貯
槽
等
に
他
の
部
分
か
ら
液
化
石
油
ガ
ス
が
漏
え
い

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
当
該
貯
槽
等
の
前
後
の
バ
ル
ブ
を
閉
止
す
る
と
と
も
に
、
仕
切
板
を
施
す
等
の
措
置

を
講
ず
る
こ
と
。

ホ
　
ニ
の
規
定
に
よ
り
閉
止
さ
れ
た
バ
ル
ブ
（
操
作
ボ
タ
ン
等
に
よ
り
当
該
バ
ル
ブ
を
開
閉
す
る
場
合
に
あ
っ

て
は
、
当
該
操
作
ボ
タ
ン
等
）
又
は
仕
切
板
に
は
、
誤
操
作
を
防
止
す
る
た
め
、
操
作
し
て
は
な
ら
な
い
旨

を
表
示
す
る
と
と
も
に
施
錠
を
す
る
等
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

ヘ
　
修
理
等
が
終
了
し
た
と
き
は
、
当
該
貯
槽
等
か
ら
液
化
石
油
ガ
ス
の
漏
え
い
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
後

で
な
け
れ
ば
使
用
し
な
い
こ
と
。

十
九
の
二
　
供
給
管
若
し
く
は
配
管
又
は
集
合
装
置
を
修
理
す
る
た
め
液
化
石
油
ガ
ス
を
遮
断
す
る
と
き
は
、
次

の
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
基
準
に
よ
る
こ
と
に
よ
り
保
安
上
支
障
の
な
い
状
態
で
行
う
こ
と
。

イ
　
修
理
を
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
修
理
の
作
業
計
画
及
び
当
該
作
業
の
責
任
者
を
定
め
、
修
理
は
、

当
該
作
業
計
画
に
従
い
、
か
つ
、
当
該
責
任
者
の
監
督
の
下
に
行
う
こ
と
。

ロ
　
修
理
が
終
了
し
た
と
き
は
、
当
該
供
給
管
若
し
く
は
配
管
又
は
集
合
装
置
か
ら
液
化
石
油
ガ
ス
の
漏
え
い

の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
後
で
な
け
れ
ば
使
用
し
な
い
こ
と
。

二
十
　
貯
槽
等
（
貯
蔵
能
力
が
三
千
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
の
も
の
に
限
る
。
）
は
、
告
示
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

そ
の
沈
下
状
況
を
測
定
し
、
沈
下
し
て
い
た
場
合
に
は
、
そ
の
沈
下
の
程
度
に
応
じ
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
こ

と
。

二
十
一
　
貯
槽
等
に
設
け
た
バ
ル
ブ
の
操
作
は
、
当
該
バ
ル
ブ
の
材
質
、
構
造
及
び
状
態
に
応
じ
過
大
な
力
を
加

え
な
い
よ
う
に
し
て
す
る
こ
と
。

二
十
二
　
バ
ル
ク
貯
槽
は
、
告
示
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
検
査
を
行
う
こ
と
。

二
十
二
の
二
　
第
十
九
号
の
規
定
は
、
前
号
の
規
定
に
よ
る
検
査
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

第
十
九
号
中
「
貯
槽
等
の
修
理
又
は
清
掃
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
修
理
等
」
と
い
う
。
）
」
と
あ
る
の
は

「
第
二
十
二
号
の
検
査
」
と
、
同
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
の
規
定
中
「
修
理
等
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
検
査
」
と
、

「
貯
槽
等
」
と
あ
る
の
は
「
バ
ル
ク
貯
槽
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

二
十
三
　
バ
ル
ク
容
器
に
設
け
る
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
用
液
流
出
防
止
装
置
、
ガ
ス
放
出
防
止
器
、
緊
急
遮
断
装
置

（
内
容
積
が
四
千
リ
ッ
ト
ル
未
満
の
バ
ル
ク
容
器
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
、
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
、
液
面
計
及
び
過

充
て
ん
防
止
装
置
は
、
告
示
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
検
査
を
行
う
こ
と
。

（
危
険
の
お
そ
れ
の
な
い
場
合
の
特
則
）

第
十
七
条
　
第
十
四
条
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
並
び
に
前
条
第
三
号
、
第
五
号
及
び
第
十
三
号
に
規
定
す
る
基
準

に
つ
い
て
、
経
済
産
業
大
臣
が
貯
蔵
施
設
又
は
供
給
設
備
の
規
模
、
周
囲
の
状
況
等
か
ら
判
断
し
て
保
安
上
支
障

5



が
な
い
と
認
め
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
経
済
産
業
大
臣
が
認
め
る
基
準
を
も
っ
て
、

当
該
規
定
に
係
る
法
第
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
基
準
と
す
る
。

（
供
給
設
備
の
技
術
上
の
基
準
）

第
十
八
条
　
法
第
十
六
条
の
二
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
供
給
設
備
（
バ
ル
ク
供
給
に
係
る
も
の
を
除

く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
技
術
上
の
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
貯
蔵
設
備
（
貯
槽
で
あ
る
も
の
を
除
き
、
貯
蔵
能
力
が
千
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
の
も
の
に
限
る
。
）
は
、
次
に

定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

イ
　
充
て
ん
容
器
等
（
内
容
積
が
二
十
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
も
の
に
限
る
。
以
下
イ
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
は
、

当
該
容
器
を
置
く
位
置
か
ら
二
メ
ー
ト
ル
以
内
に
あ
る
火
気
を
さ
え
ぎ
る
措
置
を
講
じ
、
か
つ
、
屋
外
に
置

く
こ
と
。
た
だ
し
、
屋
外
に
置
く
こ
と
が
著
し
く
困
難
な
場
合
（
告
示
で
定
め
る
場
合
に
限
る
。
）
に
お
い

て
、
充
て
ん
容
器
等
及
び
こ
れ
ら
の
附
属
品
か
ら
漏
え
い
し
た
液
化
石
油
ガ
ス
が
屋
内
に
滞
留
し
な
い
よ
う

な
措
置
を
講
じ
、
か
つ
、
漏
え
い
し
た
液
化
石
油
ガ
ス
が
火
気
に
触
れ
な
い
よ
う
な
措
置
を
講
じ
た
と
き

は
、
屋
内
に
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

ロ
　
充
て
ん
容
器
等
（
当
該
容
器
に
取
り
付
け
た
ス
カ
ー
ト
を
含
む
。
）
に
は
、
湿
気
、
水
滴
等
に
よ
る
腐
し

ょ
く
を
防
止
す
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

ハ
　
充
て
ん
容
器
等
は
、
常
に
温
度
四
十
度
以
下
に
保
つ
こ
と
。

ニ
　
充
て
ん
容
器
等
（
内
容
積
が
五
リ
ッ
ト
ル
以
下
の
も
の
を
除
く
。
以
下
ニ
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
は
、
転

落
、
転
倒
等
に
よ
る
衝
撃
及
び
バ
ル
ブ
等
の
損
傷
を
防
止
す
る
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
浸
水
の
お
そ
れ

の
あ
る
地
域
に
お
い
て
は
、
充
て
ん
容
器
等
が
浸
水
に
よ
っ
て
流
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
措
置
を
講
ず
る

こ
と
。

二
　
貯
蔵
設
備
（
貯
槽
で
あ
る
も
の
を
除
き
、
貯
蔵
能
力
が
千
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
三
千
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
の
も
の

に
限
る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
次
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

イ
　
貯
蔵
設
備
は
、
そ
の
外
面
か
ら
、
第
一
種
保
安
物
件
に
対
し
十
六
・
九
七
メ
ー
ト
ル
以
上
、
第
二
種
保
安

物
件
に
対
し
十
一
・
三
一
メ
ー
ト
ル
以
上
の
距
離
を
有
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
第
一
種
保
安
物
件
又
は
第
二

種
保
安
物
件
に
対
し
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
障
壁
等
を
設
け
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

ロ
　
貯
蔵
設
備
は
、
そ
の
外
面
か
ら
火
気
（
当
該
貯
蔵
設
備
に
附
属
す
る
気
化
装
置
内
の
も
の
を
除
く
。
以
下

ロ
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
取
り
扱
う
施
設
に
対
し
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
距
離
を
有
し
、
又
は
当
該
貯
蔵
設
備

と
火
気
を
取
り
扱
う
施
設
と
の
間
に
当
該
貯
蔵
設
備
か
ら
漏
え
い
し
た
液
化
石
油
ガ
ス
が
当
該
火
気
を
取
り

扱
う
施
設
に
流
動
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

ハ
　
貯
蔵
設
備
に
は
、
液
化
石
油
ガ
ス
が
漏
え
い
し
た
と
き
滞
留
し
な
い
よ
う
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

ニ
　
貯
蔵
設
備
（
販
売
所
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
。
）
に
は
、
さ
く
、
へ
い
等
を
設
け
る
こ
と
。

ホ
　
貯
蔵
設
備
に
は
、
そ
の
外
部
か
ら
見
や
す
い
よ
う
に
警
戒
標
を
掲
げ
て
あ
る
こ
と
。

ヘ
　
貯
蔵
設
備
に
は
、
消
火
設
備
を
設
け
る
こ
と
。

ト
　
貯
蔵
設
備
に
は
、
不
燃
性
又
は
難
燃
性
の
材
料
を
使
用
し
た
軽
量
な
屋
根
又
は
遮
へ
い
板
を
設
け
る
こ

と
。

チ
　
充
て
ん
容
器
等
に
は
、
転
落
、
転
倒
等
に
よ
る
衝
撃
及
び
バ
ル
ブ
等
の
損
傷
を
防
止
す
る
措
置
を
講
ず
る

こ
と
。

リ
　
充
て
ん
容
器
等
（
当
該
容
器
に
取
り
付
け
た
ス
カ
ー
ト
を
含
む
。
）
に
は
、
湿
気
、
水
滴
等
に
よ
る
腐
し

ょ
く
を
防
止
す
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

三
　
貯
槽
（
貯
蔵
能
力
が
千
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
の
も
の
に
限
る
。
）
は
、
次
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

イ
　
貯
槽
は
、
そ
の
外
面
か
ら
、
第
一
種
保
安
物
件
に
対
し
十
六
・
九
七
メ
ー
ト
ル
以
上
、
第
二
種
保
安
物
件

に
対
し
十
一
・
三
一
メ
ー
ト
ル
以
上
の
距
離
を
有
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
第
一
種
保
安
物
件
又
は
第
二
種
保

安
物
件
に
対
し
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
障
壁
等
を
設
け
、
又
は
当
該
貯
槽
を
地
盤
面
下
に
埋
設
し
た
場
合
に

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

ロ
　
第
一
種
保
安
物
件
又
は
第
二
種
保
安
物
件
が
密
集
し
、
特
に
公
共
の
安
全
を
維
持
す
る
必
要
が
あ
る
地
域

で
あ
っ
て
、
経
済
産
業
大
臣
が
指
定
す
る
地
域
に
お
い
て
は
、
貯
槽
を
地
盤
面
下
に
埋
設
す
る
こ
と
。

ハ
　
地
盤
面
下
に
埋
設
す
る
貯
槽
は
、
次
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（１）
　
貯
槽
は
、
ふ
た
、
壁
及
び
底
の
厚
さ
が
そ
れ
ぞ
れ
三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
防
水
措
置
を
施
し
た

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
室
（
以
下
「
貯
槽
室
」
と
い
う
。
）
に
設
置
し
、
か
つ
、
次
の
（
イ
）
、
（
ロ
）

又
は
（
ハ
）
に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。
た
だ
し
、
腐
し
ょ
く
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
た
貯
槽
を

地
盤
に
固
定
し
、
か
つ
、
地
盤
面
上
の
重
量
物
の
荷
重
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
る
措
置
を
講
じ
た
場
合
に

は
、
当
該
貯
槽
を
貯
槽
室
に
設
置
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

（イ）
　
貯
槽
の
周
囲
に
乾
燥
砂
を
詰
め
る
こ
と
。

（ロ）
　
貯
槽
を
水
没
さ
せ
る
こ
と
。

（ハ）
　
貯
槽
室
内
を
強
制
換
気
す
る
こ
と
。

（２）
　
貯
槽
の
頂
部
は
、
三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
地
盤
面
か
ら
下
に
あ
る
こ
と
。

（３）
　
貯
槽
を
二
以
上
隣
接
し
て
設
置
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
相
互
間
に
一
メ
ー
ト
ル
以
上
の
間
隔
を
保
つ
こ

と
。

ニ
　
貯
槽
は
、
そ
の
外
面
か
ら
火
気
（
当
該
貯
槽
に
附
属
す
る
気
化
装
置
内
の
も
の
を
除
く
。
以
下
ニ
に
お
い

て
同
じ
。
）
を
取
り
扱
う
施
設
に
対
し
、
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
距
離
を
有
し
、
又
は
当
該
貯
槽
と
火
気
を
取

り
扱
う
施
設
と
の
間
に
当
該
貯
槽
か
ら
漏
え
い
し
た
液
化
石
油
ガ
ス
が
当
該
火
気
を
取
り
扱
う
施
設
に
流
動

す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

ホ
　
貯
槽
（
販
売
所
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
又
は
地
盤
面
下
に
埋
設
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
。
）
に
は
、

さ
く
、
へ
い
等
を
設
け
る
こ
と
。

ヘ
　
貯
槽
に
は
、
そ
の
外
部
か
ら
見
や
す
い
よ
う
に
液
化
石
油
ガ
ス
の
貯
槽
で
あ
る
旨
を
朱
書
す
る
こ
と
。

ト
　
貯
槽
の
材
料
は
、
そ
の
使
用
条
件
等
に
照
ら
し
適
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。

チ
　
貯
槽
に
は
、
使
用
上
支
障
の
あ
る
腐
し
ょ
く
、
割
れ
等
の
欠
陥
が
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

リ
　
貯
槽
に
は
、
腐
し
ょ
く
を
防
止
す
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

ヌ
　
貯
槽
の
基
礎
は
、
不
同
沈
下
等
に
よ
り
当
該
貯
槽
に
有
害
な
ひ
ず
み
が
生
じ
な
い
よ
う
な
も
の
で
あ
る
こ

と
。

ル
　
貯
槽
は
、
常
用
の
圧
力
の
一
・
五
倍
以
上
（
特
定
設
備
検
査
規
則
（
昭
和
五
十
一
年
通
商
産
業
省
令
第
四

号
）
第
二
条
第
十
七
号
に
規
定
す
る
第
二
種
特
定
設
備
（
以
下
単
に
「
第
二
種
特
定
設
備
」
と
い
う
。
）
に

あ
っ
て
は
、
常
用
の
圧
力
の
一
・
三
倍
以
上
）
の
圧
力
で
水
そ
の
他
の
安
全
な
液
体
を
使
用
し
て
行
う
耐
圧

試
験
（
そ
の
構
造
に
よ
り
液
体
を
使
用
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
常
用
の
圧
力
の

一
・
二
五
倍
以
上
（
第
二
種
特
定
設
備
に
あ
っ
て
は
、
常
用
の
圧
力
の
一
・
一
倍
以
上
）
の
圧
力
で
空
気
、

窒
素
等
の
気
体
を
使
用
し
て
行
う
耐
圧
試
験
）
及
び
常
用
の
圧
力
以
上
の
圧
力
で
行
う
気
密
試
験
に
合
格
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ヲ
　
貯
槽
は
、
常
用
の
圧
力
の
二
倍
以
上
の
圧
力
で
降
伏
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
な
肉
厚
を
有
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
。

ワ
　
貯
槽
に
は
、
告
示
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
圧
力
計
を
設
け
、
か
つ
、
当
該
貯
槽
内
の
圧
力
が
許
容
圧

力
を
超
え
た
場
合
に
、
直
ち
に
そ
の
圧
力
を
許
容
圧
力
以
下
に
戻
す
こ
と
が
で
き
る
安
全
弁
を
設
け
る
こ

と
。

カ
　
ワ
の
規
定
に
よ
り
設
け
た
安
全
弁
に
は
、
放
出
管
を
設
け
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
放
出
管
の
開

口
部
の
位
置
は
、
周
囲
に
着
火
源
等
の
な
い
安
全
な
位
置
で
あ
っ
て
、
地
盤
面
か
ら
五
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
又

は
貯
槽
の
頂
部
か
ら
二
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
の
い
ず
れ
か
高
い
位
置
以
上
の
高
さ
で
あ
る
こ
と
。

ヨ
　
貯
槽
に
は
、
液
面
計
（
丸
形
ガ
ラ
ス
管
液
面
計
を
除
く
。
）
を
設
け
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
ガ

ラ
ス
管
液
面
計
を
使
用
す
る
と
き
は
、
当
該
ガ
ラ
ス
管
液
面
計
に
は
、
そ
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置

を
講
じ
、
貯
槽
と
ガ
ラ
ス
管
液
面
計
と
を
接
続
す
る
管
に
は
、
自
動
式
及
び
手
動
式
の
止
め
弁
を
設
け
る
こ

と
。

タ
　
貯
槽
に
取
り
付
け
ら
れ
た
受
入
管
（
液
化
石
油
ガ
ス
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
管
を
い
い
、
当
該
管
と
貯
槽

と
の
接
続
部
を
含
む
。
以
下
ナ
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
供
給
管
（
当
該
管
と
貯
槽
と
の
接
続
部
を
含
む
。

以
下
ナ
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
は
、
二
以
上
の
バ
ル
ブ
を
設
け
、
当
該
二
以
上
の
バ
ル
ブ
の
一
は
、
当
該
貯
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槽
の
直
近
に
設
け
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
貯
槽
の
直
近
に
設
け
た
バ
ル
ブ
は
、
液
化
石
油
ガ

ス
を
送
り
出
し
又
は
受
け
入
れ
る
と
き
以
外
の
と
き
は
、
閉
止
し
て
お
く
こ
と
。

レ
　
地
盤
面
上
に
設
置
す
る
貯
槽
及
び
そ
の
支
柱
は
、
不
燃
性
の
断
熱
材
で
被
覆
す
る
こ
と
等
に
よ
り
耐
熱
性

の
構
造
と
し
、
又
は
当
該
貯
槽
及
び
そ
の
支
柱
に
そ
の
外
面
か
ら
五
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
た
位
置
に
お
い
て

操
作
す
る
こ
と
が
で
き
る
冷
却
用
散
水
装
置
そ
の
他
の
有
効
な
冷
却
装
置
を
設
け
る
こ
と
。

ソ
　
貯
槽
（
販
売
所
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）
か
ら
漏
え
い
す
る
液
化
石
油
ガ
ス
が
滞
留
す
る

お
そ
れ
の
あ
る
場
所
に
は
、
当
該
液
化
石
油
ガ
ス
の
漏
え
い
を
検
知
し
、
か
つ
、
警
報
す
る
た
め
の
設
備
を

設
け
る
こ
と
。

ツ
　
貯
槽
に
は
、
当
該
貯
槽
に
生
ず
る
静
電
気
を
除
去
す
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

ネ
　
貯
槽
に
は
、
消
火
設
備
を
設
け
る
こ
と
。

ナ
　
受
入
管
及
び
供
給
管
に
設
け
た
バ
ル
ブ
（
操
作
ボ
タ
ン
等
に
よ
り
当
該
バ
ル
ブ
を
開
閉
す
る
場
合
に
あ
っ

て
は
、
当
該
操
作
ボ
タ
ン
等
。
以
下
ナ
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
は
、
次
の
（
１
）
及
び
（
２
）
に
掲
げ
る
基

準
に
よ
り
、
作
業
員
が
当
該
バ
ル
ブ
を
適
切
に
操
作
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

（１）
　
バ
ル
ブ
に
は
、
当
該
バ
ル
ブ
の
開
閉
方
向
（
操
作
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該
バ
ル
ブ
に
係
る
貯
槽
に
保
安

上
重
大
な
影
響
を
与
え
る
バ
ル
ブ
に
あ
っ
て
は
、
当
該
バ
ル
ブ
の
開
閉
状
態
を
含
む
。
）
を
明
示
す
る
こ

と
。

（２）
　
バ
ル
ブ
（
操
作
ボ
タ
ン
等
に
よ
り
開
閉
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
係
る
受
入
管
及
び
供
給
管
に
は
、
当

該
バ
ル
ブ
に
近
接
す
る
部
分
に
、
容
易
に
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
方
法
に
よ
り
、
当
該
管
内
の
液
化
石

油
ガ
ス
の
流
れ
の
方
向
を
表
示
す
る
こ
と
。

四
　
貯
蔵
設
備
、
気
化
装
置
及
び
調
整
器
は
、
一
般
消
費
者
等
の
液
化
石
油
ガ
ス
の
最
大
消
費
数
量
に
適
応
す
る

数
量
の
液
化
石
油
ガ
ス
を
供
給
し
う
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

五
　
バ
ル
ブ
、
集
合
装
置
、
供
給
管
及
び
ガ
ス
栓
は
、
使
用
上
支
障
の
あ
る
腐
し
ょ
く
、
割
れ
等
の
欠
陥
が
な
い

も
の
で
あ
る
こ
と
。

六
　
バ
ル
ブ
、
集
合
装
置
及
び
供
給
管
に
は
、
腐
し
ょ
く
を
防
止
す
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

七
　
バ
ル
ブ
、
集
合
装
置
及
び
供
給
管
の
材
料
は
、
そ
の
使
用
条
件
等
に
照
ら
し
適
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。

八
　
集
合
装
置
及
び
供
給
管
に
は
、
次
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
管
を
使
用
す
る
こ
と
。

イ
　
充
て
ん
容
器
等
又
は
貯
槽
と
調
整
器
（
二
段
式
減
圧
用
二
次
側
の
も
の
を
除
く
。
ロ
に
お
い
て
同
じ
。
）

の
間
に
設
置
さ
れ
る
管
に
あ
っ
て
は
、
二
・
六
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
以
上
の
圧
力
で
行
う
耐
圧
試
験
に
合
格
す
る

も
の

ロ
　
調
整
器
と
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
の
間
に
設
置
さ
れ
る
管
に
あ
っ
て
は
、
〇
・
八
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
以
上
の
圧
力
で

行
う
耐
圧
試
験
に
合
格
す
る
も
の

ハ
　
二
段
式
減
圧
用
一
次
側
調
整
器
と
二
次
側
調
整
器
の
間
に
設
置
さ
れ
る
管
に
あ
っ
て
は
、
〇
・
八
メ
ガ
パ

ス
カ
ル
以
上
の
圧
力
で
行
う
耐
圧
試
験
に
合
格
す
る
も
の

ニ
　
充
て
ん
容
器
等
と
集
合
装
置
に
係
る
集
合
管
若
し
く
は
調
整
器
を
接
続
す
る
管
又
は
調
整
器
と
硬
質
管
を

接
続
す
る
硬
質
管
以
外
の
管
に
あ
っ
て
は
、
接
続
さ
れ
た
状
態
で
一
キ
ロ
ニ
ュ
ー
ト
ン
以
上
の
力
で
行
う
引

張
試
験
に
合
格
す
る
も
の

八
の
二
　
集
合
装
置
又
は
供
給
管
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
集
合
装
置
等
」
と
い
う
。
）
は
、
次
に
定
め
る
基

準
に
適
合
す
る
よ
う
修
理
し
、
又
は
取
り
外
す
こ
と
。

イ
　
集
合
装
置
等
に
は
、
当
該
集
合
装
置
等
か
ら
液
化
石
油
ガ
ス
が
漏
え
い
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
措

置
を
講
ず
る
こ
と
。

ロ
　
集
合
装
置
等
に
は
、
当
該
集
合
装
置
等
か
ら
漏
え
い
す
る
液
化
石
油
ガ
ス
が
滞
留
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
場

所
に
お
い
て
、
当
該
液
化
石
油
ガ
ス
が
漏
え
い
し
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ

と
。

ハ
　
集
合
装
置
等
に
は
、
当
該
集
合
装
置
等
の
修
理
又
は
取
り
外
し
が
終
了
し
た
と
き
は
、
当
該
集
合
装
置
等

か
ら
液
化
石
油
ガ
ス
の
漏
え
い
の
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

九
　
調
整
器
と
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
の
間
の
供
給
管
は
、
そ
の
設
置
又
は
変
更
（
硬
質
管
以
外
の
管
の
交
換
を
除
く
。
）

の
工
事
の
終
了
後
に
行
う
次
に
定
め
る
圧
力
に
よ
る
気
密
試
験
に
合
格
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
二
段
式
減
圧
用
一
次
側
調
整
器
と
二
次
側
調
整
器
の
間
の
供
給
管
に
あ
っ
て
は
、
〇
・
一
五
メ
ガ
パ
ス
カ

ル
以
上

ロ
　
イ
以
外
の
供
給
管
に
あ
っ
て
は
、
八
・
四
キ
ロ
パ
ス
カ
ル
以
上

十
　
バ
ル
ブ
、
集
合
装
置
、
気
化
装
置
及
び
供
給
管
は
、
漏
え
い
試
験
に
合
格
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

十
一
　
調
整
器
（
二
段
式
減
圧
用
一
次
側
の
も
の
を
除
く
。
）
と
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
の
間
の
供
給
管
そ
の
他
の
設
備

（
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
を
含
む
。
）
は
、
燃
焼
器
の
入
口
に
お
け
る
液
化
石
油
ガ
ス
の
圧
力
を
次
に
定
め
る
範
囲
に
保

持
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
生
活
の
用
に
供
す
る
液
化
石
油
ガ
ス
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
二
・
〇
キ
ロ
パ
ス
カ
ル
以
上
三
・
三
キ

ロ
パ
ス
カ
ル
以
下

ロ
　
イ
以
外
の
も
の
に
あ
っ
て
は
、
使
用
す
る
燃
焼
器
に
適
合
し
た
圧
力

十
二
　
建
物
の
自
重
及
び
土
圧
に
よ
り
損
傷
を
受
け
る
お
そ
れ
の
あ
る
供
給
管
に
は
、
損
傷
を
防
止
す
る
措
置
を

講
ず
る
こ
と
。

十
三
　
供
給
管
は
、
地
く
ず
れ
、
山
く
ず
れ
、
地
盤
の
不
同
沈
下
等
の
お
そ
れ
の
あ
る
場
所
又
は
建
物
の
基
礎
面

下
に
設
置
し
な
い
こ
と
。

十
四
　
供
給
管
を
地
盤
面
上
に
設
置
す
る
場
合
に
お
い
て
そ
の
周
辺
に
危
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
と
き
は
、

そ
の
見
や
す
い
箇
所
に
液
化
石
油
ガ
ス
の
供
給
管
で
あ
る
旨
、
供
給
管
に
異
常
を
認
め
た
と
き
の
連
絡
先
そ
の

他
必
要
な
事
項
を
明
瞭
に
記
載
し
た
危
険
標
識
を
設
け
る
こ
と
。

十
五
　
供
給
管
（
貯
蔵
能
力
が
千
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
の
貯
蔵
設
備
に
係
る
も
の
に
限
り
、
地
盤
面
下
に
埋
設
さ
れ

て
い
る
も
の
を
除
く
。
）
に
は
、
温
度
の
変
化
に
よ
る
供
給
管
の
長
さ
の
変
化
を
吸
収
す
る
措
置
を
講
ず
る
こ

と
。

十
六
　
内
部
に
液
化
物
の
滞
留
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
供
給
管
（
貯
蔵
能
力
が
五
百
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
の
貯
蔵
設
備

に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
は
、
液
化
物
を
排
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

十
七
　
一
の
供
給
設
備
に
よ
り
二
以
上
の
消
費
設
備
に
供
給
す
る
場
合
は
、
一
般
消
費
者
等
へ
の
液
化
石
油
ガ
ス

の
供
給
を
中
断
す
る
こ
と
な
く
充
て
ん
容
器
等
の
交
換
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
設
備
を
設
け
る
こ
と
。

十
八
　
一
の
供
給
設
備
に
よ
り
二
以
上
の
消
費
設
備
に
供
給
す
る
場
合
は
、
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
の
入
口
側
の
供
給
管

に
、
ガ
ス
栓
を
設
け
る
こ
と
。

十
九
　
気
化
装
置
は
、
次
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

イ
　
気
化
装
置
は
、
使
用
上
支
障
の
あ
る
腐
し
ょ
く
、
割
れ
等
の
欠
陥
が
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ
　
気
化
装
置
は
、
二
・
六
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
以
上
の
圧
力
で
行
う
耐
圧
試
験
に
合
格
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ハ
　
気
化
装
置
は
、
直
火
で
直
接
液
化
石
油
ガ
ス
を
加
熱
す
る
構
造
の
も
の
で
な
い
こ
と
。

ニ
　
気
化
装
置
に
は
、
液
状
の
液
化
石
油
ガ
ス
の
流
出
を
防
止
す
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

ホ
　
温
水
に
よ
り
液
化
石
油
ガ
ス
を
加
熱
す
る
構
造
の
気
化
装
置
で
あ
っ
て
寒
冷
地
に
設
置
す
る
も
の
に
は
、

温
水
部
に
凍
結
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

二
十
　
調
整
器
は
、
次
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

イ
　
調
整
器
は
、
使
用
上
支
障
の
あ
る
腐
し
ょ
く
、
割
れ
、
ね
じ
の
ゆ
る
み
等
の
欠
陥
が
な
く
、
か
つ
、
消
費

す
る
液
化
石
油
ガ
ス
に
適
合
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ
　
調
整
器
は
、
次
に
定
め
る
耐
圧
性
能
及
び
気
密
性
能
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（１）
　
調
整
器
（
二
段
式
減
圧
用
二
次
側
の
も
の
を
除
く
。
）
の
高
圧
側
の
耐
圧
性
能
及
び
気
密
性
能
は
、
二
・

六
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
以
上
の
圧
力
で
行
う
耐
圧
試
験
及
び
一
・
五
六
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
以
上
の
圧
力
で
行
う
気

密
試
験
に
合
格
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（２）
　
調
整
器
（
二
段
式
減
圧
用
二
次
側
の
も
の
に
限
る
。
）
の
高
圧
側
の
耐
圧
性
能
及
び
気
密
性
能
は
、
〇
・

八
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
以
上
の
圧
力
で
行
う
耐
圧
試
験
及
び
〇
・
一
五
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
以
上
の
圧
力
で
行
う
気

密
試
験
に
合
格
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ハ
　
調
整
器
（
二
段
式
減
圧
用
一
次
側
の
も
の
を
除
く
。
）
の
調
整
圧
力
及
び
閉
そ
く
圧
力
は
、
次
に
定
め
る

基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。
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（１）
　
調
整
器
（
生
活
の
用
に
供
す
る
液
化
石
油
ガ
ス
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
調
整
圧
力
は
、
二
・
三
キ

ロ
パ
ス
カ
ル
以
上
三
・
三
キ
ロ
パ
ス
カ
ル
以
下
で
あ
り
、
か
つ
、
閉
そ
く
圧
力
は
、
三
・
五
キ
ロ
パ
ス
カ

ル
以
下
で
あ
る
こ
と
。

（２）
　
調
整
器
（
（
１
）
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）
の
調
整
圧
力
及
び
閉
そ
く
圧
力
は
、
使
用
す
る
燃
焼
器

に
適
合
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
十
一
　
地
下
室
、
地
下
街
そ
の
他
の
地
下
で
あ
っ
て
液
化
石
油
ガ
ス
が
充
満
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
所
の
う
ち

告
示
で
定
め
る
も
の
（
以
下
「
地
下
室
等
」
と
い
う
。
）
に
係
る
供
給
管
（
貯
蔵
能
力
が
三
百
キ
ロ
グ
ラ
ム
以

上
の
貯
蔵
設
備
に
接
続
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）
に
は
、
当
該
地
下
室
等
の
保
安
状
況
を
常
時
監
視
で
き
る
場

所
に
お
い
て
、
直
ち
に
液
化
石
油
ガ
ス
の
供
給
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
緊
急
遮
断
装
置
を
、
当
該
供
給
管

と
接
続
さ
れ
た
貯
蔵
設
備
ご
と
に
、
こ
れ
に
近
接
し
て
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
告
示
で
定
め
る
地
下
室
等
に

あ
っ
て
は
、
当
該
供
給
管
と
接
続
さ
れ
た
貯
蔵
設
備
ご
と
に
、
こ
れ
に
近
接
し
た
一
の
バ
ル
ブ
に
よ
っ
て
液
化

石
油
ガ
ス
の
供
給
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

二
十
二
　
第
十
六
条
第
十
三
号
に
基
づ
き
液
化
石
油
ガ
ス
を
体
積
に
よ
り
販
売
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
次
の
イ

又
は
ロ
に
掲
げ
る
も
の
及
び
ハ
に
掲
げ
る
も
の
が
告
示
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
た
だ

し
、
そ
の
設
置
場
所
又
は
一
般
消
費
者
等
の
液
化
石
油
ガ
ス
の
消
費
の
形
態
に
特
段
の
事
情
が
あ
る
と
き
（
ロ

に
掲
げ
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
告
示
で
定
め
る
場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は
消
費
設
備
の
所
有
者
又
は
占
有
者

か
ら
そ
の
設
置
の
承
諾
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

イ
　
異
常
な
ガ
ス
流
量
を
検
知
し
た
と
き
に
自
動
的
に
ガ
ス
の
供
給
を
停
止
す
る
機
能
及
び
そ
の
旨
の
表
示
を

行
う
機
能
を
有
す
る
ガ
ス
メ
ー
タ
ー

ロ
　
液
化
石
油
ガ
ス
器
具
等
の
技
術
上
の
基
準
等
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
四
十
三
年
通
商
産
業
省
令
第
二
十
三

号
。
以
下
「
器
具
省
令
」
と
い
う
。
）
別
表
第
一
第
十
四
号
に
規
定
す
る
液
化
石
油
ガ
ス
用
ガ
ス
漏
れ
警
報

器
（
器
具
省
令
別
表
第
三
の
技
術
上
の
基
準
に
適
合
す
る
も
の
に
限
る
。
）
を
用
い
た
機
器
で
あ
っ
て
、
ガ

ス
漏
れ
を
検
知
し
た
と
き
に
自
動
的
に
ガ
ス
の
供
給
を
停
止
す
る
も
の

ハ
　
器
具
省
令
別
表
第
一
第
十
六
号
に
規
定
す
る
液
化
石
油
ガ
ス
用
対
震
自
動
ガ
ス
遮
断
器
（
器
具
省
令
別
表

第
三
の
技
術
上
の
基
準
に
適
合
す
る
も
の
に
限
る
。
）

二
十
三
　
供
給
管
若
し
く
は
集
合
装
置
又
は
調
整
器
か
ら
充
て
ん
容
器
等
を
取
り
外
す
と
き
は
、
そ
の
取
り
外
す

充
て
ん
容
器
等
に
つ
い
て
、
バ
ル
ブ
を
確
実
に
閉
止
し
、
か
つ
、
安
全
な
場
所
に
移
す
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

（
バ
ル
ク
供
給
に
係
る
供
給
設
備
の
技
術
上
の
基
準
）

第
十
九
条
　
法
第
十
六
条
の
二
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
供
給
設
備
（
バ
ル
ク
供
給
に
係
る
も
の
に
限

る
。
）
の
技
術
上
の
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
バ
ル
ク
容
器
（
貯
蔵
能
力
が
千
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
の
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、

次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

イ
　
告
示
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
用
液
流
出
防
止
装
置
を
取
り
付
け
た
液
取
入
バ
ル
ブ
を

設
け
る
こ
と
。

ロ
　
告
示
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
ガ
ス
放
出
防
止
器
又
は
緊
急
遮
断
装
置
を
取
り
付
け
た
ガ
ス
取
出
バ
ル

ブ
を
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
告
示
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
地
震
に
よ
る
震
動
及
び
地
盤
の
液
状
化
に

伴
う
供
給
管
の
損
傷
を
防
止
す
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

ハ
　
液
取
出
バ
ル
ブ
を
設
け
る
場
合
の
当
該
液
取
出
バ
ル
ブ
は
、
告
示
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
ガ
ス
放
出

防
止
器
又
は
緊
急
遮
断
装
置
を
取
り
付
け
た
も
の
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
液
取
出
バ
ル
ブ
を
供
給
管

若
し
く
は
配
管
又
は
集
合
装
置
に
接
続
し
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

ニ
　
均
圧
バ
ル
ブ
を
設
け
る
場
合
の
当
該
均
圧
バ
ル
ブ
は
、
告
示
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
先
端
に
カ
ッ
プ

リ
ン
グ
を
取
付
け
た
も
の
と
す
る
こ
と
。

ホ
　
告
示
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
液
面
計
（
ガ
ラ
ス
管
液
面
計
を
除
く
。
）
を
設
け
る
こ
と
。

ヘ
　
告
示
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
過
充
て
ん
防
止
装
置
を
設
け
る
こ
と
。

ト
　
イ
か
ら
ヘ
に
掲
げ
る
機
器
は
、
ふ
た
付
き
の
プ
ロ
テ
ク
タ
ー
で
保
護
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
ホ
又
は
ヘ
に

掲
げ
る
機
器
に
つ
い
て
は
、
液
化
石
油
ガ
ス
の
漏
え
い
の
お
そ
れ
が
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
。

チ
　
バ
ル
ク
容
器
に
は
、
バ
ル
ク
容
器
又
は
当
該
バ
ル
ク
容
器
の
周
囲
の
見
や
す
い
箇
所
に
、
液
化
石
油
ガ
ス

又
は
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
及
び
火
気
厳
禁
と
朱
書
す
る
こ
と
。

リ
　
バ
ル
ク
容
器
に
は
、
バ
ル
ク
容
器
又
は
当
該
バ
ル
ク
容
器
の
周
囲
の
見
や
す
い
箇
所
に
、
緊
急
連
絡
先
を

表
示
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
バ
ル
ク
容
器
に
係
る
容
器
保
安
規
則
第
十
条
第
三
号
に
規
定
す
る
表
示
の

内
容
が
、
法
第
二
十
七
条
第
一
項
第
四
号
の
保
安
業
務
の
認
定
を
受
け
た
事
業
所
と
同
じ
場
合
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

ヌ
　
バ
ル
ク
容
器
（
当
該
バ
ル
ク
容
器
に
取
り
付
け
ら
れ
た
機
器
等
を
含
む
。
）
に
は
、
腐
し
ょ
く
を
防
止
す

る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

ル
　
転
落
、
転
倒
等
を
防
止
す
る
た
め
、
ス
カ
ー
ト
又
は
サ
ド
ル
等
を
基
礎
に
設
置
す
る
こ
と
。

ヲ
　
基
礎
は
、
平
坦
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
盤
等
に
よ
る
水
平
、
か
つ
、
地
盤
面
か
ら
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
高

い
も
の
と
す
る
。

ワ
　
自
動
車
等
車
両
が
接
触
し
な
い
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

カ
　
安
全
弁
に
は
、
告
示
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
放
出
管
等
を
設
け
る
こ
と
。

ヨ
　
バ
ル
ク
容
器
は
、
そ
の
外
面
か
ら
二
メ
ー
ト
ル
以
内
に
あ
る
火
気
を
さ
え
ぎ
る
措
置
を
講
じ
、
か
つ
、
屋

外
に
置
く
こ
と
。

タ
　
バ
ル
ク
容
器
は
、
常
に
温
度
四
十
度
以
下
に
保
つ
こ
と
。

二
　
バ
ル
ク
容
器
（
貯
蔵
能
力
が
千
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
三
千
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
の
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
に

お
い
て
同
じ
。
）
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

イ
　
バ
ル
ク
容
器
は
、
そ
の
外
面
か
ら
、
第
一
種
保
安
物
件
に
対
し
十
六
・
九
七
メ
ー
ト
ル
以
上
、
第
二
種
保

安
物
件
に
対
し
十
一
・
三
一
メ
ー
ト
ル
以
上
の
距
離
を
有
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
第
一
種
保
安
物
件
又
は
第

二
種
保
安
物
件
に
対
し
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
障
壁
等
を
設
け
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

ロ
　
バ
ル
ク
容
器
は
、
そ
の
外
面
か
ら
火
気
（
当
該
バ
ル
ク
容
器
に
附
属
す
る
気
化
装
置
内
の
も
の
を
除
く
。

以
下
ロ
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
取
り
扱
う
施
設
に
対
し
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
距
離
を
有
し
、
又
は
当
該
バ
ル

ク
容
器
と
火
気
を
取
り
扱
う
施
設
と
の
間
に
当
該
バ
ル
ク
容
器
か
ら
漏
え
い
し
た
液
化
石
油
ガ
ス
が
当
該
火

気
を
取
り
扱
う
施
設
に
流
動
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

ハ
　
バ
ル
ク
容
器
に
は
、
不
燃
性
又
は
難
燃
性
の
材
料
を
使
用
し
た
軽
量
な
屋
根
又
は
遮
へ
い
板
を
設
け
る
こ

と
。

ニ
　
バ
ル
ク
容
器
に
は
、
消
火
設
備
を
設
け
る
こ
と
。

ホ
　
前
号
イ
か
ら
カ
ま
で
の
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

三
　
バ
ル
ク
貯
槽
（
貯
蔵
能
力
が
千
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
の
も
の
に
限
る
。
）
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る

こ
と
。

イ
　
バ
ル
ク
貯
槽
（
ハ
（
１
）
か
ら
（
８
）
ま
で
の
も
の
を
除
く
。
）
は
、
高
圧
ガ
ス
保
安
法
第
五
十
六
条
の

四
第
一
項
で
定
め
る
特
定
設
備
検
査
合
格
証
又
は
同
法
第
五
十
六
条
の
六
の
十
四
第
二
項
に
定
め
る
特
定
設

備
基
準
適
合
証
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ
　
バ
ル
ク
貯
槽
は
、
そ
の
外
面
か
ら
、
第
一
種
保
安
物
件
に
対
し
一
・
五
メ
ー
ト
ル
以
上
、
第
二
種
保
安
物

件
に
対
し
一
メ
ー
ト
ル
以
上
の
距
離
を
有
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
告
示
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
一
種

保
安
物
件
及
び
第
二
種
保
安
物
件
に
対
し
、
加
熱
試
験
に
合
格
す
る
構
造
壁
若
し
く
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の

性
能
を
有
す
る
壁
を
設
け
、
又
は
当
該
バ
ル
ク
貯
槽
を
地
盤
面
下
に
埋
設
し
た
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。

ハ
　
次
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

（１）
　
告
示
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
内
部
の
圧
力
が
許
容
圧
力
を
超
え
た
場
合
に
、
直
ち
に
そ
の
圧
力
を

許
容
圧
力
以
下
に
戻
す
こ
と
が
で
き
る
安
全
弁
を
設
け
る
こ
と
。

（２）
　
告
示
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
液
面
計
（
ガ
ラ
ス
管
液
面
計
を
除
く
。
）
を
設
け
る
こ
と
。

（３）
　
告
示
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
過
充
て
ん
防
止
装
置
を
設
け
る
こ
と
。
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（４）
　
告
示
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
用
液
流
出
防
止
装
置
を
取
り
付
け
た
液
取
入
弁
を
設

け
る
こ
と
。

（５）
　
告
示
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
ガ
ス
放
出
防
止
器
又
は
緊
急
遮
断
装
置
を
取
り
付
け
た
ガ
ス
取
出
弁

を
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
告
示
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
地
震
に
よ
る
震
動
及
び
地
盤
の
液
状
化
に

伴
う
供
給
管
の
損
傷
を
防
止
す
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（６）
　
告
示
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
ガ
ス
放
出
防
止
器
又
は
緊
急
遮
断
装
置
を
取
り
付
け
た
液
取
出
弁
を

設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
液
取
出
弁
を
供
給
管
若
し
く
は
配
管
又
は
集
合
装
置
に
接
続
し
な
い
場
合

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（７）
　
均
圧
弁
を
設
け
る
場
合
の
当
該
均
圧
弁
は
、
告
示
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
先
端
に
カ
ッ
プ
リ
ン
グ

を
取
り
付
け
た
も
の
と
す
る
こ
と
。

（８）
　
（
１
）
か
ら
（
７
）
ま
で
に
掲
げ
る
機
器
（
以
下
「
附
属
機
器
」
と
い
う
。
）
は
、
告
示
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
ふ
た
付
き
の
プ
ロ
テ
ク
タ
ー
で
保
護
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
（
２
）
又
は
（
３
）
に
掲
げ
る

機
器
に
つ
い
て
は
、
液
化
石
油
ガ
ス
の
漏
え
い
の
お
そ
れ
が
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。

（９）
　
バ
ル
ク
貯
槽
に
は
、
バ
ル
ク
貯
槽
又
は
当
該
バ
ル
ク
貯
槽
の
周
囲
の
見
や
す
い
箇
所
に
、
液
化
石
油
ガ

ス
又
は
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
及
び
火
気
厳
禁
と
朱
書
す
る
こ
と
。

（１０）
　
バ
ル
ク
貯
槽
に
は
、
バ
ル
ク
貯
槽
又
は
当
該
バ
ル
ク
貯
槽
の
周
囲
の
見
や
す
い
箇
所
に
、
緊
急
連
絡
先

を
表
示
す
る
こ
と
。

（１１）
　
バ
ル
ク
貯
槽
に
は
、
告
示
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
腐
し
ょ
く
を
防
止
す
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

（１２）
　
バ
ル
ク
貯
槽
に
は
、
底
部
の
腐
し
ょ
く
及
び
転
倒
を
防
止
す
る
た
め
の
適
当
な
材
質
及
び
構
造
を
有
す

る
支
柱
又
は
サ
ド
ル
等
を
取
り
付
け
る
こ
と
。

ニ
　
地
盤
面
上
に
設
置
す
る
バ
ル
ク
貯
槽
は
、
次
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

（１）
　
基
礎
は
、
平
坦
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
盤
等
に
よ
る
水
平
、
か
つ
、
地
盤
面
か
ら
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上

高
い
も
の
と
し
、
か
つ
、
不
同
沈
下
等
に
よ
り
バ
ル
ク
貯
槽
に
有
害
な
ひ
ず
み
が
生
じ
な
い
よ
う
な
も
の

で
あ
る
こ
と
。

（２）
　
自
動
車
等
車
両
が
接
触
し
な
い
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

（３）
　
バ
ル
ク
貯
槽
の
支
柱
又
は
サ
ド
ル
等
を
基
礎
に
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
等
で
固
定
す
る
こ
と
。

（４）
　
告
示
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
大
地
と
電
気
的
に
接
続
す
る
こ
と
。

（５）
　
第
三
号
ハ
（
１
）
の
規
定
に
よ
り
設
け
た
安
全
弁
に
は
、
告
示
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
放
出
管
等

を
設
け
る
こ
と
。

ホ
　
地
盤
面
下
に
埋
設
す
る
バ
ル
ク
貯
槽
は
、
次
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

（１）
　
バ
ル
ク
貯
槽
の
頂
部
は
、
三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
地
盤
面
か
ら
下
に
あ
る
こ
と
。

（２）
　
バ
ル
ク
貯
槽
を
埋
設
し
た
場
所
に
自
動
車
等
車
両
が
乗
り
入
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
な
措
置
を
講
ず
る

こ
と
。

（３）
　
告
示
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
地
下
水
に
よ
る
浮
き
上
が
り
を
防
止
す
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

（４）
　
バ
ル
ク
貯
槽
の
埋
設
に
は
、
石
塊
等
の
な
い
土
又
は
砂
を
用
い
る
こ
と
。

（５）
　
バ
ル
ク
貯
槽
の
周
囲
に
は
、
告
示
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
ガ
ス
検
知
用
の
孔
あ
き
管
を
設
置
す
る

こ
と
。

（６）
　
バ
ル
ク
貯
槽
の
水
平
投
影
面
の
四
隅
に
、
埋
設
後
の
貯
槽
の
位
置
を
示
す
た
め
の
標
識
杭
を
設
置
す
る

こ
と
。

（７）
　
プ
ロ
テ
ク
タ
ー
の
ふ
た
は
、
厚
さ
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
不
燃
性
の
断
熱
材
を
裏
当
て
す
る
こ

と
。

ヘ
　
バ
ル
ク
貯
槽
は
、
そ
の
外
面
か
ら
二
メ
ー
ト
ル
以
内
に
あ
る
火
気
を
さ
え
ぎ
る
措
置
を
講
じ
、
か
つ
、
屋

外
に
置
く
こ
と
。

四
　
バ
ル
ク
容
器
及
び
バ
ル
ク
貯
槽
は
、
液
化
石
油
ガ
ス
の
漏
え
い
が
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

五
　
バ
ル
ク
容
器
及
び
バ
ル
ク
貯
槽
の
プ
ロ
テ
ク
タ
ー
内
に
、
告
示
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
ガ
ス
漏
れ
検
知

器
を
設
け
、
液
化
石
油
ガ
ス
の
漏
え
い
情
報
等
を
常
時
監
視
す
る
シ
ス
テ
ム
と
接
続
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
告

示
に
定
め
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

六
　
告
示
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
バ
ル
ク
容
器
又
は
バ
ル
ク
貯
槽
と
調
整
器
の
間
で
液
状
の
液
化
石
油
ガ
ス

が
滞
留
し
に
く
い
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

七
　
前
条
第
四
号
か
ら
第
七
号
ま
で
、
第
八
号
の
二
か
ら
第
十
六
号
ま
で
及
び
第
十
八
号
か
ら
第
二
十
三
号
ま
で

の
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
「
充
て
ん
容
器
等
」
と
あ
る
の
は
、
「
バ
ル
ク
容
器
又
は
バ

ル
ク
貯
槽
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

八
　
供
給
管
に
は
、
次
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
管
を
使
用
す
る
こ
と
。

イ
　
バ
ル
ク
容
器
又
は
バ
ル
ク
貯
槽
と
調
整
器
（
二
段
式
減
圧
用
二
次
側
の
も
の
を
除
く
。
ロ
に
お
い
て
同

じ
。
）
の
間
に
設
置
さ
れ
る
管
に
あ
っ
て
は
、
二
・
六
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
以
上
の
圧
力
で
行
う
耐
圧
試
験
に
合

格
す
る
も
の

ロ
　
調
整
器
と
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
の
間
に
設
置
さ
れ
る
管
に
あ
っ
て
は
、
〇
・
八
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
以
上
の
圧
力
で

行
う
耐
圧
試
験
に
合
格
す
る
も
の

ハ
　
二
段
式
減
圧
用
一
次
側
調
整
器
と
二
次
側
調
整
器
の
間
に
設
置
さ
れ
る
管
に
あ
っ
て
は
、
〇
・
八
メ
ガ
パ

ス
カ
ル
以
上
の
圧
力
で
行
う
耐
圧
試
験
に
合
格
す
る
も
の

（
危
険
の
お
そ
れ
の
な
い
場
合
の
特
則
）

第
二
十
条
　
前
二
条
に
規
定
す
る
基
準
に
つ
い
て
、
経
済
産
業
大
臣
が
供
給
設
備
の
規
模
、
周
囲
の
状
況
等
か
ら
判

断
し
て
保
安
上
支
障
が
な
い
と
認
め
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
経
済
産
業
大
臣
が
認
め

る
基
準
を
も
っ
て
、
法
第
十
六
条
の
二
第
一
項
の
技
術
上
の
基
準
と
す
る
。

（
特
定
供
給
設
備
）

第
二
十
一
条
　
法
第
十
六
条
の
二
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
供
給
設
備
は
、
貯
蔵
設
備
（
貯
蔵
設
備
が
容

器
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
貯
蔵
能
力
が
三
千
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
の
も
の
、
貯
蔵
設
備
に
貯
槽
等
が
含
ま

れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
貯
蔵
能
力
が
千
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
の
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同

じ
。
）
、
気
化
装
置
及
び
調
整
器
（
貯
蔵
設
備
に
近
接
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
並
び

に
こ
れ
ら
に
準
ず
る
設
備
（
貯
蔵
設
備
と
調
整
器
の
間
に
設
け
ら
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
並
び
に
貯
蔵
設
備
と
調

整
器
の
間
の
供
給
管
並
び
に
こ
れ
ら
の
設
備
に
係
る
屋
根
、
遮
へ
い
板
及
び
障
壁
と
す
る
。

２
　
貯
蔵
能
力
が
千
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
の
貯
槽
等
の
修
理
、
清
掃
、
検
査
又
は
撤
去
を
行
う
た
め
に
当
該
貯
槽
等
に

現
に
貯
蔵
さ
れ
て
い
る
液
化
石
油
ガ
ス
を
で
き
る
限
り
多
く
消
費
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
貯
槽

等
の
見
や
す
い
箇
所
に
液
化
石
油
ガ
ス
を
充
塡
し
て
は
な
ら
な
い
旨
を
表
示
し
、
か
つ
、
液
化
石
油
ガ
ス
を
充
塡

で
き
な
い
よ
う
に
当
該
貯
槽
等
に
封
印
を
す
る
と
き
は
、
当
該
貯
槽
等
に
現
に
貯
蔵
さ
れ
て
い
る
液
化
石
油
ガ
ス

の
数
量
を
当
該
貯
槽
等
の
貯
蔵
能
力
と
し
て
前
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

（
業
務
主
任
者
の
選
任
等
）

第
二
十
二
条
　
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者
は
、
そ
の
販
売
す
る
一
般
消
費

者
等
の
数
が
千
未
満
の
販
売
所
に
あ
っ
て
は
一
、
千
以
上
の
販
売
所
に
あ
っ
て
は
二
に
一
般
消
費
者
等
の
数
が
千

以
上
で
二
千
を
増
す
ご
と
に
一
を
加
算
し
た
数
以
上
の
業
務
主
任
者
を
選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
要
件
に
適
合
す
る
場
合

に
は
、
そ
の
販
売
す
る
一
般
消
費
者
等
の
数
が
千
未
満
の
販
売
所
に
お
い
て
選
任
し
た
業
務
主
任
者
を
当
該
液
化

石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者
の
他
の
二
以
内
の
販
売
所
の
業
務
主
任
者
に
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
当
該
販
売
所
が
相
互
に
六
十
分
以
内
に
到
達
で
き
る
範
囲
に
あ
る
こ
と
。

二
　
当
該
販
売
所
の
一
般
消
費
者
等
の
数
を
合
計
し
た
数
が
千
未
満
で
あ
る
こ
と
。
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３
　
法
第
十
九
条
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
種
類
の
高
圧
ガ
ス
販
売
主
任
者
免
状
は
、
高
圧
ガ
ス
保
安
法

第
二
十
九
条
第
一
項
の
第
二
種
販
売
主
任
者
免
状
と
す
る
。

４
　
法
第
十
九
条
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
液
化
石
油
ガ
ス
の
販
売
に
関
す
る
経
験
は
、
液
化
石
油
ガ
ス

の
販
売
の
実
務
に
六
月
以
上
従
事
し
た
経
験
と
す
る
。

５
　
法
第
十
九
条
第
二
項
又
は
法
第
二
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
業
務
主
任
者
又
は
業
務
主
任
者
の
代
理
者

の
選
任
又
は
解
任
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
十
に
よ
る
届
書
を
法
第
三
条
第
一
項
の
登
録
を
し
た

経
済
産
業
大
臣
、
産
業
保
安
監
督
部
長
、
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
都
市
の
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
業
務
主
任
者
の
講
習
）

第
二
十
三
条
　
法
第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者
は
、
業
務
主
任
者
が
高
圧
ガ
ス

保
安
法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
第
二
種
販
売
主
任
者
免
状
の
交
付
を
受
け
た
日
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
の
開
始

の
日
か
ら
三
年
以
内
に
、
そ
の
者
に
第
一
回
の
法
第
十
九
条
第
三
項
の
講
習
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
単
に
「
講

習
」
と
い
う
。
）
を
受
け
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者
は
、
業
務
主
任
者
の
前
項
の
第
一
回
の
講
習
を
受
け
さ
せ
た
日
の
属
す
る
年
度
の

翌
年
度
の
開
始
の
日
か
ら
五
年
以
内
に
そ
の
者
に
第
二
回
の
講
習
を
受
け
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
三
回
以

降
の
講
習
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

３
　
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者
は
、
業
務
主
任
者
に
選
任
し
た
日
に
前
二
項
の
期
間
が
経
過
し
て
い
る
場
合
又
は

業
務
主
任
者
に
選
任
し
た
日
か
ら
前
二
項
の
期
間
が
経
過
す
る
ま
で
の
期
間
が
六
月
未
満
の
場
合
は
、
そ
の
者

に
、
前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
選
任
の
日
か
ら
六
月
以
内
に
講
習
を
受
け
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
前
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
災
害
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
前
三
項
の
期
間
内
に
講
習
を
受
け

さ
せ
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
き
は
、
経
済
産
業
大
臣
が
当
該
事
由
を
勘
案
し
て
定
め
る
期
間
内
に
講
習
を
受
け

さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
業
務
主
任
者
の
職
務
）

第
二
十
四
条
　
法
第
二
十
条
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
業
務
主
任
者
の
職
務
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も

の
と
す
る
。

一
　
法
第
三
条
第
二
項
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
の
事
項
を
変
更
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
法
第
八
条
の
届
出

が
な
さ
れ
る
よ
う
監
督
す
る
こ
と
。

二
　
法
第
十
四
条
の
書
面
を
作
成
し
、
又
は
そ
の
作
成
を
指
導
す
る
こ
と
。

三
　
液
化
石
油
ガ
ス
の
販
売
の
方
法
が
法
第
十
六
条
第
二
項
の
基
準
に
適
合
し
、
又
は
適
合
し
て
維
持
さ
れ
る
よ

う
監
督
す
る
こ
と
。

四
　
貯
蔵
施
設
が
法
第
十
六
条
第
一
項
又
は
法
第
三
十
七
条
の
基
準
に
適
合
し
、
又
は
適
合
し
て
維
持
さ
れ
る
よ

う
監
督
す
る
こ
と
。

五
　
供
給
設
備
が
法
第
十
六
条
の
二
第
一
項
の
基
準
（
特
定
供
給
設
備
に
あ
っ
て
は
、
法
第
三
十
七
条
の
基
準
）

に
適
合
し
、
又
は
適
合
し
て
維
持
さ
れ
る
よ
う
監
督
す
る
こ
と
。

六
　
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
保
安
教
育
の
計
画
の
立
案
、
実
施
又
は
そ
の
監
督
を
行
う
こ
と
。

七
　
法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
保
安
業
務
の
実
施
及
び
そ
の
結
果
を
確
認
す
る
こ
と
。

八
　
法
第
三
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
貯
蔵
施
設
又
は
特
定
供
給
設
備
が
、
法
第
三
十
七
条
の
二
第
一
項
の
許

可
を
受
け
な
い
で
変
更
さ
れ
る
こ
と
及
び
法
第
三
十
七
条
の
三
第
一
項
の
完
成
検
査
を
受
け
な
い
で
使
用
さ
れ

る
こ
と
が
な
い
よ
う
監
督
す
る
こ
と
。

九
　
法
第
三
十
七
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
充
て
ん
設
備
が
、
法
第
三
十
七
条
の
四
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す

る
法
第
三
十
七
条
の
二
第
一
項
の
許
可
を
受
け
な
い
で
変
更
さ
れ
る
こ
と
、
法
第
三
十
七
条
の
四
第
四
項
に
お

い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
七
条
の
三
第
一
項
の
完
成
検
査
を
受
け
な
い
で
使
用
さ
れ
る
こ
と
及
び
法
第
三
十
七

条
の
六
第
一
項
の
保
安
検
査
を
受
け
な
い
で
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
監
督
す
る
こ
と
。

十
　
帳
簿
の
記
載
及
び
報
告
の
内
容
に
つ
い
て
監
督
す
る
こ
と
。

（
業
務
主
任
者
の
代
理
者
）

第
二
十
五
条
　
法
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者
は
、
販
売
所
ご
と
に
一
人
以

上
の
業
務
主
任
者
の
代
理
者
を
選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
法
第
二
十
一
条
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
液
化
石
油
ガ
ス
の
販
売
に
関
す
る
経
験
は
、
液
化
石
油
ガ

ス
の
販
売
の
実
務
に
六
月
以
上
従
事
し
た
経
験
と
す
る
。

３
　
法
第
二
十
一
条
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
条
件
は
、
高
圧
ガ
ス
保
安
協
会
（
以
下
「
協
会
」
と
い

う
。
）
の
行
う
液
化
石
油
ガ
ス
に
よ
る
災
害
の
発
生
の
防
止
に
関
す
る
講
習
の
課
程
を
修
了
し
、
液
化
石
油
ガ
ス

の
販
売
の
実
務
に
六
月
以
上
従
事
し
た
経
験
を
有
し
、
か
つ
、
十
八
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

（
廃
止
の
届
出
）

第
二
十
六
条
　
法
第
二
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
、
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
の
廃
止
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者

は
、
様
式
第
十
一
に
よ
る
届
書
を
法
第
三
条
第
一
項
の
登
録
を
し
た
経
済
産
業
大
臣
、
産
業
保
安
監
督
部
長
、
都

道
府
県
知
事
又
は
指
定
都
市
の
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
章
　
保
安
業
務

（
周
知
の
内
容
）

第
二
十
七
条
　
法
第
二
十
七
条
第
一
項
第
三
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と

す
る
。

一
　
使
用
す
る
燃
焼
器
の
液
化
石
油
ガ
ス
に
対
す
る
適
応
性
に
関
す
る
事
項

二
　
消
費
設
備
の
管
理
及
び
点
検
に
関
し
注
意
す
べ
き
基
本
的
な
事
項

三
　
燃
焼
器
を
使
用
す
る
場
所
の
環
境
及
び
換
気
に
関
す
る
事
項

四
　
一
般
消
費
者
等
が
消
費
設
備
の
変
更
の
工
事
を
す
る
場
合
の
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者
に
対
す
る
連
絡
に

関
す
る
事
項

五
　
ガ
ス
漏
れ
を
感
知
し
た
場
合
そ
の
他
液
化
石
油
ガ
ス
に
よ
る
災
害
が
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
場
合
に
一
般
消
費
者
等
の
と
る
べ
き
緊
急
の
措
置
及
び
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者
又
は
保
安
機
関
に
対
す

る
連
絡
に
関
す
る
事
項

六
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
液
化
石
油
ガ
ス
に
よ
る
災
害
の
発
生
の
防
止
に
関
し
必
要
な
事
項

（
委
託
契
約
に
係
る
記
載
事
項
等
）

第
二
十
八
条
　
法
第
二
十
八
条
第
一
項
第
三
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と

す
る
。

一
　
保
安
業
務
を
実
施
し
た
結
果
を
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者
に
連
絡
す
る
方
法

二
　
委
託
に
係
る
一
般
消
費
者
等
が
変
更
し
た
場
合
の
連
絡
に
関
す
る
事
項

三
　
委
託
に
係
る
供
給
設
備
又
は
消
費
設
備
に
つ
い
て
液
化
石
油
ガ
ス
に
よ
る
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

場
合
の
連
絡
に
関
す
る
事
項

２
　
法
第
二
十
八
条
第
二
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
の
う
ち
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
も
の

イ
　
保
安
業
務
の
委
託
契
約
の
当
事
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
当
該
契
約
の
相
手
方
の
使
用
に
係
る
電

子
計
算
機
と
を
接
続
す
る
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
送
信
し
、
受
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え

ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
す
る
方
法

ロ
　
保
安
業
務
の
委
託
契
約
の
当
事
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
た

法
第
二
十
八
条
第
一
項
に
掲
げ
る
事
項
（
以
下
「
契
約
事
項
」
と
い
う
。
）
を
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
当

該
契
約
の
相
手
方
の
閲
覧
に
供
し
、
当
該
契
約
の
相
手
方
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ

イ
ル
に
当
該
契
約
事
項
を
記
録
す
る
方
法

二
　
電
磁
的
記
録
媒
体
に
契
約
事
項
を
記
録
し
た
も
の
を
交
付
す
る
方
法

３
　
前
項
に
掲
げ
る
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
技
術
的
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
保
安
業
務
の
委
託
契
約
の
相
手
方
が
フ
ァ
イ
ル
へ
の
記
録
を
出
力
す
る
こ
と
に
よ
る
書
面
を
作
成
す
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
　
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
た
契
約
事
項
に
つ
い
て
、
改
変
が
行
わ
れ
て
い
な
い
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
る
措
置
を
講
じ
て
い
る
こ
と
。

４
　
第
二
項
第
一
号
の
「
電
子
情
報
処
理
組
織
」
と
は
、
保
安
業
務
の
委
託
契
約
の
当
事
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計

算
機
と
、
当
該
契
約
の
相
手
方
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
た
電
子
情
報
処
理
組

織
を
い
う
。
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（
保
安
業
務
の
委
託
契
約
の
相
手
方
に
対
し
て
示
す
べ
き
電
磁
的
方
法
の
種
類
及
び
内
容
）

第
二
十
八
条
の
二
　
令
第
五
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
示
す
べ
き
電
磁
的
方
法
の

種
類
及
び
内
容
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
前
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
方
法
の
う
ち
、
保
安
業
務
の
委
託
契
約
の
当
事
者
が
使
用
す
る
も
の

二
　
フ
ァ
イ
ル
へ
の
記
録
の
方
式

（
委
託
契
約
の
当
事
者
に
よ
る
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
し
た
承
諾
の
取
得
）

第
二
十
八
条
の
三
　
令
第
五
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用

す
る
方
法
そ
の
他
の
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
で
あ
っ
て
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲

げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
の
う
ち
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
も
の

イ
　
保
安
業
務
の
委
託
契
約
の
当
事
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
当
該
契
約
の
相
手
方
の
使
用
に
係
る
電

子
計
算
機
と
を
接
続
す
る
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
送
信
し
、
受
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え

ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
す
る
方
法

ロ
　
保
安
業
務
の
委
託
契
約
の
当
事
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
た

法
第
二
十
八
条
第
二
項
の
承
諾
に
関
す
る
事
項
を
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
当
該
契
約
の
相
手
方
の
閲
覧
に

供
し
、
当
該
契
約
の
当
事
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
当
該
承
諾
に
関
す
る

事
項
を
記
録
す
る
方
法

二
　
電
磁
的
記
録
媒
体
に
当
該
承
諾
に
関
す
る
事
項
を
記
録
し
た
も
の
を
交
付
す
る
方
法
。

（
保
安
業
務
区
分
）

第
二
十
九
条
　
法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
保
安
業
務
の
区
分
は
、
次
の
表
の
と
お
り
と
す

る
。

保
安
業
務
区
分
の
名
称

保
安
業
務
の
内
容

一
　
供
給
開
始
時
点

検
・
調
査

第
三
十
六
条
第
一
項
第
一
号
の
点
検
及
び
第
三
十
七
条
第
一
号
の
調
査
を
供
給
開
始
時
又

は
液
化
石
油
ガ
ス
の
最
初
の
引
渡
し
時
の
み
に
お
い
て
行
う
業
務

二
　
容
器
交
換
時
等
供

給
設
備
点
検

第
三
十
六
条
第
一
項
第
一
号
の
表
イ
（
１
）
、
ロ
（
１
）
、
ハ
（
１
）
及
び
ニ
（
１
）
に
掲

げ
る
事
項
に
係
る
点
検
及
び
第
三
十
七
条
第
一
号
の
表
ロ
（
１
）
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る

調
査
を
行
う
業
務

三
　
定
期
供
給
設
備
点

検

第
三
十
六
条
第
一
項
第
一
号
の
表
イ
（
２
）
か
ら
（
４
）
ま
で
、
ロ
（
２
）
か
ら
（
４
）

ま
で
、
ハ
（
２
）
か
ら
（
４
）
ま
で
並
び
に
ニ
（
２
）
か
ら
（
４
）
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

に
係
る
点
検
を
行
う
業
務

四
　
定
期
消
費
設
備
調

査

第
三
十
七
条
第
一
号
の
表
イ
（
１
）
及
び
（
２
）
、
ロ
（
２
）
及
び
（
３
）
、
同
条
第
三
号

並
び
に
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
調
査
を
行
う
業
務

五
　
周
知

法
第
二
十
七
条
第
一
項
第
三
号
に
定
め
る
業
務

六
　
緊
急
時
対
応

法
第
二
十
七
条
第
一
項
第
四
号
に
定
め
る
業
務

七
　
緊
急
時
連
絡

法
第
二
十
七
条
第
一
項
第
四
号
に
定
め
る
業
務
（
自
ら
出
動
す
る
こ
と
な
く
行
う
も
の
に

限
る
。
）

（
認
定
の
申
請
）

第
三
十
条
　
法
第
二
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
の
認
定
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
表

の
上
欄
の
区
分
に
従
い
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
者
に
様
式
第
十
二
に
よ
る
申
請
書
を
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

申
請
者
の
区
分

申
請
書
の
提
出
先

一
の
指
定
都
市
の
区
域
内
に
の
み
設
置
さ
れ
る
販
売
所
の
事
業
と
し
て
販
売
さ
れ
る
液
化
石

油
ガ
ス
の
一
般
消
費
者
等
に
つ
い
て
の
保
安
業
務
を
行
お
う
と
す
る
者

当
該
販
売
所
の
所
在

地
を
管
轄
す
る
指
定

都
市
の
長

一
の
都
道
府
県
の
区
域
内
に
の
み
設
置
さ
れ
る
販
売
所
の
事
業
と
し
て
販
売
さ
れ
る
液
化
石

油
ガ
ス
の
一
般
消
費
者
等
に
つ
い
て
の
保
安
業
務
を
行
お
う
と
す
る
者
（
一
の
指
定
都
市
の

区
域
内
に
の
み
設
置
さ
れ
る
販
売
所
の
事
業
と
し
て
販
売
さ
れ
る
液
化
石
油
ガ
ス
の
一
般
消

費
者
等
に
つ
い
て
の
保
安
業
務
を
行
お
う
と
す
る
者
を
除
く
。
）

当
該
販
売
所
の
所
在

地
を
管
轄
す
る
都
道

府
県
知
事

一
の
産
業
保
安
監
督
部
の
管
轄
区
域
内
で
あ
っ
て
二
以
上
の
都
道
府
県
の
区
域
内
に
設
置
さ

れ
る
販
売
所
の
事
業
と
し
て
販
売
さ
れ
る
液
化
石
油
ガ
ス
の
一
般
消
費
者
等
に
つ
い
て
の
保

安
業
務
を
行
お
う
と
す
る
者

当
該
販
売
所
の
所
在

地
を
管
轄
す
る
産
業

保
安
監
督
部
長

二
以
上
の
産
業
保
安
監
督
部
の
管
轄
区
域
内
に
設
置
さ
れ
る
販
売
所
の
事
業
と
し
て
販
売
さ

れ
る
液
化
石
油
ガ
ス
の
一
般
消
費
者
等
に
つ
い
て
の
保
安
業
務
を
行
お
う
と
す
る
者

経
済
産
業
大
臣

２
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
の
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
様
式
第
十
三
に
よ
る
保
安
業
務
計
画
書

二
　
緊
急
時
対
応
を
行
う
保
安
機
関
に
あ
っ
て
は
事
業
所
の
位
置
及
び
緊
急
時
対
応
を
行
お
う
と
す
る
一
般
消
費

者
等
の
範
囲
を
示
し
た
図
面

三
　
液
化
石
油
ガ
ス
に
よ
る
災
害
に
よ
り
支
払
う
こ
と
の
あ
る
損
害
賠
償
の
支
払
能
力
を
証
す
る
書
面

四
　
申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
役
員
及
び
第
三
十
三
条
に
定
め
る
構
成
員
の
構
成
を
説
明
し
た
書
面

五
　
保
安
業
務
以
外
の
業
務
を
行
っ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
業
務
の
種
類
及
び
概
要
を
記
載
し
た
書
面

六
　
申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
法
人
の
定
款
及
び
登
記
事
項
証
明
書

七
　
申
請
者
（
申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
法
人
及
び
そ
の
法
人
の
業
務
を
行
う
役
員
）
が
法
第
三
十

条
各
号
に
該
当
し
な
い
こ
と
を
誓
約
し
た
書
面

（
法
第
三
十
条
第
三
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
者
）

第
三
十
条
の
二
　
法
第
三
十
条
第
三
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
者
は
、
精
神
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
保
安
業
務

を
適
正
に
行
う
に
当
た
っ
て
必
要
な
認
知
、
判
断
及
び
意
思
疎
通
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
と
す
る
。

（
保
安
業
務
に
係
る
技
術
的
能
力
）

第
三
十
一
条
　
法
第
三
十
一
条
第
一
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
保
安
業
務
に
係
る
技
術
的
能
力
の
基
準
は
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
事
業
所
ご
と
に
告
示
で
定
め
る
基
準
に
従
っ
て
第
三
十
七
条
第
一
号
の
す
べ
て
の
消
費
設
備
の
調
査
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
者
を
確
保
し
て
い
る
こ
と
。

二
　
事
業
所
ご
と
に
告
示
で
定
め
る
基
準
に
従
っ
て
、
自
記
圧
力
計
、
マ
ノ
メ
ー
タ
そ
の
他
保
安
業
務
の
実
施
に

必
要
な
設
備
機
器
（
以
下
「
保
安
業
務
用
機
器
」
と
い
う
。
）
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

（
保
安
機
関
の
損
害
賠
償
措
置
）

第
三
十
二
条
　
法
第
三
十
一
条
第
二
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
の
要
件
に
適
合
す
る
損
害

賠
償
責
任
保
険
契
約
を
、
保
険
業
法
に
基
づ
き
責
任
保
険
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
者
と
締
結
し
て
い
る
こ
と
と
す

る
。

一
　
そ
の
保
安
業
務
に
よ
り
一
般
消
費
者
等
の
生
命
、
身
体
又
は
財
産
に
つ
い
て
生
じ
た
損
害
を
賠
償
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
生
ず
る
損
失
を
告
示
に
定
め
る
額
以
上
を
限
度
額
と
し
て
て
ん
補
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
。

二
　
法
令
違
反
が
原
因
の
事
故
に
つ
い
て
補
償
が
免
責
と
な
っ
て
い
な
い
こ
と
。

三
　
保
険
期
間
中
の
保
険
金
支
払
額
に
制
限
が
な
い
こ
と
。

四
　
そ
の
他
告
示
で
定
め
る
要
件
に
適
合
す
る
こ
と
。

（
構
成
員
の
構
成
）

第
三
十
三
条
　
法
第
三
十
一
条
第
三
号
の
法
人
の
種
類
に
応
じ
て
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
構
成
員
は
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
法
人
の
種
類
に
応
じ
て
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

一
　
一
般
社
団
法
人
　
社
員

二
　
会
社
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
二
条
第
一
号
の
株
式
会
社
　
株
主

三
　
会
社
法
第
二
条
第
一
号
の
合
名
会
社
、
合
資
会
社
及
び
合
同
会
社
　
社
員

四
　
中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
第
三
条
の
事
業
協
同
組
合
、
事
業
協
同
小
組
合
及
び
企
業
組
合
並
び
に
農
業
協
同

組
合
法
第
三
条
第
一
項
の
農
業
協
同
組
合
　
組
合
員
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五
　
中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
第
三
条
の
協
同
組
合
連
合
会
及
び
農
業
協
同
組
合
法
第
三
条
第
一
項
の
農
業
協
同

組
合
連
合
会
　
直
接
又
は
間
接
に
こ
れ
ら
を
構
成
す
る
者

六
　
そ
の
他
の
法
人
　
当
該
法
人
の
種
類
に
応
じ
て
前
各
号
に
掲
げ
る
者
に
類
す
る
者

（
保
安
機
関
の
認
定
の
更
新
）

第
三
十
四
条
　
法
第
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
認
定
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
十
四
に
よ

る
申
請
書
に
第
三
十
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
認
定
を
し
た
経
済
産

業
大
臣
、
産
業
保
安
監
督
部
長
、
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
都
市
の
長
に
認
定
の
満
了
す
る
三
十
日
前
ま
で
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
一
般
消
費
者
等
の
数
の
増
加
の
認
可
等
）

第
三
十
五
条
　
法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
一
般
消
費
者
等
の
数
の
増
加
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
保

安
機
関
は
、
様
式
第
十
五
に
よ
る
申
請
書
に
第
三
十
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付

し
て
法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
認
定
を
し
た
経
済
産
業
大
臣
、
産
業
保
安
監
督
部
長
、
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定

都
市
の
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
法
第
三
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
一
般
消
費
者
等
の
数
の
減
少
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
保
安
機
関
は
、

様
式
第
十
六
に
よ
る
届
書
に
第
三
十
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
書
類
（
当
該
減
少
に
係
る
事
業
所
の
も
の
に
限

る
。
）
を
添
付
し
て
法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
認
定
を
し
た
経
済
産
業
大
臣
、
産
業
保
安
監
督
部
長
、
都
道
府
県

知
事
又
は
指
定
都
市
の
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
供
給
設
備
の
点
検
の
方
法
）

第
三
十
六
条
　
法
第
二
十
七
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
保
安
業
務
に
係
る
法
第
三
十
四
条
第
一
項
の
経
済
産
業

省
令
で
定
め
る
基
準
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
点
検
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
供
給
設
備
の
種
類
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
事
項
に

つ
い
て
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
回
数
で
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
災
害
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ

り
同
表
下
欄
に
掲
げ
る
回
数
で
点
検
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
き
は
、
経
済
産
業
大
臣
が
当
該
事
由
を
勘

案
し
て
定
め
る
期
間
に
一
回
以
上
点
検
を
行
う
も
の
と
す
る
。

供
給
設
備
の
種

類

点
検
を
行
う
事
項

点
検
の
回
数

イ
　
特
定
供
給

設
備
以
外
の

供

給

設

備

（
バ
ル
ク
供
給

に
係
る
も
の

を
除
く
。
）

（
１
）
　
第
十
八
条
第
一
号
、
第
二
号
ロ
、
チ
及
び
リ
、
第
三
号
ニ
及

び
ナ
、
第
五
号
（
容
器
と
調
整
器
の
間
の
部
分
に
限
る
。
）
及
び

第
二
十
号
イ
に
掲
げ
る
基
準
に
関
す
る
事
項

供
給
開
始
時
及

び
充
て
ん
容

器
等
の
交
換

時
（
充
て
ん

容
器
等
の
交

換
が
毎
月
一

回
以
上
行
わ

れ
る
場
合
に

あ
っ
て
は
毎

月

一

回

以

上
）

（
２
）
　
第
十
八
条
第
三
号
チ
、
第
十
号
（
地
下
室
等
に
係
る
供
給
管

（
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
を
使
用
し
て
い
る
も
の
を
除
く
。
）
の
部
分
及

び
亜
鉛
め
っ
き
を
施
し
た
供
給
管
（
防
し
ょ
く
テ
ー
プ
を
施
し
た

も
の
を
含
み
、
機
能
を
損
な
う
お
そ
れ
の
あ
る
腐
し
ょ
く
が
生
じ

な
い
も
の
を
除
く
。
）
で
あ
っ
て
地
盤
面
下
に
埋
設
し
た
も
の
（
地

下
室
等
に
係
る
供
給
管
の
部
分
を
除
く
。
）
に
限
る
。
）
及
び
第
二

十
一
号
に
掲
げ
る
基
準
に
関
す
る
事
項

供
給
開
始
時
及

び
一
年
に
一

回
以
上

（
３
）
　
第
十
八
条
第
三
号
リ
、
ヌ
、
ワ
か
ら
ネ
ま
で
に
掲
げ
る
基
準

に
関
す
る
事
項

供
給
開
始
時
及

び
二
年
に
一

回
以
上

（
４
）
　
第
十
八
条
第
二
号
イ
及
び
ハ
か
ら
ト
ま
で
、
第
三
号
イ
、
ホ

及
び
ヘ
、
第
五
号
（
調
整
器
と
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
の
間
の
部
分
に
限

る
。
）
、
第
六
号
、
第
十
号
（
地
下
室
等
に
係
る
供
給
管
の
部
分
、

亜
鉛
め
っ
き
を
施
し
た
供
給
管
（
防
し
ょ
く
テ
ー
プ
を
施
し
た
も

の
を
含
み
、
機
能
を
損
な
う
お
そ
れ
の
あ
る
腐
し
ょ
く
が
生
じ
な

い
も
の
を
除
く
。
）
で
あ
っ
て
地
盤
面
下
に
埋
設
し
た
も
の
（
地

下
室
等
に
係
る
供
給
管
の
部
分
を
除
く
。
）
及
び
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

管
を
使
用
し
て
い
る
供
給
管
を
除
く
。
）
、
第
十
一
号
、
第
十
四
号

並
び
に
第
二
十
号
ハ
に
掲
げ
る
基
準
に
関
す
る
事
項

供
給
開
始
時
及

び
四
年
に
一

回
以
上

ロ
　
特
定
供
給

設
備
以
外
の

供

給

設

備

（
バ
ル
ク
供
給

に
係
る
も
の

に
限
る
。
）

（
１
）
　
第
十
九
条
第
一
号
ヌ
、
ヨ
及
び
タ
、
第
二
号
ロ
及
び
ホ
（
第

一
号
ヌ
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
三
号
ヘ
、
第
四
号
並
び
に
第

七
号
（
第
十
八
条
第
五
号
（
バ
ル
ク
容
器
又
は
バ
ル
ク
貯
槽
と
調

整
器
の
間
の
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
二
十
号
イ
に
係
る
部
分
に

限
る
。
）
に
掲
げ
る
基
準
に
関
す
る
事
項

供
給
開
始
時
及

び
六
月
に
一

回
以
上
又
は

一
年
を
超
え

な
い
範
囲
で

行
う
充
て
ん

作
業
時

（
２
）
　
第
十
九
条
第
七
号
（
第
十
八
条
第
十
号
（
地
下
室
等
に
係
る

供
給
管
（
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
を
使
用
し
て
い
る
も
の
を
除
く
。
）

の
部
分
及
び
亜
鉛
め
っ
き
を
施
し
た
供
給
管
（
防
し
ょ
く
テ
ー
プ

を
施
し
た
も
の
を
含
み
、
機
能
を
損
な
う
お
そ
れ
の
あ
る
腐
し
ょ

く
が
生
じ
な
い
も
の
を
除
く
。
）
で
あ
っ
て
地
盤
面
下
に
埋
設
し

た
も
の
（
地
下
室
等
に
係
る
供
給
管
の
部
分
を
除
く
。
）
に
限
る

。
）
及
び
第
二
十
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
掲
げ
る
基
準
に

関
す
る
事
項

供
給
開
始
時
及

び
一
年
に
一

回
以
上

（
３
）
　
第
十
九
条
第
一
号
イ
、
ニ
、
ホ
、
ト
並
び
に
カ
、
第
二
号
ニ

並
び
に
ホ
（
第
一
号
イ
、
ニ
、
ホ
、
ト
及
び
カ
に
係
る
部
分
に
限

る
。
）
並
び
に
第
三
号
ハ
（
１
）
、
（
２
）
、
（
４
）
、
（
７
）
、
（
８
）

及
び
（
１
１
）
並
び
に
ニ
（
４
）
及
び
（
５
）
に
掲
げ
る
基
準
に

関
す
る
事
項

供
給
開
始
時
及

び
二
年
に
一

回
以
上

（
４
）
　
第
十
九
条
第
一
号
チ
、
リ
並
び
に
ワ
、
第
二
号
イ
、
ハ
並
び

に
ホ
（
第
一
号
チ
、
リ
及
び
ワ
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
三
号

ロ
、
ハ
（
９
）
及
び
（
１
０
）
、
ニ
（
２
）
並
び
に
ホ
（
２
）
及

び
（
６
）
並
び
に
第
七
号
（
第
十
八
条
第
五
号
（
調
整
器
と
ガ
ス

メ
ー
タ
ー
の
間
の
部
分
に
限
る
。
）
、
第
六
号
、
第
十
号
（
地
下
室

等
に
係
る
供
給
管
の
部
分
、
亜
鉛
め
っ
き
を
施
し
た
供
給
管
（
防

し
ょ
く
テ
ー
プ
を
施
し
た
も
の
を
含
み
、
機
能
を
損
な
う
お
そ
れ

の
あ
る
腐
し
ょ
く
が
生
じ
な
い
も
の
を
除
く
。
）
で
あ
っ
て
地
盤

面
下
に
埋
設
し
た
も
の
（
地
下
室
等
に
係
る
供
給
管
の
部
分
を
除

く
。
）
及
び
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
を
使
用
し
て
い
る
供
給
管
を
除
く

。
）
、
第
十
一
号
、
第
十
四
号
及
び
第
二
十
号
ハ
に
係
る
部
分
に
限

る
。
）
に
掲
げ
る
基
準
に
関
す
る
事
項

供
給
開
始
時
及

び
四
年
に
一

回
以
上

12



ハ
　
特
定
供
給

設
備
（
バ
ル

ク
供
給
に
係

る
も
の
を
除

く
。
）

（
１
）
　
第
五
十
三
条
第
一
号
ハ
、
リ
及
び
ヌ
、
第
二
号
ホ
、
ヘ
及
び

ウ
、
第
四
号
（
第
十
八
条
第
五
号
及
び
第
二
十
号
イ
に
係
る
部
分

に
限
る
。
）
に
掲
げ
る
基
準
に
関
す
る
事
項

供
給
開
始
時
及

び
充
て
ん
容

器
等
の
交
換

時
（
充
て
ん

容
器
等
の
交

換
が
毎
月
一

回
以
上
行
わ

れ
る
場
合
に

あ
っ
て
は
毎

月

一

回

以

上
）

（
２
）
　
第
五
十
三
条
第
二
号
ヌ
及
び
第
四
号
（
第
十
八
条
第
十
号

（
地
下
室
等
に
係
る
供
給
管
（
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
を
使
用
し
て
い

る
も
の
を
除
く
。
）
の
部
分
及
び
亜
鉛
め
っ
き
を
施
し
た
供
給
管

（
防
し
ょ
く
テ
ー
プ
を
施
し
た
も
の
を
含
み
、
機
能
を
損
な
う
お

そ
れ
の
あ
る
腐
し
ょ
く
が
生
じ
な
い
も
の
を
除
く
。
）
で
あ
っ
て

地
盤
面
下
に
埋
設
し
た
も
の
（
地
下
室
等
に
係
る
供
給
管
の
部
分

を
除
く
。
）
に
限
る
。
）
及
び
第
二
十
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）

に
掲
げ
る
基
準
に
関
す
る
事
項

供
給
開
始
時
及

び
一
年
に
一

回
以
上

（
３
）
　
第
五
十
三
条
第
二
号
ル
、
ヲ
、
ヨ
か
ら
レ
ま
で
及
び
ツ
か
ら

ム
ま
で
に
掲
げ
る
基
準
に
関
す
る
事
項

供
給
開
始
時
及

び
二
年
に
一

回
以
上

（
４
）
　
第
五
十
三
条
第
一
号
イ
、
ロ
及
び
ニ
か
ら
チ
ま
で
、
第
二
号

イ
、
ロ
、
ト
及
び
チ
、
第
四
号
（
第
十
八
条
第
六
号
、
第
十
号

（
地
下
室
等
に
係
る
供
給
管
の
部
分
、
亜
鉛
め
っ
き
を
施
し
た
供

給
管
（
防
し
ょ
く
テ
ー
プ
を
施
し
た
も
の
を
含
み
、
機
能
を
損
な

う
お
そ
れ
の
あ
る
腐
し
ょ
く
が
生
じ
な
い
も
の
を
除
く
。
）
で
あ

っ
て
地
盤
面
下
に
埋
設
し
た
も
の
（
地
下
室
等
に
係
る
供
給
管
の

部
分
を
除
く
。
）
及
び
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
を
使
用
し
た
供
給
管
を

除
く
。
）
及
び
第
二
十
号
ハ
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
掲
げ
る
基

準
に
関
す
る
事
項

供
給
開
始
時
及

び
四
年
に
一

回
以
上

ニ
　
特
定
供
給

設
備
（
バ
ル

ク
供
給
に
係

る
も
の
に
限

る
。
）

（
１
）
　
第
五
十
四
条
第
一
号
（
第
十
九
条
第
二
号
ホ
（
第
一
号
ヌ
に

係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
四
号
並
び
に
第
五
十
三
条
第
一
号

ハ
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
二
号
ハ
、
ホ
（
第
十
九
条
第
四
号

に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
チ
（
２
）
並
び
に
第
三
号
（
第
十

八
条
第
五
号
及
び
第
二
十
号
イ
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
掲
げ

る
基
準
に
関
す
る
事
項

供
給
開
始
時
及

び
六
月
に
一

回
以
上
又
は

一
年
を
超
え

な
い
範
囲
で

行
う
充
て
ん

作
業
時

（
２
）
　
第
五
十
四
条
第
三
号
（
第
十
八
条
第
十
号
（
地
下
室
等
に
係

る
供
給
管
（
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
を
使
用
し
て
い
る
も
の
を
除
く
。
）

の
部
分
及
び
亜
鉛
め
っ
き
を
施
し
た
供
給
管
（
防
し
ょ
く
テ
ー
プ

を
施
し
た
も
の
を
含
み
、
機
能
を
損
な
う
お
そ
れ
の
あ
る
腐
し
ょ

く
が
生
じ
な
い
も
の
を
除
く
。
）
で
あ
っ
て
地
盤
面
下
に
埋
設
し

た
も
の
（
地
下
室
等
に
係
る
供
給
管
の
部
分
を
除
く
。
）
に
限
る

。
）
及
び
第
二
十
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
掲
げ
る
基
準
に

関
す
る
事
項

供
給
開
始
時
及

び
一
年
に
一

回
以
上

（
３
）
　
第
五
十
四
条
第
一
号
（
第
十
九
条
第
二
号
ニ
及
び
ホ
（
第
一

号
イ
、
ニ
、
ホ
、
ト
及
び
カ
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
係
る
部

分
に
限
る
。
）
並
び
に
第
二
号
ニ
、
ホ
（
第
十
九
条
第
三
号
ハ

（
１
）
、
（
２
）
、
（
４
）
、
（
７
）
、
（
８
）
及
び
（
１
１
）
に
係
る
部

分
に
限
る
。
）
、
ヘ
（
第
十
九
条
第
三
号
ニ
（
４
）
及
び
（
５
）
に

係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
チ
（
３
）
か
ら
（
５
）
ま
で
に
掲
げ

る
基
準
に
関
す
る
事
項

供
給
開
始
時
及

び
二
年
に
一

回
以
上

（
４
）
　
第
五
十
四
条
第
一
号
（
第
十
九
条
第
二
号
ハ
及
び
ホ
（
第
一

号
チ
、
リ
及
び
ワ
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
並
び
に
第
五
十
三
条

第
一
号
イ
及
び
ロ
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
二
号
ロ
（
１
）
か

ら
（
３
）
ま
で
、
ホ
（
第
十
九
条
第
三
号
ハ
（
９
）
及
び
（
１

０
）
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
ヘ
（
第
十
九
条
第
三
号
ニ
（
２
）

に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
ト
（
第
十
九
条
第
三
号
ホ
（
２
）

及
び
（
６
）
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
並
び
に
第
三
号
（
第
十
八

条
第
六
号
、
第
十
号
（
地
下
室
等
に
係
る
供
給
管
の
部
分
、
亜
鉛

め
っ
き
を
施
し
た
供
給
管
（
防
し
ょ
く
テ
ー
プ
を
施
し
た
も
の
を

含
み
、
機
能
を
損
な
う
お
そ
れ
の
あ
る
腐
し
ょ
く
が
生
じ
な
い
も

の
を
除
く
。
）
で
あ
っ
て
地
盤
面
下
に
埋
設
し
た
も
の
（
地
下
室

等
に
係
る
供
給
管
の
部
分
を
除
く
。
）
及
び
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
を

使
用
し
て
い
る
供
給
管
を
除
く
。
）
及
び
第
二
十
号
ハ
に
係
る
部

分
に
限
る
。
）
に
掲
げ
る
基
準
に
関
す
る
事
項

供
給
開
始
時
及

び
四
年
に
一

回
以
上

二
　
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
点
検
を
、
前
回
の
点
検
の
日
か
ら
当
該
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
期
間
を
経

過
し
た
日
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
基
準
日
」
と
い
う
。
）
前
四
月
以
内
の
期
間
に
行
っ
た
場
合
に
あ
っ
て

は
、
基
準
日
に
お
い
て
当
該
点
検
を
行
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

イ
　
前
号
の
表
イ
（
２
）
、
ロ
（
２
）
、
ハ
（
２
）
又
は
ニ
（
２
）
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
点
検
　
一
年

ロ
　
前
号
の
表
イ
（
３
）
、
ロ
（
３
）
、
ハ
（
３
）
又
は
ニ
（
３
）
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
点
検
　
二
年

ハ
　
前
号
の
表
イ
（
４
）
、
ロ
（
４
）
、
ハ
（
４
）
又
は
ニ
（
４
）
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
点
検
　
四
年

三
　
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
点
検
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
者
が
行
う
こ
と
と
す

る
。点

検
の
内
容

点
検
を
行
う
こ
と
の
で
き
る
者

イ
　
第
一
号
の
表
イ
及

び
ハ
に
掲
げ
る
点
検

事
項

液
化
石
油
ガ
ス
設
備
士
、
高
圧
ガ
ス
保
安
法
第
二
十
七
条
の
二
第
三
項
の
製
造
保

安
責
任
者
免
状
若
し
く
は
同
法
第
二
十
八
条
第
一
項
の
販
売
主
任
者
免
状
の
交

付
を
受
け
て
い
る
者
、
業
務
主
任
者
の
代
理
者
の
資
格
を
有
す
る
者
、
第
七
十

四
条
第
一
項
に
定
め
る
充
て
ん
作
業
者
講
習
の
課
程
を
修
了
し
た
者
又
は
次
項

に
定
め
る
要
件
に
適
合
す
る
者

ロ
　
第
一
号
の
表
イ

（
１
）
及
び
ハ
（
１
）

に
掲
げ
る
点
検
事
項

イ
に
定
め
る
者
の
ほ
か
、
次
項
に
定
め
る
要
件
に
適
合
す
る
者
（
以
下
「
調
査

員
」
と
い
う
。
）

ハ
　
第
一
号
の
表
ロ
及

び
ニ
に
掲
げ
る
点
検

事
項

液
化
石
油
ガ
ス
設
備
士
、
高
圧
ガ
ス
保
安
法
第
二
十
七
条
の
二
第
三
項
の
製
造
保

安
責
任
者
免
状
若
し
く
は
同
法
第
二
十
八
条
第
一
項
の
販
売
主
任
者
免
状
の
交

付
を
受
け
て
い
る
者
、
業
務
主
任
者
の
代
理
者
の
資
格
を
有
す
る
者
、
第
七
十

四
条
第
一
項
に
定
め
る
充
て
ん
作
業
者
講
習
の
課
程
を
修
了
し
た
者
又
は
次
項

に
定
め
る
要
件
に
適
合
す
る
者

２
　
前
項
第
三
号
の
表
下
欄
に
定
め
る
要
件
は
、
保
安
機
関
に
お
け
る
供
給
設
備
の
点
検
若
し
く
は
消
費
設
備
の
調

査
の
実
務
又
は
高
圧
ガ
ス
の
製
造
若
し
く
は
販
売
の
実
務
に
六
月
以
上
従
事
し
た
経
験
を
有
し
、
か
つ
、
協
会
、

法
第
三
十
八
条
の
四
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
経
済
産
業
大
臣
が
指
定
す
る
養
成
施
設
（
以
下
「
液
化
石
油

ガ
ス
設
備
士
指
定
養
成
施
設
」
と
い
う
。
）
又
は
法
第
三
十
八
条
の
九
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
経
済
産
業
大
臣
が
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指
定
す
る
者
（
以
下
「
指
定
講
習
機
関
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
前
項
第
一
号
の
表
に
掲
げ
る
す
べ
て
の
供
給

設
備
の
点
検
及
び
す
べ
て
の
消
費
設
備
の
調
査
（
調
査
員
に
係
る
要
件
に
あ
っ
て
は
、
前
項
第
一
号
の
表
イ
（
１
）

及
び
ハ
（
１
）
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
点
検
）
に
係
る
講
習
で
あ
っ
て
経
済
産
業
大
臣
が
別
に
定
め
る
も
の
の
課

程
を
修
了
し
て
い
る
こ
と
と
す
る
。

（
消
費
設
備
の
調
査
の
方
法
）

第
三
十
七
条
　
法
第
二
十
七
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
保
安
業
務
に
係
る
法
第
三
十
四
条
第
一
項
の
経
済
産
業

省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
調
査
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
消
費
設
備
の
種
類
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
事
項
に

つ
い
て
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
回
数
で
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
災
害
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ

り
同
表
下
欄
に
掲
げ
る
回
数
で
調
査
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
き
は
、
経
済
産
業
大
臣
が
当
該
事
由
を
勘

案
し
て
定
め
る
期
間
に
一
回
以
上
調
査
を
行
う
も
の
と
す
る
。

消
費
設
備

の
種
類

調
査
を
行
う
事
項

調
査
の
回
数

イ
　
第
四

十
四
条

第
一
号

に
掲
げ

る
消
費

設
備

（
１
）
　
第
四
十
四
条
第
一
号
ヘ
（
地
下
室
等
に
係
る
配
管
（
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

管
を
使
用
し
た
も
の
を
除
く
。
）
の
部
分
及
び
亜
鉛
め
っ
き
を
施
し
た
配

管
（
防
し
ょ
く
テ
ー
プ
を
施
し
た
も
の
を
含
み
、
機
能
を
損
な
う
お
そ
れ

の
あ
る
腐
し
ょ
く
が
生
じ
な
い
も
の
を
除
く
。
）
で
あ
っ
て
地
盤
面
下
に

埋
設
し
た
も
の
（
地
下
室
等
に
係
る
配
管
の
部
分
を
除
く
。
）
に
限
る
。
）

及
び
ヲ
（
地
下
室
等
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
掲
げ
る
基
準
に
関
す
る

事
項

供
給
開
始
時

及

び

一

年

に

一

回

以

上

（
２
）
　
第
四
十
四
条
第
一
号
イ
（
配
管
及
び
ガ
ス
栓
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）

、
ロ
、
ヘ
（
地
下
室
等
に
係
る
部
分
、
亜
鉛
め
っ
き
を
施
し
た
配
管
（
防

し
ょ
く
テ
ー
プ
を
施
し
た
も
の
を
含
み
、
機
能
を
損
な
う
お
そ
れ
の
あ
る

腐
し
ょ
く
が
生
じ
な
い
も
の
を
除
く
。
）
で
あ
っ
て
地
盤
面
下
に
埋
設
し

た
も
の
（
地
下
室
等
に
係
る
配
管
の
部
分
を
除
く
。
）
及
び
ポ
リ
エ
チ
レ

ン
管
を
使
用
し
た
も
の
を
除
く
。
）
、
ト
、
ヌ
、
ヲ
（
地
下
室
に
係
る
部
分

を
除
く
。
）
、
ワ
、
カ
、
ヨ
、
タ
（
１
）
（
ｉ
）
か
ら
（
ｉ
ｖ
）
ま
で
及
び

（
２
）
（
ｉ
）
（
（
１
）
（
ｉ
）
及
び
（
ｉ
ｖ
）
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
ツ

（
不
完
全
燃
焼
す
る
状
態
に
至
っ
た
場
合
に
当
該
燃
焼
器
へ
の
ガ
ス
供
給

を
自
動
的
に
遮
断
し
燃
焼
を
停
止
す
る
機
能
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も

の
を
除
く
。
）
、
ネ
（
２
）
及
び
（
３
）
並
び
に
ム
に
掲
げ
る
基
準
に
関
す

る
事
項

供
給
開
始
時

及

び

四

年

に

一

回

以

上

ロ
　
第
四

十
四
条

第
二
号

に
掲
げ

る
消
費

設
備

（
１
）
　
第
四
十
四
条
第
二
号
イ
（
４
）
及
び
（
６
）
（
第
十
八
条
第
二
十
号

イ
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
掲
げ
る
基
準
に
関
す
る
事
項

液
化
石
油
ガ

ス

の

最

初

の

引

渡

し

時

及

び

毎

月

（

容

器

に

充

て

ん

さ

れ

た

液

化

石

油

ガ

ス

を

一

般

消

費

者

等

に

引

き

渡

さ

な

い

月

を
除
く
。
）

一
回
以
上

（
２
）
　
第
四
十
四
条
第
二
号
イ
（
７
）
（
第
四
十
四
条
第
一
号
ヘ
（
地
下
室

等
に
係
る
配
管
（
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
を
使
用
し
た
も
の
を
除
く
。
）
の
部

分
及
び
亜
鉛
め
っ
き
を
施
し
た
配
管
（
防
し
ょ
く
テ
ー
プ
を
施
し
た
も
の

を
含
み
、
機
能
を
損
な
う
お
そ
れ
の
あ
る
腐
し
ょ
く
が
生
じ
な
い
も
の
を

除
く
。
）
で
あ
っ
て
地
盤
面
下
に
埋
設
し
た
も
の
（
地
下
室
等
に
係
る
配

管
の
部
分
を
除
く
。
）
に
限
る
。
）
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
（
８
）

（
地
下
室
等
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
掲
げ
る
基
準
に
関
す
る
事
項

液
化
石
油
ガ

ス

の

最

初

の

引

渡

し

時

及

び

一

年

に

一

回

以
上

（
３
）
　
第
四
十
四
条
第
二
号
イ
（
３
）
、
（
５
）
（
第
十
八
条
第
十
号
に
係
る

部
分
に
限
る
。
）
、
（
６
）
（
同
条
第
二
十
号
ハ
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、

（
７
）
（
第
四
十
四
条
第
一
号
ロ
及
び
ヘ
（
地
下
室
等
に
係
る
部
分
、
亜
鉛

め
っ
き
を
施
し
た
配
管
（
防
し
ょ
く
テ
ー
プ
を
施
し
た
も
の
を
含
み
、
機

能
を
損
な
う
お
そ
れ
の
あ
る
腐
し
ょ
く
が
生
じ
な
い
も
の
を
除
く
。
）
で

あ
っ
て
地
盤
面
下
に
埋
設
し
た
も
の
（
地
下
室
等
に
係
る
配
管
の
部
分
を

除
く
。
）
及
び
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
を
使
用
し
た
も
の
を
除
く
。
）
に
係
る
部

分
に
限
る
。
）
、
（
８
）
（
地
下
室
等
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
、
（
９
）
（
同
号

ヨ
、
ツ
（
不
完
全
燃
焼
す
る
状
態
に
至
っ
た
場
合
に
当
該
燃
焼
器
へ
の
ガ

ス
の
供
給
を
自
動
的
に
遮
断
し
燃
焼
を
停
止
す
る
機
能
を
有
す
る
と
認
め

ら
れ
る
も
の
を
除
く
。
）
、
ネ
（
２
）
及
び
（
３
）
並
び
に
ム
に
係
る
部
分

に
限
る
。
）
、
（
１
０
）
（
同
号
タ
（
１
）
（
ｉ
）
か
ら
（
ｉ
ｖ
）
ま
で
及
び

（
２
）
（
ｉ
）
（
（
１
）
（
ｉ
）
及
び
（
ｉ
ｖ
）
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
係

る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
（
１
３
）
（
同
号
イ
（
配
管
及
び
ガ
ス
栓
に
係
る

部
分
に
限
る
。
）
及
び
ヌ
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
並
び
に
ロ
（
１
）
、
（
２
）

（
第
十
八
条
第
二
十
号
イ
及
び
ハ
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
（
３
）
に

掲
げ
る
基
準
に
関
す
る
事
項

液
化
石
油
ガ

ス

の

最

初

の

引

渡

し

時

及

び

四

年

に

一

回

以
上

二
　
次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
調
査
を
、
前
回
の
調
査
の
日
か
ら
当
該
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
期
間
を
経
過
し
た
日

（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
基
準
日
」
と
い
う
。
）
前
四
月
以
内
の
期
間
に
行
っ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
基
準
日

に
お
い
て
当
該
調
査
を
行
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

イ
　
前
号
の
表
イ
（
１
）
又
は
ロ
（
２
）
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
調
査
　
一
年

ロ
　
前
号
の
表
イ
（
２
）
又
は
ロ
（
３
）
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
調
査
　
四
年

三
　
第
一
号
の
表
イ
又
は
ロ
（
２
）
若
し
く
は
（
３
）
に
定
め
る
調
査
の
結
果
、
法
第
二
十
七
条
第
一
項
第
二
号

の
通
知
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
通
知
に
係
る
消
費
設
備
に
つ
い
て
、
次
の
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
措
置
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

イ
　
一
年
に
一
回
以
上
、
当
該
消
費
設
備
の
技
術
上
の
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

及
び
そ
の
措
置
を
と
ら
な
か
っ
た
場
合
に
生
ず
べ
き
結
果
を
そ
の
所
有
者
又
は
占
有
者
に
通
知
す
る
こ
と
。

た
だ
し
、
そ
の
所
有
者
又
は
占
有
者
が
技
術
上
の
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置
を

と
っ
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

ロ
　
そ
の
通
知
の
日
か
ら
一
月
を
経
過
し
た
日
以
後
五
月
以
内
に
、
再
び
当
該
通
知
に
係
る
事
項
に
つ
い
て
第

一
号
の
表
イ
又
は
ロ
（
２
）
若
し
く
は
（
３
）
に
定
め
る
調
査
を
行
う
こ
と
。
た
だ
し
、
直
近
の
当
該
調
査

が
こ
の
ロ
の
規
定
に
よ
る
も
の
で
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

四
　
経
済
産
業
大
臣
が
消
費
設
備
を
使
用
す
る
者
の
生
命
又
は
身
体
に
つ
い
て
当
該
消
費
設
備
の
使
用
に
よ
る
災

害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
災
害
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
特
に
必
要
が

あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
第
一
号
及
び
前
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
経
済
産
業
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
調
査
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

五
　
調
査
は
、
保
安
業
務
資
格
者
（
液
化
石
油
ガ
ス
設
備
士
、
高
圧
ガ
ス
保
安
法
第
二
十
七
条
の
二
第
三
項
の
製

造
保
安
責
任
者
免
状
若
し
く
は
同
法
第
二
十
八
条
第
一
項
の
販
売
主
任
者
免
状
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
、
業

務
主
任
者
の
代
理
者
の
資
格
を
有
す
る
者
又
は
前
条
第
二
項
に
定
め
る
要
件
に
適
合
す
る
者
を
い
う
。
）
が
行
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う
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
号
の
表
中
ロ
（
１
）
の
調
査
に
あ
っ
て
は
、
調
査
員
も
行
う
こ
と
が
で
き
る

こ
と
と
す
る
。

（
周
知
に
係
る
基
準
）

第
三
十
八
条
　
法
第
二
十
七
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
保
安
業
務
に
係
る
法
第
三
十
四
条
第
一
項
の
経
済
産
業

省
令
で
定
め
る
基
準
に
つ
い
て
は
、
次
条
か
ら
第
三
十
八
条
の
四
ま
で
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
周
知
の
方
法
）

第
三
十
八
条
の
二
　
周
知
を
行
う
保
安
機
関
（
以
下
こ
の
条
か
ら
第
三
十
八
条
の
四
ま
で
に
お
い
て
単
に
「
保
安
機

関
」
と
い
う
。
）
は
、
そ
の
周
知
に
係
る
一
般
消
費
者
等
に
対
し
、
供
給
開
始
時
及
び
二
年
に
一
回
以
上
の
回
数

で
第
二
十
七
条
各
号
の
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
配
布
し
、
当
該
事
項
を
周
知
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ

し
、
災
害
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
そ
の
回
数
で
周
知
さ
せ
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
き
は
、
経
済
産

業
大
臣
が
当
該
事
由
を
勘
案
し
て
定
め
る
期
間
に
一
回
以
上
周
知
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
保
安
機
関
は
、
そ
の
周
知
に
係
る
一
般
消
費
者
等
が
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
消
費
設
備
を
所
有
し
、
又
は
占
有

す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
一
般
消
費
者
等
に
対
し
、
供
給
開
始
時
及
び
一
年

に
一
回
以
上
の
回
数
で
第
二
十
七
条
各
号
の
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
配
布
し
、
当
該
事
項
を
周
知
さ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
災
害
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
そ
の
回
数
で
周
知
さ
せ
る
こ
と
が
困
難
で
あ

る
と
き
は
、
経
済
産
業
大
臣
が
当
該
事
由
を
勘
案
し
て
定
め
る
期
間
に
一
回
以
上
周
知
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一
　
令
別
表
第
一
に
掲
げ
る
液
化
石
油
ガ
ス
用
瞬
間
湯
沸
器
（
開
放
燃
焼
式
の
も
の
に
限
る
。
）

二
　
次
に
掲
げ
る
消
費
設
備
（
パ
イ
ロ
ッ
ト
バ
ー
ナ
ー
等
に
点
火
し
な
か
っ
た
場
合
及
び
パ
イ
ロ
ッ
ト
バ
ー
ナ
ー

等
の
炎
が
立
ち
消
え
た
場
合
に
自
動
的
に
バ
ー
ナ
ー
へ
の
液
化
石
油
ガ
ス
の
通
路
を
閉
ざ
す
装
置
（
パ
イ
ロ
ッ

ト
バ
ー
ナ
ー
等
に
自
動
的
に
再
点
火
し
、
一
定
期
間
経
過
後
も
再
点
火
し
な
い
と
き
に
、
バ
ー
ナ
ー
へ
の
液
化

石
油
ガ
ス
の
通
路
を
自
動
的
に
閉
ざ
す
装
置
を
含
む
。
）
並
び
に
不
完
全
燃
焼
す
る
状
態
に
至
っ
た
場
合
に
当

該
燃
焼
器
へ
の
ガ
ス
の
供
給
を
自
動
的
に
遮
断
し
、
燃
焼
を
停
止
す
る
機
能
を
有
す
る
も
の
を
除
く
。
）

イ
　
令
別
表
第
一
に
掲
げ
る
液
化
石
油
ガ
ス
用
瞬
間
湯
沸
器
（
前
号
に
掲
げ
る
も
の
、
密
閉
燃
焼
式
の
も
の
及

び
屋
外
式
の
も
の
を
除
く
。
）

ロ
　
令
別
表
第
一
に
掲
げ
る
液
化
石
油
ガ
ス
用
バ
ー
ナ
ー
付
ふ
ろ
が
ま
（
密
閉
燃
焼
式
の
も
の
及
び
屋
外
式
の

も
の
を
除
く
。
）

ハ
　
令
別
表
第
一
に
掲
げ
る
ふ
ろ
が
ま

３
　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
周
知
を
、
前
回
の
周
知
の
日
か
ら
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
を
経
過
し
た
日
（
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
「
基
準
日
」
と
い
う
。
）
前
四
月
以
内
の
期
間
に
行
っ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
基
準
日
に
お
い
て
当

該
周
知
を
行
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

一
　
第
一
項
に
規
定
す
る
周
知
　
二
年

二
　
前
項
に
規
定
す
る
周
知
　
一
年

（
保
安
機
関
に
よ
る
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
を
用
い
た
周
知
事
項
の
提
供
の
方
法
）

第
三
十
八
条
の
三
　
保
安
機
関
は
、
前
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
書
面
の
配
布
に
代
え
て
、
当
該
一
般

消
費
者
等
の
承
諾
を
得
て
、
当
該
書
面
に
記
載
す
べ
き
事
項
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
周
知
事
項
」

と
い
う
。
）
を
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
そ
の
他
の
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
で
あ
っ
て

次
に
掲
げ
る
も
の
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
電
磁
的
方
法
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
提
供
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
保
安
機
関
は
、
当
該
書
面
を
配
布
し
た
も
の
と
み
な
す
。

一
　
電
子
メ
ー
ル
を
送
信
す
る
方
法
で
あ
っ
て
、
一
般
消
費
者
等
が
当
該
電
子
メ
ー
ル
の
記
録
を
出
力
す
る
こ
と

に
よ
る
書
面
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

二
　
当
該
保
安
機
関
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
た
周
知
事
項
を
電
気
通

信
回
線
を
通
じ
て
一
般
消
費
者
等
の
閲
覧
に
供
し
、
当
該
一
般
消
費
者
等
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え

ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
周
知
事
項
を
記
録
す
る
方
法

三
　
電
磁
的
記
録
媒
体
に
周
知
事
項
を
記
録
し
た
も
の
を
交
付
す
る
方
法

２
　
保
安
機
関
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
、
電
磁
的
方
法
に
よ
り
周
知
事
項
を
提
供
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
一
般

消
費
者
等
か
ら
の
求
め
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
者
に
対
し
、
周
知
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
配
布
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
保
安
機
関
に
よ
る
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
し
た
承
諾
の
取
得
）

第
三
十
八
条
の
四
　
保
安
機
関
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
周
知
事
項
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
項

に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
事
項
の
提
供
の
相
手
方
に
対
し
、
そ
の
用
い
る
電
磁
的
方
法
の

種
類
及
び
内
容
を
示
し
、
書
面
又
は
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
そ
の
他
の
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用

す
る
方
法
で
あ
っ
て
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
（
第
三
項
に
お
い
て
「
書
面
等
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
承
諾
を
得

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
電
子
メ
ー
ル
を
送
信
す
る
方
法
で
あ
っ
て
、
当
該
保
安
機
関
が
当
該
電
子
メ
ー
ル
の
記
録
を
出
力
す
る
こ
と

に
よ
る
書
面
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

二
　
当
該
保
安
機
関
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
た
一
般
消
費
者
等
の
承

諾
に
関
す
る
事
項
を
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
一
般
消
費
者
等
の
閲
覧
に
供
し
、
当
該
保
安
機
関
の
使
用
に
係

る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
当
該
一
般
消
費
者
等
の
承
諾
に
関
す
る
事
項
を
記
録
す
る
方
法

三
　
電
磁
的
記
録
媒
体
に
一
般
消
費
者
等
の
承
諾
に
関
す
る
事
項
を
記
録
し
た
も
の
を
得
る
方
法

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
示
す
べ
き
電
磁
的
方
法
の
種
類
及
び
内
容
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
前
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
方
法
の
う
ち
、
保
安
機
関
が
使
用
す
る
も
の

二
　
フ
ァ
イ
ル
へ
の
記
録
の
方
式

３
　
第
一
項
の
承
諾
を
得
た
保
安
機
関
は
、
当
該
相
手
方
か
ら
書
面
等
に
つ
い
て
電
磁
的
方
法
に
よ
る
提
供
を
受
け

な
い
旨
の
申
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
相
手
方
に
対
し
、
周
知
事
項
の
提
供
を
電
磁
的
方
法
に
よ
っ
て
し
て
は

な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
相
手
方
が
再
び
同
項
の
承
諾
を
し
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
保
安
業
務
規
程
）

第
三
十
九
条
　
法
第
三
十
五
条
第
一
項
前
段
の
規
定
に
よ
り
保
安
業
務
規
程
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
保
安
機
関

は
、
様
式
第
十
七
に
よ
る
申
請
書
に
保
安
業
務
規
程
を
添
付
し
て
法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
認
定
を
し
た
経
済
産

業
大
臣
、
産
業
保
安
監
督
部
長
、
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
都
市
の
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
法
第
三
十
五
条
第
二
項
の
保
安
業
務
規
程
で
定
め
る
べ
き
事
項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
事
業
所
の
所
在
地

二
　
各
事
業
所
ご
と
の
保
安
業
務
を
行
う
こ
と
の
で
き
る
保
安
業
務
区
分
ご
と
の
一
般
消
費
者
等
の
数

三
　
保
安
業
務
を
行
う
こ
と
の
で
き
る
者
の
数
及
び
そ
の
事
業
所
ご
と
の
配
置
に
関
す
る
事
項

四
　
保
安
業
務
用
機
器
の
種
類
及
び
数
並
び
に
そ
の
事
業
所
ご
と
の
配
置
に
関
す
る
事
項

五
　
保
安
業
務
区
分
ご
と
の
保
安
業
務
の
実
施
の
方
法

六
　
保
安
業
務
の
結
果
を
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者
に
連
絡
す
る
方
法

七
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
保
安
業
務
に
関
し
必
要
な
事
項

３
　
法
第
三
十
五
条
第
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
保
安
業
務
規
程
の
変
更
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
保
安
機
関

は
、
様
式
第
十
八
に
よ
る
申
請
書
を
法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
認
定
を
し
た
経
済
産
業
大
臣
、
産
業
保
安
監
督
部

長
、
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
都
市
の
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
認
定
行
政
庁
の
変
更
の
場
合
の
届
出
）

第
四
十
条
　
法
第
三
十
五
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
六
条
の
規
定
に
よ
り
法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
認
定
を

受
け
た
者
は
、
様
式
第
十
九
に
よ
る
届
書
を
従
前
の
認
定
を
し
た
経
済
産
業
大
臣
、
産
業
保
安
監
督
部
長
、
都
道

府
県
知
事
又
は
指
定
都
市
の
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
保
安
機
関
の
変
更
の
届
出
）

第
四
十
一
条
　
法
第
三
十
五
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
条
の
規
定
に
よ
り
保
安
機
関
の
変
更
の
届
出
を
し

よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
二
十
に
よ
る
届
書
を
法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
認
定
を
し
た
経
済
産
業
大
臣
、
産
業

保
安
監
督
部
長
、
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
都
市
の
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
届
書
に
は
、
保
安
業
務
を
行
う
事
業
所
（
緊
急
時
対
応
を
行
う
事
業
所
に
限
る
。
）
の
所
在
地
を
変
更

し
た
者
に
あ
っ
て
は
、
第
三
十
条
第
二
項
第
二
号
の
図
面
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
承
継
の
届
出
）

第
四
十
二
条
　
法
第
三
十
五
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
保
安
機
関
の
地
位
の
承

継
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
法
第
三
十
五
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
条
第
二
項
各
号
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
場
合
は
当
該
各
号
に
定
め
る
者
（
当
該
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
が
当
該
承
継
に
よ
り
一
の
産
業
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保
安
監
督
部
の
管
轄
区
域
内
で
あ
っ
て
二
以
上
の
都
道
府
県
の
区
域
内
に
設
置
さ
れ
る
販
売
所
の
事
業
と
し
て
販

売
さ
れ
る
液
化
石
油
ガ
ス
の
一
般
消
費
者
等
に
つ
い
て
の
保
安
業
務
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
場
合
は
、
当
該
販
売

所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
産
業
保
安
監
督
部
長
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
新
認
定
行
政
庁
」
と
い
う
。
）
に
様

式
第
二
十
一
に
よ
る
届
書
を
、
当
該
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
の
認
定
を
し
た
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
都
市
の

長
及
び
当
該
承
継
に
係
る
保
安
機
関
に
つ
い
て
法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
認
定
を
し
た
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定

都
市
の
長
（
こ
れ
ら
の
者
が
新
認
定
行
政
庁
で
あ
る
場
合
を
除
く
。
）
に
様
式
第
二
十
二
に
よ
る
届
書
を
、
そ
の

他
の
場
合
は
当
該
承
継
に
係
る
保
安
機
関
に
つ
い
て
法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
認
定
を
し
た
経
済
産
業
大
臣
、
産

業
保
安
監
督
部
長
、
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
都
市
の
長
に
様
式
第
二
十
一
に
よ
る
届
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

２
　
前
項
の
届
書
に
は
、
次
の
書
面
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
法
第
三
十
五
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
保
安
機
関
の
事
業
の
全
部
を
譲

り
受
け
て
保
安
機
関
の
地
位
を
承
継
し
た
者
に
あ
っ
て
は
、
様
式
第
二
十
二
の
二
に
よ
る
書
面
及
び
事
業
の
全

部
の
譲
渡
し
が
あ
っ
た
こ
と
を
証
す
る
書
面

二
　
法
第
三
十
五
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
保
安
機
関
の
地
位
を
承
継
し
た

相
続
人
で
あ
っ
て
、
二
以
上
の
相
続
人
の
全
員
の
同
意
に
よ
り
選
定
さ
れ
た
も
の
に
あ
っ
て
は
、
様
式
第
二
十

三
に
よ
る
書
面
及
び
戸
籍
謄
本

三
　
法
第
三
十
五
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
保
安
機
関
の
地
位
を
承
継
し
た

相
続
人
で
あ
っ
て
、
前
号
の
相
続
人
以
外
の
も
の
に
あ
っ
て
は
、
様
式
第
二
十
四
に
よ
る
書
面
及
び
戸
籍
謄
本

四
　
法
第
三
十
五
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
合
併
に
よ
っ
て
保
安
機
関
の
地

位
を
承
継
し
た
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
法
人
の
登
記
事
項
証
明
書

五
　
法
第
三
十
五
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
分
割
に
よ
っ
て
保
安
機
関
の
地

位
を
承
継
し
た
法
人
に
あ
っ
て
は
、
様
式
第
二
十
四
の
二
に
よ
る
書
面
、
事
業
の
全
部
の
承
継
が
あ
っ
た
こ
と

を
証
す
る
書
面
及
び
そ
の
法
人
の
登
記
事
項
証
明
書

（
廃
止
の
届
出
）

第
四
十
三
条
　
法
第
三
十
五
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
保
安
業
務
の
廃
止
の
届
出

を
し
よ
う
と
す
る
保
安
機
関
は
、
様
式
第
二
十
五
に
よ
る
届
書
を
法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
認
定
を
し
た
経
済
産

業
大
臣
、
産
業
保
安
監
督
部
長
、
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
都
市
の
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
消
費
設
備
の
技
術
上
の
基
準
）

第
四
十
四
条
　
法
第
三
十
五
条
の
五
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
消
費
設
備
の
技
術
上
の
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
次
号
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
消
費
設
備
は
、
次
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

イ
　
配
管
、
ガ
ス
栓
及
び
末
端
ガ
ス
栓
と
燃
焼
器
の
間
の
管
は
、
使
用
上
支
障
の
あ
る
腐
し
ょ
く
、
割
れ
等
の

欠
陥
が
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ
　
配
管
に
は
、
腐
し
ょ
く
を
防
止
す
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

ハ
　
配
管
に
使
用
す
る
材
料
は
、
そ
の
使
用
条
件
等
に
照
ら
し
適
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
告
示
で
定
め
る
材
料
は
、
使
用
し
な
い
こ
と
。

ニ
　
配
管
は
、
〇
・
八
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
以
上
の
圧
力
で
行
う
耐
圧
試
験
に
合
格
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ホ
　
配
管
は
、
そ
の
設
置
又
は
変
更
（
硬
質
管
以
外
の
管
の
交
換
を
除
く
。
）
の
工
事
の
終
了
後
に
行
う
八
・

四
キ
ロ
パ
ス
カ
ル
以
上
の
圧
力
に
よ
る
気
密
試
験
に
合
格
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ヘ
　
配
管
は
、
漏
え
い
試
験
に
合
格
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ト
　
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
と
燃
焼
器
の
間
の
配
管
そ
の
他
の
設
備
は
、
燃
焼
器
の
入
口
に
お
け
る
液
化
石
油
ガ
ス
の

圧
力
を
次
に
定
め
る
範
囲
に
保
持
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（１）
　
生
活
の
用
に
供
す
る
液
化
石
油
ガ
ス
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
二
・
〇
キ
ロ
パ
ス
カ
ル
以
上
三
・
三

キ
ロ
パ
ス
カ
ル
以
下

（２）
　
（
１
）
以
外
の
も
の
に
あ
っ
て
は
、
使
用
す
る
燃
焼
器
に
適
合
し
た
圧
力

チ
　
建
物
の
自
重
及
び
土
圧
に
よ
り
損
傷
を
受
け
る
お
そ
れ
の
あ
る
配
管
に
は
、
損
傷
を
防
止
す
る
措
置
を
講

ず
る
こ
と
。

リ
　
配
管
は
、
地
く
ず
れ
、
山
く
ず
れ
、
地
盤
の
不
同
沈
下
等
の
お
そ
れ
の
あ
る
場
所
又
は
建
物
の
基
礎
面
下

に
設
置
し
な
い
こ
と
。

ヌ
　
電
源
に
よ
り
操
作
さ
れ
る
気
化
装
置
に
よ
り
発
生
す
る
液
化
石
油
ガ
ス
が
通
る
配
管
に
は
、
手
動
復
帰
式

自
動
ガ
ス
遮
断
器
を
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
停
電
の
際
に
自
動
的
に
作
動
す
る
自
家
発
電
機
そ
の
他
操
作

用
電
源
が
停
止
し
た
と
き
液
化
石
油
ガ
ス
の
供
給
を
維
持
す
る
た
め
の
装
置
が
設
け
ら
れ
て
い
る
場
合
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

ル
　
末
端
ガ
ス
栓
と
燃
焼
器
と
を
硬
質
管
、
液
化
石
油
ガ
ス
用
継
手
金
具
付
低
圧
ホ
ー
ス
、
ゴ
ム
管
等
を
用
い

て
接
続
す
る
場
合
は
、
そ
の
使
用
条
件
に
照
ら
し
適
切
な
も
の
を
用
い
る
こ
と
。

ヲ
　
末
端
ガ
ス
栓
は
、
告
示
で
定
め
る
燃
焼
器
の
区
分
に
応
じ
、
告
示
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
、
燃
焼
器
と
接

続
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
た
だ
し
、
告
示
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
燃
焼
器
と
接
続
さ
れ
な
い
で
設
置
さ
れ

て
い
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

ワ
　
燃
焼
器
は
、
消
費
す
る
液
化
石
油
ガ
ス
に
適
合
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

カ
　
燃
焼
器
（
第
八
十
六
条
各
号
に
掲
げ
る
施
設
若
し
く
は
建
築
物
又
は
地
下
室
等
に
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の

に
限
り
、
告
示
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。
）
は
、
告
示
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
令
別
表
第
一
第
十
号
に

掲
げ
る
液
化
石
油
ガ
ス
用
ガ
ス
漏
れ
警
報
器
（
告
示
で
定
め
る
地
下
室
等
に
設
置
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

保
安
状
況
を
常
時
監
視
で
き
る
場
所
に
お
い
て
液
化
石
油
ガ
ス
の
漏
え
い
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
に
限

る
。
）
の
検
知
区
域
（
当
該
液
化
石
油
ガ
ス
用
ガ
ス
漏
れ
警
報
器
が
液
化
石
油
ガ
ス
の
漏
れ
を
検
知
す
る
こ

と
が
で
き
る
区
域
を
い
う
。
）
に
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ヨ
　
次
に
掲
げ
る
燃
焼
器
（
屋
内
に
設
置
す
る
も
の
に
限
り
、
密
閉
式
の
も
の
を
除
く
。
）
に
は
、
当
該
燃
焼

器
に
接
続
し
て
排
気
筒
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
燃
焼
器
の
構
造
上
そ
の
他
の
理
由
に
よ

り
こ
れ
に
よ
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
お
い
て
、
当
該
燃
焼
器
の
排
気
の
た
め
の
排
気
フ
ー
ド
が
設
け
ら
れ

て
い
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（１）
　
ガ
ス
湯
沸
器
（
暖
房
兼
用
の
も
の
を
含
み
、
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器
に
あ
っ
て
は
液
化
石
油
ガ
ス
の
消
費
量

が
十
二
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
る
も
の
。
そ
の
他
の
も
の
に
あ
っ
て
は
液
化
石
油
ガ
ス
の
消
費
量
が
七
キ
ロ

ワ
ッ
ト
を
超
え
る
も
の
）

（２）
　
ガ
ス
バ
ー
ナ
ー
付
き
ふ
ろ
が
ま
及
び
そ
の
他
の
ふ
ろ
が
ま
で
ガ
ス
バ
ー
ナ
ー
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
構
造
の
も
の
（
以
下
「
ガ
ス
ふ
ろ
が
ま
」
と
い
う
。
）

タ
　
ヨ
の
燃
焼
器
（
以
下
タ
か
ら
ソ
ま
で
に
お
い
て
単
に
「
燃
焼
器
」
と
い
う
。
）
の
排
気
筒
は
、
次
の
（
１
）

又
は
（
２
）
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

（１）
　
自
然
排
気
式
の
燃
焼
器
の
排
気
筒
（
排
気
扇
が
接
続
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
。
）
は
、
次
に
定
め
る

基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

（ｉ）
　
排
気
筒
の
材
料
は
、
金
属
、
そ
の
他
の
不
燃
性
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（ｉｉ）
　
排
気
筒
に
は
、
当
該
燃
焼
器
と
同
一
室
内
に
あ
る
部
分
の
当
該
燃
焼
器
に
近
接
し
た
箇
所
に
逆
風
止

め
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
燃
焼
器
に
逆
風
止
め
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
場

合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（ｉｉｉ）
　
排
気
筒
の
有
効
断
面
積
は
、
当
該
燃
焼
器
の
排
気
部
と
の
接
続
部
の
有
効
断
面
積
よ
り
小
さ
く
な
い

こ
と
。

（ｉｖ）
　
排
気
筒
の
先
端
は
、
屋
外
に
出
て
い
る
こ
と
。

（ｖ）
　
排
気
筒
の
先
端
は
、
障
害
物
又
は
外
気
の
流
れ
に
よ
っ
て
排
気
が
妨
げ
ら
れ
な
い
位
置
に
あ
る
こ

と
。

（ｖｉ）
　
排
気
筒
の
先
端
は
、
鳥
、
落
葉
及
び
雨
水
そ
の
他
の
異
物
の
侵
入
又
は
風
雨
等
の
圧
力
に
よ
り
排
気

が
妨
げ
ら
れ
る
お
そ
れ
の
な
い
構
造
で
あ
る
こ
と
。

（ｖｉｉ）
　
排
気
筒
の
高
さ
（
逆
風
止
め
開
口
部
の
下
端
か
ら
の
排
気
筒
の
先
端
の
開
口
部
（
逆
風
止
め
開
口
部

の
下
端
か
ら
排
気
筒
の
先
端
の
開
口
部
ま
で
の
排
気
筒
の
長
さ
が
八
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
と
き
は
、
逆
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風
止
め
開
口
部
の
下
端
か
ら
八
メ
ー
ト
ル
以
内
に
あ
る
部
分
）
の
高
さ
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
は
、

次
の
式
に
よ
り
算
出
し
た
値
以
上
で
あ
る
こ
と
。

ｈ＝

（
０
．
５
＋
０
．
４
ｎ
＋
０
．
１
ｌ
）
／
〔
Ａ
Ｖ
／
５
．
１
６
Ｗ
〕
２

こ
の
式
に
お
い
て
、
ｈ
、
ｎ
、
ｌ
、
Ａ
Ｖ
及
び
Ｗ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
値
を
表
す
も
の
と
す
る
。

ｈ
　
排
気
筒
の
高
さ
（
単
位
　
メ
ー
ト
ル
）

ｎ
　
排
気
筒
の
曲
り
の
数

ｌ
　
逆
風
止
め
開
口
部
の
下
端
か
ら
排
気
筒
の
先
端
の
開
口
部
ま
で
の
排
気
筒
の
長
さ
（
単
位
　
メ
ー
ト
ル
）

Ａ
Ｖ
　
排
気
筒
の
有
効
断
面
積
（
単
位
　
平
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）

Ｗ
　
燃
焼
器
の
液
化
石
油
ガ
ス
の
消
費
量
（
単
位
　
キ
ロ
ワ
ッ
ト
）

（ｖｉｉｉ）
　
排
気
筒
の
天
井
裏
、
床
裏
等
に
あ
る
部
分
は
、
金
属
以
外
の
不
燃
性
の
材
料
で
覆
わ
れ
て
い
る
こ

と
。
た
だ
し
、
燃
焼
器
出
口
の
排
気
ガ
ス
の
温
度
が
百
度
以
下
の
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（ｉｘ）
　
排
気
筒
は
、
自
重
、
風
圧
、
振
動
等
に
対
し
て
、
十
分
耐
え
、
か
つ
、
当
該
排
気
筒
を
構
成
す
る
各

部
の
接
続
部
及
び
当
該
排
気
筒
と
当
該
燃
焼
器
の
排
気
部
と
の
接
続
部
が
容
易
に
外
れ
な
い
よ
う
堅
固

に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

（ｘ）
　
排
気
筒
は
、
凝
縮
水
等
が
た
ま
り
に
く
い
構
造
で
あ
る
こ
と
。

（ｘｉ）
　
排
気
筒
は
、
十
分
な
耐
食
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（２）
　
自
然
排
気
式
の
燃
焼
器
の
排
気
筒
で
あ
っ
て
排
気
扇
が
接
続
さ
れ
て
い
る
も
の
及
び
強
制
排
気
式
の
燃

焼
器
の
排
気
筒
は
、
次
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

（ｉ）
　
排
気
筒
は
（
１
）
（
ｉ
）
、
（
ｉ
ｖ
）
、
（
ｖ
）
（
障
害
物
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
（
ｖ
ｉ
）
（
鳥
、
落
葉

及
び
雨
水
そ
の
他
の
異
物
の
侵
入
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
（
ｖ
ｉ
ｉ
）
、
（
ｘ
）
及
び
（
ｘ
ｉ
）
の
基

準
に
適
合
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
強
制
排
気
式
の
燃
焼
器
の
排
気
筒
は
、
こ
れ
ら
の
基
準
に
加
え
、
（
１
）

（
ｉ
ｘ
）
の
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

（ｉｉ）
　
排
気
筒
が
外
壁
を
貫
通
す
る
箇
所
に
は
、
当
該
排
気
筒
と
外
壁
と
の
間
に
排
気
ガ
ス
が
屋
内
に
流
れ

込
む
隙
間
が
な
い
こ
と
。

（ｉｉｉ）
　
自
然
排
気
式
の
燃
焼
器
の
排
気
筒
で
あ
っ
て
排
気
扇
を
接
続
す
る
も
の
は
、
自
重
、
風
圧
、
振
動
等

に
対
し
て
、
十
分
耐
え
、
か
つ
、
当
該
排
気
筒
を
構
成
す
る
各
部
の
接
続
部
、
当
該
燃
焼
器
の
排
気
部

と
の
接
続
部
及
び
当
該
排
気
扇
と
の
接
続
部
が
容
易
に
外
れ
な
い
よ
う
堅
固
に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
。

（ｉｖ）
　
排
気
筒
の
形
状
は
、
排
気
ガ
ス
が
当
該
燃
焼
器
の
給
気
口
（
当
該
燃
焼
器
又
は
当
該
排
気
筒
に
逆
風

止
め
を
取
り
付
け
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
逆
風
止
め
開
口
部
）
か
ら
流
出
し
な
い
よ
う
風
量
が
十

分
に
確
保
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

レ
　
燃
焼
器
の
排
気
筒
に
接
続
さ
れ
る
排
気
扇
は
、
次
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

（１）
　
排
気
扇
（
排
気
ガ
ス
に
触
れ
る
部
分
に
限
る
。
）
の
材
料
は
、
不
燃
性
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（２）
　
燃
焼
器
と
直
接
接
続
す
る
排
気
扇
は
、
当
該
燃
焼
器
の
排
気
部
と
の
接
続
部
が
容
易
に
外
れ
な
い
よ
う

堅
固
に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

（３）
　
排
気
扇
に
は
、
こ
れ
が
停
止
し
た
場
合
に
当
該
燃
焼
器
へ
の
液
化
石
油
ガ
ス
の
供
給
を
自
動
的
に
遮
断

す
る
装
置
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

ソ
　
燃
焼
器
で
あ
っ
て
、
ヨ
の
規
定
に
よ
り
排
気
筒
が
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
当
該
排
気
筒
の
有
効
断
面

積
以
上
の
有
効
断
面
積
を
有
す
る
給
気
口
そ
の
他
給
気
上
有
効
な
開
口
部
が
設
け
ら
れ
た
室
に
設
置
さ
れ
て

い
る
こ
と
。

ツ
　
ガ
ス
湯
沸
器
（
暖
房
兼
用
の
も
の
を
含
み
、
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器
に
あ
っ
て
は
液
化
石
油
ガ
ス
の
消
費
量
が

十
二
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の
。
そ
の
他
の
も
の
に
あ
っ
て
は
液
化
石
油
ガ
ス
の
消
費
量
が
七
キ
ロ
ワ
ッ
ト

以
下
の
も
の
）
は
、
換
気
扇
又
は
有
効
な
給
排
気
の
た
め
の
開
口
部
が
設
け
ら
れ
た
室
に
設
置
さ
れ
て
い
る

こ
と
。
た
だ
し
、
排
気
フ
ー
ド
が
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
並
び
に
排
気
筒
が
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ

て
、
タ
か
ら
ソ
ま
で
の
基
準
に
適
合
す
る
も
の
を
除
く
。

ネ
　
屋
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
ガ
ス
湯
沸
器
（
暖
房
兼
用
の
も
の
を
含
む
。
）
及
び
ガ
ス
ふ
ろ
が
ま
で
あ
っ
て
、

密
閉
式
の
も
の
は
、
次
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

（１）
　
給
排
気
部
（
給
気
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
の
材
料
は
、
金
属
そ
の
他
の
不
燃
性
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（２）
　
給
排
気
部
が
外
壁
を
貫
通
す
る
箇
所
は
、
当
該
給
排
気
部
と
外
壁
と
の
間
に
排
気
ガ
ス
が
屋
内
に
流
れ

込
む
隙
間
が
な
い
こ
と
。

（３）
　
給
排
気
部
の
先
端
は
、
屋
外
に
出
て
い
る
こ
と
。

（４）
　
給
排
気
部
の
先
端
は
、
障
害
物
又
は
外
気
の
流
れ
に
よ
っ
て
給
排
気
が
妨
げ
ら
れ
な
い
位
置
に
あ
る
こ

と
。

（５）
　
給
排
気
部
の
先
端
は
、
鳥
、
落
葉
、
雨
水
そ
の
他
の
異
物
の
侵
入
又
は
自
然
給
排
気
式
の
燃
焼
器
の
場

合
に
あ
っ
て
は
風
雨
等
の
圧
力
に
よ
り
給
排
気
が
妨
げ
ら
れ
る
お
そ
れ
の
な
い
構
造
で
あ
る
こ
と
。

（６）
　
給
排
気
部
は
、
自
重
、
風
圧
、
振
動
等
に
対
し
て
、
十
分
耐
え
、
か
つ
、
当
該
給
排
気
部
を
構
成
す
る

各
部
の
接
続
部
並
び
に
当
該
燃
焼
器
の
ケ
ー
シ
ン
グ
と
の
接
続
部
が
容
易
に
外
れ
な
い
よ
う
堅
固
に
取
り

付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

（７）
　
給
排
気
部
は
、
十
分
な
耐
食
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（８）
　
給
排
気
部
は
、
凝
縮
水
等
が
た
ま
り
に
く
い
よ
う
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

（９）
　
給
排
気
部
の
天
井
裏
、
床
裏
等
に
あ
る
部
分
（
給
気
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
は
、
金
属
以
外
の
不
燃

性
の
材
料
で
覆
わ
れ
て
い
る
こ
と
。
た
だ
し
、
燃
焼
器
出
口
の
排
気
ガ
ス
の
温
度
が
百
度
以
下
の
場
合

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（１０）
　
給
排
気
部
の
形
状
は
、
当
該
燃
焼
器
の
燃
焼
が
妨
げ
ら
れ
な
い
よ
う
風
量
が
十
分
に
確
保
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
こ
と
。

ナ
　
屋
外
に
設
置
す
る
燃
焼
器
の
排
気
筒
又
は
そ
の
給
排
気
部
は
、
次
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

（１）
　
自
然
排
気
式
の
燃
焼
器
の
排
気
筒
（
排
気
扇
が
接
続
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
。
）
で
あ
っ
て
、
屋
内

に
設
置
す
る
部
分
を
有
す
る
も
の
は
、
タ
（
１
）
（
ｉ
ｖ
）
の
基
準
に
適
合
し
、
か
つ
、
屋
内
に
設
置
さ

れ
る
当
該
部
分
は
、
タ
（
１
）
（
ｉ
）
、
（
ｖ
ｉ
ｉ
ｉ
）
、
（
ｉ
ｘ
）
（
燃
焼
器
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
、
（
ｘ
）

及
び
（
ｘ
ｉ
）
の
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

（２）
　
自
然
排
気
式
の
燃
焼
器
の
排
気
筒
（
排
気
扇
が
接
続
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）
及
び
強
制
排
気
式

の
燃
焼
器
の
排
気
筒
で
あ
っ
て
、
屋
内
に
設
置
す
る
部
分
を
有
す
る
も
の
は
、
タ
（
１
）
（
ｉ
ｖ
）
、
（
ｖ
）

（
障
害
物
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
（
ｖ
ｉ
）
（
鳥
、
落
葉
、
雨
水
そ
の
他
の
異
物
の
侵
入
に
係
る
部

分
に
限
る
。
）
の
基
準
に
適
合
し
、
か
つ
、
屋
内
に
設
置
さ
れ
る
当
該
部
分
は
、
タ
（
１
）
（
ｉ
）
、
（
ｖ
ｉ

ｉ
ｉ
）
、
（
ｘ
）
及
び
（
ｘ
ｉ
）
並
び
に
タ
（
２
）
（
ｉ
ｉ
）
及
び
（
ｉ
ｉ
ｉ
）
の
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

（３）
　
給
排
気
部
で
あ
っ
て
、
屋
内
に
設
置
す
る
部
分
を
有
す
る
も
の
は
、
ネ
（
２
）
か
ら
（
５
）
ま
で
及
び

（
１
０
）
の
基
準
に
適
合
し
、
か
つ
、
屋
内
に
設
置
さ
れ
る
当
該
部
分
は
、
ネ
（
１
）
及
び
（
６
）
か
ら

（
９
）
ま
で
の
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

ラ
　
配
管
は
、
次
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
修
理
し
、
又
は
取
り
外
す
こ
と
。

（１）
　
配
管
に
は
、
当
該
配
管
か
ら
液
化
石
油
ガ
ス
が
漏
え
い
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る

こ
と
。

（２）
　
配
管
に
は
、
当
該
配
管
か
ら
漏
え
い
す
る
液
化
石
油
ガ
ス
が
滞
留
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
所
に
お
い

て
、
当
該
液
化
石
油
ガ
ス
が
漏
え
い
し
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。
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（３）
　
配
管
に
は
、
当
該
配
管
の
修
理
又
は
取
り
外
し
が
終
了
し
た
と
き
は
、
当
該
配
管
か
ら
液
化
石
油
ガ
ス

の
漏
え
い
の
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

ム
　
強
制
排
気
式
の
燃
焼
器
で
あ
っ
て
告
示
で
定
め
る
も
の
は
、
ガ
ス
を
燃
焼
し
た
場
合
に
お
い
て
正
常
に
当

該
燃
焼
器
か
ら
排
気
が
排
出
さ
れ
る
こ
と
。

二
　
第
十
六
条
第
十
三
号
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
質
量
に
よ
り
液
化
石
油
ガ
ス
を
販
売
す
る
場
合
に
お
け
る
消

費
設
備
は
、
次
の
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

イ
　
ロ
に
掲
げ
る
消
費
設
備
以
外
の
消
費
設
備
は
、
次
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

（１）
　
配
管
に
は
、
次
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
管
を
使
用
す
る
こ
と
。

（ｉ）
　
充
て
ん
容
器
等
と
調
整
器
の
間
に
設
置
さ
れ
る
管
に
あ
っ
て
は
、
二
・
六
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
以
上
の
圧

力
で
行
う
耐
圧
試
験
に
合
格
す
る
も
の

（ｉｉ）
　
調
整
器
と
末
端
ガ
ス
栓
の
間
に
設
置
さ
れ
る
管
に
あ
っ
て
は
、
〇
・
八
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
以
上
の
圧
力

で
行
う
耐
圧
試
験
に
合
格
す
る
も
の

（２）
　
調
整
器
と
末
端
ガ
ス
栓
の
間
の
配
管
は
、
そ
の
設
置
又
は
変
更
（
硬
質
管
以
外
の
管
の
交
換
を
除
く
。
）

の
工
事
の
終
了
後
に
行
う
八
・
四
キ
ロ
パ
ス
カ
ル
以
上
の
圧
力
に
よ
る
気
密
試
験
に
合
格
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
。

（３）
　
調
整
器
と
燃
焼
器
の
間
の
配
管
そ
の
他
の
設
備
は
、
当
該
燃
焼
器
の
入
口
に
お
け
る
液
化
石
油
ガ
ス
の

圧
力
を
次
に
定
め
る
範
囲
に
保
持
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（ｉ）
　
生
活
の
用
に
供
す
る
液
化
石
油
ガ
ス
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
二
・
〇
キ
ロ
パ
ス
カ
ル
以
上
三
・

三
キ
ロ
パ
ス
カ
ル
以
下

（ｉｉ）
　
（
ｉ
）
以
外
の
も
の
に
あ
っ
て
は
、
使
用
す
る
燃
焼
器
に
適
合
し
た
圧
力

（４）
　
充
て
ん
容
器
等
は
、
第
十
八
条
第
一
号
の
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

（５）
　
気
化
装
置
は
、
第
十
八
条
第
十
号
（
気
化
装
置
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
十
九
号
の
基
準
に
適

合
す
る
こ
と
。

（６）
　
調
整
器
は
、
第
十
八
条
第
二
十
号
の
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

（７）
　
配
管
は
、
前
号
ロ
、
ハ
、
ヘ
、
チ
及
び
リ
の
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

（８）
　
末
端
ガ
ス
栓
は
、
前
号
ヲ
の
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

（９）
　
燃
焼
器
は
、
前
号
ワ
、
カ
、
ヨ
、
ソ
、
ツ
、
ネ
及
び
ム
の
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

（１０）
　
燃
焼
器
の
排
気
筒
は
、
前
号
タ
及
び
ナ
（
排
気
筒
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

（１１）
　
燃
焼
器
の
排
気
筒
に
接
続
さ
れ
る
排
気
扇
は
前
号
レ
の
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

（１２）
　
内
容
積
が
二
十
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
二
十
五
リ
ッ
ト
ル
以
下
の
容
器
で
あ
っ
て
、
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
付
容
器

用
弁
を
有
し
、
か
つ
、
硬
質
管
に
接
続
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
次
の
（
ｉ
）
又
は
（
ｉ
ｉ
）
に
掲
げ
る
も

の
及
び
（
ｉ
ｉ
ｉ
）
に
掲
げ
る
も
の
が
告
示
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
た
だ
し
、

そ
の
設
置
場
所
又
は
一
般
消
費
者
等
の
液
化
石
油
ガ
ス
の
消
費
の
形
態
に
特
段
の
事
情
が
あ
る
と
き
（
（
ｉ

ｉ
）
に
掲
げ
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
告
示
で
定
め
る
場
合
を
含
む
。
）
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（ｉ）
　
第
十
八
条
第
二
十
二
号
イ
に
定
め
る
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
と
同
等
の
保
安
を
確
保
す
る
た
め
の
機
能
を
有

す
る
機
器

（ｉｉ）
　
器
具
省
令
別
表
第
一
第
十
四
号
に
規
定
す
る
液
化
石
油
ガ
ス
用
ガ
ス
漏
れ
警
報
器
（
器
具
省
令
別
表

第
三
の
技
術
上
の
基
準
に
適
合
す
る
も
の
に
限
る
。
）
を
用
い
た
機
器
で
あ
っ
て
、
ガ
ス
漏
れ
を
検
知

し
た
と
き
に
自
動
的
に
ガ
ス
の
供
給
を
停
止
す
る
も
の

（ｉｉｉ）
　
器
具
省
令
別
表
第
一
第
十
六
号
に
規
定
す
る
液
化
石
油
ガ
ス
用
対
震
自
動
ガ
ス
遮
断
器
（
器
具
省
令

別
表
第
三
の
技
術
上
の
基
準
に
適
合
す
る
も
の
に
限
る
。
）

（１３）
　
そ
の
他
前
号
イ
、
ヌ
及
び
ラ
の
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

（１４）
　
配
管
又
は
調
整
器
か
ら
充
て
ん
容
器
等
を
取
り
外
す
と
き
は
、
そ
の
取
り
外
す
充
て
ん
容
器
等
に
つ
い

て
、
バ
ル
ブ
を
確
実
に
閉
止
し
、
か
つ
、
安
全
な
場
所
に
移
す
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

ロ
　
内
容
積
が
二
十
リ
ッ
ト
ル
以
下
の
容
器
に
係
る
消
費
設
備
、
内
容
積
が
二
十
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
二
十
五
リ

ッ
ト
ル
以
下
の
容
器
で
あ
っ
て
、
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
付
容
器
用
弁
を
有
す
る
も
の
に
係
る
消
費
設
備
（
容
器
が

硬
質
管
に
接
続
さ
れ
て
い
る
場
合
を
除
く
。
）
又
は
屋
外
に
お
い
て
移
動
し
て
使
用
さ
れ
る
消
費
設
備
は
、

次
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

（１）
　
充
て
ん
容
器
等
は
、
第
十
八
条
第
一
号
ロ
か
ら
ニ
ま
で
の
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

（２）
　
調
整
器
は
、
第
十
八
条
第
二
十
号
の
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

（３）
　
燃
焼
器
は
、
前
号
ワ
の
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

第
四
章
　
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者
の
認
定

（
保
安
確
保
機
器
の
種
類
）

第
四
十
五
条
　
法
第
三
十
五
条
の
六
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
保
安
確
保
機
器
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

も
の
と
す
る
。

一
　
一
定
の
ガ
ス
流
量
を
検
知
し
た
と
き
に
自
動
的
に
ガ
ス
の
供
給
を
停
止
す
る
機
能
を
有
す
る
機
器
で
あ
っ

て
、
告
示
で
定
め
る
も
の

二
　
前
号
の
機
器
に
よ
り
ガ
ス
供
給
を
停
止
し
た
こ
と
そ
の
他
一
般
消
費
者
等
の
保
安
に
係
る
情
報
（
以
下
「
特

定
保
安
情
報
」
と
い
う
。
）
を
電
話
回
線
等
に
よ
り
自
動
的
に
伝
達
す
る
機
器

三
　
前
号
の
機
器
か
ら
伝
達
さ
れ
た
特
定
保
安
情
報
を
直
ち
に
示
す
機
器
で
あ
っ
て
、
第
一
号
の
機
器
に
よ
り
ガ

ス
の
供
給
を
停
止
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

四
　
令
別
表
第
一
第
一
号
の
調
整
器
、
同
表
第
四
号
の
液
化
石
油
ガ
ス
用
継
手
金
具
付
高
圧
ホ
ー
ス
、
同
表
第
十

号
の
液
化
石
油
ガ
ス
用
ガ
ス
漏
れ
警
報
器
（
第
四
十
四
条
第
一
号
カ
に
規
定
さ
れ
る
場
合
に
限
る
。
）
及
び
同

表
第
十
一
号
の
液
化
石
油
ガ
ス
用
継
手
金
具
付
低
圧
ホ
ー
ス
（
調
整
器
と
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
の
間
に
設
置
さ
れ
る

も
の
に
限
る
。
）
で
あ
っ
て
、
告
示
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の

（
保
安
確
保
機
器
の
設
置
及
び
管
理
の
方
法
）

第
四
十
六
条
　
法
第
三
十
五
条
の
六
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
設
置
及
び
管
理
の

方
法
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
第
四
十
九
条
及
び
第
五
十
条
に
規
定
す
る
特
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
設
置
及
び
管
理
の
方
法

イ
　
前
条
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
機
器
に
あ
っ
て
は
告
示
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
設
置
し
て
い
る
こ
と
。

ロ
　
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者
が
液
化
石
油
ガ
ス
の
販
売
契
約
を
締
結
し
て
い
る
一
般
消
費
者
等
の
う
ち
、

イ
の
方
法
に
基
づ
き
保
安
確
保
機
器
が
設
置
さ
れ
て
い
る
一
般
消
費
者
等
（
以
下
「
認
定
対
象
消
費
者
」
と

い
う
。
）
の
割
合
（
以
下
「
認
定
対
象
消
費
者
割
合
」
と
い
う
。
）
が
七
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
で
あ
る
こ
と
。

た
だ
し
、
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者
で
あ
っ
て
、
合
併
そ
の
他
の
事
由
に
よ
る
事
業
の
承
継
に
よ
り
、
当

該
承
継
の
日
に
認
定
対
象
消
費
者
割
合
が
、
七
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
下
回
っ
た
場
合
に
は
、
当
該
承
継
の
日
か

ら
一
年
以
内
は
、
こ
れ
を
適
用
し
な
い
。

ハ
　
前
条
第
三
号
の
機
器
を
設
置
し
て
い
る
者
は
常
時
当
該
機
器
を
監
視
す
る
者
を
配
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、

特
定
保
安
情
報
を
監
視
し
て
い
る
こ
と
。

ニ
　
認
定
対
象
消
費
者
の
供
給
設
備
及
び
消
費
設
備
に
設
置
さ
れ
る
前
条
第
一
号
及
び
第
四
号
の
保
安
確
保
機

器
に
は
告
示
に
定
め
る
も
の
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ホ
　
告
示
に
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
運
営
管
理
規
程
を
定
め
、
こ
れ
に
よ
り
管
理
を
行
う
こ
と
。

ヘ
　
保
安
確
保
機
器
を
設
置
す
る
場
合
は
、
保
安
確
保
機
器
に
係
る
第
十
八
条
、
第
十
九
条
、
第
四
十
四
条
第

一
号
カ
、
第
五
十
三
条
及
び
第
五
十
四
条
に
掲
げ
る
技
術
上
の
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

二
　
第
五
十
条
の
二
に
規
定
す
る
特
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
設
置
及
び
管
理
の
方
法

イ
　
前
号
イ
及
び
ハ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の

ロ
　
認
定
対
象
消
費
者
割
合
が
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者

で
あ
っ
て
、
合
併
そ
の
他
の
事
由
に
よ
る
事
業
の
承
継
に
よ
り
、
当
該
承
継
の
日
に
認
定
対
象
消
費
者
割
合
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が
、
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
下
回
っ
た
場
合
に
は
、
当
該
承
継
の
日
か
ら
一
年
以
内
は
、
こ
れ
を
適
用
し
な

い
。

（
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者
の
認
定
申
請
）

第
四
十
七
条
　
法
第
三
十
五
条
の
六
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様

式
第
二
十
六
に
よ
る
申
請
書
に
前
条
第
一
号
ホ
に
掲
げ
る
運
営
管
理
規
程
を
添
付
し
て
法
第
三
条
第
一
項
の
登
録

を
し
た
経
済
産
業
大
臣
、
産
業
保
安
監
督
部
長
、
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
都
市
の
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
認
定
の
失
効
）

第
四
十
七
条
の
二
　
第
四
十
六
条
第
二
号
に
掲
げ
る
基
準
に
よ
る
認
定
（
以
下
「
第
二
号
認
定
」
と
い
う
。
）
を
受

け
た
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者
（
以
下
「
第
二
号
認
定
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者
」
と
い
う
。
）
が
同
条
第

一
号
に
掲
げ
る
基
準
に
よ
る
認
定
（
以
下
「
第
一
号
認
定
」
と
い
う
。
）
を
受
け
た
と
き
は
、
第
二
号
認
定
は
、

そ
の
効
力
を
失
う
。

（
認
定
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者
の
報
告
義
務
）

第
四
十
八
条
　
法
第
三
十
五
条
の
七
の
規
定
に
よ
り
、
認
定
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者
は
、
毎
事
業
年
度
経
過
後

三
月
以
内
に
そ
の
事
業
年
度
末
に
お
け
る
販
売
所
ご
と
の
液
化
石
油
ガ
ス
の
販
売
契
約
を
締
結
し
て
い
る
一
般
消

費
者
等
の
数
及
び
認
定
対
象
消
費
者
の
数
を
様
式
第
二
十
七
に
よ
り
、
法
第
三
十
五
条
の
六
第
一
項
の
認
定
を
し

た
経
済
産
業
大
臣
、
産
業
保
安
監
督
部
長
、
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
都
市
の
長
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
た
だ
し
、
当
該
事
業
年
度
経
過
後
三
月
以
内
に
次
項
（
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規

定
に
よ
り
報
告
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
事
業
年
度
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２
　
前
項
に
お
い
て
災
害
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
同
項
の
期
間
内
に
報
告
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と

き
は
、
経
済
産
業
大
臣
が
当
該
事
由
を
勘
案
し
て
定
め
る
期
間
内
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
一
号
認
定
を
受
け
た
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者
（
以
下
「
第
一
号
認
定
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者
」
と

い
う
。
）
は
、
合
併
そ
の
他
の
事
由
に
よ
る
事
業
の
承
継
に
よ
り
、
当
該
承
継
の
日
に
認
定
対
象
消
費
者
割
合
が

七
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
下
回
っ
た
場
合
に
は
、
遅
滞
な
く
、
様
式
第
二
十
七
の
二
に
当
該
承
継
の
事
実
を
証
す
る
書

面
を
添
え
て
、
当
該
承
継
の
日
に
お
け
る
販
売
所
ご
と
の
液
化
石
油
ガ
ス
の
販
売
契
約
を
締
結
し
て
い
る
一
般
消

費
者
等
の
数
及
び
認
定
対
象
消
費
者
の
数
を
、
法
第
三
十
五
条
の
六
第
一
項
の
認
定
を
し
た
経
済
産
業
大
臣
、
産

業
保
安
監
督
部
長
、
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
都
市
の
長
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
前
項
の
規
定
は
、
第
二
号
認
定
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同

項
中
「
七
十
パ
ー
セ
ン
ト
」
と
あ
る
の
は
、
「
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
第
一
号
認
定
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者
に
係
る
業
務
主
任
者
の
選
任
の
方
法
等
の
特
例
）

第
四
十
九
条
　
第
一
号
認
定
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者
に
係
る
法
第
三
十
五
条
の
八
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る

基
準
は
、
販
売
所
ご
と
に
次
の
各
号
に
よ
り
得
ら
れ
た
数
を
合
計
し
た
数
を
第
二
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の

一
般
消
費
者
等
の
数
と
し
、
当
該
販
売
所
の
業
務
主
任
者
を
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

一
　
当
該
販
売
所
に
係
る
一
般
消
費
者
等
の
う
ち
認
定
対
象
消
費
者
の
数
に
三
分
の
一
を
乗
じ
小
数
点
以
下
を
切

り
上
げ
た
数

二
　
当
該
販
売
所
に
係
る
一
般
消
費
者
等
か
ら
認
定
対
象
消
費
者
の
数
を
減
じ
た
数

（
第
一
号
認
定
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者
に
係
る
保
安
業
務
の
方
法
等
の
特
例
）

第
五
十
条
　
第
一
号
認
定
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者
が
販
売
契
約
を
締
結
し
て
い
る
認
定
対
象
消
費
者
に
つ
い
て

の
保
安
業
務
を
行
う
保
安
機
関
に
係
る
法
第
三
十
五
条
の
九
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に

掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
保
安
業
務
区
分
の
う
ち
緊
急
時
対
応
に
つ
い
て
は
、
告
示
に
定
め
る
基
準
に
従
っ
て
当
該
保
安
業
務
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

二
　
第
三
十
六
条
の
供
給
設
備
の
点
検
の
う
ち
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
供
給
設
備
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
同

表
の
下
欄
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
第
三
十
六
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
供
給
開
始
時

及
び
十
年
に
一
回
以
上
の
回
数
で
点
検
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
第
一
号
認
定
を
受
け
た
際
現
に
液

化
石
油
ガ
ス
の
供
給
を
受
け
て
い
る
者
に
お
け
る
第
一
号
認
定
後
の
第
一
回
の
点
検
は
、
前
回
の
点
検
か
ら
十

年
ま
で
の
間
に
行
う
も
の
と
す
る
。

供
給
設
備
の
種
類

点
検
を
行
う
事
項

イ
　
供
給
設
備
（
特
定
供
給

設
備
及
び
バ
ル
ク
供
給
に

係
る
も
の
を
除
く
。
）

　
第
十
八
条
第
五
号
（
調
整
器
と
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
の
間
の
部
分
に
限
る
。
）
、

第
六
号
、
第
十
号
（
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
を
使
用
し
て
い
る
供
給
管
を
除

く
。
）
、
第
十
一
号
並
び
に
第
二
十
号
イ
及
び
ハ
に
掲
げ
る
基
準
に
関
す

る
事
項

ロ
　
供
給
設
備
（
特
定
供
給

設
備
を
除
き
、
バ
ル
ク
供

給
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

　
第
十
九
条
第
七
号
（
第
十
八
条
第
五
号
（
調
整
器
と
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
の

間
の
部
分
に
限
る
。
）
、
第
六
号
、
第
十
号
（
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
を
使
用

し
て
い
る
供
給
管
を
除
く
。
）
、
第
十
一
号
並
び
に
第
二
十
号
イ
及
び
ハ

に
限
る
。
）
に
掲
げ
る
基
準
に
関
す
る
事
項

ハ
　
特
定
供
給
設
備
（
バ
ル

ク
供
給
に
係
る
も
の
を
除

く
。
）

　
第
五
十
三
条
第
四
号
（
第
十
八
条
第
六
号
、
第
十
号
（
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

管
を
使
用
し
て
い
る
も
の
を
除
く
。
）
並
び
に
第
二
十
号
イ
及
び
ハ
に
限

る
。
）
に
掲
げ
る
基
準
に
関
す
る
事
項

ニ
　
特
定
供
給
設
備
（
バ
ル

ク
供
給
に
係
る
も
の
に
限

る
。
）

　
第
五
十
四
条
第
三
号
（
第
十
八
条
第
六
号
、
第
十
号
（
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

管
を
使
用
し
て
い
る
も
の
を
除
く
。
）
並
び
に
第
二
十
号
イ
及
び
ハ
に
限

る
。
）
に
掲
げ
る
基
準
に
関
す
る
事
項

三
　
認
定
対
象
消
費
者
が
設
置
す
る
燃
焼
器
（
そ
の
認
定
対
象
消
費
者
が
液
化
石
油
ガ
ス
を
飲
食
物
の
調
理
の
た

め
の
燃
料
と
し
て
業
務
の
用
に
供
す
る
者
以
外
の
者
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
ガ
ス
湯
沸
器
、
ガ
ス
ふ
ろ
が

ま
及
び
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
に
係
る
燃
焼
器
に
限
る
。
第
五
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
全
て
に
つ
い
て
次
の
イ
か
ら

ハ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
第
三
十
六
条
の
供
給
設
備
の
点
検
の
う
ち
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲

げ
る
供
給
設
備
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
第
三
十
六
条
第
一
項
第
一

号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
供
給
開
始
時
及
び
五
年
に
一
回
以
上
の
回
数
で
点
検
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
た

だ
し
、
第
一
号
認
定
を
受
け
た
際
現
に
液
化
石
油
ガ
ス
の
供
給
を
受
け
て
い
る
者
に
お
け
る
第
一
号
認
定
後
の

第
一
回
の
点
検
は
、
前
回
の
点
検
か
ら
五
年
ま
で
の
間
に
行
う
も
の
と
す
る
。

イ
　
当
該
燃
焼
器
の
設
置
さ
れ
て
い
る
認
定
対
象
消
費
者
の
部
屋
（
以
下
イ
に
お
い
て
「
自
室
」
と
い
う
。
）

又
は
屋
内
に
排
気
筒
を
設
置
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
排
気
筒
を
設
置
し
て
い
る
部
屋
（
自
室
を
除

く
。
）
の
雰
囲
気
空
気
中
の
一
酸
化
炭
素
濃
度
（
体
積
パ
ー
セ
ン
ト
。
以
下
イ
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
検
知
し

警
報
す
る
装
置
が
設
置
さ
れ
、
か
つ
、
当
該
装
置
が
検
知
し
た
一
酸
化
炭
素
濃
度
が
〇
・
〇
三
パ
ー
セ
ン
ト

に
達
す
る
以
前
に
保
安
確
保
機
器
が
自
動
的
に
ガ
ス
の
供
給
を
停
止
す
る
機
能
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
場
合

ロ
　
不
完
全
燃
焼
す
る
状
態
に
至
っ
た
場
合
に
当
該
燃
焼
器
へ
の
ガ
ス
の
供
給
を
自
動
的
に
遮
断
し
燃
焼
を
停

止
す
る
機
能
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
場
合

ハ
　
屋
外
式
の
も
の
で
あ
る
場
合
（
当
該
燃
焼
器
の
排
気
筒
が
、
屋
内
に
設
置
す
る
部
分
を
有
す
る
場
合
を
除

く
。
）

供
給
設
備
の
種
類

点
検
を
行
う
事
項

（
１
）
　
供
給
設
備
（
特
定
供

給
設
備
及
び
バ
ル
ク
供
給

に
係
る
も
の
を
除
く
。
）

第
十
八
条
第
二
号
イ
及
び
ハ
か
ら
ト
ま
で
、
第
三
号
イ
、
ホ
及
び
ヘ
並
び
に

第
十
四
号
に
掲
げ
る
基
準
に
関
す
る
事
項

（
２
）
　
供
給
設
備
（
特
定
供

給
設
備
を
除
き
、
バ
ル
ク

供
給
に
係
る
も
の
に
限
る

。
）

第
十
九
条
第
一
号
チ
、
リ
及
び
ワ
、
第
二
号
イ
、
ハ
及
び
ホ
（
第
十
九
条
第

一
号
チ
、
リ
及
び
ワ
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
並
び
に
第
三
号
ロ
、
ハ

（
９
）
及
び
（
１
０
）
、
ニ
（
２
）
並
び
に
ホ
（
２
）
及
び
（
６
）
並
び
に

第
七
号
（
第
十
八
条
第
十
四
号
に
限
る
。
）
に
掲
げ
る
基
準
に
関
す
る
事
項

（
３
）
　
特
定
供
給
設
備
（
バ

ル
ク
供
給
に
係
る
も
の
を

除
く
。
）

第
五
十
三
条
第
一
号
イ
、
ロ
及
び
ニ
か
ら
チ
ま
で
並
び
に
第
二
号
イ
、
ロ
、

ト
及
び
チ
に
掲
げ
る
基
準
に
関
す
る
事
項

（
４
）
　
特
定
供
給
設
備
（
バ

ル
ク
供
給
に
係
る
も
の
に

限
る
。
）

第
五
十
四
条
第
一
号
（
第
十
九
条
第
二
号
ハ
及
び
ホ
（
第
十
九
条
第
一
号

チ
、
リ
及
び
ワ
に
限
る
。
）
並
び
に
第
五
十
三
条
第
一
号
イ
及
び
ロ
に
限

る
。
）
並
び
に
第
二
号
ロ
（
１
）
か
ら
（
３
）
ま
で
、
ホ
（
第
十
九
条
第
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三
号
ハ
（
９
）
及
び
（
１
０
）
に
限
る
。
）
、
ヘ
（
第
十
九
条
第
三
号
ニ

（
２
）
に
限
る
。
）
及
び
ト
（
第
十
九
条
第
三
号
ホ
（
２
）
及
び
（
６
）
に

限
る
。
）
に
掲
げ
る
基
準
に
関
す
る
事
項

四
　
第
三
十
七
条
の
消
費
設
備
の
調
査
の
う
ち
第
四
十
四
条
第
一
号
ロ
、
ヘ
及
び
ト
に
掲
げ
る
基
準
に
関
す
る
事

項
に
つ
い
て
は
、
第
三
十
七
条
第
一
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
供
給
開
始
時
及
び
十
年
に
一
回
以
上
の
回
数

で
調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
第
一
号
認
定
を
受
け
た
際
現
に
液
化
石
油
ガ
ス
の
供
給
を
受
け
て

い
る
者
に
お
け
る
第
一
号
認
定
後
の
第
一
回
の
調
査
は
、
前
回
の
調
査
か
ら
十
年
ま
で
の
間
に
行
う
も
の
と
す

る
。

五
　
認
定
対
象
消
費
者
が
設
置
す
る
燃
焼
器
の
全
て
に
つ
い
て
第
三
号
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
場
合
は
、
第
三
十
七
条
の
消
費
設
備
の
調
査
の
う
ち
、
第
四
十
四
条
第
一
号
イ
（
配
管
及
び
ガ
ス
栓
に
係
る

部
分
に
限
る
。
）
、
ヌ
、
ヲ
（
地
下
室
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
、
ワ
、
カ
及
び
ヨ
並
び
に
タ
（
１
）
（
ｉ
）
か
ら

（
ｉ
ｖ
）
ま
で
及
び
（
２
）
（
ｉ
）
（
（
１
）
（
ｉ
）
及
び
（
ｉ
ｖ
）
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
並
び
に
ツ
（
不
完
全

燃
焼
す
る
状
態
に
至
っ
た
場
合
に
当
該
燃
焼
器
へ
の
ガ
ス
の
供
給
を
自
動
的
に
遮
断
し
燃
焼
を
停
止
す
る
機
能

を
有
す
る
も
の
を
除
く
。
）
並
び
に
ネ
（
２
）
及
び
（
３
）
並
び
に
ム
に
掲
げ
る
基
準
に
関
す
る
事
項
に
つ
い

て
は
、
第
三
十
七
条
第
一
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
供
給
開
始
時
及
び
五
年
に
一
回
以
上
の
回
数
で
調
査
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
第
一
号
認
定
を
受
け
た
際
現
に
液
化
石
油
ガ
ス
の
供
給
を
受
け
て
い
る
者
に

お
け
る
第
一
号
認
定
後
の
第
一
回
の
調
査
は
、
前
回
の
調
査
か
ら
五
年
ま
で
の
間
に
行
う
も
の
と
す
る
。

六
　
前
四
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
災
害
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
こ
れ
ら
の
号
に
規
定
す
る
回
数

で
保
安
業
務
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
き
は
、
経
済
産
業
大
臣
が
当
該
事
由
を
勘
案
し
て
定
め
る
期
間
に

一
回
以
上
保
安
業
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
第
二
号
認
定
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者
に
係
る
保
安
業
務
の
方
法
等
の
特
例
）

第
五
十
条
の
二
　
第
二
号
認
定
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者
が
販
売
契
約
を
締
結
し
て
い
る
認
定
対
象
消
費
者
に
つ

い
て
の
保
安
業
務
を
行
う
保
安
機
関
に
係
る
法
第
三
十
五
条
の
九
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
前
条
第

一
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

第
五
章
　
貯
蔵
施
設
等
及
び
充
て
ん
の
た
め
の
設
備

（
貯
蔵
施
設
等
の
許
可
申
請
）

第
五
十
一
条
　
法
第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
貯
蔵
施
設
又
は
特
定
供
給
設
備
の
設
置
の
許
可
の
申
請
を
し

よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
二
十
八
に
よ
る
申
請
書
を
貯
蔵
施
設
又
は
特
定
供
給
設
備
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都

道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
貯
蔵
施
設
又
は
特
定
供
給
設
備
の
位
置
（
他
の
施
設
と
の
関
係
位
置
を
含
む
。
）
及
び

構
造
並
び
に
付
近
の
状
況
を
示
す
図
面
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
貯
蔵
施
設
の
技
術
上
の
基
準
）

第
五
十
二
条
　
法
第
三
十
七
条
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
貯
蔵
施
設
の
技
術
上
の
基
準
は
、
第
十
四
条
各
号
に
掲

げ
る
基
準
と
す
る
。

（
特
定
供
給
設
備
の
技
術
上
の
基
準
）

第
五
十
三
条
　
法
第
三
十
七
条
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
特
定
供
給
設
備
（
バ
ル
ク
供
給
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）

の
技
術
上
の
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
貯
蔵
設
備
（
貯
槽
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
次
に
定
め
る
基
準
に
適
合

す
る
こ
と
。

イ
　
貯
蔵
設
備
（
次
の
表
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
は
、
そ
の
外
面
か
ら
、
第
一
種
保
安
物
件
に
対
し
十
六
・

九
七
メ
ー
ト
ル
以
上
、
第
二
種
保
安
物
件
に
対
し
十
一
・
三
一
メ
ー
ト
ル
以
上
の
距
離
を
有
す
る
こ
と
。

貯
蔵
設
備
の
区
分

貯
蔵
設
備
の
外
面
か
ら
最
も
近
い
第
一

種
保
安
物
件
ま
で
の
距
離

貯
蔵
設
備
の
外
面
か
ら
最
も
近
い
第
二

種
保
安
物
件
ま
で
の
距
離

（
イ
）
　
貯
蔵
能
力
が
一

万
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満

の
貯
蔵
設
備

十
三
・
五
八
メ
ー
ト
ル
以
上

九
・
〇
五
メ
ー
ト
ル
以
上
十
一
・
三
一

メ
ー
ト
ル
未
満

（
ロ
）
　
同
右

十
三
・
五
八
メ
ー
ト
ル
以
上
十
六
・
九

七
メ
ー
ト
ル
未
満

九
・
〇
五
メ
ー
ト
ル
以
上

ロ
　
イ
の
表
に
掲
げ
る
貯
蔵
設
備
（
イ
）
及
び
（
ロ
）
に
は
、
十
六
・
九
七
メ
ー
ト
ル
以
内
に
あ
る
第
一
種
保

安
物
件
又
は
十
一
・
三
一
メ
ー
ト
ル
以
内
に
あ
る
第
二
種
保
安
物
件
に
対
し
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
障
壁
等
を

設
け
る
こ
と
。

ハ
　
貯
蔵
設
備
は
、
そ
の
外
面
か
ら
火
気
（
当
該
貯
蔵
設
備
に
附
属
す
る
気
化
装
置
内
の
も
の
を
除
く
。
以
下

ハ
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
取
り
扱
う
施
設
に
対
し
八
メ
ー
ト
ル
以
上
の
距
離
を
有
し
、
又
は
当
該
貯
蔵
設
備

と
火
気
を
取
り
扱
う
施
設
と
の
間
に
当
該
貯
蔵
設
備
か
ら
漏
え
い
し
た
液
化
石
油
ガ
ス
が
当
該
火
気
を
取
り

扱
う
施
設
に
流
動
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

ニ
　
貯
蔵
設
備
に
は
、
液
化
石
油
ガ
ス
が
漏
え
い
し
た
と
き
滞
留
し
な
い
よ
う
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

ホ
　
貯
蔵
設
備
（
販
売
所
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
。
）
に
は
、
さ
く
、
へ
い
等
を
設
け
る
こ
と
。

ヘ
　
貯
蔵
設
備
に
は
、
そ
の
外
部
か
ら
見
や
す
い
よ
う
に
警
戒
標
を
掲
げ
て
あ
る
こ
と
。

ト
　
貯
蔵
設
備
に
は
、
消
火
設
備
を
設
け
る
こ
と
。

チ
　
貯
蔵
設
備
に
は
、
不
燃
性
又
は
難
燃
性
の
材
料
を
使
用
し
た
軽
量
な
屋
根
又
は
遮
へ
い
板
を
設
け
る
こ

と
。

リ
　
充
て
ん
容
器
等
に
は
、
転
落
、
転
倒
等
に
よ
る
衝
撃
及
び
バ
ル
ブ
等
の
損
傷
を
防
止
す
る
措
置
を
講
ず
る

こ
と
。

ヌ
　
充
て
ん
容
器
等
（
当
該
容
器
に
取
り
付
け
た
ス
カ
ー
ト
を
含
む
。
）
に
は
、
湿
気
、
水
滴
等
に
よ
る
腐
し

ょ
く
を
防
止
す
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

二
　
貯
槽
は
、
次
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

イ
　
貯
槽
（
次
の
表
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
は
、
そ
の
外
面
か
ら
、
第
一
種
保
安
物
件
に
対
し
十
六
・
九

七
メ
ー
ト
ル
以
上
、
第
二
種
保
安
物
件
に
対
し
十
一
・
三
一
メ
ー
ト
ル
以
上
の
距
離
を
有
す
る
こ
と
。

貯
槽
の
区
分

貯
槽
の
外
面
か
ら
最
も
近
い
第
一
種

保
安
物
件
ま
で
の
距
離

貯
槽
の
外
面
か
ら
最
も
近
い
第
二
種

保
安
物
件
ま
で
の
距
離

（
イ
）
　
貯
蔵
能
力
が
三
千

キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
の
貯

槽

十
六
・
九
七
メ
ー
ト
ル
未
満

十
一
・
三
一
メ
ー
ト
ル
未
満

（
ロ
）
　
同
右

十
六
・
九
七
メ
ー
ト
ル
未
満

十
一
・
三
一
メ
ー
ト
ル
以
上

（
ハ
）
　
同
右

十
六
・
九
七
メ
ー
ト
ル
以
上

十
一
・
三
一
メ
ー
ト
ル
未
満

（
ニ
）
　
貯
蔵
能
力
が
三
千

キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
一
万

キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
の
貯

槽

十
三
・
五
八
メ
ー
ト
ル
以
上

九
・
〇
五
メ
ー
ト
ル
以
上
十
一
・
三

一
メ
ー
ト
ル
未
満

（
ホ
）
　
同
右

十
三
・
五
八
メ
ー
ト
ル
以
上
十
六
・

九
七
メ
ー
ト
ル
未
満

九
・
〇
五
メ
ー
ト
ル
以
上

ロ
　
イ
の
表
に
掲
げ
る
貯
槽
（
イ
）
、
（
ロ
）
、
（
ハ
）
、
（
ニ
）
及
び
（
ホ
）
に
は
、
十
六
・
九
七
メ
ー
ト
ル
以
内

に
あ
る
第
一
種
保
安
物
件
若
し
く
は
十
一
・
三
一
メ
ー
ト
ル
以
内
に
あ
る
第
二
種
保
安
物
件
に
対
し
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
障
壁
等
を
設
け
、
又
は
当
該
貯
槽
を
地
盤
面
下
に
埋
設
す
る
こ
と
。

ハ
　
第
一
種
保
安
物
件
又
は
第
二
種
保
安
物
件
が
密
集
し
、
特
に
公
共
の
安
全
を
維
持
す
る
必
要
が
あ
る
地
域

で
あ
っ
て
、
経
済
産
業
大
臣
が
指
定
す
る
地
域
に
お
い
て
は
、
貯
槽
を
地
盤
面
下
に
埋
設
す
る
こ
と
。

ニ
　
地
盤
面
下
に
埋
設
す
る
貯
槽
は
、
次
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（１）
　
貯
槽
は
、
貯
槽
室
に
設
置
し
、
か
つ
、
次
の
（
イ
）
、
（
ロ
）
又
は
（
ハ
）
に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず
る
こ

と
。
た
だ
し
、
腐
し
ょ
く
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
た
貯
槽
を
地
盤
に
固
定
し
、
か
つ
、
地
盤
面
上
の
重

量
物
の
荷
重
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
る
措
置
を
講
じ
た
場
合
に
は
、
当
該
貯
槽
を
貯
槽
室
に
設
置
し
な
い

こ
と
が
で
き
る
。

（イ）
　
貯
槽
の
周
囲
に
乾
燥
砂
を
詰
め
る
こ
と
。
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（ロ）
　
貯
槽
を
水
没
さ
せ
る
こ
と
。

（ハ）
　
貯
槽
室
内
を
強
制
換
気
す
る
こ
と
。

（２）
　
貯
槽
の
頂
部
は
、
三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
地
盤
面
か
ら
下
に
あ
る
こ
と
。

（３）
　
貯
槽
を
二
以
上
隣
接
し
て
設
置
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
相
互
間
に
一
メ
ー
ト
ル
以
上
の
間
隔
を
保
つ
こ

と
。

ホ
　
貯
槽
は
、
そ
の
外
面
か
ら
火
気
（
当
該
貯
槽
に
附
属
す
る
気
化
装
置
内
の
も
の
を
除
く
。
以
下
ホ
に
お
い

て
同
じ
。
）
を
取
り
扱
う
施
設
に
対
し
、
貯
蔵
能
力
が
三
千
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
の
も
の
に
あ
っ
て
は
五
メ
ー

ト
ル
以
上
、
三
千
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
の
も
の
に
あ
っ
て
は
八
メ
ー
ト
ル
以
上
の
距
離
を
有
し
、
又
は
当
該
貯

槽
と
火
気
を
取
り
扱
う
施
設
と
の
間
に
当
該
貯
槽
か
ら
漏
え
い
し
た
液
化
石
油
ガ
ス
が
当
該
火
気
を
取
り
扱

う
施
設
に
流
動
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
施
設
を
設
け
る
こ
と
。

ヘ
　
貯
槽
（
貯
蔵
能
力
が
三
千
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
の
も
の
に
限
る
。
以
下
ヘ
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
そ
の
外

面
か
ら
他
の
貯
槽
又
は
バ
ル
ク
貯
槽
若
し
く
は
酸
素
の
貯
蔵
設
備
（
地
盤
面
に
対
し
て
移
動
す
る
こ
と
が
で

き
ず
、
か
つ
、
貯
蔵
能
力
が
圧
縮
ガ
ス
に
あ
っ
て
は
三
百
立
方
メ
ー
ト
ル
、
液
化
ガ
ス
に
あ
っ
て
は
三
千
キ

ロ
グ
ラ
ム
以
上
の
も
の
に
限
る
。
）
に
対
し
一
メ
ー
ト
ル
又
は
当
該
貯
槽
及
び
他
の
貯
槽
又
は
バ
ル
ク
貯
槽

若
し
く
は
当
該
酸
素
の
貯
蔵
設
備
の
最
大
直
径
の
和
の
四
分
の
一
の
長
さ
の
い
ず
れ
か
大
な
る
も
の
に
等
し

い
距
離
以
上
の
距
離
を
有
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
貯
槽
に
水
噴
霧
装
置
を
設
け
た
場
合
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。

ト
　
貯
槽
（
販
売
所
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
又
は
地
盤
面
下
に
埋
設
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
。
）
に
は
、

さ
く
、
へ
い
等
を
設
け
る
こ
と
。

チ
　
貯
槽
に
は
、
そ
の
外
部
か
ら
見
や
す
い
よ
う
に
液
化
石
油
ガ
ス
の
貯
槽
で
あ
る
旨
を
朱
書
す
る
こ
と
。

リ
　
貯
槽
の
材
料
は
、
そ
の
使
用
条
件
等
に
照
ら
し
適
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
告
示

で
定
め
る
材
料
は
、
使
用
し
な
い
こ
と
。

ヌ
　
貯
槽
に
は
、
使
用
上
支
障
の
あ
る
腐
し
ょ
く
、
割
れ
等
の
欠
陥
が
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ル
　
貯
槽
に
は
、
腐
し
ょ
く
を
防
止
す
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

ヲ
　
貯
槽
の
基
礎
は
、
不
同
沈
下
等
に
よ
り
当
該
貯
槽
に
有
害
な
ひ
ず
み
が
生
じ
な
い
よ
う
な
も
の
で
あ
る
こ

と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
貯
槽
の
支
柱
（
支
柱
の
な
い
貯
槽
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
底
部
）
は
、
同
一
の
基

礎
に
緊
結
す
る
こ
と
。

ワ
　
貯
槽
は
、
常
用
の
圧
力
の
一
・
五
倍
以
上
（
第
二
種
特
定
設
備
に
あ
っ
て
は
、
常
用
の
圧
力
の
一
・
三
倍

以
上
）
の
圧
力
で
水
そ
の
他
の
安
全
な
液
体
を
使
用
し
て
行
う
耐
圧
試
験
（
そ
の
構
造
に
よ
り
液
体
を
使
用

す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
常
用
の
圧
力
の
一
・
二
五
倍
以
上
（
第
二
種
特
定
設
備

に
あ
っ
て
は
、
常
用
の
圧
力
の
一
・
一
倍
以
上
）
の
圧
力
で
空
気
、
窒
素
等
の
気
体
を
使
用
し
て
行
う
耐
圧

試
験
）
及
び
常
用
の
圧
力
以
上
の
圧
力
で
行
う
気
密
試
験
に
合
格
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

カ
　
貯
槽
は
、
常
用
の
圧
力
の
二
倍
以
上
の
圧
力
で
降
伏
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
な
肉
厚
を
有
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
。

ヨ
　
貯
槽
に
は
、
告
示
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
圧
力
計
を
設
け
、
か
つ
、
当
該
貯
槽
内
の
圧
力
が
許
容
圧

力
を
超
え
た
場
合
に
、
直
ち
に
そ
の
圧
力
を
許
容
圧
力
以
下
に
戻
す
こ
と
が
で
き
る
安
全
弁
を
設
け
る
こ

と
。

タ
　
ヨ
の
規
定
に
よ
り
設
け
た
安
全
弁
に
は
、
放
出
管
を
設
け
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
放
出
管
の
開

口
部
の
位
置
は
、
周
囲
に
着
火
源
等
の
な
い
安
全
な
位
置
で
あ
っ
て
、
地
盤
面
か
ら
五
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
又

は
貯
槽
の
頂
部
か
ら
二
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
の
い
ず
れ
か
高
い
位
置
以
上
の
高
さ
で
あ
る
こ
と
。

レ
　
貯
槽
に
は
、
液
面
計
（
丸
形
ガ
ラ
ス
管
液
面
計
を
除
く
。
）
を
設
け
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
ガ

ラ
ス
管
液
面
計
を
使
用
す
る
と
き
は
、
当
該
ガ
ラ
ス
管
液
面
計
に
は
、
そ
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置

を
講
じ
、
貯
槽
と
ガ
ラ
ス
管
液
面
計
と
を
接
続
す
る
管
に
は
、
自
動
式
及
び
手
動
式
の
止
め
弁
を
設
け
る
こ

と
。

ソ
　
貯
槽
に
取
り
付
け
ら
れ
た
受
入
管
（
液
化
石
油
ガ
ス
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
管
を
い
い
、
当
該
管
と
貯
槽

と
の
接
続
部
を
含
む
。
以
下
ツ
及
び
ウ
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
供
給
管
（
当
該
管
と
貯
槽
と
の
接
続
部
を

含
む
。
以
下
ツ
及
び
ウ
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
は
、
ツ
の
規
定
に
よ
り
設
け
る
緊
急
遮
断
装
置
に
係
る
バ
ル

ブ
の
ほ
か
、
二
以
上
の
バ
ル
ブ
を
設
け
、
当
該
二
以
上
の
バ
ル
ブ
の
一
は
、
当
該
貯
槽
の
直
近
に
設
け
る
こ

と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
貯
槽
の
直
近
に
設
け
た
バ
ル
ブ
は
、
液
化
石
油
ガ
ス
を
送
り
出
し
又
は
受

け
入
れ
る
と
き
以
外
の
と
き
は
、
閉
止
し
て
お
く
こ
と
。

ツ
　
受
入
管
及
び
供
給
管
（
内
容
積
が
五
千
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
貯
槽
に
取
り
付
け
ら
れ
た
も
の
に
限
る
。
）
に

は
、
当
該
貯
槽
の
外
面
か
ら
五
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
た
位
置
に
お
い
て
操
作
す
る
こ
と
が
で
き
る
緊
急
遮
断

装
置
を
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
受
入
管
に
あ
っ
て
は
、
逆
止
弁
を
も
っ
て
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

ネ
　
地
盤
面
上
に
設
置
す
る
貯
槽
及
び
そ
の
支
柱
は
、
不
燃
性
の
断
熱
材
で
被
覆
す
る
こ
と
等
に
よ
り
耐
熱
性

の
構
造
と
し
、
又
は
当
該
貯
槽
及
び
そ
の
支
柱
に
そ
の
外
面
か
ら
五
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
た
位
置
に
お
い
て

操
作
す
る
こ
と
が
で
き
る
冷
却
用
散
水
装
置
そ
の
他
の
有
効
な
冷
却
装
置
を
設
け
る
こ
と
。

ナ
　
貯
槽
（
販
売
所
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）
か
ら
漏
え
い
す
る
液
化
石
油
ガ
ス
が
滞
留
す
る

お
そ
れ
の
あ
る
場
所
に
は
、
当
該
液
化
石
油
ガ
ス
の
漏
え
い
を
検
知
し
、
か
つ
、
警
報
す
る
た
め
の
設
備
を

設
け
る
こ
と
。

ラ
　
貯
槽
に
は
、
当
該
貯
槽
に
生
ず
る
静
電
気
を
除
去
す
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

ム
　
貯
槽
に
は
、
そ
の
貯
蔵
能
力
が
三
千
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
の
も
の
に
あ
っ
て
は
消
火
設
備
を
、
三
千
キ
ロ
グ

ラ
ム
以
上
の
も
の
に
あ
っ
て
は
防
消
火
設
備
を
設
け
る
こ
と
。

ウ
　
受
入
管
及
び
供
給
管
に
設
け
た
バ
ル
ブ
（
操
作
ボ
タ
ン
等
に
よ
り
当
該
バ
ル
ブ
を
開
閉
す
る
場
合
に
あ
っ

て
は
、
当
該
操
作
ボ
タ
ン
等
。
以
下
ウ
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
は
、
次
の
（
１
）
及
び
（
２
）
に
掲
げ
る
基

準
に
よ
り
、
作
業
員
が
当
該
バ
ル
ブ
を
適
切
に
操
作
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

（１）
　
バ
ル
ブ
に
は
、
当
該
バ
ル
ブ
の
開
閉
方
向
（
操
作
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該
バ
ル
ブ
に
係
る
貯
槽
に
保
安

上
重
大
な
影
響
を
与
え
る
バ
ル
ブ
に
あ
っ
て
は
、
当
該
バ
ル
ブ
の
開
閉
状
態
を
含
む
。
）
を
明
示
す
る
こ

と
。

（２）
　
バ
ル
ブ
（
操
作
ボ
タ
ン
等
に
よ
り
開
閉
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
係
る
受
入
管
及
び
供
給
管
に
は
、
当

該
バ
ル
ブ
に
近
接
す
る
部
分
に
、
容
易
に
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
方
法
に
よ
り
、
当
該
管
内
の
液
化
石

油
ガ
ス
の
流
れ
の
方
向
を
表
示
す
る
こ
と
。

ヰ
　
貯
槽
（
貯
蔵
能
力
が
三
千
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
の
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
受
入
管

及
び
供
給
管
（
液
状
の
液
化
石
油
ガ
ス
（
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
液
化
石
油
ガ
ス
を
い
う
。
次
条
第

二
号
チ
（
６
）
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
通
る
地
盤
面
上
の
配
管
（
外
径
四
十
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の

に
限
る
。
次
条
第
二
号
チ
（
６
）
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
っ
て
、
貯
槽
か
ら
地
震
防
災
遮
断
弁
（
地
震
時

及
び
地
震
後
の
地
震
災
害
の
発
生
並
び
に
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
の
遮
断
機
能
を
有
す
る
弁
を
い
う
。
次
条

第
二
号
チ
（
６
）
に
お
い
て
同
じ
。
）
ま
で
の
間
の
も
の
を
い
う
。
）
並
び
に
こ
れ
ら
の
支
持
構
造
物
及
び
基

礎
は
、
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
耐
震
に
関
す
る
性
能
を
有
す
る
こ
と
。

三
　
貯
蔵
設
備
が
容
器
で
あ
る
場
合
は
、
一
般
消
費
者
等
へ
の
液
化
石
油
ガ
ス
の
供
給
を
中
断
す
る
こ
と
な
く
充

て
ん
容
器
等
の
交
換
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
設
備
を
設
け
る
こ
と
。

四
　
第
十
八
条
第
四
号
か
ら
第
八
号
の
二
ま
で
、
第
十
号
及
び
第
十
九
号
か
ら
第
二
十
一
号
ま
で
の
基
準
に
適
合

す
る
こ
と
。

（
バ
ル
ク
供
給
に
係
る
特
定
供
給
設
備
の
技
術
上
の
基
準
）

第
五
十
四
条
　
法
第
三
十
七
条
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
特
定
供
給
設
備
（
バ
ル
ク
供
給
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

の
技
術
上
の
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
バ
ル
ク
容
器
は
、
第
十
九
条
第
二
号
ハ
か
ら
ホ
ま
で
及
び
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
並
び
に
前
条
第
一
号
イ

か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

二
　
バ
ル
ク
貯
槽
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

イ
　
第
十
九
条
第
三
号
イ
の
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ
　
次
の
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（１）
　
貯
蔵
能
力
が
千
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
三
千
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
の
バ
ル
ク
貯
槽
は
、
次
に
定
め
る
基
準
に
適

合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
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（ｉ）
　
バ
ル
ク
貯
槽
の
外
面
か
ら
第
一
種
保
安
物
件
又
は
第
二
種
保
安
物
件
に
対
し
七
メ
ー
ト
ル
以
上
の
距

離
を
有
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（イ）
　
告
示
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
一
種
保
安
物
件
又
は
第
二
種
保
安
物
件
に
対
し
、
加
熱
試
験

に
合
格
す
る
構
造
壁
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
性
能
を
有
す
る
壁
を
設
け
た
場
合

（ロ）
　
第
一
種
保
安
物
件
又
は
第
二
種
保
安
物
件
に
対
し
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
障
壁
等
を
設
け
た
場
合

（ハ）
　
バ
ル
ク
貯
槽
を
地
盤
面
下
に
埋
設
し
た
場
合

（ｉｉ）
　
第
一
種
保
安
物
件
又
は
第
二
種
保
安
物
件
に
対
し
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
障
壁
等
が
設
け
ら
れ
、
当

該
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
障
壁
等
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
方
向
に
他
の
第
一
種
保
安
物
件
又
は
第
二
種
保

安
物
件
が
存
在
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
他
の
第
一
種
保
安
物
件
に
対
し
十
六
・
九
七
メ
ー
ト
ル

以
上
、
第
二
種
保
安
物
件
に
対
し
十
一
・
三
一
メ
ー
ト
ル
以
上
の
距
離
を
そ
れ
ぞ
れ
有
し
、
又
は
当
該

他
の
第
一
種
保
安
物
件
若
し
く
は
第
二
種
保
安
物
件
に
対
し
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
障
壁
等
を
設
け
る

こ
と
。

（２）
　
貯
蔵
能
力
が
三
千
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
の
バ
ル
ク
貯
槽
（
次
の
表
に
掲
げ
る
バ
ル
ク
貯
槽
で
あ
っ
て
、
貯

蔵
能
力
が
一
万
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
の
も
の
を
除
く
。
）
は
、
そ
の
外
面
か
ら
、
第
一
種
保
安
物
件
に
対
し

十
六
・
九
七
メ
ー
ト
ル
以
上
、
第
二
種
保
安
物
件
に
対
し
十
一
・
三
一
メ
ー
ト
ル
以
上
の
距
離
を
有
す
る

こ
と
。

バ
ル
ク
貯
槽
の
外
面
か
ら
最
も
近
い
第
一
種
保
安
物
件

ま
で
の
距
離

バ
ル
ク
貯
槽
の
外
面
か
ら
最
も
近
い
第
二
種
保
安

物
件
ま
で
の
距
離

イ
　
十
三
・
五
八
メ
ー
ト
ル
以
上

九
・
〇
五
メ
ー
ト
ル
以
上
十
一
・
三
一
メ
ー
ト
ル

未
満

ロ
　
十
三
・
五
八
メ
ー
ト
ル
以
上
十
六
・
九
七
メ
ー
ト

ル
未
満

九
・
〇
五
メ
ー
ト
ル
以
上

（３）
　
ロ
（
２
）
の
表
に
掲
げ
る
バ
ル
ク
貯
槽
イ
及
び
ロ
に
は
、
十
六
・
九
七
メ
ー
ト
ル
以
内
に
あ
る
第
一
種

保
安
物
件
若
し
く
は
十
一
・
三
一
メ
ー
ト
ル
以
内
に
あ
る
第
二
種
保
安
物
件
に
対
し
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

障
壁
等
を
設
け
、
又
は
当
該
バ
ル
ク
貯
槽
を
地
盤
面
下
に
埋
設
す
る
こ
と
。

（４）
　
第
一
種
保
安
物
件
又
は
第
二
種
保
安
物
件
が
密
集
し
、
特
に
公
共
の
安
全
を
維
持
す
る
必
要
が
あ
る
地

域
で
あ
っ
て
、
経
済
産
業
大
臣
が
指
定
す
る
地
域
に
お
い
て
は
、
バ
ル
ク
貯
槽
を
地
盤
面
下
に
埋
設
す
る

こ
と
。

ハ
　
バ
ル
ク
貯
槽
は
、
そ
の
外
面
か
ら
火
気
（
当
該
バ
ル
ク
貯
槽
に
附
属
す
る
気
化
装
置
内
の
も
の
を
除
く
。
）

を
取
り
扱
う
施
設
に
対
し
、
貯
蔵
能
力
が
三
千
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
の
も
の
に
あ
っ
て
は
五
メ
ー
ト
ル
以
上
、

三
千
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
の
も
の
に
あ
っ
て
は
八
メ
ー
ト
ル
以
上
の
距
離
を
有
し
、
又
は
当
該
バ
ル
ク
貯
槽
と

火
気
を
取
り
扱
う
施
設
と
の
間
に
当
該
バ
ル
ク
貯
槽
か
ら
漏
え
い
し
た
液
化
石
油
ガ
ス
が
当
該
火
気
を
取
り

扱
う
施
設
に
流
動
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

ニ
　
バ
ル
ク
貯
槽
に
は
、
そ
の
貯
蔵
能
力
が
三
千
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
の
も
の
に
あ
っ
て
は
消
火
設
備
を
、
三
千

キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
の
も
の
に
あ
っ
て
は
防
消
火
設
備
を
設
け
る
こ
と
。

ホ
　
第
十
九
条
第
三
号
ハ
及
び
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

ヘ
　
地
盤
面
上
に
設
置
す
る
バ
ル
ク
貯
槽
は
、
第
十
九
条
第
三
号
ニ
（
１
）
（
貯
蔵
能
力
が
三
千
キ
ロ
グ
ラ
ム

未
満
の
も
の
に
限
る
。
）
、
（
２
）
、
（
３
）
（
貯
蔵
能
力
が
三
千
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
の
も
の
に
限
る
。
）
、
（
４
）

（
貯
蔵
能
力
が
三
千
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
の
も
の
に
限
る
。
）
及
び
（
５
）
の
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

ト
　
地
盤
面
下
に
埋
設
す
る
バ
ル
ク
貯
槽
（
貯
蔵
能
力
が
三
千
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
に
限
る
。
）
は
、
第
十
九
条

第
三
号
ホ
の
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

チ
　
貯
蔵
能
力
が
三
千
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
の
バ
ル
ク
貯
槽
に
あ
っ
て
は
、
次
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
こ

と
。

（１）
　
地
盤
面
下
に
埋
設
す
る
バ
ル
ク
貯
槽
（
附
属
機
器
を
除
く
。
）
は
、
次
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
。

（ｉ）
　
バ
ル
ク
貯
槽
は
、
貯
槽
室
に
設
置
し
、
か
つ
、
次
の
（
イ
）
、
（
ロ
）
又
は
（
ハ
）
に
掲
げ
る
措
置
を

講
ず
る
こ
と
。
た
だ
し
、
腐
し
ょ
く
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
た
バ
ル
ク
貯
槽
を
地
盤
に
固
定
し
、
か

つ
、
地
盤
面
上
の
重
量
物
の
荷
重
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
る
措
置
を
講
じ
た
場
合
に
は
、
当
該
バ
ル
ク

貯
槽
を
貯
槽
室
に
設
置
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

（イ）
　
バ
ル
ク
貯
槽
（
附
属
機
器
を
除
く
。
）
の
周
囲
に
乾
燥
砂
を
詰
め
る
こ
と
。

（ロ）
　
バ
ル
ク
貯
槽
（
附
属
機
器
を
除
く
。
）
を
水
没
さ
せ
る
こ
と
。

（ハ）
　
貯
槽
室
内
を
強
制
換
気
す
る
こ
と
。

（ｉｉ）
　
バ
ル
ク
貯
槽
（
附
属
機
器
を
除
く
。
）
の
頂
部
は
、
三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
地
盤
面
か
ら
下
に

あ
る
こ
と
。

（ｉｉｉ）
　
バ
ル
ク
貯
槽
を
二
以
上
隣
接
し
て
設
置
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
相
互
間
に
一
メ
ー
ト
ル
以
上
の
間
隔

を
保
つ
こ
と
。

（２）
　
バ
ル
ク
貯
槽
（
附
属
機
器
を
除
く
。
）
は
、
そ
の
外
面
か
ら
他
の
貯
槽
、
他
の
バ
ル
ク
貯
槽
又
は
酸
素

の
貯
蔵
設
備
（
地
盤
面
に
対
し
て
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
か
つ
、
貯
蔵
能
力
が
圧
縮
ガ
ス
に
あ
っ
て

は
三
百
立
方
メ
ー
ト
ル
、
液
化
ガ
ス
に
あ
っ
て
は
三
千
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
の
も
の
に
限
る
。
）
に
対
し
一

メ
ー
ト
ル
又
は
当
該
バ
ル
ク
貯
槽
及
び
当
該
他
の
貯
槽
、
当
該
他
の
バ
ル
ク
貯
槽
又
は
当
該
酸
素
の
貯
蔵

設
備
の
最
大
直
径
の
和
の
四
分
の
一
の
長
さ
の
い
ず
れ
か
大
な
る
も
の
に
等
し
い
距
離
以
上
の
距
離
を
有

す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
貯
槽
に
水
噴
霧
装
置
を
設
け
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（３）
　
バ
ル
ク
貯
槽
の
基
礎
は
、
不
同
沈
下
等
に
よ
り
当
該
バ
ル
ク
貯
槽
に
有
害
な
ひ
ず
み
が
生
じ
な
い
よ
う

な
も
の
で
あ
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
バ
ル
ク
貯
槽
の
支
柱
（
支
柱
の
な
い
バ
ル
ク
貯
槽
に
あ
っ

て
は
、
そ
の
底
部
）
は
、
同
一
の
基
礎
に
緊
結
す
る
こ
と
。

（４）
　
地
盤
面
上
に
設
置
す
る
バ
ル
ク
貯
槽
及
び
そ
の
支
柱
は
、
不
燃
性
の
断
熱
材
で
被
覆
す
る
こ
と
等
に
よ

り
耐
熱
性
の
構
造
と
し
、
又
は
当
該
バ
ル
ク
貯
槽
及
び
そ
の
支
柱
に
そ
の
外
面
か
ら
五
メ
ー
ト
ル
以
上
離

れ
た
位
置
に
お
い
て
操
作
す
る
こ
と
が
で
き
る
冷
却
用
散
水
装
置
そ
の
他
の
有
効
な
冷
却
装
置
を
設
け
る

こ
と
。

（５）
　
バ
ル
ク
貯
槽
に
は
、
当
該
バ
ル
ク
貯
槽
に
生
ず
る
静
電
気
を
除
去
す
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

（６）
　
バ
ル
ク
貯
槽
、
受
入
管
及
び
供
給
管
（
液
状
の
液
化
石
油
ガ
ス
が
通
る
地
盤
面
上
の
配
管
で
あ
っ
て
、

バ
ル
ク
貯
槽
か
ら
地
震
防
災
遮
断
弁
ま
で
の
間
の
も
の
を
い
う
。
）
並
び
に
こ
れ
ら
の
支
持
構
造
物
及
び

基
礎
は
、
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
耐
震
に
関
す
る
性
能
を
有
す
る
こ
と
。

三
　
第
十
八
条
第
四
号
か
ら
第
七
号
ま
で
、
第
八
号
の
二
、
第
十
号
及
び
第
十
九
号
か
ら
第
二
十
一
号
ま
で
の
基

準
に
適
合
す
る
こ
と
。

四
　
供
給
管
に
は
、
次
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
管
を
使
用
す
る
こ
と
。

イ
　
バ
ル
ク
容
器
又
は
バ
ル
ク
貯
槽
と
調
整
器
（
二
段
式
減
圧
用
二
次
側
の
も
の
を
除
く
。
）
の
間
に
設
置
さ

れ
る
管
に
あ
っ
て
は
、
二
・
六
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
以
上
の
圧
力
で
行
う
耐
圧
試
験
に
合
格
す
る
も
の

ロ
　
二
段
式
減
圧
用
一
次
側
調
整
器
と
二
次
側
調
整
器
の
間
に
設
置
さ
れ
る
管
に
あ
っ
て
は
、
〇
・
八
メ
ガ
パ

ス
カ
ル
以
上
の
圧
力
で
行
う
耐
圧
試
験
に
合
格
す
る
も
の

（
危
険
の
お
そ
れ
の
な
い
場
合
の
特
則
）

第
五
十
五
条
　
前
三
条
に
規
定
す
る
基
準
に
つ
い
て
、
経
済
産
業
大
臣
が
貯
蔵
施
設
又
は
特
定
供
給
設
備
の
規
模
、

周
囲
の
状
況
等
か
ら
判
断
し
て
保
安
上
支
障
が
な
い
と
認
め
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

経
済
産
業
大
臣
が
認
め
る
基
準
を
も
っ
て
法
第
三
十
七
条
の
技
術
上
の
基
準
と
す
る
。

（
貯
蔵
施
設
等
の
変
更
の
許
可
申
請
）

第
五
十
六
条
　
法
第
三
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
貯
蔵
施
設
又
は
特
定
供
給
設
備
の
変
更
の
許
可
の
申
請

を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
二
十
九
に
よ
る
申
請
書
を
法
第
三
十
六
条
第
一
項
の
許
可
を
し
た
都
道
府
県
知

事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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２
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
貯
蔵
施
設
又
は
特
定
供
給
設
備
の
位
置
（
他
の
施
設
と
の
関
係
位
置
を
含
む
。
）
、
構
造

及
び
付
近
の
状
況
を
示
す
図
面
並
び
に
当
該
貯
蔵
施
設
又
は
特
定
供
給
設
備
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
消
防
長
（
消

防
本
部
を
置
か
な
い
市
町
村
に
あ
っ
て
は
、
市
町
村
長
。
）
又
は
消
防
署
長
の
意
見
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
軽
微
な
変
更
）

第
五
十
七
条
　
法
第
三
十
七
条
の
二
第
一
項
た
だ
し
書
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
は
、
次
の
各
号
に

掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
貯
蔵
施
設
又
は
特
定
供
給
設
備
の
消
火
設
備
の
変
更

二
　
貯
蔵
施
設
又
は
特
定
供
給
設
備
に
係
る
換
気
孔
の
増
設

三
　
特
定
供
給
設
備
の
廃
止

（
貯
蔵
施
設
等
の
軽
微
な
変
更
の
届
出
）

第
五
十
八
条
　
法
第
三
十
七
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
貯
蔵
施
設
等
の
軽
微
な
変
更
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る

者
は
、
様
式
第
三
十
に
よ
る
届
書
を
法
第
三
十
六
条
第
一
項
の
許
可
を
し
た
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
貯
蔵
施
設
等
の
完
成
検
査
の
申
請
等
）

第
五
十
九
条
　
法
第
三
十
七
条
の
三
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
貯
蔵
施
設
又
は
特
定
供
給
設
備
に
つ
い
て
都
道
府

県
知
事
が
行
う
完
成
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
三
十
一
に
よ
る
申
請
書
を
当
該
貯
蔵
施
設
又
は
特

定
供
給
設
備
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
都
道
府
県
知
事
は
、
法
第
三
十
七
条
の
三
第
一
項
本
文
の
完
成
検
査
に
お
い
て
、
貯
蔵
施
設
又
は
特
定
供
給
設

備
が
法
第
三
十
七
条
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、
様
式
第

三
十
二
に
よ
る
貯
蔵
施
設
等
完
成
検
査
証
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
協
会
等
が
行
う
完
成
検
査
の
申
請
等
）

第
六
十
条
　
前
条
の
規
定
は
、
協
会
又
は
指
定
完
成
検
査
機
関
が
行
う
完
成
検
査
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
同
条
中
「
法
第
三
十
七
条
の
三
第
一
項
本
文
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三
十
七
条
の
三
第
一
項
た
だ
し

書
」
と
、
同
条
第
一
項
中
「
当
該
貯
蔵
施
設
又
は
特
定
供
給
設
備
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
」
と
あ

る
の
は
「
協
会
又
は
指
定
完
成
検
査
機
関
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２
　
法
第
三
十
七
条
の
三
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
、
協
会
又
は
指
定
完
成
検
査
機
関
が
行
う
完
成
検
査
を

受
け
、
法
第
三
十
七
条
の
技
術
上
の
基
準
に
適
合
す
る
と
認
め
ら
れ
た
旨
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
よ
う
と
す

る
者
は
、
様
式
第
三
十
三
に
よ
る
届
書
を
完
成
検
査
を
受
け
た
貯
蔵
施
設
又
は
特
定
供
給
設
備
の
所
在
地
を
管
轄

す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
協
会
等
の
完
成
検
査
の
報
告
）

第
六
十
一
条
　
法
第
三
十
七
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
協
会
又
は
指
定
完
成
検
査
機
関
が
報
告
を
し
よ
う
と

す
る
と
き
は
、
様
式
第
三
十
四
に
よ
る
報
告
書
に
完
成
検
査
の
記
録
を
添
付
し
て
完
成
検
査
を
し
た
貯
蔵
施
設
又

は
特
定
供
給
設
備
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
貯
蔵
施
設
等
の
完
成
検
査
の
方
法
）

第
六
十
二
条
　
貯
蔵
施
設
に
つ
い
て
行
う
法
第
三
十
七
条
の
三
第
三
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
完
成
検
査
の
方

法
は
、
別
表
第
一
の
と
お
り
と
す
る
。

２
　
特
定
供
給
設
備
（
バ
ル
ク
供
給
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
行
う
法
第
三
十
七
条
の
三
第
三
項
の
経
済

産
業
省
令
で
定
め
る
完
成
検
査
の
方
法
は
、
別
表
第
二
の
と
お
り
と
す
る
。

３
　
特
定
供
給
設
備
（
バ
ル
ク
供
給
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
行
う
法
第
三
十
七
条
の
三
第
三
項
の
経
済

産
業
省
令
で
定
め
る
完
成
検
査
の
方
法
は
、
別
表
第
三
の
と
お
り
と
す
る
。

（
充
て
ん
設
備
の
許
可
申
請
）

第
六
十
三
条
　
法
第
三
十
七
条
の
四
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
所
在
地
は
、
充
て
ん
設
備
の
使
用
の
本
拠

の
所
在
地
と
す
る
。

２
　
法
第
三
十
七
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
充
て
ん
設
備
の
許
可
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
三

十
五
に
よ
る
申
請
書
に
次
の
書
類
を
添
付
し
て
前
項
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

一
　
充
て
ん
設
備
の
構
造
並
び
に
設
備
及
び
装
置
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類

二
　
充
て
ん
設
備
の
使
用
の
本
拠
の
所
在
地
の
付
近
の
状
況
を
示
す
図
面

（
充
て
ん
設
備
の
技
術
上
の
基
準
）

第
六
十
四
条
　
法
第
三
十
七
条
の
四
第
二
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
充
て
ん
設
備
の
技
術
上
の
基
準
は
、
次
の

各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
貯
蔵
設
備
は
、
容
器
で
あ
る
こ
と
。

二
　
液
化
石
油
ガ
ス
の
通
る
部
分
（
容
器
及
び
高
圧
ガ
ス
保
安
法
第
四
十
九
条
の
二
第
一
項
の
附
属
品
を
除
く
。

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
告
示
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
耐
圧
試
験
に
合
格
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
。

三
　
液
化
石
油
ガ
ス
の
通
る
部
分
は
、
告
示
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
気
密
試
験
に
合
格
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
。

四
　
液
化
石
油
ガ
ス
の
通
る
部
分
は
、
告
示
で
定
め
る
肉
厚
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

五
　
充
て
ん
の
た
め
の
ポ
ン
プ
又
は
圧
縮
機
の
起
動
及
び
停
止
の
ス
イ
ッ
チ
は
、
遠
隔
操
作
が
で
き
る
も
の
で
あ

る
こ
と
。

六
　
充
て
ん
の
た
め
の
ポ
ン
プ
又
は
圧
縮
機
を
駆
動
さ
せ
る
発
電
機
は
、
火
花
を
発
生
し
な
い
構
造
で
あ
る
こ

と
。

七
　
充
て
ん
ホ
ー
ス
は
、
日
本
産
業
規
格
Ｋ
六
三
四
七
（
一
九
九
五
）
に
規
定
さ
れ
る
鋼
線
編
組
式
ホ
ー
ス
と
す

る
こ
と
。

八
　
充
て
ん
ホ
ー
ス
に
は
、
告
示
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
安
全
継
手
を
設
け
る
こ
と
。

九
　
充
て
ん
ホ
ー
ス
に
は
、
告
示
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
用
液
流
出
防
止
装
置
を
設
け
る
こ

と
。

十
　
均
圧
ホ
ー
ス
を
取
り
付
け
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
均
圧
ホ
ー
ス
は
、
日
本
産
業
規
格
Ｋ
六
三
四
七
（
一

九
九
五
）
に
規
定
さ
れ
る
鋼
線
編
組
式
ホ
ー
ス
と
し
、
か
つ
、
告
示
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
安
全
継
手
及

び
脱
着
用
の
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
を
設
け
る
こ
と
。

十
一
　
容
器
に
取
り
付
け
ら
れ
た
配
管
（
液
化
石
油
ガ
ス
を
送
り
出
し
、
又
は
受
け
入
れ
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る

も
の
に
限
り
、
か
つ
、
容
器
と
配
管
と
の
接
続
部
を
含
む
。
）
に
は
、
緊
急
遮
断
装
置
を
設
け
る
こ
と
。
た
だ

し
、
容
器
に
緊
急
遮
断
装
置
が
設
け
ら
れ
て
い
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

十
二
　
前
号
の
規
定
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
緊
急
遮
断
装
置
（
容
器
に
設
け
ら
れ
た
緊
急
遮
断
装
置
を
含
む
。
）
は
、

液
封
に
よ
る
配
管
又
は
充
て
ん
ホ
ー
ス
の
破
損
を
防
止
す
る
機
能
を
有
す
る
構
造
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
液

封
が
生
じ
る
お
そ
れ
の
あ
る
配
管
又
は
充
て
ん
ホ
ー
ス
に
逃
が
し
弁
等
を
設
置
し
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。

十
三
　
容
器
に
は
、
告
示
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
液
面
計
を
設
け
る
こ
と
。

十
四
　
容
器
に
は
、
告
示
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
温
度
計
を
設
け
る
こ
と
。

十
五
　
告
示
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
圧
力
計
を
設
け
る
こ
と
。

十
六
　
告
示
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
誤
発
進
防
止
装
置
を
設
け
る
こ
と
。

十
七
　
告
示
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
緊
急
停
止
ス
イ
ッ
チ
を
設
け
る
こ
と
。

十
八
　
充
て
ん
作
業
中
に
、
次
に
掲
げ
る
異
常
を
検
知
し
た
場
合
に
、
緊
急
遮
断
弁
の
閉
止
、
車
両
の
エ
ン
ジ
ン

の
停
止
、
ポ
ン
プ
又
は
圧
縮
機
の
停
止
及
び
発
電
機
を
使
用
し
て
い
る
も
の
に
あ
っ
て
は
発
電
機
の
停
止
を
同

時
に
行
う
機
能
を
有
し
、
か
つ
、
そ
の
場
合
に
警
報
を
発
し
又
は
表
示
す
る
装
置
を
設
け
る
こ
と
。

イ
　
容
器
元
弁
及
び
緊
急
遮
断
装
置
に
係
る
バ
ル
ブ
そ
の
他
主
要
な
付
属
品
が
収
納
さ
れ
て
い
る
操
作
箱
（
以

下
こ
の
号
に
お
い
て
「
操
作
箱
」
と
い
う
。
）
内
に
設
置
さ
れ
た
設
備
で
あ
っ
て
告
示
で
定
め
る
機
能
を
有

す
る
も
の
に
よ
り
ガ
ス
漏
れ
を
検
知
し
た
場
合

ロ
　
自
動
車
の
衝
突
等
異
常
な
衝
撃
を
告
示
で
定
め
る
機
器
に
よ
り
検
知
し
た
場
合

ハ
　
充
て
ん
中
に
操
作
箱
の
扉
が
開
い
た
場
合

十
九
　
充
て
ん
設
備
の
使
用
の
本
拠
の
所
在
地
は
、
第
十
四
条
（
第
四
号
及
び
第
六
号
を
除
く
。
）
の
基
準
に
適

合
す
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
「
貯
蔵
施
設
」
と
あ
る
の
は
「
充
て
ん
設
備
の
使
用
の
本
拠
の
所
在
地
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
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２
　
法
第
三
十
七
条
の
四
第
一
項
の
充
て
ん
設
備
が
液
化
石
油
ガ
ス
保
安
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
通
商
産
業
省
令
第

五
十
二
号
）
第
二
条
第
九
号
に
定
め
る
移
動
式
製
造
設
備
で
あ
る
場
合
に
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
液

化
石
油
ガ
ス
保
安
規
則
第
九
条
第
一
項
の
基
準
を
も
っ
て
法
第
三
十
七
条
の
四
第
二
項
の
基
準
と
す
る
。

（
充
て
ん
設
備
の
変
更
許
可
の
申
請
）

第
六
十
五
条
　
法
第
三
十
七
条
の
四
第
三
項
で
準
用
す
る
法
第
三
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
充
て
ん
設
備

の
変
更
の
許
可
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
三
十
六
に
よ
る
申
請
書
を
法
第
三
十
七
条
の
四
第
一
項

の
許
可
を
し
た
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
軽
微
な
変
更
）

第
六
十
六
条
　
法
第
三
十
七
条
の
四
第
三
項
で
準
用
す
る
法
第
三
十
七
条
の
二
第
一
項
た
だ
し
書
の
経
済
産
業
省
令

で
定
め
る
軽
微
な
変
更
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
液
化
石
油
ガ
ス
の
通
る
部
分
の
取
替
え
（
同
型
式
の
も
の
に
限
る
。
）

二
　
液
化
石
油
ガ
ス
が
通
る
部
分
の
充
塡
設
備
に
係
る
設
備
の
取
替
え
（
液
化
石
油
ガ
ス
保
安
規
則
第
十
六
条
第

一
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
製
造
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
経
済
産
業
大
臣
が
認
め
る
者
が
製
造
し
た
も

の
そ
の
他
の
保
安
上
特
段
の
支
障
が
な
い
も
の
と
し
て
認
め
ら
れ
た
も
の
へ
の
取
替
え
に
限
る
。
）
で
あ
っ
て
、

当
該
設
備
の
処
理
能
力
（
同
規
則
第
二
条
第
一
項
第
十
五
号
に
定
め
る
処
理
能
力
を
い
う
。
）
の
変
更
を
伴
わ

な
い
も
の
（
前
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

三
　
液
化
石
油
ガ
ス
の
通
る
部
分
以
外
の
充
て
ん
設
備
に
係
る
設
備
の
取
替
え

四
　
充
て
ん
設
備
の
廃
止

（
充
て
ん
設
備
の
軽
微
な
変
更
の
届
出
）

第
六
十
七
条
　
法
第
三
十
七
条
の
四
第
三
項
で
準
用
す
る
法
第
三
十
七
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
充
て
ん
設
備

の
軽
微
な
変
更
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
三
十
七
に
よ
る
届
書
を
法
第
三
十
七
条
の
四
第
一
項
の

許
可
を
し
た
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
充
て
ん
設
備
の
完
成
検
査
の
申
請
等
）

第
六
十
八
条
　
法
第
三
十
七
条
の
四
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
七
条
の
三
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
り

充
て
ん
設
備
に
つ
い
て
都
道
府
県
知
事
が
行
う
完
成
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
三
十
八
に
よ
る
申

請
書
を
充
て
ん
設
備
の
使
用
の
本
拠
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
都
道
府
県
知
事
は
、
法
第
三
十
七
条
の
四
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
七
条
の
三
第
一
項
本
文
の
完

成
検
査
に
お
い
て
、
充
て
ん
設
備
が
法
第
三
十
七
条
の
四
第
二
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
に

適
合
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、
様
式
第
三
十
九
に
よ
る
充
て
ん
設
備
完
成
検
査
証
を
交
付
す
る
も
の
と
す

る
。

（
協
会
等
が
行
う
完
成
検
査
の
申
請
等
）

第
六
十
九
条
　
前
条
の
規
定
は
、
協
会
又
は
指
定
完
成
検
査
機
関
が
行
う
完
成
検
査
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
同
条
中
「
法
第
三
十
七
条
の
三
第
一
項
本
文
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三
十
七
条
の
三
第
一
項
た
だ

し
書
」
と
、
「
充
て
ん
設
備
の
使
用
の
本
拠
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
協
会
又
は

指
定
完
成
検
査
機
関
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２
　
法
第
三
十
七
条
の
四
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
七
条
の
三
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
、
協

会
又
は
指
定
完
成
検
査
機
関
が
行
う
完
成
検
査
を
受
け
、
法
第
三
十
七
条
の
四
第
二
項
の
技
術
上
の
基
準
に
適
合

し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
た
旨
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
四
十
に
よ
る
届
書
を
充
て

ん
設
備
の
使
用
の
本
拠
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
協
会
等
の
完
成
検
査
の
報
告
）

第
七
十
条
　
法
第
三
十
七
条
の
四
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
七
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
協
会

又
は
指
定
完
成
検
査
機
関
が
報
告
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
様
式
第
四
十
一
に
よ
る
報
告
書
に
完
成
検
査
の
記

録
を
添
付
し
て
充
て
ん
設
備
の
使
用
の
本
拠
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
充
て
ん
設
備
の
完
成
検
査
の
方
法
）

第
七
十
一
条
　
法
第
三
十
七
条
の
四
第
四
項
で
準
用
す
る
法
第
三
十
七
条
の
三
第
三
項
の
完
成
検
査
の
方
法
は
、
別

表
第
四
の
と
お
り
と
す
る
。

（
液
化
石
油
ガ
ス
の
充
て
ん
作
業
の
技
術
上
の
基
準
）

第
七
十
二
条
　
法
第
三
十
七
条
の
五
第
二
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

も
の
と
す
る
。

一
　
第
六
十
四
条
第
一
項
の
充
て
ん
設
備
に
よ
り
バ
ル
ク
容
器
又
は
バ
ル
ク
貯
槽
に
充
て
ん
す
る
場
合

イ
　
液
化
石
油
ガ
ス
を
最
初
に
充
て
ん
す
る
場
合
は
、
バ
ル
ク
容
器
又
は
バ
ル
ク
貯
槽
内
が
不
活
性
ガ
ス
で
置

換
さ
れ
て
い
る
こ
と
又
は
残
留
空
気
に
よ
る
爆
発
等
の
お
そ
れ
の
な
い
よ
う
に
措
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
並
び

に
バ
ル
ク
容
器
又
は
バ
ル
ク
貯
槽
に
係
る
気
密
試
験
並
び
に
液
面
計
及
び
過
充
て
ん
防
止
装
置
の
作
動
試
験

が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
。

ロ
　
充
て
ん
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
充
て
ん
設
備
（
充
て
ん
口
を
含
む
。
）
の
外
面
か
ら
第
一
種
保
安

物
件
に
対
し
一
・
五
メ
ー
ト
ル
以
上
、
第
二
種
保
安
物
件
に
対
し
一
メ
ー
ト
ル
以
上
の
距
離
が
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
第
十
九
条
第
三
号
ロ
の
構
造
壁
若
し
く
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
性
能
を
有
す
る

壁
を
設
け
た
場
合
等
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

ハ
　
充
て
ん
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
充
て
ん
設
備
と
バ
ル
ク
容
器
又
は
バ
ル
ク
貯
槽
と
の
接
続
部
分
に

お
い
て
液
化
石
油
ガ
ス
の
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
。

ニ
　
充
て
ん
ホ
ー
ス
の
上
を
車
両
が
通
過
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

ホ
　
充
て
ん
作
業
中
は
、
充
て
ん
設
備
の
周
囲
か
ら
見
や
す
い
場
所
に
、
充
て
ん
作
業
中
及
び
火
気
厳
禁
の
標

識
を
掲
げ
る
こ
と
。

ヘ
　
充
て
ん
作
業
中
は
、
駐
車
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
、
非
常
点
滅
表
示
灯
を
点
灯
す
る
こ
と
。

ト
　
充
て
ん
作
業
中
は
、
車
止
め
を
設
け
る
こ
と
等
に
よ
り
車
両
を
固
定
す
る
こ
と
。

チ
　
充
て
ん
作
業
中
は
、
液
面
計
に
よ
り
常
時
液
面
を
監
視
し
、
充
て
ん
し
た
液
化
石
油
ガ
ス
の
容
量
が
バ
ル

ク
容
器
又
は
バ
ル
ク
貯
槽
の
内
容
積
の
八
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
（
地
盤
面
下
に
埋
設
さ
れ
た
バ
ル
ク
容
器
又
は

バ
ル
ク
貯
槽
で
あ
っ
て
、
内
容
積
が
二
千
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
も
の
に
あ
っ
て
は
九
十
パ
ー
セ
ン
ト
）
を
超
え

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

リ
　
充
て
ん
ホ
ー
ス
先
端
の
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
用
液
流
出
防
止
装
置
及
び
バ
ル
ク
容
器
又
は
バ
ル
ク
貯
槽
の
カ
ッ

プ
リ
ン
グ
用
液
流
出
防
止
装
置
か
ら
キ
ャ
ッ
プ
を
取
り
外
す
と
き
は
、
ブ
リ
ー
ダ
弁
を
開
い
て
か
ら
行
う
こ

と
。

ヌ
　
充
て
ん
作
業
終
了
後
は
、
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
用
液
流
出
防
止
装
置
か
ら
液
化
石
油
ガ
ス
の
漏
え
い
の
な
い
こ

と
を
確
認
し
た
後
、
キ
ャ
ッ
プ
を
装
着
し
、
ブ
リ
ー
ダ
弁
を
閉
じ
る
こ
と
。

ル
　
バ
ル
ク
容
器
の
液
取
入
バ
ル
ブ
又
は
バ
ル
ク
貯
槽
の
液
取
入
弁
は
、
液
封
を
防
止
す
る
た
め
常
時
開
放
し

て
お
く
こ
と
。

ヲ
　
充
て
ん
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
バ
ル
ク
容
器
が
基
礎
に
確
実
に
設
置
さ
れ
、
安
全
な
充
て
ん
が
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
。

ワ
　
充
て
ん
設
備
の
使
用
の
本
拠
の
所
在
地
は
、
第
十
六
条
第
七
号
の
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
「
貯
蔵
施
設
」
と
あ
る
の
は
「
充
て
ん
設
備
の
使
用
の
本
拠
の
所
在
地
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と

す
る
。

二
　
第
六
十
四
条
第
一
項
の
充
て
ん
設
備
に
よ
り
容
器
（
バ
ル
ク
容
器
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

又
は
貯
槽
に
充
て
ん
す
る
場
合

イ
　
液
化
石
油
ガ
ス
を
最
初
に
充
て
ん
す
る
場
合
は
、
容
器
又
は
貯
槽
内
が
不
活
性
ガ
ス
で
置
換
さ
れ
て
い
る

こ
と
又
は
残
留
空
気
に
よ
る
爆
発
等
の
お
そ
れ
の
な
い
よ
う
に
措
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
並
び
に
容
器
又
は
貯

槽
に
係
る
気
密
試
験
並
び
に
液
面
計
及
び
過
充
て
ん
防
止
装
置
の
作
動
試
験
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認

す
る
こ
と
。

ロ
　
充
て
ん
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
充
て
ん
設
備
（
充
て
ん
口
を
含
む
。
）
の
外
面
か
ら
第
一
種
保
安

物
件
に
対
し
十
五
メ
ー
ト
ル
以
上
、
第
二
種
保
安
物
件
に
対
し
十
メ
ー
ト
ル
以
上
の
距
離
が
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
こ
と
。

ハ
　
内
容
積
千
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
る
容
器
又
は
貯
槽
に
充
て
ん
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
充
て
ん
を
受
け

る
容
器
又
は
貯
槽
に
、
液
面
計
又
は
過
充
て
ん
防
止
装
置
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
。
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ニ
　
内
容
積
千
リ
ッ
ト
ル
以
下
の
容
器
又
は
貯
槽
に
充
て
ん
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
充
て
ん
を
受
け
る

容
器
又
は
貯
槽
に
、
液
面
計
及
び
過
充
て
ん
防
止
装
置
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
。

ホ
　
貯
槽
に
充
て
ん
す
る
と
き
は
、
液
面
計
に
よ
り
常
時
液
面
を
監
視
し
、
充
て
ん
し
た
液
化
石
油
ガ
ス
の
容

量
が
貯
槽
の
内
容
積
の
九
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

ヘ
　
充
て
ん
設
備
と
容
器
又
は
貯
槽
と
の
接
続
部
分
に
お
い
て
液
化
石
油
ガ
ス
の
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認

す
る
こ
と
。

ト
　
充
て
ん
ホ
ー
ス
先
端
の
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
用
液
流
出
防
止
装
置
か
ら
キ
ャ
ッ
プ
を
取
り
外
す
と
き
は
、
ブ
リ

ー
ダ
弁
を
開
い
て
か
ら
行
う
こ
と
。

チ
　
前
号
ニ
か
ら
ト
ま
で
及
び
ワ
の
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

三
　
第
六
十
四
条
第
二
項
の
充
て
ん
設
備
に
よ
り
充
て
ん
す
る
場
合

イ
　
液
化
石
油
ガ
ス
を
最
初
に
充
て
ん
す
る
場
合
は
、
容
器
、
貯
槽
又
は
バ
ル
ク
貯
槽
内
が
不
活
性
ガ
ス
で
置

換
さ
れ
て
い
る
こ
と
又
は
残
留
空
気
に
よ
る
爆
発
等
の
お
そ
れ
の
な
い
よ
う
措
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
並
び
に

容
器
、
貯
槽
又
は
バ
ル
ク
貯
槽
に
係
る
気
密
試
験
並
び
に
液
面
計
及
び
過
充
て
ん
防
止
装
置
の
作
動
試
験
が

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
。

ロ
　
充
て
ん
設
備
の
停
止
場
所
は
、
他
の
車
両
と
接
触
事
故
等
を
起
こ
す
お
そ
れ
の
な
い
場
所
で
あ
っ
て
、
液

化
石
油
ガ
ス
を
供
給
す
る
者
又
は
供
給
を
受
け
る
者
の
所
有
又
は
占
有
す
る
土
地
内
で
あ
る
こ
と
。

ハ
　
充
て
ん
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
充
て
ん
設
備
（
充
て
ん
口
を
含
む
。
）
の
外
面
か
ら
第
一
種
保
安

物
件
に
対
し
十
五
メ
ー
ト
ル
以
上
、
第
二
種
保
安
物
件
に
対
し
十
メ
ー
ト
ル
以
上
の
距
離
が
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
こ
と
。

ニ
　
内
容
積
千
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
る
容
器
又
は
貯
槽
に
充
て
ん
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
充
て
ん
を
受
け

る
容
器
又
は
貯
槽
に
、
液
面
計
又
は
過
充
て
ん
防
止
装
置
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
。

ホ
　
内
容
積
千
リ
ッ
ト
ル
以
下
の
容
器
又
は
貯
槽
に
充
て
ん
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
充
て
ん
を
受
け
る

容
器
又
は
貯
槽
に
、
液
面
計
及
び
過
充
て
ん
防
止
装
置
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
。

ヘ
　
貯
槽
に
充
て
ん
す
る
と
き
は
、
液
面
計
に
よ
り
常
時
液
面
を
監
視
し
、
充
て
ん
し
た
液
化
石
油
ガ
ス
の
容

量
が
当
該
貯
槽
の
内
容
積
の
九
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

ト
　
充
て
ん
す
る
と
き
は
、
充
て
ん
設
備
の
原
動
機
か
ら
の
火
花
の
放
出
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
て
す
る
こ

と
。

チ
　
充
て
ん
す
る
と
き
は
、
充
て
ん
設
備
に
生
ず
る
静
電
気
を
除
去
す
る
措
置
を
講
じ
て
す
る
こ
と
。

四
　
充
て
ん
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
充
て
ん
の
た
め
の
ポ
ン
プ
又
は
圧
縮
機
の
液
化
石
油
ガ
ス
の
漏
え
い

の
有
無
を
点
検
し
、
漏
え
い
の
あ
る
と
き
は
、
補
修
そ
の
他
の
危
険
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ

と
。
た
だ
し
、
次
号
に
規
定
す
る
場
合
並
び
に
当
該
ポ
ン
プ
又
は
圧
縮
機
が
軸
シ
ー
ル
部
の
な
い
構
造
の
も
の

に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

五
　
操
作
箱
内
に
設
置
さ
れ
た
ガ
ス
漏
れ
検
知
器
等
に
よ
っ
て
、
充
て
ん
の
た
め
の
ポ
ン
プ
又
は
圧
縮
機
の
液
化

石
油
ガ
ス
の
漏
え
い
の
検
知
が
可
能
な
場
合
は
、
充
て
ん
設
備
の
移
動
を
開
始
す
る
と
き
及
び
移
動
を
終
了
し

た
と
き
に
、
当
該
ポ
ン
プ
又
は
圧
縮
機
の
液
化
石
油
ガ
ス
の
漏
え
い
の
有
無
を
点
検
し
、
漏
え
い
の
あ
る
と
き

は
、
補
修
そ
の
他
の
危
険
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
ポ
ン
プ
又
は
圧
縮
機
が

軸
シ
ー
ル
部
の
な
い
構
造
の
も
の
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
危
険
の
お
そ
れ
の
な
い
場
合
の
特
則
）

第
七
十
三
条
　
第
六
十
四
条
及
び
前
条
に
規
定
す
る
基
準
に
つ
い
て
、
経
済
産
業
大
臣
が
充
て
ん
設
備
の
規
模
、
周

囲
の
状
況
、
充
て
ん
の
方
法
等
か
ら
判
断
し
て
保
安
上
支
障
が
な
い
と
認
め
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
、
経
済
産
業
大
臣
が
認
め
る
基
準
を
も
っ
て
、
当
該
規
定
に
係
る
法
第
三
十
七
条
の
四
第
二
項
及
び

法
第
三
十
七
条
の
五
第
二
項
の
技
術
上
の
基
準
と
す
る
。

（
充
て
ん
を
行
う
者
の
講
習
）

第
七
十
四
条
　
法
第
三
十
七
条
の
五
第
四
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
講
習
（
以
下
「
充
て
ん
作
業
者
講
習
」
と

い
う
。
）
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
科
目
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
範
囲
に
つ
い
て
行
う

も
の
と
す
る
。

科
目

範
囲

充
て
ん
に
関
す
る
基
礎
知
識

一
　
液
化
石
油
ガ
ス
の
物
性

二
　
貯
蔵
設
備
及
び
充
て
ん
作
業
の
定
義
、
形
態
、
種
類

充
て
ん
設
備
に
関
す
る
知
識

一
　
充
て
ん
設
備
の
構
造

二
　
充
て
ん
設
備
の
貯
蔵
設
備

三
　
付
属
機
器

四
　
充
て
ん
設
備
の
安
全
対
策

充
て
ん
設
備
の
管
理
方
法

定
期
検
査

バ
ル
ク
供
給
に
係
る
設
備
に
関
す
る
知
識

一
　
バ
ル
ク
供
給
に
係
る
設
備
の
構
造

二
　
附
属
機
器

三
　
バ
ル
ク
供
給
に
係
る
設
備
の
位
置
及
び
設
置
場
所

四
　
バ
ル
ク
供
給
に
係
る
設
備
の
設
置
方
法

バ
ル
ク
供
給
に
係
る
設
備
の
管
理
方
法

定
期
点
検

充
て
ん
に
関
す
る
法
令

法
、
令
及
び
こ
の
省
令
並
び
に
そ
の
他
関
係
法
令

充
て
ん
作
業
実
習

一
　
充
て
ん
作
業
前
の
措
置

二
　
充
て
ん
作
業

三
　
充
て
ん
作
業
後
の
措
置

四
　
非
常
時
に
お
け
る
対
応

２
　
法
第
三
十
七
条
の
五
第
四
項
の
講
習
の
課
程
を
修
了
し
た
者
（
以
下
「
充
て
ん
作
業
者
」
と
い
う
。
）
は
、
前

項
に
規
定
す
る
講
習
を
受
け
た
日
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
の
開
始
の
日
か
ら
三
年
以
内
に
、
第
一
回
の
再
講
習

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
充
て
ん
作
業
者
は
、
前
項
の
第
一
回
の
再
講
習
を
受
け
た
日
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
の
開
始
の
日
か
ら
五
年

以
内
に
第
二
回
の
再
講
習
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
三
回
以
降
の
再
講
習
に
つ
い
て
も
同
様
と
す
る
。

４
　
前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
災
害
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
前
二
項
の
期
間
内
に
再
講
習
を
受

け
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
き
は
、
経
済
産
業
大
臣
が
当
該
事
由
を
勘
案
し
て
定
め
る
期
間
内
に
再
講
習
を
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
講
習
修
了
証
の
交
付
）

第
七
十
五
条
　
協
会
又
は
法
第
三
十
七
条
の
五
第
四
項
の
経
済
産
業
大
臣
が
指
定
す
る
養
成
施
設
（
以
下
「
充
て
ん

作
業
者
指
定
養
成
施
設
」
と
い
う
。
）
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
講
習
の
課
程
を
修
了
し
た
者
に
対
し
て
、

様
式
第
四
十
二
に
よ
る
講
習
修
了
証
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
講
習
の
細
目
）

第
七
十
六
条
　
前
二
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
充
て
ん
作
業
者
講
習
の
実
施
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
経
済
産

業
大
臣
が
定
め
る
。

（
充
て
ん
作
業
者
指
定
養
成
施
設
の
指
定
）

第
七
十
七
条
　
法
第
三
十
七
条
の
五
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
充
て
ん
作
業
者
指
定
養
成
施
設
の
指
定
を
受
け
よ
う
と

す
る
者
は
、
様
式
第
四
十
三
に
よ
る
申
請
書
を
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
法
人
の
定
款
及
び
登
記
事
項
証
明
書

二
　
次
の
事
項
を
記
載
し
た
書
類

イ
　
申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
法
人
の
役
員
の
氏
名

ロ
　
講
習
に
用
い
る
設
備
に
関
す
る
事
項

ハ
　
講
師
の
選
任
に
関
す
る
事
項

ニ
　
講
習
の
実
施
の
方
法

ホ
　
充
て
ん
作
業
者
講
習
の
業
務
以
外
の
業
務
を
行
っ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
業
務
の
種
類
及
び
概
要
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（
指
定
の
基
準
）

第
七
十
八
条
　
法
第
三
十
七
条
の
五
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
は
、
次
の
各
号
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る

も
の
に
つ
い
て
行
う
。

一
　
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
法
若
し
く
は
高
圧
ガ
ス
保
安
法
又
は
こ
れ
ら
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に
違
反
し
、
罰
金
以
上
の
刑

に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
な

い
者

ロ
　
第
八
十
条
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
取
り
消
さ
れ
、
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
な
い
者

ハ
　
法
人
で
あ
っ
て
、
そ
の
業
務
を
行
う
役
員
の
う
ち
に
イ
又
は
ロ
に
該
当
す
る
者
が
あ
る
も
の

二
　
講
師
、
設
備
及
び
講
習
の
実
施
の
方
法
が
第
七
十
四
条
第
一
項
及
び
告
示
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
。

三
　
講
習
の
業
務
以
外
の
業
務
を
行
っ
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
業
務
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
講
習
が
不
公
正
に
な

る
お
そ
れ
が
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

四
　
そ
の
指
定
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
申
請
に
係
る
講
習
の
適
確
か
つ
円
滑
な
実
施
を
阻
害
す
る
こ
と
と
な
ら

な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
報
告
等
）

第
七
十
九
条
　
充
て
ん
作
業
者
指
定
養
成
施
設
は
、
毎
事
業
年
度
開
始
前
に
、
様
式
第
四
十
三
の
二
に
よ
る
当
該
年

度
の
講
習
計
画
書
を
作
成
し
、
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
充
て
ん
作
業
者
指
定
養
成
施
設
は
、
毎
事
業
年
度
終
了
後
三
月
以
内
に
様
式
第
四
十
三
の
三
に
よ
る
報
告
書
を

経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
充
て
ん
作
業
者
指
定
養
成
施
設
は
、
そ
の
指
定
を
受
け
た
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
法
人
に
あ
っ
て
は
そ
の
代

表
者
の
氏
名
、
充
て
ん
作
業
者
講
習
を
行
う
施
設
の
名
称
及
び
所
在
地
並
び
に
第
七
十
七
条
第
二
項
第
二
号
ハ
及

び
ニ
の
事
項
を
変
更
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
様
式
第
四
十
三
の
四
に
よ
る
届
書
を
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
充
て
ん
作
業
者
指
定
養
成
施
設
は
、
充
て
ん
作
業
者
講
習
の
廃
止
又
は
休
止
を
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
様

式
第
四
十
三
の
五
に
よ
る
届
書
を
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
指
定
の
取
消
し
）

第
八
十
条
　
経
済
産
業
大
臣
は
、
充
て
ん
作
業
者
指
定
養
成
施
設
が
第
七
十
八
条
各
号
の
基
準
に
適
合
し
な
く
な
っ

た
と
き
は
、
そ
の
指
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

（
充
て
ん
設
備
の
保
安
検
査
）

第
八
十
一
条
　
法
第
三
十
七
条
の
六
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
行
う
保
安
検
査
は
、
一
年
に
一

回
受
け
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
災
害
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
そ
の
回
数
で
保
安
検
査
を
受
け
る

こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
き
は
、
経
済
産
業
大
臣
が
当
該
事
由
を
勘
案
し
て
定
め
る
期
間
に
一
回
受
け
る
も
の
と
す

る
。

２
　
使
用
を
休
止
し
た
充
て
ん
設
備
で
あ
っ
て
、
当
該
充
て
ん
設
備
の
許
可
を
し
た
都
道
府
県
知
事
に
そ
の
旨
を
届

け
出
た
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
前
回
の
保
安
検
査
（
保
安
検
査
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
充
て
ん
設
備
に
あ
っ
て

は
、
完
成
検
査
）
を
受
け
た
日
か
ら
当
該
充
て
ん
設
備
を
再
び
使
用
し
よ
う
と
す
る
日
ま
で
の
期
間
が
一
年
以
上

で
あ
る
も
の
（
以
下
「
休
止
充
て
ん
設
備
」
と
い
う
。
）
に
あ
っ
て
は
、
当
該
充
て
ん
設
備
を
再
び
使
用
し
よ
う

と
す
る
と
き
ま
で
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
。

３
　
前
回
の
保
安
検
査
（
保
安
検
査
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
充
て
ん
設
備
に
あ
っ
て
は
、
完
成
検
査
）
を
受
け
た
日

か
ら
一
年
を
経
過
し
た
日
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
基
準
日
」
と
い
う
。
）
の
前
後
一
月
以
内
に
法
第
三
十
七

条
の
六
第
一
項
本
文
の
保
安
検
査
を
受
け
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
基
準
日
に
お
い
て
当
該
検
査
を
受
け
た
も
の
と

み
な
す
。

４
　
法
第
三
十
七
条
の
六
第
一
項
本
文
の
保
安
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
前
回
の
保
安
検
査
（
保
安
検
査
を

受
け
た
こ
と
の
な
い
充
て
ん
設
備
に
あ
っ
て
は
、
完
成
検
査
）
を
受
け
た
日
（
前
項
の
規
定
に
よ
り
保
安
検
査
を

受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
日
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
か
ら
一
年
を
超
え
な
い
日
（
休
止
充
て
ん
設
備
に
あ
っ

て
は
、
当
該
充
て
ん
設
備
を
再
び
使
用
し
よ
う
と
す
る
日
の
三
十
日
前
）
ま
で
に
様
式
第
四
十
四
に
よ
る
申
請
書

を
充
て
ん
設
備
の
使
用
の
本
拠
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
都
道
府
県
知
事
は
、
法
第
三
十
七
条
の
六
第
一
項
本
文
の
保
安
検
査
に
お
い
て
、
充
て
ん
設
備
が
法
第
三
十
七

条
の
四
第
二
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、
様
式
第
四
十

五
に
よ
る
充
て
ん
設
備
保
安
検
査
証
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
協
会
等
が
行
う
保
安
検
査
の
申
請
等
）

第
八
十
二
条
　
前
条
の
規
定
は
、
協
会
又
は
指
定
保
安
検
査
機
関
が
行
う
保
安
検
査
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
同
条
中
「
法
第
三
十
七
条
の
六
第
一
項
本
文
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三
十
七
条
の
六
第
一
項
た
だ

し
書
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
充
て
ん
設
備
の
使
用
の
本
拠
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の

は
「
協
会
又
は
指
定
保
安
検
査
機
関
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２
　
法
第
三
十
七
条
の
六
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
、
協
会
又
は
指
定
保
安
検
査
機
関
が
行
う
保
安
検
査
を

受
け
た
旨
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
四
十
六
に
よ
る
届
書
を
充
て
ん
設
備
の
使
用

の
本
拠
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
協
会
等
の
保
安
検
査
の
報
告
）

第
八
十
三
条
　
法
第
三
十
七
条
の
六
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
協
会
又
は
指
定
保
安
検
査
機
関
が
報
告
を
し
よ
う
と

す
る
と
き
は
、
様
式
第
四
十
七
に
よ
る
報
告
書
に
保
安
検
査
の
記
録
を
添
付
し
て
充
て
ん
設
備
の
使
用
の
本
拠
の

所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
保
安
検
査
の
方
法
）

第
八
十
四
条
　
法
第
三
十
七
条
の
六
第
四
項
の
保
安
検
査
の
方
法
は
、
別
表
第
四
の
と
お
り
と
す
る
。

（
特
定
供
給
設
備
の
使
用
停
止
命
令
の
際
の
一
般
消
費
者
等
へ
の
通
知
）

第
八
十
五
条
　
法
第
三
十
七
条
の
七
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
都
道
府
県
知
事
の
一
般
消
費
者
等
へ
の
通
知
は
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
使
用
の
停
止
を
命
じ
た
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者
の
名
称
及
び
所
在
地

二
　
使
用
の
停
止
を
命
じ
た
販
売
所
の
名
称
及
び
所
在
地

三
　
使
用
の
停
止
を
命
じ
た
特
定
供
給
設
備
の
所
在
地

四
　
使
用
の
停
止
を
命
じ
た
理
由

第
六
章
　
液
化
石
油
ガ
ス
設
備
工
事

（
施
設
又
は
建
築
物
の
指
定
）

第
八
十
六
条
　
法
第
三
十
八
条
の
三
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
施
設
又
は
建
築
物
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
劇
場
、
映
画
館
、
演
芸
場
、
公
会
堂
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
施
設

二
　
キ
ャ
バ
レ
ー
、
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
、
遊
技
場
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
施
設

三
　
貸
席
及
び
料
理
飲
食
店

四
　
百
貨
店
及
び
マ
ー
ケ
ッ
ト

五
　
旅
館
、
ホ
テ
ル
、
寄
宿
舎
及
び
共
同
住
宅

六
　
病
院
、
診
療
所
及
び
助
産
所

七
　
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
大
学
、
盲
学
校
、
ろ
う
学
校
、
養
護
学
校
、
幼
稚
園
及

び
各
種
学
校

八
　
図
書
館
、
博
物
館
及
び
美
術
館

九
　
公
衆
浴
場

十
　
駅
及
び
船
舶
又
は
航
空
機
の
発
着
場
（
旅
客
の
乗
降
又
は
待
合
い
の
用
に
供
す
る
建
築
物
に
限
る
。
）

十
一
　
神
社
、
寺
院
、
教
会
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
施
設

十
二
　
床
面
積
の
合
計
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
事
務
所
（
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
に
該
当
す
る
も
の
を

除
く
。
）

（
液
化
石
油
ガ
ス
設
備
工
事
）

第
八
十
七
条
　
法
第
三
十
八
条
の
三
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
液
化
石
油
ガ
ス
設
備
工
事
は
、
特
定
供
給
設
備
以

外
の
供
給
設
備
（
当
該
供
給
設
備
に
係
る
貯
蔵
設
備
の
貯
蔵
能
力
が
五
百
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
超
え
る
も
の
に
限
る
。
）

の
設
置
の
工
事
又
は
変
更
の
工
事
で
あ
っ
て
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
供
給
管
の
延
長
を
伴
う
工
事

二
　
貯
蔵
設
備
の
位
置
の
変
更
又
は
そ
の
貯
蔵
能
力
の
増
加
を
伴
う
工
事
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２
　
第
二
十
一
条
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
特
定
供
給
設
備
以
外
の
供
給
設
備
の
貯
蔵
能
力
に
つ
い
て
準
用
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
中
「
千
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
」
と
あ
る
の
は
「
五
百
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
下
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
工
事
の
届
出
）

第
八
十
八
条
　
法
第
三
十
八
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
液
化
石
油
ガ
ス
設
備
工
事
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様

式
第
四
十
八
に
よ
る
届
書
を
当
該
工
事
に
係
る
施
設
又
は
建
築
物
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
協
会
又
は
液
化
石
油
ガ
ス
設
備
士
指
定
養
成
施
設
が
行
う
講
習
の
方
法
）

第
八
十
九
条
　
法
第
三
十
八
条
の
四
第
二
項
第
二
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
講
習
（
以
下
「
液
化
石
油
ガ
ス
設

備
士
講
習
」
と
い
う
。
）
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
科
目
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
範
囲

に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

科
目

範
囲

液
化
石
油
ガ
ス
に
関
す
る
基
礎
知
識

一
　
物
理
及
び
化
学
の
基
礎
知
識

二
　
液
化
石
油
ガ
ス
の
物
性

液
化
石
油
ガ
ス
設
備
工
事
に
必
要
な
機
械
、
器
具
又
は
材
料
（
以
下
「
器

具
等
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
知
識

一
　
容
器
及
び
容
器
バ
ル
ブ

二
　
調
整
器

三
　
ガ
ス
メ
ー
タ
ー

四
　
気
化
装
置

五
　
配
管
用
材
料

六
　
配
管
用
工
具

七
　
そ
の
他
の
器
具
等

配
管
理
論
、
配
管
設
計
及
び
燃
焼
理
論

一
　
配
管
理
論

二
　
供
給
設
備
及
び
消
費
設
備
の
設
計

三
　
配
管
図
面
の
作
成
及
び
管
理

四
　
給
排
気
設
備
の
構
造
及
び
機
能

液
化
石
油
ガ
ス
設
備
工
事
の
施
工
方
法

一
　
配
管
用
材
料
及
び
工
具
の
使
用
方
法

二
　
硬
質
管
の
加
工
及
び
接
続
の
方
法

三
　
器
具
等
の
取
付
け
方
法

四
　
器
具
等
の
腐
し
ょ
く
防
止
の
方
法

五
　
配
管
用
フ
レ
キ
管
工
法

六
　
ガ
ス
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
工
法

供
給
設
備
及
び
消
費
設
備
の
検
査
の
方
法

一
　
気
密
試
験
の
方
法

二
　
漏
え
い
試
験
の
方
法

供
給
設
備
及
び
消
費
設
備
の
保
安
に
関
す
る
法
令

法
、
令
及
び
こ
の
省
令
並
び
に
そ
の
他
関

係
法
令

実
習

一
　
配
管
用
材
料
及
び
工
具
の
使
用

二
　
硬
質
管
の
加
工
及
び
接
続

三
　
器
具
等
の
取
付
け

四
　
気
密
試
験
の
実
施

五
　
漏
え
い
試
験
の
実
施

（
修
了
試
験
）

第
九
十
条
　
前
条
の
規
定
に
よ
る
講
習
に
お
い
て
は
、
修
了
試
験
を
行
う
も
の
と
す
る
。

２
　
前
項
の
修
了
試
験
は
、
前
条
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
科
目
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
範
囲

で
、
筆
記
試
験
及
び
技
能
試
験
に
よ
り
行
う
。

（
講
習
修
了
証
の
交
付
）

第
九
十
一
条
　
協
会
又
は
液
化
石
油
ガ
ス
設
備
士
指
定
養
成
施
設
は
、
第
八
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
講
習
を
受
け
、

か
つ
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
修
了
試
験
に
合
格
し
た
者
に
対
し
て
、
様
式
第
四
十
九
に
よ
る
講
習
修
了
証
を
交
付

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
講
習
の
細
目
）

第
九
十
二
条
　
前
三
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
液
化
石
油
ガ
ス
設
備
士
講
習
の
実
施
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、

経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
。

（
液
化
石
油
ガ
ス
設
備
士
指
定
養
成
施
設
の
指
定
）

第
九
十
二
条
の
二
　
法
第
三
十
八
条
の
四
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
液
化
石
油
ガ
ス
設
備
士
指
定
養
成
施
設
の

指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
四
十
九
の
二
に
よ
る
申
請
書
を
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

２
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
法
人
の
定
款
及
び
登
記
事
項
証
明
書

二
　
次
の
事
項
を
記
載
し
た
書
類

イ
　
申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
法
人
の
役
員
の
氏
名

ロ
　
講
習
に
用
い
る
設
備
に
関
す
る
事
項

ハ
　
講
師
及
び
修
了
試
験
の
合
否
の
判
定
を
行
う
者
の
選
任
に
関
す
る
事
項

ニ
　
講
習
及
び
修
了
試
験
の
実
施
の
方
法

ホ
　
液
化
石
油
ガ
ス
設
備
士
講
習
の
業
務
以
外
の
業
務
を
行
っ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
業
務
の
種
類
及
び
概
要

（
報
告
等
）

第
九
十
二
条
の
三
　
液
化
石
油
ガ
ス
設
備
士
指
定
養
成
施
設
は
、
毎
事
業
年
度
開
始
前
に
様
式
第
四
十
九
の
三
に
よ

る
当
該
年
度
の
講
習
計
画
書
を
作
成
し
、
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
液
化
石
油
ガ
ス
設
備
士
指
定
養
成
施
設
は
、
毎
事
業
年
度
終
了
後
三
月
以
内
に
様
式
第
四
十
九
の
四
に
よ
る
報

告
書
を
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
液
化
石
油
ガ
ス
設
備
士
指
定
養
成
施
設
は
、
そ
の
指
定
を
受
け
た
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
法
人
に
あ
っ
て
は

そ
の
代
表
者
の
氏
名
、
液
化
石
油
ガ
ス
設
備
士
講
習
を
行
う
施
設
の
名
称
及
び
所
在
地
並
び
に
前
条
第
二
項
第
二

号
ハ
及
び
ニ
の
事
項
を
変
更
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
様
式
第
四
十
九
の
五
に
よ
る
届
書
を
経
済
産
業
大
臣
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
液
化
石
油
ガ
ス
設
備
士
指
定
養
成
施
設
は
、
液
化
石
油
ガ
ス
設
備
士
講
習
の
廃
止
又
は
休
止
を
し
た
と
き
は
、

遅
滞
な
く
、
様
式
第
四
十
九
の
六
に
よ
る
届
書
を
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
認
定
の
基
準
）

第
九
十
三
条
　
法
第
三
十
八
条
の
四
第
二
項
第
三
号
の
認
定
は
、
液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正

化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
三
年
法
律
第
八
十
五
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
法
第
三
十

七
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
条
件
に
適
合
す
る
者
で
あ
っ
て
、
協
会
が
行
う
液
化
石
油
ガ
ス
設
備
工
事
に
関
す

る
講
習
の
課
程
を
修
了
し
た
者
に
つ
い
て
行
う
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
協
会
が
行
う
講
習
の
実
施
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
。

（
認
定
の
申
請
）

第
九
十
四
条
　
法
第
三
十
八
条
の
四
第
二
項
第
三
号
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
五
十
に
よ
る
申
請

書
に
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
者
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
及
び
履
歴
書
を
添
付
し
て
都
道

府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
免
状
の
交
付
の
申
請
）

第
九
十
五
条
　
法
第
三
十
八
条
の
四
第
一
項
の
液
化
石
油
ガ
ス
設
備
士
免
状
（
以
下
「
免
状
」
と
い
う
。
）
の
交
付

を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
五
十
一
に
よ
る
申
請
書
に
同
条
第
二
項
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ

と
を
証
明
す
る
書
類
及
び
写
真
（
そ
の
裏
面
に
撮
影
年
月
日
、
氏
名
及
び
年
齢
の
記
載
さ
れ
た
縦
三
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
、
横
二
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
も
の
で
あ
っ
て
、
申
請
前
六
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
か
つ
正
面
上
三
分

身
像
の
無
背
景
の
も
の
。
第
九
十
七
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
添
付
し
て
次
に
掲
げ
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
液
化
石
油
ガ
ス
設
備
士
試
験
に
合
格
し
た
者
に
あ
っ
て
は
、
当
該
試
験
を
実
施
し
た
都
道
府
県
知
事
（
法
第

三
十
八
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
当
該
試
験
の
実
施
に
関
す
る
事
務
の
全
部
又
は
一
部
を
協
会
又
は

指
定
試
験
機
関
に
行
わ
せ
る
こ
と
と
し
た
都
道
府
県
知
事
を
含
む
。
）
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二
　
液
化
石
油
ガ
ス
設
備
士
講
習
の
課
程
を
修
了
し
た
者
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
者
の
居
住
地
を
管
轄
す
る
都
道
府

県
知
事

三
　
法
第
三
十
八
条
の
四
第
二
項
第
三
号
の
認
定
を
受
け
た
者
に
あ
っ
て
は
、
当
該
認
定
を
行
っ
た
都
道
府
県

知
事

（
免
状
の
様
式
）

第
九
十
六
条
　
免
状
は
、
様
式
第
五
十
二
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

（
免
状
の
再
交
付
の
手
続
）

第
九
十
七
条
　
免
状
を
汚
し
、
損
じ
、
又
は
失
っ
て
そ
の
再
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
五
十
三
に
よ

る
免
状
再
交
付
申
請
書
に
写
真
を
添
付
し
て
当
該
免
状
を
交
付
し
た
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

２
　
免
状
を
汚
し
、
又
は
損
じ
て
前
項
の
申
請
を
す
る
と
き
は
、
申
請
書
に
当
該
免
状
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

３
　
免
状
を
失
っ
て
そ
の
再
交
付
を
受
け
た
者
は
、
失
っ
た
免
状
を
発
見
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
免
状
の
再
交

付
を
受
け
た
都
道
府
県
知
事
に
こ
れ
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
免
状
の
書
換
え
）

第
九
十
八
条
　
液
化
石
油
ガ
ス
設
備
士
は
、
免
状
の
記
載
事
項
に
変
更
を
生
じ
た
と
き
は
、
様
式
第
五
十
四
に
よ
る

申
請
書
に
書
換
え
の
理
由
を
証
明
す
る
書
類
及
び
当
該
免
状
を
添
付
し
て
当
該
免
状
を
交
付
し
た
都
道
府
県
知
事

に
そ
の
書
換
え
を
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
申
請
が
住
所
に
関
す
る
事
項
の
変
更
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
住
民
基
本
台
帳
法

（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
三
十
条
の
七
第
五
項
又
は
第
三
十
条
の
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
免
状

の
書
換
え
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
に
係
る
同
法
第
三
十
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
本
人
確
認
情
報
を
利
用

し
、
又
は
当
該
情
報
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
免
状
の
書
換
え
を
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者

に
対
し
、
書
換
え
の
理
由
を
証
明
す
る
書
類
を
提
出
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
免
状
の
返
納
）

第
九
十
九
条
　
法
第
三
十
八
条
の
四
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
免
状
の
返
納
を
命
ぜ
ら
れ
た
者
は
、
遅
滞
な
く
、
返
納

を
命
じ
た
都
道
府
県
知
事
に
こ
れ
を
返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
液
化
石
油
ガ
ス
設
備
士
試
験
）

第
百
条
　
液
化
石
油
ガ
ス
設
備
士
試
験
（
以
下
「
試
験
」
と
い
う
。
）
は
、
筆
記
試
験
及
び
技
能
試
験
に
よ
り
行
う
。

（
筆
記
試
験
の
科
目
等
）

第
百
一
条
　
筆
記
試
験
の
科
目
及
び
そ
の
範
囲
は
、
そ
れ
ぞ
れ
第
八
十
九
条
の
表
（
実
習
の
項
を
除
く
。
）
の
上
欄

及
び
下
欄
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

（
筆
記
試
験
の
免
除
）

第
百
二
条
　
筆
記
試
験
に
合
格
し
た
者
に
対
し
て
は
、
そ
の
申
請
に
よ
り
、
都
道
府
県
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
次
回

の
試
験
の
筆
記
試
験
を
免
除
す
る
。

（
技
能
試
験
）

第
百
三
条
　
技
能
試
験
は
、
筆
記
試
験
の
合
格
者
又
は
前
条
の
規
定
に
よ
り
筆
記
試
験
を
免
除
さ
れ
た
者
に
対
し
、

次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
配
管
用
材
料
及
び
工
具
の
使
用

二
　
硬
質
管
の
加
工
及
び
接
続

三
　
器
具
等
の
取
付
け

四
　
気
密
試
験
の
実
施

五
　
漏
え
い
試
験
の
実
施

（
受
験
手
続
等
）

第
百
四
条
　
試
験
（
法
第
三
十
八
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
都
道
府
県
知
事
が
受
験
願
書
の
受
理
の
事
務
を

含
む
試
験
事
務
を
行
わ
せ
る
こ
と
と
し
た
協
会
又
は
指
定
試
験
機
関
（
以
下
「
協
会
等
」
と
い
う
。
）
が
行
う
も

の
を
除
く
。
）
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
五
十
五
に
よ
る
受
験
願
書
に
写
真
を
添
付
し
て
そ
の
希
望
す

る
受
験
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
百
二
条
の
規

定
に
よ
り
筆
記
試
験
の
免
除
を
申
請
す
る
者
は
、
前
回
の
筆
記
試
験
に
合
格
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
を
添
付

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
協
会
等
が
そ
の
試
験
事
務
を
行
う
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
協
会
等
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

受
験
願
書
及
び
写
真
を
当
該
協
会
等
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
一
項
後
段
の
規
定
は
、
協
会
等
が
そ
の
試
験
事
務
を
行
う
試
験
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

４
　
都
道
府
県
知
事
は
、
試
験
を
実
施
す
る
期
日
、
場
所
、
受
験
願
書
の
提
出
期
限
そ
の
他
試
験
の
実
施
に
関
し
必

要
な
事
項
を
、
あ
ら
か
じ
め
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
都
道
府
県
知
事
が
前
項
の
公
示
の
事
務
を
含
む
試
験
事
務
を
協
会
等
に
行
わ
せ
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
前

項
の
公
示
は
、
協
会
等
が
行
う
も
の
と
す
る
。

（
免
状
交
付
事
務
の
委
託
法
人
）

第
百
五
条
　
法
第
三
十
八
条
の
四
の
二
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
法
人
は
、
協
会
と
す
る
。

（
免
状
交
付
事
務
に
係
る
委
託
契
約
書
の
記
載
事
項
）

第
百
六
条
　
令
第
七
条
第
一
号
ニ
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
委
託
契
約
の
金
額

二
　
委
託
契
約
代
金
の
支
払
の
時
期
及
び
方
法

三
　
協
会
の
都
道
府
県
知
事
へ
の
報
告
に
関
す
る
事
項

（
免
状
交
付
事
務
に
係
る
公
示
）

第
百
七
条
　
令
第
七
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
、
都
道
府
県
知
事
が
、
免
状
交
付
事
務
を
委
託
し
た
と
き
は
、
次
の

各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
公
示
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
委
託
に
係
る
免
状
交
付
事
務
の
内
容

二
　
委
託
に
係
る
免
状
交
付
事
務
を
処
理
す
る
場
所

（
液
化
石
油
ガ
ス
設
備
工
事
の
作
業
）

第
百
八
条
　
法
第
三
十
八
条
の
七
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
液
化
石
油
ガ
ス
設
備
工
事
の
作
業
は
、
液
化
石
油
ガ

ス
設
備
工
事
に
係
る
次
に
掲
げ
る
作
業
と
す
る
。

一
　
硬
質
管
の
寸
法
取
り
又
は
ね
じ
切
り
の
作
業

二
　
硬
質
管
の
相
互
を
接
続
し
（
ア
ー
ク
溶
接
又
は
ガ
ス
溶
接
の
方
法
に
よ
る
接
続
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
、
若

し
く
は
硬
質
管
を
取
り
外
し
、
又
は
硬
質
管
の
取
り
外
し
の
た
め
に
硬
質
管
を
切
断
す
る
作
業

三
　
次
に
掲
げ
る
器
具
等
と
硬
質
管
を
接
続
し
（
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
器
具
等
と
硬
質
管
を
接
続
す
る
作
業

に
あ
っ
て
は
、
同
一
型
式
の
器
具
等
の
交
換
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
、
又
は
取
り
外
す
作
業

イ
　
気
化
装
置

ロ
　
調
整
器

ハ
　
ガ
ス
メ
ー
タ
ー

ニ
　
自
動
ガ
ス
遮
断
器

ホ
　
バ
ル
ブ

ヘ
　
ガ
ス
栓

四
　
地
盤
面
下
に
埋
設
す
る
硬
質
管
に
腐
し
ょ
く
防
止
措
置
（
電
気
防
し
ょ
く
措
置
を
除
く
。
）
を
講
ず
る
作
業

五
　
気
密
試
験
の
作
業

（
液
化
石
油
ガ
ス
設
備
士
の
講
習
）

第
百
九
条
　
法
第
三
十
八
条
の
九
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
液
化
石
油
ガ
ス
設
備
士
は
、
免
状
の
交
付
を
受
け
た
日
の

属
す
る
年
度
の
翌
年
度
の
開
始
の
日
か
ら
三
年
以
内
に
、
第
一
回
の
講
習
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
液
化
石
油
ガ
ス
設
備
士
は
、
前
項
の
第
一
回
の
講
習
を
受
け
た
日
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
の
開
始
の
日
か
ら

五
年
以
内
に
第
二
回
の
講
習
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
三
回
以
降
の
講
習
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

３
　
前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
災
害
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
前
二
項
の
期
間
内
に
講
習
を
受
け

る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
き
は
、
経
済
産
業
大
臣
が
当
該
事
由
を
勘
案
し
て
定
め
る
期
間
内
に
講
習
を
受
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
指
定
）

第
百
十
条
　
法
第
三
十
八
条
の
九
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
は
、
液
化
石
油
ガ
ス
設
備
工
事
並
び
に
供
給
設
備
及

び
消
費
設
備
に
係
る
液
化
石
油
ガ
ス
に
よ
る
災
害
の
発
生
の
防
止
に
関
す
る
講
習
を
公
正
か
つ
適
確
に
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
者
で
あ
っ
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の
に
つ
い
て
行
う
。

一
　
法
又
は
法
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に
違
反
し
、
罰
金
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は

執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
な
い
者

二
　
そ
の
業
務
を
行
う
役
員
の
う
ち
に
、
前
号
に
該
当
す
る
者
が
あ
る
者

（
特
定
液
化
石
油
ガ
ス
設
備
工
事
）

第
百
十
一
条
　
法
第
三
十
八
条
の
十
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
液
化
石
油
ガ
ス
設
備
工
事
は
、
次
に
掲
げ

る
も
の
と
す
る
。

一
　
硬
質
管
相
互
の
接
続
（
ア
ー
ク
溶
接
又
は
ガ
ス
溶
接
の
方
法
に
よ
る
接
続
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
若
し
く

は
硬
質
管
の
取
り
外
し
又
は
硬
質
管
の
取
り
外
し
の
た
め
に
硬
質
管
を
切
断
す
る
工
事

二
　
次
に
掲
げ
る
器
具
等
と
硬
質
管
の
接
続
（
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
器
具
等
と
硬
質
管
の
接
続
に
係
る
工
事

に
あ
っ
て
は
、
同
一
型
式
の
器
具
等
の
交
換
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
又
は
取
り
外
し
に
係
る
工
事

イ
　
気
化
装
置

ロ
　
調
整
器

ハ
　
ガ
ス
メ
ー
タ
ー

ニ
　
自
動
ガ
ス
遮
断
器

ホ
　
バ
ル
ブ

ヘ
　
ガ
ス
栓

（
事
業
の
開
始
の
届
出
）

第
百
十
二
条
　
法
第
三
十
八
条
の
十
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
事
業
の
開
始
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第

五
十
六
に
よ
る
届
書
を
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
届
出
事
項
）

第
百
十
三
条
　
法
第
三
十
八
条
の
十
第
一
項
第
三
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
法
第
三
十
八
条
の
十
二

に
規
定
す
る
記
録
及
び
配
管
図
面
の
保
存
の
場
所
及
び
分
類
の
方
法
と
す
る
。

（
変
更
等
の
届
出
）

第
百
十
四
条
　
法
第
三
十
八
条
の
十
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
各
号
の
事
項
の
変
更
又
は
事
業
の
廃
止
の

届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
五
十
七
に
よ
る
届
書
又
は
様
式
第
五
十
八
に
よ
る
届
書
を
都
道
府
県
知
事

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
施
工
後
の
表
示
に
係
る
特
定
液
化
石
油
ガ
ス
設
備
工
事
）

第
百
十
五
条
　
法
第
三
十
八
条
の
十
一
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
特
定
液
化
石
油
ガ
ス
設
備
工
事
は
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
二
以
上
の
消
費
設
備
に
液
化
石
油
ガ
ス
を
供
給
す
る
た
め
の
供
給
設
備
の
設
置
又
は
変
更
（
供
給
管
の
変
更

を
伴
う
も
の
に
限
る
。
）
に
係
る
も
の

二
　
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
と
一
の
末
端
ガ
ス
栓
の
間
の
配
管
の
長
さ
が
屋
内
に
お
い
て
四
メ
ー
ト
ル
以
上
と
な
る
消
費

設
備
の
設
置
又
は
変
更
（
配
管
の
変
更
を
伴
う
も
の
に
限
る
。
）
に
係
る
も
の
（
前
号
に
該
当
す
る
も
の
を
除

く
。
）

（
表
示
の
方
法
）

第
百
十
六
条
　
法
第
三
十
八
条
の
十
一
の
規
定
に
よ
り
、
特
定
液
化
石
油
ガ
ス
設
備
工
事
事
業
者
は
、
当
該
工
事
に

係
る
供
給
管
、
配
管
そ
の
他
の
設
備
の
見
や
す
い
箇
所
に
、
容
易
に
離
脱
し
な
い
方
法
に
よ
り
、
様
式
第
五
十
九

に
よ
る
表
示
を
付
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
表
示
す
べ
き
事
項
）

第
百
十
七
条
　
法
第
三
十
八
条
の
十
一
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
特
定
液
化
石
油
ガ
ス
設
備
工
事
事
業
者
の
氏
名
又
は
名
称

二
　
施
工
年
月
日
又
は
工
事
番
号

三
　
連
絡
先

（
記
録
す
べ
き
事
項
）

第
百
十
八
条
　
法
第
三
十
八
条
の
十
二
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と

す
る
。

一
　
特
定
液
化
石
油
ガ
ス
設
備
工
事
の
注
文
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

二
　
特
定
液
化
石
油
ガ
ス
設
備
工
事
の
内
容
、
施
工
場
所
及
び
施
工
年
月
日

三
　
特
定
液
化
石
油
ガ
ス
設
備
工
事
に
従
事
し
た
液
化
石
油
ガ
ス
設
備
士
の
氏
名

四
　
施
工
後
の
気
密
試
験
の
結
果

（
電
磁
的
方
法
に
よ
る
保
存
）

第
百
十
八
条
の
二
　
法
第
三
十
八
条
の
十
二
第
一
項
に
規
定
す
る
記
録
及
び
配
管
図
面
は
、
前
条
各
号
に
掲
げ
る
事

項
及
び
配
管
図
面
の
内
容
を
電
磁
的
方
法
（
電
子
的
方
法
、
磁
気
的
方
法
そ
の
他
の
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
認
識
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
方
法
を
い
う
。
第
百
三
十
一
条
の
二
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
よ
り
記
録
す
る
こ
と
に
よ
り
作

成
し
、
保
存
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
保
存
を
す
る
場
合
に
は
、
同
項
の
記
録
及
び
配
管
図
面
が
必
要
に
応
じ
電
子
計
算
機
そ
の

他
の
機
器
を
用
い
て
直
ち
に
表
示
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
保
存
を
す
る
場
合
に
は
、
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
基
準
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
記
録
及
び
配
管
図
面
の
保
存
の
方
法
）

第
百
十
九
条
　
法
第
三
十
八
条
の
十
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定
液
化
石
油
ガ
ス
設
備
工
事
事
業
者
は
、
特
定

液
化
石
油
ガ
ス
設
備
工
事
に
係
る
記
録
及
び
配
管
図
面
を
、
当
該
工
事
に
係
る
事
業
所
に
お
い
て
五
年
間
保
存
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
事
業
所
に
備
え
る
べ
き
器
具
）

第
百
二
十
条
　
法
第
三
十
八
条
の
十
三
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
器
具
は
、
自
記
圧
力
計
と
す
る
。

第
七
章
　
指
定
試
験
機
関

（
指
定
の
申
請
）

第
百
二
十
一
条
　
法
第
三
十
八
条
の
十
四
の
規
定
に
よ
り
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た
申

請
書
を
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
名
称
及
び
住
所
並
び
に
代
表
者
の
氏
名

二
　
試
験
事
務
を
取
り
扱
う
事
務
所
の
名
称
及
び
所
在
地

三
　
行
お
う
と
す
る
試
験
事
務
の
範
囲

四
　
試
験
事
務
を
開
始
し
よ
う
と
す
る
年
月
日

２
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
定
款
及
び
登
記
事
項
証
明
書

二
　
申
請
の
日
を
含
む
事
業
年
度
の
前
事
業
年
度
に
お
け
る
財
産
目
録
及
び
貸
借
対
照
表

三
　
申
請
の
日
を
含
む
事
業
年
度
及
び
翌
事
業
年
度
に
お
け
る
事
業
計
画
書
及
び
収
支
予
算
書

四
　
次
の
事
項
を
記
載
し
た
書
類

イ
　
役
員
の
氏
名
及
び
略
歴
並
び
に
一
般
社
団
法
人
に
あ
っ
て
は
社
員
の
氏
名
又
は
名
称

ロ
　
試
験
事
務
の
実
施
の
方
法
に
関
す
る
計
画

ハ
　
試
験
委
員
の
選
任
に
関
す
る
事
項

ニ
　
試
験
事
務
以
外
の
業
務
を
行
っ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
業
務
の
種
類
及
び
概
要

（
指
定
試
験
機
関
の
名
称
等
の
変
更
の
届
出
）

第
百
二
十
二
条
　
法
第
三
十
八
条
の
十
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
試
験
機
関
の
名
称
又
は
主
た
る
事
務
所
の
所

在
地
の
変
更
の
届
出
は
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
に
よ
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
変
更
後
の
指
定
試
験
機
関
の
名
称
又
は
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

二
　
変
更
し
よ
う
と
す
る
年
月
日

三
　
変
更
の
理
由

２
　
前
項
の
規
定
は
、
法
第
三
十
八
条
の
十
七
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
試
験
機
関
の
名
称
若
し
く
は
主
た
る
事

務
所
の
所
在
地
又
は
試
験
事
務
を
取
り
扱
う
事
務
所
の
所
在
地
の
変
更
の
届
出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
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に
お
い
て
、
前
項
第
一
号
中
「
又
は
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
」
と
あ
る
の
は
、
「
若
し
く
は
主
た
る
事
務
所
の

所
在
地
又
は
試
験
事
務
を
取
り
扱
う
事
務
所
の
所
在
地
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
試
験
事
務
規
程
の
認
可
の
申
請
）

第
百
二
十
三
条
　
指
定
試
験
機
関
は
、
法
第
三
十
八
条
の
十
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
試
験
事
務
規
程
の
設
定
の
認

可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨
を
記
載
し
た
申
請
書
に
当
該
認
可
に
係
る
試
験
事
務
規
程
を
添
え
て
、

経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
指
定
試
験
機
関
は
、
法
第
三
十
八
条
の
十
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
試
験
事
務
規
程
の
変
更
の
認
可
を
受
け
よ

う
と
す
る
と
き
は
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項

二
　
変
更
し
よ
う
と
す
る
年
月
日

三
　
変
更
の
理
由

四
　
法
第
三
十
八
条
の
十
八
第
二
項
に
よ
る
委
任
都
道
府
県
知
事
の
意
見
の
概
要

（
試
験
事
務
規
程
の
記
載
事
項
）

第
百
二
十
四
条
　
法
第
三
十
八
条
の
十
八
第
三
項
の
試
験
事
務
規
程
で
定
め
る
べ
き
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す

る
。

一
　
試
験
の
実
施
の
方
法
に
関
す
る
事
項

二
　
手
数
料
の
収
納
の
方
法
に
関
す
る
事
項

三
　
合
格
の
通
知
に
関
す
る
事
項

四
　
試
験
委
員
の
選
任
及
び
解
任
に
関
す
る
事
項

五
　
試
験
事
務
に
関
し
て
知
り
得
た
秘
密
の
保
持
に
関
す
る
事
項

六
　
試
験
事
務
に
関
す
る
帳
簿
及
び
書
類
の
保
存
に
関
す
る
事
項

七
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
試
験
事
務
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項

（
試
験
事
務
の
休
廃
止
）

第
百
二
十
五
条
　
指
定
試
験
機
関
は
、
法
第
三
十
八
条
の
十
九
第
一
項
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
の

事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
休
止
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
試
験
事
務
の
範
囲

二
　
休
止
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
年
月
日

三
　
休
止
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
期
間

四
　
休
止
又
は
廃
止
の
理
由

（
役
員
の
選
任
及
び
解
任
）

第
百
二
十
六
条
　
指
定
試
験
機
関
は
、
法
第
三
十
八
条
の
二
十
一
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
の
事
項

を
記
載
し
た
申
請
書
を
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
選
任
又
は
解
任
に
係
る
役
員
の
氏
名
及
び
略
歴

二
　
選
任
又
は
解
任
の
理
由

（
試
験
委
員
）

第
百
二
十
七
条
　
法
第
三
十
八
条
の
二
十
三
第
二
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
要
件
は
、
次
の
各
号
の
一
に
該
当

す
る
者
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

一
　
液
化
石
油
ガ
ス
設
備
士
免
状
の
交
付
を
受
け
て
お
り
、
か
つ
、
液
化
石
油
ガ
ス
設
備
工
事
の
作
業
に
関
す
る

二
年
以
上
の
経
験
を
有
す
る
者

二
　
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
若
し
く
は
高
等
専
門
学
校
又
は
従
前
の
規
定
に
よ
る
大
学
若
し
く
は
専
門
学
校
に

お
い
て
理
学
又
は
工
学
に
関
す
る
課
程
を
修
め
て
卒
業
し
た
者
（
当
該
課
程
を
修
め
て
同
法
に
基
づ
く
専
門
職

大
学
の
前
期
課
程
を
修
了
し
た
者
を
含
む
。
）
で
あ
っ
て
、
液
化
石
油
ガ
ス
設
備
工
事
の
作
業
に
関
す
る
三
年

以
上
の
経
験
を
有
す
る
も
の

三
　
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校
又
は
従
前
の
規
定
に
よ
る
工
業
学
校
に
お
い
て
工
業
に
関
す
る
課
程
を
修
め

て
卒
業
し
た
者
で
あ
っ
て
、
液
化
石
油
ガ
ス
設
備
工
事
の
作
業
に
関
す
る
四
年
以
上
の
経
験
を
有
す
る
も
の

四
　
前
三
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知
識
経
験
を
有
す
る
と
経
済
産
業
大
臣
が
認
め
る
者

（
試
験
委
員
の
選
任
又
は
変
更
の
届
出
）

第
百
二
十
八
条
　
指
定
試
験
機
関
は
、
法
第
三
十
八
条
の
二
十
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
試
験
委
員
の
選
任
又
は
変

更
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

一
　
選
任
又
は
変
更
に
係
る
試
験
委
員
の
氏
名
及
び
略
歴

二
　
選
任
又
は
変
更
の
理
由

（
試
験
結
果
の
報
告
）

第
百
二
十
九
条
　
指
定
試
験
機
関
は
、
試
験
を
実
施
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
試
験
実
施
年
月
日
、
受
験
申
請
者

数
、
受
験
者
数
及
び
合
格
者
数
を
記
載
し
た
試
験
結
果
報
告
書
を
委
任
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

２
　
前
項
の
試
験
結
果
報
告
書
に
は
、
合
格
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
試
験
の
科
目
ご
と
の
成
績
を
記
載
し
た
合

格
者
一
覧
表
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
試
験
事
務
の
引
継
ぎ
等
）

第
百
三
十
条
　
指
定
試
験
機
関
は
、
委
任
都
道
府
県
知
事
が
法
第
三
十
八
条
の
二
十
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
試
験

事
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
自
ら
行
う
場
合
、
指
定
試
験
機
関
が
法
第
三
十
八
条
の
十
九
第
一
項
の
許
可
を
受

け
て
試
験
事
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
廃
止
す
る
場
合
又
は
法
第
三
十
八
条
の
二
十
六
第
一
項
若
し
く
は
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
指
定
試
験
機
関
の
指
定
を
取
り
消
さ
れ
た
場
合
に
は
、
次
の
事
項
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一
　
試
験
事
務
を
委
任
都
道
府
県
知
事
に
引
き
継
ぐ
こ
と
。

二
　
試
験
事
務
に
関
す
る
帳
簿
及
び
書
類
を
委
任
都
道
府
県
知
事
に
引
き
継
ぐ
こ
と
。

三
　
そ
の
他
委
任
都
道
府
県
知
事
が
必
要
と
認
め
る
事
項

第
八
章
　
雑
則

（
帳
簿
）

第
百
三
十
一
条
　
法
第
八
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者
が
帳
簿
に
記
載
す
べ
き
事
項

は
、
販
売
所
ご
と
に
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
も
の

と
す
る
。

記
載
す
べ
き
場
合

記
載
す
べ
き
事
項

一
　
液
化
石
油
ガ
ス
を
体
積
に
よ
り
一
般
消
費
者
等
に
販
売
し
た
場

合

一
　
充
て
ん
容
器
の
種
類
及
び
数

二
　
販
売
開
始
の
年
月
日

三
　
販
売
先

四
　
充
て
ん
容
器
を
交
換
し
た
年
月
日
及
び

充
て
ん
容
器
の
種
類
又
は
数
に
変
更
の
あ
っ

た
場
合
に
お
い
て
は
そ
の
内
容

二
　
液
化
石
油
ガ
ス
を
質
量
に
よ
り
一
般
消
費
者
等
に
販
売
し
た
場

合

一
　
充
て
ん
容
器
の
種
類
及
び
数

二
　
販
売
の
年
月
日

三
　
販
売
先

三
　
販
売
し
た
液
化
石
油
ガ
ス
で
あ
っ
て
消
費
さ
れ
な
い
も
の
を
一

般
消
費
者
等
か
ら
引
き
取
っ
た
場
合

一
　
引
き
取
っ
た
液
化
石
油
ガ
ス
に
係
る
充

て
ん
容
器
の
種
類
及
び
数

二
　
引
取
り
の
年
月
日

三
　
引
取
元

四
　
法
第
十
四
条
第
一
項
の
書
面
交
付
を
行
っ
た
場
合

一
　
書
面
交
付
に
係
る
一
般
消
費
者
等
の
氏

名
又
は
名
称
及
び
住
所

二
　
書
面
交
付
を
し
た
者
の
氏
名

三
　
書
面
交
付
の
年
月
日

四
　
書
面
の
内
容

五
　
法
第
二
十
九
条
の
認
定
を
受
け
た
保
安
機
関
に
法
第
二
十
七
条

第
一
項
各
号
の
業
務
を
委
託
し
た
場
合

一
　
委
託
に
係
る
一
般
消
費
者
等
の
氏
名
又

は
名
称
及
び
住
所

二
　
委
託
を
行
っ
た
保
安
機
関
の
氏
名
又
は

名
称
及
び
そ
の
事
業
所
の
所
在
地

三
　
保
安
業
務
の
結
果
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四
　
供
給
設
備
が
法
第
十
六
条
の
二
第
一
項

の
技
術
上
の
基
準
（
特
定
供
給
設
備
に
あ
っ

て
は
法
第
三
十
七
条
の
技
術
上
の
基
準
）
に

適
合
し
な
い
も
の
で
あ
っ
た
場
合
は
、
そ
れ

に
対
し
て
講
じ
た
措
置
の
内
容

五
　
消
費
設
備
が
法
第
三
十
五
条
の
五
の
技

術
上
の
基
準
に
適
合
し
な
い
も
の
で
あ
っ
た

場
合
は
、
そ
の
消
費
設
備
の
所
有
者
又
は
占

有
者
に
通
知
し
た
内
容

六
　
法
第
二
十
七
条
第
一
項
第
四
号
に
基
づ

き
実
施
し
た
措
置
の
内
容

七
　
保
安
業
務
を
行
っ
た
年
月
日

六
　
貯
蔵
施
設
又
は
特
定
供
給
設
備
に
異
常
が
あ
っ
た
場
合

一
　
そ
の
内
容

二
　
そ
れ
に
対
し
て
講
じ
た
措
置

三
　
異
常
が
あ
っ
た
年
月
日
及
び
措
置
を
講

じ
た
年
月
日

七
　
第
十
六
条
第
二
十
二
号
の
規
定
に
よ
り
バ
ル
ク
貯
槽
の
検
査
を

行
っ
た
場
合

一
　
バ
ル
ク
貯
槽
の
種
類
及
び
そ
の
製
造
事

業
者
の
名
称

二
　
高
圧
ガ
ス
保
安
法
第
五
十
六
条
の
四
第

一
項
の
特
定
設
備
検
査
合
格
証
又
は
同
法
第

五
十
六
条
の
六
の
十
四
第
二
項
の
特
定
設
備

基
準
適
合
証
の
番
号
及
び
発
行
年
月
日

三
　
検
査
を
行
っ
た
年
月
日

四
　
検
査
を
行
っ
た
者
の
氏
名
又
は
名
称
及

び
住
所

五
　
検
査
の
結
果

八
　
第
十
六
条
第
二
十
二
号
の
規
定
に
よ
り
バ
ル
ク
貯
槽
の
附
属
機

器
の
検
査
を
行
っ
た
場
合

一
　
附
属
機
器
の
種
類
、
製
造
番
号
及
び
製

造
年
月
並
び
に
そ
の
製
造
事
業
者
の
名
称

二
　
検
査
を
行
っ
た
年
月
日

三
　
検
査
を
行
っ
た
者
の
氏
名
又
は
名
称
及

び
住
所

四
　
検
査
の
結
果

九
　
第
十
六
条
第
二
十
三
号
の
規
定
に
よ
り
バ
ル
ク
容
器
の
機
器
の

検
査
を
行
っ
た
場
合

一
　
機
器
の
種
類
、
製
造
番
号
及
び
製
造
年

月
並
び
に
そ
の
製
造
事
業
者
の
名
称

二
　
検
査
を
行
っ
た
年
月
日

三
　
検
査
を
行
っ
た
者
の
氏
名
又
は
名
称
及

び
住
所

四
　
検
査
の
結
果

２
　
法
第
八
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
保
安
機
関
が
帳
簿
に
記
載
す
べ
き
事
項
は
、
自
ら
行
う
販
売
事
業
に
係

る
保
安
業
務
に
あ
っ
て
は
販
売
所
ご
と
に
、
委
託
を
受
け
た
保
安
業
務
に
あ
っ
て
は
当
該
委
託
を
受
け
た
液
化
石

油
ガ
ス
販
売
事
業
者
ご
と
に
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲

げ
る
も
の
と
す
る
。

記
載
す
べ
き
場
合

記
載
す
べ
き
事
項

一
　
供
給
開
始
時
点
検
・
調
査
を
行
っ
た
場
合

一
　
供
給
開
始
時
点
検
・
調
査
に
係
る
一
般
消
費
者
等
の
氏
名

又
は
名
称
及
び
住
所

二
　
供
給
開
始
時
点
検
・
調
査
を
行
っ
た
者
の
氏
名

三
　
供
給
開
始
時
点
検
・
調
査
の
結
果

四
　
供
給
開
始
時
点
検
・
調
査
の
実
施
又
は
法
第
二
十
七
条
第

一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
の
通
知
を
し
た
場
合
は
、
そ
の
内
容

五
　
供
給
開
始
時
点
検
・
調
査
又
は
通
知
の
年
月
日

六
　
供
給
開
始
時
調
査
に
係
る
燃
焼
器
の
製
造
者
又
は
輸
入
者

の
名
称

七
　
供
給
開
始
時
調
査
に
係
る
燃
焼
器
の
型
式
及
び
製
造
年
月

二
　
容
器
交
換
時
等
供
給
設
備
点
検
を
行
っ
た
場
合
一
　
容
器
交
換
時
等
供
給
設
備
点
検
に
係
る
一
般
消
費
者
等
の

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

二
　
容
器
交
換
時
等
供
給
設
備
点
検
を
行
っ
た
者
の
氏
名

三
　
容
器
交
換
時
等
供
給
設
備
点
検
の
結
果

四
　
容
器
交
換
時
等
供
給
設
備
点
検
の
実
施
又
は
法
第
二
十
七

条
第
一
項
第
一
号
の
通
知
を
し
た
場
合
は
、
そ
の
内
容

五
　
容
器
交
換
時
等
供
給
設
備
点
検
又
は
通
知
の
年
月
日

三
　
定
期
供
給
設
備
点
検
を
行
っ
た
場
合

一
　
定
期
供
給
設
備
点
検
に
係
る
一
般
消
費
者
等
の
氏
名
又
は

名
称
及
び
住
所

二
　
定
期
供
給
設
備
点
検
を
行
っ
た
者
の
氏
名

三
　
定
期
供
給
設
備
点
検
の
結
果

四
　
定
期
供
給
設
備
点
検
の
実
施
又
は
法
第
二
十
七
条
第
一
項

第
一
号
の
通
知
を
し
た
場
合
は
、
そ
の
内
容

五
　
定
期
供
給
設
備
点
検
又
は
通
知
の
年
月
日

三
の
二
　
法
第
三
十
四
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ

り
定
期
供
給
設
備
点
検
を
行
わ
な
か
っ
た
場
合

一
　
法
第
三
十
四
条
た
だ
し
書
中
の
承
諾
を
得
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
一
般
消
費
者
等
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

二
　
法
第
三
十
四
条
た
だ
し
書
中
の
承
諾
を
求
め
た
者
の
氏
名

三
　
法
第
三
十
四
条
た
だ
し
書
中
の
承
諾
を
求
め
た
年
月
日

四
　
定
期
消
費
設
備
調
査
を
行
っ
た
場
合

一
　
定
期
消
費
設
備
調
査
に
係
る
一
般
消
費
者
等
の
氏
名
又
は

名
称
及
び
住
所

二
　
定
期
消
費
設
備
調
査
を
行
っ
た
者
の
氏
名

三
　
定
期
消
費
設
備
調
査
の
結
果

四
　
定
期
消
費
設
備
調
査
の
実
施
又
は
法
第
二
十
七
条
第
一
項

第
二
号
の
通
知
を
し
た
場
合
は
、
そ
の
内
容

五
　
定
期
消
費
設
備
調
査
又
は
通
知
の
年
月
日

六
　
定
期
消
費
設
備
調
査
に
係
る
燃
焼
器
の
製
造
者
又
は
輸
入

者
の
名
称

七
　
定
期
消
費
設
備
調
査
に
係
る
燃
焼
器
の
型
式
及
び
製
造
年

月

四
の
二
　
法
第
三
十
四
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ

り
定
期
消
費
設
備
調
査
を
行
わ
な
か
っ
た
場
合

一
　
法
第
三
十
四
条
た
だ
し
書
中
の
承
諾
を
得
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
一
般
消
費
者
等
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

二
　
法
第
三
十
四
条
た
だ
し
書
中
の
承
諾
を
求
め
た
者
の
氏
名

三
　
法
第
三
十
四
条
た
だ
し
書
中
の
承
諾
を
求
め
た
年
月
日

五
　
周
知
を
行
っ
た
場
合

一
　
周
知
に
係
る
一
般
消
費
者
等
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

二
　
周
知
を
行
っ
た
者
の
氏
名

三
　
周
知
の
内
容

四
　
周
知
の
年
月
日

六
　
緊
急
時
対
応
を
行
っ
た
場
合

一
　
緊
急
時
対
応
に
係
る
一
般
消
費
者
等
の
氏
名
又
は
名
称
及

び
住
所
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二
　
緊
急
時
対
応
を
行
っ
た
者
の
氏
名

三
　
緊
急
時
対
応
の
内
容
及
び
結
果

四
　
緊
急
時
対
応
を
行
っ
た
年
月
日

七
　
緊
急
時
連
絡
を
行
っ
た
場
合

一
　
緊
急
時
連
絡
に
係
る
一
般
消
費
者
等
の
氏
名
又
は
名
称
及

び
住
所

二
　
緊
急
時
連
絡
を
行
っ
た
者
の
氏
名

三
　
緊
急
時
連
絡
の
内
容
及
び
結
果

四
　
緊
急
時
連
絡
を
行
っ
た
年
月
日

３
　
法
第
八
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
充
て
ん
事
業
者
が
帳
簿
に
記
載
す
べ
き
事
項
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲

げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

記
載
す
べ
き
場
合

記
載
す
べ
き
事
項

一
　
充
て
ん
し
た
場
合

一
　
充
て
ん
に
係
る
貯
蔵
設
備
の
貯
蔵
能
力
並
び
に
そ
の
貯
蔵
設
備

か
ら
液
化
石
油
ガ
ス
の
供
給
を
受
け
て
い
る
一
般
消
費
者
等
の
氏
名

又
は
名
称
及
び
住
所

二
　
充
て
ん
し
た
年
月
日

三
　
充
て
ん
し
た
液
化
石
油
ガ
ス
の
量

四
　
充
て
ん
に
係
る
充
て
ん
設
備

二
　
充
て
ん
設
備
の
保
安
検
査
を
受
け
た
場
合
一
　
保
安
検
査
を
受
け
た
充
て
ん
設
備

二
　
保
安
検
査
を
行
っ
た
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

三
　
保
安
検
査
の
結
果

四
　
充
て
ん
設
備
が
法
第
三
十
七
条
の
四
第
二
項
の
技
術
上
の
基
準

に
適
合
し
て
い
な
い
場
合
は
、
そ
れ
に
対
し
て
講
じ
た
措
置
の
内
容

五
　
保
安
検
査
又
は
措
置
を
し
た
年
月
日

三
　
充
て
ん
設
備
に
異
常
が
あ
っ
た
場
合

一
　
そ
の
内
容

二
　
そ
れ
に
対
し
て
講
じ
た
措
置

三
　
異
常
が
あ
っ
た
年
月
日
及
び
措
置
を
講
じ
た
年
月
日

４
　
法
第
八
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者
は
、
第
一
項
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し

た
帳
簿
を
販
売
所
ご
と
に
備
え
、
記
載
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
間
が
経
過
す
る
日
（
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項

に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
日
）
ま
で
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
一
般
消
費
者

等
に
係
る
帳
簿
に
つ
い
て
は
、
当
該
一
般
消
費
者
等
と
販
売
契
約
を
締
結
し
て
い
る
場
合
に
限
る
。

一
　
法
第
十
四
条
第
一
項
の
書
面
交
付
に
係
る
事
項
　
当
該
販
売
契
約
の
終
了
す
る
日

二
　
次
に
掲
げ
る
保
安
業
務
に
係
る
事
項
（
法
第
二
十
七
条
第
一
項
各
号
の
保
安
業
務
を
他
の
者
に
委
託
し
て
い

る
場
合
に
限
る
。
）
　
次
に
掲
げ
る
保
安
業
務
が
次
に
実
施
さ
れ
る
日

イ
　
第
三
十
六
条
第
一
項
第
一
号
の
表
イ
（
４
）
、
ロ
（
４
）
、
ハ
（
４
）
又
は
ニ
（
４
）
に
掲
げ
る
事
項
に
係

る
点
検

ロ
　
第
三
十
七
条
第
一
号
の
表
イ
（
２
）
又
は
ロ
（
３
）
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
調
査

三
　
第
十
六
条
第
二
十
二
号
又
は
第
二
十
三
号
の
検
査
に
係
る
事
項
　
次
回
の
検
査
を
行
う
日
又
は
当
該
検
査
を

行
っ
た
バ
ル
ク
貯
槽
若
し
く
は
そ
の
附
属
機
器
若
し
く
は
バ
ル
ク
容
器
の
機
器
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
バ

ル
ク
貯
槽
等
」
と
い
う
。
）
を
く
ず
化
し
、
そ
の
他
バ
ル
ク
貯
槽
等
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う

に
処
分
す
る
日

５
　
法
第
八
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
保
安
機
関
は
、
第
二
項
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
帳
簿
を
事
業
所

ご
と
に
備
え
、
記
載
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
間
が
経
過
す
る
日
（
次
の
各
号
に
掲
げ
る
保
安
業
務
に
係
る
事
項

に
あ
っ
て
は
、
当
該
保
安
業
務
が
次
に
実
施
さ
れ
る
日
）
ま
で
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
一
般
消

費
者
等
に
係
る
帳
簿
に
つ
い
て
は
、
当
該
一
般
消
費
者
等
に
係
る
保
安
業
務
を
行
う
こ
と
に
つ
き
委
託
契
約
を
締

結
し
て
い
る
場
合
及
び
自
ら
行
う
販
売
事
業
に
係
る
保
安
業
務
を
実
施
す
る
場
合
で
あ
っ
て
当
該
一
般
消
費
者
等

と
販
売
契
約
を
締
結
し
て
い
る
場
合
に
限
る
。

一
　
第
三
十
六
条
第
一
項
第
一
号
の
表
イ
（
４
）
、
ロ
（
４
）
、
ハ
（
４
）
又
は
ニ
（
４
）
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る

点
検

二
　
第
三
十
七
条
第
一
号
の
表
イ
（
２
）
又
は
ロ
（
３
）
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
調
査

６
　
法
第
八
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
充
て
ん
事
業
者
は
、
第
三
項
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
帳
簿
を
事

業
所
ご
と
に
備
え
、
記
載
の
日
か
ら
二
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７
　
法
第
八
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
試
験
機
関
が
帳
簿
に
記
載
す
べ
き
事
項
は
、
合
格
者
の
氏
名
、
生

年
月
日
及
び
受
験
番
号
と
す
る
。

８
　
法
第
八
十
一
条
第
二
項
の
試
験
事
務
に
係
る
帳
簿
は
、
試
験
事
務
を
廃
止
す
る
ま
で
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
電
磁
的
方
法
に
よ
る
保
存
）

第
百
三
十
一
条
の
二
　
前
条
第
七
項
に
規
定
す
る
事
項
が
、
電
磁
的
方
法
に
よ
り
記
録
さ
れ
、
当
該
記
録
が
必
要
に

応
じ
電
子
計
算
機
そ
の
他
の
機
器
を
用
い
て
直
ち
に
表
示
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
保
存
さ
れ
る
と
き

は
、
当
該
記
録
の
保
存
を
も
っ
て
法
第
八
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
当
該
事
項
が
記
載
さ
れ
た
帳
簿
の
保
存
に

代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
保
存
を
す
る
場
合
に
は
、
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
基
準
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
報
告
）

第
百
三
十
二
条
　
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
者
は
、
毎
事
業
年
度
経
過
後
三
月
以
内
に
、
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
事

項
を
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
者
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
災
害
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由

に
よ
り
当
該
期
間
内
に
報
告
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
き
は
、
経
済
産
業
大
臣
が
当
該
事
由
を
勘
案
し
て
定
め

る
期
間
内
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

液

化

石

油

ガ

ス

販

売

事

業
者

そ
の
事
業
年
度
末
に
お
け
る
販
売
す
る
一
般
消
費
者
等
の
数
及
び

保
安
機
関
へ
の
保
安
業
務
の
委
託
状
況

法
第
三
条
第
一
項
の
登
録
を
し
た
経
済

産
業
大
臣
、
産
業
保
安
監
督
部
長
、
都

道
府
県
知
事
又
は
指
定
都
市
の
長

保

安

機

関

そ
の
事
業
年
度
に
お
け
る
法
第
二
十
七
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る

保
安
業
務
の
実
施
状
況
、
そ
の
事
業
年
度
末
に
お
け
る
保
安
業
務

資
格
者
の
数
及
び
保
安
業
務
に
係
る
一
般
消
費
者
等
の
数
並
び
に

法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
事
業
年
度
中
の
役
員
又
は
第
三
十
三
条

各
号
に
掲
げ
る
構
成
員
の
構
成
の
変
更

法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
認
定
を
し
た

経
済
産
業
大
臣
、
産
業
保
安
監
督
部
長
、

都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
都
市
の
長

充

て

ん

事
業
者

そ
の
事
業
年
度
末
に
お
け
る
充
塡
に
係
る
一
般
消
費
者
等
の
数
及

び
充
塡
の
作
業
に
従
事
し
て
い
る
充
て
ん
作
業
者
の
数

法
第
三
十
七
条
の
四
第
一
項
の
許
可
を

し
た
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
都
市
の

長

（
事
故
届
）

第
百
三
十
三
条
　
保
安
機
関
は
、
自
ら
行
っ
て
い
る
保
安
業
務
の
範
囲
内
に
お
い
て
当
該
一
般
消
費
者
等
の
供
給
設

備
又
は
消
費
設
備
に
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
警
察
官
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
収
去
証
）

第
百
三
十
四
条
　
法
第
八
十
三
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
経
済
産
業
大
臣
は
、
そ
の
職
員
に
液
化
石
油

ガ
ス
を
収
去
さ
せ
る
と
き
は
、
被
収
去
者
に
様
式
第
六
十
に
よ
る
収
去
証
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
証
明
書
）

第
百
三
十
五
条
　
法
第
八
十
三
条
第
八
項
の
経
済
産
業
大
臣
、
都
道
府
県
知
事
又
は
市
長
が
そ
の
職
員
に
携
帯
さ
せ

る
証
明
書
は
、
様
式
第
六
十
一
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

２
　
法
第
八
十
三
条
第
十
二
項
の
機
構
が
そ
の
職
員
に
携
帯
さ
せ
る
証
明
書
は
、
様
式
第
六
十
二
に
よ
る
も
の
と
す

る
。

第
百
三
十
六
条
か
ら
第
百
三
十
九
条
ま
で
　
削
除

（
経
済
産
業
大
臣
に
対
す
る
都
道
府
県
知
事
又
は
市
長
の
報
告
）

第
百
四
十
条
　
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
都
市
の
長
は
、
令
第
十
三
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
十
六
条
の
二
第

二
項
に
規
定
す
る
経
済
産
業
大
臣
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
報
告
を
行
う
と
き
は
、
速
や
か
に
様
式
第
六
十
四
の
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供
給
設
備
技
術
基
準
適
合
命
令
実
施
報
告
書
を
当
該
都
道
府
県
又
は
指
定
都
市
の
区
域
を
管
轄
す
る
産
業
保
安
監

督
部
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
四
十
一
条
　
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
都
市
の
長
は
、
令
第
十
三
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
八
十
二
条
第

一
項
に
規
定
す
る
経
済
産
業
大
臣
の
権
限
に
属
す
る
事
務
（
液
化
石
油
ガ
ス
器
具
等
の
販
売
の
事
業
を
行
う
者
に

関
す
る
も
の
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
報
告
を
行
う
と
き
は
、
当
該
事
務
を
行
っ
た
年
度
の
一
年
度

分
の
報
告
の
徴
収
の
結
果
を
取
り
ま
と
め
て
、
翌
年
度
の
六
月
末
日
ま
で
に
様
式
第
六
十
五
の
報
告
徴
収
実
施
年

報
を
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
者
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
液
化
石
油
ガ
ス
の
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
事
項
の
み
　
経
済
産
業
局
長

二
　
液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
に
関
す
る
事
項
の
み
　
産
業
保
安
監
督
部
長

三
　
液
化
石
油
ガ
ス
の
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
事
項
及
び
液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
に
関
す
る
事
項
　
産

業
保
安
監
督
部
長

２
　
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
都
市
の
長
は
、
法
第
八
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
経
済
産
業
大
臣
の
権
限
に
属
す

る
事
務
を
行
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
、
法
令
に
違
反
す
る
事
実
そ
の
他
災
害
の
発
生
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
の
あ
る
重

大
な
事
実
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
速
や
か
に
様
式
第
六
十
六
の
報
告
徴
収
実

施
報
告
書
を
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
者
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
液
化
石
油
ガ
ス
の
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
事
項
の
み
　
経
済
産
業
局
長

二
　
液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
に
関
す
る
事
項
の
み
　
産
業
保
安
監
督
部
長

三
　
液
化
石
油
ガ
ス
の
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
事
項
及
び
液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
に
関
す
る
事
項
　
産

業
保
安
監
督
部
長

３
　
都
道
府
県
知
事
は
、
法
第
八
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
経
済
産
業
大
臣
の
権
限
に
属
す
る
事
務
（
液
化
石
油

ガ
ス
器
具
等
の
販
売
の
事
業
を
行
う
者
に
関
す
る
も
の
に
限
る
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
行
っ
た
と
き
は
、

速
や
か
に
、
そ
の
旨
を
当
該
都
道
府
県
の
区
域
を
管
轄
す
る
経
済
産
業
局
長
を
経
由
し
て
経
済
産
業
大
臣
に
報
告

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
市
長
は
、
法
第
八
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
経
済
産
業
大
臣
の
権
限
に
属
す
る
事
務
を
行
っ
た
と
き
は
、
速

や
か
に
、
そ
の
旨
を
当
該
市
の
区
域
を
管
轄
す
る
経
済
産
業
局
長
を
経
由
し
て
経
済
産
業
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
市
長
は
、
そ
の
旨
を
当
該
市
を
包
括
す
る
都
道
府
県
の
知
事
に
報
告

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
百
四
十
二
条
　
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
都
市
の
長
は
、
令
第
十
三
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
八
十
三
条
第

一
項
又
は
第
二
項
に
規
定
す
る
経
済
産
業
大
臣
の
権
限
に
属
す
る
事
務
（
液
化
石
油
ガ
ス
器
具
等
の
販
売
の
事
業

を
行
う
者
に
関
す
る
も
の
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
報
告
を
行
う
と
き
は
、
当
該
事
務
を
行
っ
た
年

度
の
一
年
度
分
の
立
入
検
査
、
質
問
又
は
収
去
の
結
果
を
取
り
ま
と
め
て
、
翌
年
度
の
六
月
末
日
ま
で
に
様
式
第

六
十
七
の
立
入
検
査
等
実
施
年
報
を
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
者
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
液
化
石
油
ガ
ス
の
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
事
項
の
み
　
経
済
産
業
局
長

二
　
液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
に
関
す
る
事
項
の
み
　
産
業
保
安
監
督
部
長

三
　
液
化
石
油
ガ
ス
の
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
事
項
及
び
液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
に
関
す
る
事
項
　
産

業
保
安
監
督
部
長

２
　
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
都
市
の
長
は
、
法
第
八
十
三
条
第
一
項
又
は
第
二
項
に
規
定
す
る
経
済
産
業
大
臣
の

権
限
に
属
す
る
事
務
を
行
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
、
法
令
に
違
反
す
る
事
実
そ
の
他
災
害
の
発
生
に
つ
な
が
る
お
そ

れ
の
あ
る
重
大
な
事
実
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
速
や
か
に
様
式
第
六
十
八
の

立
入
検
査
等
実
施
報
告
書
を
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
者
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

一
　
液
化
石
油
ガ
ス
の
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
事
項
の
み
　
経
済
産
業
局
長

二
　
液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
に
関
す
る
事
項
の
み
　
産
業
保
安
監
督
部
長

三
　
液
化
石
油
ガ
ス
の
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
事
項
及
び
液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
に
関
す
る
事
項
　
産

業
保
安
監
督
部
長

３
　
都
道
府
県
知
事
は
、
令
第
十
三
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
八
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
経
済
産
業
大
臣

の
権
限
に
属
す
る
事
務
（
液
化
石
油
ガ
ス
器
具
等
の
販
売
の
事
業
を
行
う
者
に
関
す
る
も
の
に
限
る
。
次
項
か
ら

第
六
項
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
報
告
を
行
う
と
き
は
、
当
該
事
務
を
行
っ
た
年
度
の
一
年
分
の
立
入
検
査
又

は
質
問
の
結
果
を
と
り
ま
と
め
て
、
翌
年
度
の
六
月
末
日
ま
で
に
様
式
第
六
十
九
の
立
入
検
査
等
実
施
年
報
を
当

該
都
道
府
県
の
区
域
を
管
轄
す
る
経
済
産
業
局
長
を
経
由
し
て
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
都
道
府
県
知
事
は
、
法
第
八
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
経
済
産
業
大
臣
の
権
限
に
属
す
る
事
務
を
行
っ
た
場

合
で
あ
っ
て
、
法
令
に
違
反
す
る
事
実
そ
の
他
災
害
の
発
生
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
の
あ
る
重
大
な
事
実
が
あ
る
と

認
め
る
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
速
や
か
に
様
式
第
七
十
の
立
入
検
査
等
実
施
報
告
書
を
当
該
都

道
府
県
の
区
域
を
管
轄
す
る
経
済
産
業
局
長
を
経
由
し
て
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
市
長
は
、
令
第
十
三
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
八
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
経
済
産
業
大
臣
の
権
限
に

属
す
る
事
務
の
報
告
を
行
う
と
き
は
、
当
該
事
務
を
行
っ
た
年
度
の
一
年
分
の
立
入
検
査
又
は
質
問
の
結
果
を
と

り
ま
と
め
て
、
翌
年
度
の
六
月
末
日
ま
で
に
様
式
第
六
十
九
の
立
入
検
査
等
実
施
年
報
を
当
該
市
の
区
域
を
管
轄

す
る
経
済
産
業
局
長
を
経
由
し
て
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該

市
長
は
、
当
該
立
入
検
査
等
実
施
年
報
を
当
該
市
を
包
括
す
る
都
道
府
県
の
知
事
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

６
　
市
長
は
、
法
第
八
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
経
済
産
業
大
臣
の
権
限
に
属
す
る
事
務
を
行
っ
た
場
合
で
あ
っ

て
、
法
令
に
違
反
す
る
事
実
そ
の
他
災
害
の
発
生
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
の
あ
る
重
大
な
事
実
が
あ
る
と
認
め
る
と

き
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
速
や
か
に
様
式
第
七
十
の
立
入
検
査
等
実
施
報
告
書
を
当
該
市
の
区
域
を

管
轄
す
る
経
済
産
業
局
長
を
経
由
し
て
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

当
該
市
長
は
、
当
該
立
入
検
査
等
実
施
報
告
書
を
当
該
市
を
包
括
す
る
都
道
府
県
の
知
事
に
提
出
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

第
百
四
十
三
条
　
都
道
府
県
知
事
は
、
法
第
八
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
液
化
石
油
ガ
ス
器
具
等
を
提
出

す
べ
き
こ
と
を
命
じ
た
と
き
は
、
令
第
十
三
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
、
速
や
か
に
、
そ
の
旨
を
当
該
都
道
府
県

の
区
域
を
管
轄
す
る
経
済
産
業
局
長
を
経
由
し
て
経
済
産
業
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
市
長
は
、
法
第
八
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
液
化
石
油
ガ
ス
器
具
等
を
提
出
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
た

と
き
は
、
令
第
十
三
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
、
速
や
か
に
、
そ
の
旨
を
当
該
市
の
区
域
を
管
轄
す
る
経
済
産
業

局
長
を
経
由
し
て
経
済
産
業
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
市
長
は
、
そ
の

旨
を
当
該
市
を
包
括
す
る
都
道
府
県
の
知
事
に
報
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
条
例
等
に
係
る
適
用
除
外
）

第
百
四
十
四
条
　
第
三
十
九
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
百
三
十
二
条
並
び
に
第
百
三
十
五
条
（
都
道
府
県
知
事
又

は
市
長
の
事
務
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
は
、
都
道
府
県
又
は
市
の
条
例
、
規
則
そ
の
他
の
定
め
に
別
段

の
定
め
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
限
度
に
お
い
て
適
用
し
な
い
。

附
　
則
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
高
圧
ガ
ス
取
締
法
及
び
液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置
を
定
め
る
政
令
（
平
成
九
年
政
令
第
二
十
二
号
）
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ
の
所
有
又
は
占
有
に
係
る
移
動
式
製
造
設
備
の
使
用
の
本
拠
の
所
在
地
を
管
轄

す
る
都
道
府
県
知
事
に
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
法
人
に
あ
っ
て
は
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二
　
充
て
ん
設
備
の
使
用
の
本
拠
の
名
称
及
び
所
在
地

三
　
充
て
ん
設
備
の
貯
蔵
設
備
の
記
号
及
び
番
号
並
び
に
貯
蔵
能
力

第
三
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
高
圧
ガ
ス
取
締
法
及
び
液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正
化

に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
八
年
法
律
第
十
四
号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
液
化

石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
旧
法
」
と
い
う
。
）
第
三
条
第
一
項
若

し
く
は
第
八
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
設
置
さ
れ
、
又
は
設
置
若
し
く
は
変
更
の
た
め
の
工
事
に
着
手
し
て
い

る
容
器
置
場
、
貯
槽
（
販
売
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）
又
は
特
定
供
給
設
備
に
つ
い
て
は
、
こ
の

省
令
に
よ
る
改
正
後
の
液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
以
下

「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
一
条
第
二
項
第
五
号
ニ
に
定
め
る
も
の
の
う
ち
、
老
人
福
祉
法
第
五
条
の
三
の
老
人
福
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祉
施
設
若
し
く
は
同
法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
有
料
老
人
ホ
ー
ム
、
老
人
保
健
法
第
六
条
第
四
項
の
老
人
保
健
施

設
、
民
間
事
業
者
に
よ
る
老
後
の
保
健
及
び
福
祉
の
た
め
の
総
合
的
施
設
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
二
条

の
特
定
民
間
施
設
、
精
神
薄
弱
者
福
祉
法
第
五
条
の
精
神
薄
弱
者
援
護
施
設
、
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉

に
関
す
る
法
律
第
五
十
条
の
二
第
一
項
の
精
神
障
害
者
社
会
復
帰
施
設
、
職
業
能
力
開
発
促
進
法
第
十
五
条
の
六

第
一
項
第
四
号
の
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
又
は
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
第
二
十
一
条
第
一
項
の
母
子
福
祉
施
設

で
あ
っ
て
、
収
容
定
員
二
十
人
以
上
の
も
の
に
係
る
新
規
則
第
十
四
条
第
二
号
、
第
十
八
条
第
二
号
イ
及
び
第
三

号
イ
並
び
に
第
五
十
三
条
第
一
号
イ
及
び
第
二
号
イ
の
規
定
の
適
用
に
関
し
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
四
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
設
置
さ
れ
て
い
る
法
第
二
条
第
四
項
の
供
給
設
備
で
あ
っ
て
、
内
容
積
が
七

十
五
リ
ッ
ト
ル
未
満
の
充
て
ん
容
器
等
に
連
結
す
る
供
給
管
に
使
用
さ
れ
る
長
さ
〇
・
三
メ
ー
ト
ル
未
満
の
硬
質

管
以
外
の
管
（
調
整
器
と
硬
質
管
を
接
続
す
る
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
は
、
新
規
則
第
十
八
条
第
八
号
ロ
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
三
年
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
五
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
設
置
さ
れ
て
い
る
法
第
二
条
第
四
項
の
供
給
設
備
で
あ
っ
て
、
新
規
則
第
十

八
条
第
二
十
二
号
の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
こ
の
省

令
の
施
行
の
日
か
ら
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

一
　
新
規
則
第
十
八
条
第
二
十
二
号
イ
及
び
ハ
に
定
め
る
も
の
を
設
置
す
る
場
合
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に

供
給
設
備
の
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
に
付
さ
れ
て
い
る
計
量
法
第
七
十
二
条
第
二
項
の
検
定
証
印
に
表
示
さ
れ
る
検
定

の
満
了
の
年
月
ま
で
の
間

二
　
新
規
則
第
十
八
条
第
二
十
二
号
ロ
及
び
ハ
に
定
め
る
も
の
を
設
置
す
る
場
合
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら

五
年
間

第
六
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
旧
法
第
三
条
第
一
項
又
は
第
八
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
い
る
販
売
所
に

係
る
一
般
消
費
者
等
の
数
が
三
千
以
上
の
場
合
の
業
務
主
任
者
の
選
任
数
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
三
年

間
は
、
新
規
則
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
二
人
以
上
と
す
る
。

第
七
条
　
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者
は
、
平
成
六
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
こ
の
省
令

に
よ
る
改
正
前
の
液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
規

則
」
と
い
う
。
）
第
二
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
講
習
を
受
け
た
者
に
、
新
規
則
第
二
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
当
該
講
習
を
受
け
た
日
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
の
開
始
の
日
か
ら
三
年
以
内
に
第
二
回
又
は
第
三

回
以
降
の
高
圧
ガ
ス
取
締
法
及
び
液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る

法
律
（
以
下
「
新
法
」
と
い
う
。
）
第
十
九
条
第
三
項
の
講
習
を
受
け
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
条
　
新
規
則
第
三
十
六
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
三
十
七
条
第
一
号
の
表
下
欄
中
「
四
年
」
と
あ
る
の
は
、
平

成
九
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
「
二
年
」
と
、
平
成
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平

成
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
「
三
年
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
三
年
間
は
、
新
規
則
第
三
十
六
条
第
一
項
第
二
号
の
表
中
ハ
の
項
下
欄
中
「
業
務

主
任
者
」
と
あ
る
の
は
「
こ
の
省
令
の
施
行
後
に
第
二
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
講
習
を
受
け
た
業
務
主
任
者
」
と

す
る
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
協
会
、
液
化
石
油
ガ
ス
設
備
士
指
定
養
成
施
設
又
は
指
定
講
習
機
関
に
お
い
て
、

新
規
則
第
三
十
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
講
習
と
同
等
以
上
の
講
習
の
課
程
を
修
了
し
て
い
る
者
は
、
同
項
に
規

定
す
る
講
習
の
課
程
を
修
了
し
た
も
の
と
み
な
す
。

４
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
八
年
通
商
産
業
省
令
第
六
十
三
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の

確
保
及
び
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
三
年
通
商
産
業
省
令
第
十
四
号
）
第
三
十
七
条

第
三
号
の
規
定
に
よ
り
通
商
産
業
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
が
液
化
石
油
ガ
ス
の
災
害
の
発
生
の
防
止
に
関
し
相

当
の
知
識
を
有
す
る
と
認
め
た
者
は
、
新
規
則
第
三
十
六
条
第
一
項
第
二
号
の
表
に
規
定
す
る
調
査
員
と
み
な

す
。

第
九
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
設
置
さ
れ
て
い
る
法
第
二
条
第
五
項
の
消
費
設
備
で
あ
っ
て
、
調
整
器
と
末

端
が
不
栓
と
の
間
に
設
置
さ
れ
る
長
さ
〇
・
三
メ
ー
ト
ル
未
満
の
硬
質
管
以
外
の
管
（
調
整
器
と
硬
質
管
を
接
続

す
る
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
は
、
新
規
則
第
四
十
四
条
第
二
号
イ
（
１
）
（
ｉ
ｉ
）
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
三
年
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
十
条
　
平
成
六
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
旧
規
則
第
四
十
条
の
二
十
一
の
規
定
に
よ
り

講
習
を
受
け
た
者
は
、
新
規
則
第
百
九
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
講
習
を
受
け
た
日
の
属
す
る
年

度
の
翌
年
度
の
開
始
の
日
か
ら
三
年
以
内
に
第
二
回
又
は
第
三
回
以
降
の
新
法
第
三
十
八
条
の
九
第
一
項
の
講
習

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
一
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
旧
法
第
三
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
い
る
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者

の
う
ち
、
平
成
九
年
一
月
一
日
か
ら
平
成
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
事
業
年
度
が
終
了
す
る
者
は
、
当
該
事
業

年
度
経
過
後
三
月
以
内
に
そ
の
事
業
年
度
に
お
け
る
旧
法
第
十
五
条
第
一
項
の
周
知
、
旧
法
第
三
十
六
条
第
一
項

の
調
査
、
同
条
第
二
項
の
通
知
の
状
況
及
び
そ
の
販
売
す
る
一
般
消
費
者
等
の
数
を
旧
法
第
三
条
第
一
項
の
許
可

を
し
た
通
商
産
業
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
こ
の
省
令
の
施
行
日
以

前
に
旧
規
則
第
四
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
を
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
十
二
条
　
高
圧
ガ
ス
取
締
法
及
び
液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
附
則
第
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
保
安
業
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
る
者
は
、
毎

事
業
年
度
経
過
後
三
月
以
内
に
当
該
事
業
年
度
に
お
け
る
新
法
第
二
十
七
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
保
安
業
務
の

実
施
の
状
況
を
旧
法
第
三
条
第
一
項
の
許
可
を
し
た
通
商
産
業
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

第
十
三
条
　
高
圧
ガ
ス
取
締
法
及
び
液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
附
則
第
四
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ

た
者
の
う
ち
、
平
成
九
年
一
月
一
日
か
ら
平
成
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
事
業
年
度
が
終
了
す
る
者
は
、
当
該

事
業
年
度
経
過
後
三
月
以
内
に
そ
の
事
業
年
度
に
お
け
る
旧
法
第
三
十
七
条
第
一
項
の
調
査
業
務
の
実
施
状
況
、

調
査
業
務
の
委
託
を
受
け
た
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者
の
数
及
び
消
費
設
備
の
数
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
そ

の
事
業
年
度
中
の
役
員
又
は
旧
規
則
第
三
十
八
条
の
四
各
号
に
掲
げ
る
構
成
員
の
構
成
の
変
更
を
旧
法
第
三
十
七

条
の
二
第
一
項
の
認
定
を
し
た
都
道
府
県
知
事
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
こ
の
省
令
の
施
行
日

以
前
に
旧
規
則
第
四
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
を
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

附
　
則
　
（
平
成
九
年
三
月
二
七
日
通
商
産
業
省
令
第
三
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
七
条
か
ら
第
十
条
ま
で
及
び
第
十
二
条
か
ら
第
十
五

条
ま
で
の
規
定
は
、
平
成
九
年
四
月
二
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
九
年
四
月
二
四
日
通
商
産
業
省
令
第
八
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
〇
年
三
月
二
六
日
通
商
産
業
省
令
第
二
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
九
月
三
〇
日
通
商
産
業
省
令
第
八
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
二
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
十
六
条
第
一
項
第
二
号
の
改
正

規
定
は
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
第
七
十
四
条
第
一
項
に
定
め
る
充
て
ん
作
業
者
講
習
の
課
程
を
修
了
し
た
者

に
つ
い
て
の
改
正
後
の
液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
以
下

「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
三
十
六
条
第
一
項
第
二
号
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
の
表
イ
の
項
下
欄
中
「
第
七
十

四
条
第
一
項
に
定
め
る
充
て
ん
作
業
者
講
習
の
課
程
を
修
了
し
た
者
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
十
二
年
四
月
一
日
以

降
に
第
七
十
四
条
第
二
項
又
は
第
三
項
に
定
め
る
充
て
ん
作
業
者
の
再
講
習
の
課
程
を
修
了
し
た
者
」
と
す
る
。

第
三
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
液
化
石
油
ガ
ス
設
備
士
免
状
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
に
つ
い
て
の
新
規
則

第
三
十
六
条
第
一
項
第
二
号
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
の
表
ハ
の
項
下
欄
中
「
液
化
石
油
ガ
ス
設
備
士
」
と
あ

る
の
は
「
平
成
十
二
年
四
月
一
日
以
降
に
第
百
九
条
に
定
め
る
液
化
石
油
ガ
ス
設
備
士
の
講
習
を
受
け
た
液
化
石

油
ガ
ス
設
備
士
」
と
す
る
。

第
四
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
高
圧
ガ
ス
保
安
法
第
二
十
八
条
第
一
項
の
販
売
主
任
者
免
状
の
交
付
を
受
け

て
い
る
者
に
つ
い
て
の
新
規
則
第
三
十
六
条
第
一
項
第
二
号
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
の
表
ハ
の
項
下
欄
中
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「
販
売
主
任
者
免
状
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
販
売
主
任
者
免
状
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
（
平

成
十
二
年
四
月
一
日
以
降
に
第
二
十
三
条
に
定
め
る
業
務
主
任
者
の
講
習
を
受
け
た
も
の
に
限
る
。
）
」
と
す
る
。

第
五
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
業
務
主
任
者
の
代
理
者
の
資
格
を
有
し
て
い
る
者
又
は
第
三
十
六
条
第
二
項

に
定
め
る
要
件
に
適
合
し
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
、
新
規
則
第
三
十
六
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
二
月
二
三
日
通
商
産
業
省
令
第
一
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
三
月
三
一
日
通
商
産
業
省
令
第
七
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
九
月
二
六
日
通
商
産
業
省
令
第
二
〇
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
二
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
一
〇
月
三
一
日
通
商
産
業
省
令
第
三
〇
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
三
年
一
月
六
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
様
式
第
十
四
、
様
式
第
十
五
、
様
式
第
十

七
、
様
式
第
十
八
、
様
式
第
二
十
六
、
様
式
第
二
十
九
、
様
式
第
三
十
四
、
様
式
第
三
十
六
、
様
式
第
四
十
一
、

様
式
第
四
十
七
、
様
式
第
五
十
一
及
び
様
式
第
五
十
八
の
改
正
規
定
並
び
に
様
式
第
六
十
四
か
ら
様
式
第
六
十
八

ま
で
の
改
正
規
定
（
「
通
商
産
業
局
長
」
を
「
経
済
産
業
局
長
」
に
改
め
る
部
分
を
除
く
。
）
は
、
公
布
の
日
か
ら

施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
一
二
月
五
日
通
商
産
業
省
令
第
三
七
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
三
月
二
九
日
経
済
産
業
省
令
第
九
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
商
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
及
び
商
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係

法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
十
三
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
三
月
三
〇
日
経
済
産
業
省
令
第
一
一
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
七
月
一
一
日
経
済
産
業
省
令
第
一
八
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
三
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
一
月
三
一
日
経
済
産
業
省
令
第
二
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
百
三
十
九
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
（
第

百
三
十
九
条
の
二
第
五
項
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
は
、
平
成
十
四
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
一
〇
月
一
日
経
済
産
業
省
令
第
一
〇
六
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
二
条
の
改
正
規
定
は
、
同
年
一

月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
屋
外
に
設
置
さ
れ
て
い
る
燃
焼
器
の
排
気
筒
又
は
そ
の
給
排
気
部
に
つ
い
て

は
、
改
正
後
の
第
四
十
四
条
第
一
号
ナ
及
び
ラ
並
び
に
第
二
号
イ
（
１
０
）
及
び
（
１
２
）
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
三
月
三
一
日
経
済
産
業
省
令
第
四
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
三
月
三
一
日
経
済
産
業
省
令
第
四
三
号
）
　
抄

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
三
月
三
一
日
経
済
産
業
省
令
第
四
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
二
月
二
七
日
経
済
産
業
省
令
第
二
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
六
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
三
月
三
一
日
経
済
産
業
省
令
第
五
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
一
一
月
三
〇
日
経
済
産
業
省
令
第
一
〇
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
三
条
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
保
安
検
査
の
方
法
は
、
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
は
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
次
項
に
掲
げ
る
場
合
は
こ
の
限
り
で
な
い
。

２
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
液
化
石
油
ガ
ス
保
安
規
則
別
表
第
三
第
一
項
第
十
七
号
た
だ
し
書
、
一
般
高
圧
ガ

ス
保
安
規
則
別
表
第
三
第
一
項
第
十
一
号
た
だ
し
書
及
び
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
保
安
規
則
別
表
第
四
第
一
項
第
十
八

号
た
だ
し
書
の
規
定
は
、
当
分
の
間
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

第
四
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
、
現
に
自
ら
保
安
検
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
者
と
し
て
経
済
産
業
大
臣
の
認
定

を
受
け
て
い
る
認
定
保
安
検
査
実
施
者
が
行
う
保
安
検
査
の
方
法
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
後
最
初
の
認
定
の
更
新

を
受
け
る
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
三
月
一
日
経
済
産
業
省
令
第
一
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
三
月
四
日
経
済
産
業
省
令
第
一
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
不
動
産
登
記
法
の
施
行
の
日
（
平
成
十
七
年
三
月
七
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
三
月
一
一
日
経
済
産
業
省
令
第
二
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
三
月
二
九
日
経
済
産
業
省
令
第
三
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
三
月
三
〇
日
経
済
産
業
省
令
第
三
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
四
月
二
八
日
経
済
産
業
省
令
第
六
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
会
社
法
の
施
行
の
日
（
平
成
十
八
年
五
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
九
月
二
九
日
経
済
産
業
省
令
第
八
九
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
八
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
障
害
者
自
立
支
援
法
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
の
前

日
ま
で
の
間
に
お
け
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
一
般
高
圧
ガ
ス
保
安
規
則
第
二
条
第
一
項
第
五
号
ニ
、
液
化

石
油
ガ
ス
保
安
規
則
第
二
条
第
一
項
第
一
号
ニ
、
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
保
安
規
則
第
二
条
第
一
項
第
五
号
ニ
及
び
液

化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
一
条
第
二
項
第
六
号
ニ
の
規
定
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
若
し
く
は
同
条
第
二
十
二
項
の
福
祉
ホ
ー
ム
」
と
あ
る
の
は
、
「
、
同

条
第
二
十
二
項
の
福
祉
ホ
ー
ム
若
し
く
は
同
法
附
則
第
四
十
一
条
第
一
項
、
附
則
第
四
十
八
条
若
し
く
は
附
則
第

五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
り
運
営
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
た
附
則
第
四

十
一
条
第
一
項
の
身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設
、
附
則
第
四
十
八
条
の
精
神
障
害
者
社
会
復
帰
施
設
若
し
く
は
附

則
第
五
十
八
条
第
一
項
の
知
的
障
害
者
援
護
施
設
」
と
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
一
二
月
二
二
日
経
済
産
業
省
令
第
一
〇
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
九
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
十
七
条
第
一
号
、
第
四
十
四
条
及
び

第
百
三
十
一
条
の
改
正
規
定
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
三
月
二
八
日
経
済
産
業
省
令
第
二
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
六
月
二
七
日
経
済
産
業
省
令
第
四
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
九
年
七
月
二
十
七
日
か
ら
施
行
す
る
。
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附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
六
月
二
九
日
経
済
産
業
省
令
第
四
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
九
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
一
二
月
一
日
経
済
産
業
省
令
第
八
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
年
十
二
月
一

日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
四
年
三
月
三
〇
日
経
済
産
業
省
令
第
二
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
四
年
三
月
三
〇
日
経
済
産
業
省
令
第
二
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
三
月
二
九
日
経
済
産
業
省
令
第
一
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
地
域
社
会
に
お
け
る
共
生
の
実
現
に
向
け
て
新
た
な
障
害
保
健
福
祉
施
策
を
講
ず
る
た
め
の
関

係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
三
月
一
七
日
経
済
産
業
省
令
第
一
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
地
域
社
会
に
お
け
る
共
生
の
実
現
に
向
け
て
新
た
な
障
害
保
健
福
祉
施
策
を
講
ず
る
た
め
の
関

係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
）

か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
六
月
四
日
経
済
産
業
省
令
第
三
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
六
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
九
月
二
九
日
経
済
産
業
省
令
第
六
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
勤
労
青
少
年
福
祉
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
七
年
十
月
一
日
）

か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
改
正
規
定
中
「
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
」
を
「
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉

法
」
に
改
め
る
部
分
、
「
母
子
福
祉
施
設
」
を
「
母
子
・
父
子
福
祉
施
設
」
に
改
め
る
部
分
及
び
「
地
域
に
お
け

る
公
的
介
護
施
設
等
の
計
画
的
な
整
備
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
元
年
法
律
第
六
十
四
号
）
第
二
条
第
三

項
」
を
「
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
元
年
法
律
第
六
十
四

号
）
第
二
条
第
四
項
」
に
改
め
る
部
分
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
一
月
二
二
日
経
済
産
業
省
令
第
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
三
月
二
二
日
経
済
産
業
省
令
第
二
六
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
昭
和

四
十
二
年
法
律
第
百
四
十
九
号
。
次
項
に
お
い
て
「
液
化
石
油
ガ
ス
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十
五
条
の
六
第
一
項

の
認
定
を
受
け
て
い
る
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の

液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
次
項
に
お
い
て
「
新
液
化
石
油

ガ
ス
法
施
行
規
則
」
と
い
う
。
）
第
四
十
七
条
の
二
に
規
定
す
る
第
一
号
認
定
を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
液
化
石
油
ガ
ス
法
第
三
十
五
条
の
六
第
一
項
の
認
定
に
つ
い
て
さ
れ
て
い
る
申
請

は
、
新
液
石
油
ガ
ス
法
施
行
規
則
第
四
十
七
条
の
二
に
規
定
す
る
第
一
号
認
定
に
つ
い
て
さ
れ
た
申
請
と
み
な

す
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
四
月
一
日
経
済
産
業
省
令
第
六
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
六
月
二
三
日
経
済
産
業
省
令
第
七
七
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
電
気
事
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
四
十
七
号
）
附

則
第
一
条
第
五
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
条
の
規
定
は
、
平
成
二
十
九
年
一

月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規

則
第
三
十
八
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
周
知
事
項
の
提
供
を
行
お
う
と
す
る
保
安
機
関
は
、
こ
の
省
令
の
施

行
の
日
前
に
お
い
て
も
、
液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
第
三
項
に
お
い

て
「
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
保
安
業
務
規
程
に
つ
い
て
、
同
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
、

そ
の
認
定
を
し
た
経
済
産
業
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
の
認
可
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
認
可
を
受
け
た
保
安
業
務
規
程
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
に
そ
の
効
力
を
生
ず
る
も
の
と
す
る
。

３
　
第
一
項
の
認
可
を
受
け
た
保
安
業
務
規
程
は
、
法
第
三
十
五
条
第
一
項
の
認
可
を
受
け
た
保
安
業
務
規
程
と
み

な
す
。附

　
則
　
（
平
成
二
九
年
二
月
二
二
日
経
済
産
業
省
令
第
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
九
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
三
月
三
一
日
経
済
産
業
省
令
第
三
三
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
設
置
さ
れ
て
い
る
法
第
三
十
七
条
に
規
定
す
る
特
定
供
給
設
備
（
貯
蔵
能
力

が
一
万
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
の
バ
ル
ク
貯
槽
に
よ
る
供
給
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
っ
て
、
こ
の
省
令
に
よ
る

改
正
後
の
液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
五
十
四
条
第
二
号
ロ

（
２
）
に
定
め
る
技
術
上
の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
三
月
三
〇
日
経
済
産
業
省
令
第
一
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
及
び
児
童
福
祉
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
同
法
第
二
条
中
児
童
福
祉
法
第
五
十
六
条
の
六
第
一
項
の
次
に
一
項
を
加
え
る
改
正
規

定
並
び
に
附
則
第
十
条
及
び
第
十
一
条
の
規
定
を
除
く
。
）
の
施
行
の
日
（
平
成
三
十
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
三
〇
年
七
月
六
日
経
済
産
業
省
令
第
四
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
一
一
月
一
四
日
経
済
産
業
省
令
第
六
二
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
一
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
設
置
さ
れ
、
若
し
く
は
設
置
若
し
く
は
変
更
の
た
め
の
工
事
に
着
手
し
て
い

る
耐
震
設
計
構
造
物
又
は
こ
れ
ら
の
耐
震
設
計
構
造
物
に
つ
い
て
こ
の
省
令
の
施
行
後
に
液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安

の
確
保
及
び
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
第
三
十
七
条
の
二
第
一
項

の
許
可
を
受
け
て
行
わ
れ
る
耐
震
上
軽
微
な
変
更
の
工
事
が
行
わ
れ
る
場
合
の
当
該
耐
震
設
計
構
造
物
の
こ
の
省

令
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
一
一
月
一
九
日
経
済
産
業
省
令
第
六
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
七
月
一
日
経
済
産
業
省
令
第
一
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
七
月
一
日
）
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
九
月
一
一
日
経
済
産
業
省
令
第
三
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限
に
係
る
措
置
の
適
正
化
等
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備

に
関
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
九
月
十
四
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
月
二
一
日
経
済
産
業
省
令
第
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
三
月
一
七
日
経
済
産
業
省
令
第
一
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
四
月
一
〇
日
経
済
産
業
省
令
第
三
七
号
）
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こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
六
月
二
六
日
経
済
産
業
省
令
第
六
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
二
月
二
八
日
経
済
産
業
省
令
第
九
二
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い

う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
（
第
九
十
二
条
に
よ
る
改
正
前
の
電
気
事
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等

の
法
律
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置
に
関
す
る
省
令
様
式
第
十
三
を
除
く
。
）
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様

式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
（
第
九
十
二
条
に
よ
る
改
正
前
の
電
気
事
業
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置
に
関
す
る
省
令
様
式
第
十
三
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
当

分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
六
月
一
八
日
経
済
産
業
省
令
第
五
五
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
三
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
設
置
さ
れ
て
い
る
液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正
化
に
関

す
る
法
律
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
第
二
条
第
四
項
の
供
給
設
備
又
は
同
法
第
二
条
第
五
項
の
消

費
設
備
で
あ
っ
て
、
液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
十
六
条
第

四
号
に
規
定
す
る
充
て
ん
容
器
等
（
供
給
設
備
で
あ
る
も
の
に
あ
っ
て
は
内
容
積
が
五
リ
ッ
ト
ル
以
下
の
も
の
を

除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正
化
に
関

す
る
法
律
施
行
規
則
第
十
八
条
第
一
号
ニ
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
令
和
六
年
六
月
一
日
ま
で
は
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
一
月
二
三
日
経
済
産
業
省
令
第
四
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
液
化
石
油
ガ
ス
の

保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
五
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事

に
対
し
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
に
つ
い
て
そ
の
届
出
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
、
施
行
日
以
後
こ
の

省
令
に
よ
る
改
正
後
の
液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
五
条
の

二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項

に
規
定
す
る
指
定
都
市
（
以
下
「
指
定
都
市
」
と
い
う
。
）
の
長
に
対
し
て
行
う
べ
き
こ
と
と
な
る
も
の
は
、
施

行
日
以
後
に
お
い
て
は
、
指
定
都
市
の
長
に
対
し
て
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
に
つ
い
て
そ
の
届
出
が

さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
六
月
九
日
経
済
産
業
省
令
第
三
二
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
五
年
六
月
九
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
の
規
定
に
よ
る
写
真
の
提
出
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
に
よ
る
受
験
願
書
、
申
請
書
そ
の
他
の
文

書
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
様
式
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
な
お
こ
れ
を
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
一
二
月
二
八
日
経
済
産
業
省
令
第
六
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
中
採
石
法
施
行
規
則
第
八
条
の
十
九
第
二
項
の

次
に
二
項
を
加
え
る
改
正
規
定
、
同
令
第
二
十
二
条
第
一
項
の
改
正
規
定
及
び
同
令
様
式
第
十
九
の
改
正
規
定
並

び
に
第
二
十
五
条
中
液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
八
条
の
次

に
二
条
を
加
え
る
改
正
規
定
及
び
同
令
様
式
第
四
の
改
正
規
定
は
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を
図
る
た
め
の
規
制

改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
社
会
形
成
基
本
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
六
年
四

月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
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様
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４
条
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係
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様
式
第
２
（
第
５
条
関
係
）

様式第2（第5条関係）（平12通産令19・令元経産令17・一部改正） ×整理番号 ×受理年月日年月日 液化石油ガス販売事業者登録簿謄本交付（閲覧）請求書 年月日 殿 請求する者の氏名 住所 液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律第3条の2第3項の規定により、次のとおり登録簿の謄本の交付（閲覧）を請求します。 1液化石油ガス販売事業者の氏名又は名称及び住所 2登録の年月日 3登録番号 4登録簿の謄本の請求の場合にあっては、その枚数 （備考）1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 21から3までに掲げる事項は、請求の内容に従い記載すること。ただし、2及び3に掲げる事項について不明の場合は、この限りでない。 3×印の項は記載しないこと。  
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様
式
第
３
（
第
７
条
関
係
）

様式第3（第7条関係）（令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 ×受理年月日年月日 登録行政庁変更届書 年月日 殿 氏名又は名称及び法人に あってはその代表者の氏名 住所 液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律第6条の規定により、次のとおり届け出ます。 1従前の法第3条第1項の登録の年月日及び登録番号 2新たな法第3条第1項の登録をした者、登録の年月日及び登録番号 3登録行政庁の変更の理由 （備考）1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  

様
式
第
４
（
第
８
条
関
係
）
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様
式
第
５
（
第
９
条
関
係
）

様式第5（第9条関係）（平12通産令19・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 ×受理年月日年月日 液化石油ガス販売所等変更届書 年月日 殿 氏名又は名称及び法人に あってはその代表者の氏名 住所 液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律第8条の規定により、次のとおり届け出ます。 1変更の内容 2変更の年月日 3変更の理由 （備考）1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  

様
式
第
６
（
第
１
０
条
関
係
）

様式第6（第10条関係）（令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 ×受理年月日年月日 液化石油ガス販売事業承継届書（甲） 年月日 殿 氏名又は名称及び法人に あってはその代表者の氏名 住所 液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律第10条第3項の規定により、次のとおり届け出ます。 承継の原因 氏名又は名称 法人にあってはその 代表者の氏名 住所 登録の年月日 及び登録番号 被承継者に 関する事項 販売所の名称 及び所在地 貯蔵施設の位置 保安業務を行う者の 氏名又は名称及び 事業所の所在地 承継者に関登録の年月日 する事項及び登録番号 （備考）1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  
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様
式
第
７
（
第
１
０
条
関
係
）

様式第7（第10条関係）（令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 ×受理年月日年月日 液化石油ガス販売事業承継届書（乙） 年月日 都道府県知事殿 氏名又は名称及び法人に あってはその代表者の氏名 住所 液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律第10条第3項の規定により、次のとおり届け出ます。 承継の原因 被承継者の登録の年月日及び登録番号 承継者の登録の年月日及び登録番号 （備考）1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  

様
式
第
７
の
２
（
第
１
０
条
関
係
）

様式第7の2（第10条関係）（平9通産令84・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 ×受理年月日年月日 液化石油ガス販売事業者事業譲渡証明書 年月日 殿 譲り渡した者氏名又は名称及び法人に あってはその代表者の氏名 住所 譲り受けた者氏名又は名称及び法人に あってはその代表者の氏名 住所 次のとおり液化石油ガス販売事業者の事業の全部の譲渡しがありましたことを証明します。 1登録の年月日 2登録番号 3譲渡しの年月日 （備考）1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  
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様
式
第
８
（
第
１
０
条
関
係
）

様式第8（第10条関係）（令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 ×受理年月日年月日 液化石油ガス販売事業者相続同意証明書 年月日 殿 証明者氏名 住所 次のとおり液化石油ガス販売事業者について相続がありましたことを証明します。 1被相続人の氏名及び住所 2登録の年月日 3登録番号 4液化石油ガス販売事業者の地位を承継する者として選定された者の氏名及び住所 5相続開始の年月日 （備考）1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2証明書は、液化石油ガス販売事業者の地位を承継する者として選定された者以外の相続人全員が記名すること。 3×印の項は記載しないこと。  

様
式
第
９
（
第
１
０
条
関
係
）

様式第9（第10条関係）（令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 ×受理年月日年月日 液化石油ガス販売事業者相続証明書 年月日 殿 証明者氏名又は名称及び法人に あってはその代表者の氏名 住所 氏名又は名称及び法人に あってはその代表者の氏名 住所 次のとおり液化石油ガス販売事業者について相続がありましたことを証明します。 1被相続人の氏名及び住所 2登録の年月日 3登録番号 4液化石油ガス販売事業者の地位を承継した者の氏名及び住所 5相続開始の年月日 （備考）1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2証明者は、2人以上とすること。 3×印の項は記載しないこと。  
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様
式
第
９
の
２
（
第
１
０
条
関
係
）

様式第9の2（第10条関係）（平13経産令99・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 ×受理年月日年月日 液化石油ガス販売事業者事業承継証明書 年月日 殿 被承継者名称及びその代表者の氏名 住所 承継者名称及びその代表者の氏名 住所 次のとおり分割によって液化石油ガス販売事業者の事業の全部の承継がありましたことを証明します。 1登録の年月日 2登録番号 3承継の年月日 （備考）1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  

様
式
第
１
０
（
第
２
２
条
関
係
）

様式第10（第22条関係）（平12通産令19・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 ×受理年月日年月日 業務主任者等選任（解任）届書 年月日 殿 氏名又は名称及び法人に あってはその代表者の氏名 住所 1販売所の名称及び所在地並びに一般消費者等の数 2業務主任者又は業務主任者の代理者の氏名及び液化石油ガスの販売に関する経験 3選任（解任）の年月日 4解任の理由 （備考）1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2業務主任者又は業務主任者の代理者が法第19条第1項又は法第21条第1項の規定に該当することを証明（液化石油ガスの販売に関する経験に係るものを除く。）した書面を添付すること。 3×印の項は記載しないこと。  
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様
式
第
１
１
（
第
２
６
条
関
係
）

様式第11（第26条関係）（令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 ×受理年月日年月日 液化石油ガス販売事業廃止届書 年月日 殿 氏名又は名称及び法人に あってはその代表者の氏名 住所 液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律第23条の規定により、次のとおり届け出ます。 1登録の年月日及び登録番号 2事業を廃止した年月日 （備考）1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  

様
式
第
１
２
（
第
３
０
条
関
係
）

様式第12（第30条関係）（令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 ×審査結果 ×受理年月日年月日 ×認定番号 保安機関認定申請書 年月日 殿 氏名又は名称及び法人に あってはその代表者の氏名 住所 液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律第29条第2項の規定により同条第1項の認定を受けたいので、次のとおり申請します。 1保安業務に係る事業所の名称及び所在地 2認定を受けようとする保安業務区分 3保安業務区分ごとの一般消費者等の数 4当該保安業務に係る液化石油ガス販売事業を行う販売所の所在する都道府県名 （備考）1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  
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様
式
第
１
３
（
第
３
０
条
関
係
）

様式第13（第30条関係）（令元経産令17・一部改正） 保安業務計画書 事業所の名称 事業所の所在地 供給開容器交 始時点換時等 保安業務区分定期供 給設備 点検 定期消 費設備 調査 周知緊急時 対応 緊急時 連絡 検・調供給設 査備点検 一般消費者等の数 保安業務資格者の液化石油ガス設備士又は第二種販売主任者人 数製造保安責任者人その他人 調査員の数 保安業務資格者及 び調査員以外の者 であって保安業務 に従事する者 年間実働日数又は 平均月間実働日数日／月日／年日／年 自記圧力計個 マノメータ個 保安業務用機器 緊急時対応を行う 場合にあってはそ の方法 （備考）1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2事業所ごとに記載すること。  

様
式
第
１
４
（
第
３
４
条
関
係
）

様式第14（第34条関係）（平12通産令302・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 ×審査結果 ×受理年月日年月日 ×認定番号 保安機関認定更新申請書 年月日 殿 氏名又は名称及び法人に あってはその代表者の氏名 住所 液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律第32条第1項の更新の認定を受けたいので、次のとおり申請します。 1保安業務に係る事業所の名称及び所在地 2更新を受けようとする保安業務区分 （備考）1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  
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様
式
第
１
５
（
第
３
５
条
関
係
）

様式第15（第35条関係）（平12通産令302・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 ×審査結果 ×受理年月日年月日 ×認可番号 一般消費者等の数の増加認可申請書 年月日 殿 氏名又は名称及び法人に あってはその代表者の氏名 住所 液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律第33条第1項の規定により認可を受けたいので、次のとおり申請します。 1認定の年月日及び認定番号 2一般消費者等の数を増加しようとする保安業務区分 3増加しようとする一般消費者等の数 4一般消費者等の数の増加に係る事業所の名称及び所在地 （備考）1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  

様
式
第
１
６
（
第
３
５
条
関
係
）

様式第16（第35条関係）（平12通産令19・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 ×受理年月日年月日 一般消費者等の数の減少届書 年月日 殿 氏名又は名称及び法人に あってはその代表者の氏名 住所 液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律第33条第2項の規定により、次のとおり届け出ます。 1認定の年月日及び認定番号 2一般消費者等の数を減少しようとする保安業務区分 3減少した一般消費者等の数 4一般消費者等の数の減少に係る事業所の名称及び所在地 （備考）1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  
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様
式
第
１
７
（
第
３
９
条
関
係
）

様式第17（第39条関係）（平12通産令302・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 ×審査結果 ×受理年月日年月日 ×認可番号 保安業務規程認可申請書 年月日 殿 氏名又は名称及び法人に あってはその代表者の氏名 住所 液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律第35条第1項前段の規定により保安業務規程の認可を受けたいので、申請します。 （備考）1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  

様
式
第
１
８
（
第
３
９
条
関
係
）

様式第18（第39条関係）（平12通産令302・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 ×審査結果 ×受理年月日年月日 ×認可番号 保安業務規程変更認可申請書 年月日 殿 氏名又は名称及び法人に あってはその代表者の氏名 住所 液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律第35条第1項後段の規定により保安業務規程の変更の認可を受けたいので、申請します。 1変更の内容 2変更の理由 （備考）1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2変更後の保安業務規程を添付すること。 3×印の項は記載しないこと。  
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様
式
第
１
９
（
第
４
０
条
関
係
）

様式第19（第40条関係）（令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 ×受理年月日年月日 認定行政庁変更届書 年月日 殿 氏名又は名称及び法人に あってはその代表者の氏名 住所 液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律第35条の4において準用する同法第6条の規定により、次のとおり届け出ます。 1従前の法第29条第1項の認定の年月日及び認定番号 2新たな法第29条第1項の認定をした者、認定の年月日及び認定番号 3認定行政庁の変更の理由 （備考）1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  

様
式
第
２
０
（
第
４
１
条
関
係
）

様式第20（第41条関係）（平12通産令19・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 ×受理年月日年月日 保安機関変更届書 年月日 殿 氏名又は名称及び法人に あってはその代表者の氏名 住所 液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律第35条の4において準用する同法第8条の規定により、次のとおり届け出ます。 1変更の内容 2変更の年月日 3変更の理由 （備考）1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  
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様
式
第
２
１
（
第
４
２
条
関
係
）

様式第21（第42条関係）（令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 ×受理年月日年月日 保安機関承継届書（甲） 年月日 殿 氏名又は名称及び法人に あってはその代表者の氏名 住所 液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律第35条の4において準用する同法第10条第3項の規定により、次のとおり届け出ます。 承継の原因 氏名又は名称 法人にあってはその 代表者の氏名 被承継者に 関する事項 住所 認定の年月日 及び認定番号 事業所の名称 及び所在地 承継者に関認定の年月日 する事項及び認定番号 （備考）1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  

様
式
第
２
２
（
第
４
２
条
関
係
）

様式第22（第42条関係）（令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 ×受理年月日年月日 保安機関承継届書（乙） 年月日 都道府県知事殿 氏名又は名称及び法人に あってはその代表者の氏名 住所 液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律第35条の4において準用する同法第10条第3項の規定により、次のとおり届け出ます。 承継の原因 被承継者の認定の年 月日及び認定番号 承継者の認定の年月 日及び認定番号 （備考）1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  
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様
式
第
２
２
の
２
（
第
４
２
条
関
係
）

様式第22の2（第42条関係）（平9通産令84・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 ×受理年月日年月日 保安機関事業譲渡証明書 年月日 殿 譲り渡した者氏名又は名称及び法人に あってはその代表者の氏名 住所 譲り受けた者氏名又は名称及び法人に あってはその代表者の氏名 住所 次のとおり保安機関の事業の全部の譲渡しがありましたことを証明します。 1認定の年月日 2認定番号 3譲渡しの年月日 （備考）1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  

様
式
第
２
３
（
第
４
２
条
関
係
）

様式第23（第42条関係）（令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 ×受理年月日年月日 保安機関相続同意証明書 年月日 殿 証明者氏名 住所 次のとおり保安機関について相続がありましたことを証明します。 1被相続人の氏名及び住所 2認定の年月日 3認定番号 4保安機関の地位を承継する者として選定された者の氏名及び住所 5相続開始の年月日 （備考）1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2証明書は、保安機関の地位を承継する者として選定された者以外の相続人全員が記名すること。 3×印の項は記載しないこと。  
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様
式
第
２
４
（
第
４
２
条
関
係
）

様式第24（第42条関係）（令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 ×受理年月日年月日 保安機関相続証明書 年月日 殿 証明者氏名又は名称及び法人に あってはその代表者の氏名 住所 氏名又は名称及び法人に あってはその代表者の氏名 住所 次のとおり保安機関について相続がありましたことを証明します。 1被相続人の氏名及び住所 2認定の年月日 3認定番号 4保安機関の地位を承継した者の氏名及び住所 5相続開始の年月日 （備考）1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2証明者は、2人以上とすること。 3×印の項は記載しないこと。  

様
式
第
２
４
の
２
（
第
４
２
条
関
係
）

様式第24の2（第42条関係）（平13経産令99・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 ×受理年月日年月日 保安機関事業承継証明書 年月日 殿 被承継者名称及びその代表者の氏名 住所 承継者名称及びその代表者の氏名 住所 次のとおり分割によって保安機関の事業の全部の承継がありましたことを証明します。 1認定の年月日 2認定番号 3承継の年月日 （備考）1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  
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様
式
第
２
５
（
第
４
３
条
関
係
）

様式第25（第43条関係）（令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 ×受理年月日年月日 保安業務廃止届書 年月日 殿 氏名又は名称及び法人に あってはその代表者の氏名 住所 液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律第35条の4において準用する同法第34条の規定により、次のとおり届け出ます。 1認定の年月日及び認定番号 2保安業務を廃止した年月日 3保安業務を廃止した理由 （備考）1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  

様
式
第
２
６
（
第
４
７
条
関
係
）

様式第26（第47条関係）（平12通産令302・平28経産令26・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 ×審査結果 ×受理年月日年月日 ×認定番号 液化石油ガス販売事業者認定申請書 年月日 殿 氏名又は名称及び法人に あってはその代表者の氏名 法人にあってはその法人番号 住所 液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律第35条の6第1項の規定により認定を受けたいので、申請します。 1保安確保機器の設置及び管理の方法の別 2一般消費者等の数及び認定対象消費者の数 3液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律施行規則第45条第3号に定める保安確保機器を設置している者の氏名又は名称及び住所 4合併その他の事由による事業の承継により、当該承継の日に認定対象消費者割合が、申請の日前1年以内に液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律施行規則第46条第1号ロ（同条第2号ロ）に掲げる割合を下回った場合にあっては、当該承継の事由及び年月日 （備考）1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  
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様
式
第
２
７
（
第
４
８
条
関
係
）

様式第27（第48条関係）（平28経産令26・全改、令元経産令17・一部改正） ×整理番号 ×受理年月日年月日 認定液化石油ガス販売事業者状況報告書 年月日 殿 氏名又は名称及び法人に あってはその代表者の氏名 法人にあってはその法人番号 住所 液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律第35条の7の規定により、次のとおり報告します。 ①保安確保機器の設置及び管理の方法の別 設置及び管理の方法の別 ②一般消費者等及び認定対象消費者の数 販売所の名称一般消費者等の数認定対象消費者の数 計 （備考）1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2一般消費者等の数及び認定対象消費者の数は各事業年度末における数を記入すること。 3×印の項は記載しないこと。  

様
式
第
２
７
の
２
（
第
４
８
条
関
係
）

様式第27の2（第48条関係）（平28経産令26・追加、令元経産令17・一部改正） ×整理番号 ×受理年月日年月日 認定液化石油ガス販売事業者承継状況報告書 年月日 殿 氏名又は名称及び法人に あってはその代表者の氏名 法人にあってはその法人番号 住所 合併その他の事由による事業の承継により、当該承継の日に認定対象消費者割合が液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律施行規則第46条第1号ロ（同条第2号ロ）に掲げる割合を下回ったので、液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律施行規則第48条第2項及び第3項の規定により、次のとおり報告します。 ①保安確保機器の設置及び管理の方法の別 設置及び管理の方法の別 ②一般消費者等及び認定対象消費者の数 販売所の名称一般消費者等の数認定対象消費者の数 計 ③承継の原因及び年月日 承継の原因 承継の年月日 （備考）1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  
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様
式
第
２
８
（
第
５
１
条
関
係
）

様式第28（第51条関係）（令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 ×審査結果 ×受理年月日年月日 ×許可番号 貯蔵施設等設置許可申請書 年月日 都道府県知事殿 氏名又は名称及び法人に あってはその代表者の氏名 住所 液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律第36条第1項の規定により許可を受けたいので、次のとおり申請します。 1貯蔵施設又は特定供給設備を設置しようとする販売所の名称及び所在地 2設置しようとする貯蔵施設又は特定供給設備の所在地 （備考）1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  

様
式
第
２
９
（
第
５
６
条
関
係
）

様式第29（第56条関係）（平12通産令302・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 ×審査結果 ×受理年月日年月日 ×許可番号 貯蔵施設等変更許可申請書 年月日 都道府県知事殿 氏名又は名称及び法人に あってはその代表者の氏名 住所 液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律第37条の2第1項の規定により許可を受けたいので、次のとおり申請します。 1貯蔵施設又は特定供給設備を変更しようとする販売所の名称及び所在地 2変更しようとする貯蔵施設又は特定供給設備の所在地 3貯蔵施設又は特定供給設備の変更の内容 （備考）1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  
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様
式
第
３
０
（
第
５
８
条
関
係
）

様式第30（第58条関係）（平12通産令19・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 ×受理年月日年月日 貯蔵施設等変更届書 年月日 都道府県知事殿 氏名又は名称及び法人に あってはその代表者の氏名 住所 液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律第37条の2第2項の規定により、次のとおり届け出ます。 1変更の内容 2変更の年月日 3変更の理由 （備考）1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  

様
式
第
３
１
（
第
５
９
条
関
係
）

様式第31（第59条関係）（平12通産令19・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 ×審査結果 ×受理年月日年月日 ×検査番号 貯蔵施設等完成検査申請書 年月日 都道府県知事殿 氏名又は名称及び法人に あってはその代表者の氏名 住所 液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律第37条の3第1項本文の検査を受けたいので、次のとおり申請します。 1検査を受けようとする貯蔵施設又は特定供給設備の許可の年月日及び許可番号 2検査を受けようとする貯蔵施設又は特定供給設備の所在地 （備考）1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  
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様
式
第
３
２
（
第
５
９
条
関
係
）

様式第32（第59条関係）（令元経産令17・一部改正） 貯蔵施設等完成検査証 氏名又は名称 貯蔵施設又は特定供給設 備の所在地 許可の年月日及び許可番 号 検査年月日 検査職員氏名 検査番号 備考 年月日 都道府県知事 （備考）この用紙の大きさは日本産業規格A5とすること。  

様
式
第
３
３
（
第
６
０
条
関
係
）

様式第33（第60条関係）（平12通産令19・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 ×受理年月日年月日 貯蔵施設等完成検査受検届書 年月日 都道府県知事殿 氏名又は名称及び法人に あってはその代表者の氏名 住所 液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律第37条の3第1項ただし書の規定により、次のとおり届け出ます。 1検査を受けた貯蔵施設又は特定供給設備の許可の年月日及び許可番号 2検査を受けた貯蔵施設又は特定供給設備の所在地 3検査実施者の名称及び検査年月日 4貯蔵施設等完成検査証の検査番号 （備考）1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  
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様
式
第
３
４
（
第
６
１
条
関
係
）

様式第34（第61条関係）（平12通産令302・令元経産令17・一部改正） ×整理番号 ×受理年月日年月日 貯蔵施設等完成検査結果報告書 年月日 都道府県知事殿 高圧ガス保安協会又は指定完成検査機関名 住所 液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律第37条の3第2項の規定により報告します。 （備考）1報告に係る貯蔵施設等完成検査証の写しを添付すること。 2この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 3×印の項は記載しないこと。  

様
式
第
３
５
（
第
６
３
条
関
係
）

様式第35（第63条関係）（令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 ×審査結果 ×受理年月日年月日 ×許可番号 充てん設備許可申請書 年月日 都道府県知事殿 氏名又は名称及び法人に あってはその代表者の氏名 住所 液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律第37条の4第1項の規定により許可を受けたいので、次のとおり申請します。 1充てん設備の使用の本拠の名称及び所在地 2充てん設備の貯蔵設備の記号及び番号並びに貯蔵能力 （備考）1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  
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様
式
第
３
６
（
第
６
５
条
関
係
）

様式第36（第65条関係）（平12通産令302・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 ×審査結果 ×受理年月日年月日 ×許可番号 充てん設備変更許可申請書 年月日 都道府県知事殿 氏名又は名称及び法人に あってはその代表者の氏名 住所 液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律第37条の4第3項で準用する同法第37条の2第1項の規定により許可を受けたいので、次のとおり申請します。 1変更しようとする充てん設備の使用の本拠の名称及び所在地 2充てん設備の変更の内容 （備考）1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  

様
式
第
３
７
（
第
６
７
条
関
係
）

様式第37（第67条関係）（平12通産令19・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 ×受理年月日年月日 充てん設備変更届書 年月日 都道府県知事殿 氏名又は名称及び法人に あってはその代表者の氏名 住所 液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律第37条の4第3項で準用する同法第37条の2第2項の規定により、次のとおり届け出ます。 1変更の内容 2変更の年月日 3変更の理由 （備考）1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  
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様
式
第
３
８
（
第
６
８
条
関
係
）

様式第38（第68条関係）（平12通産令19・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 ×審査結果 ×受理年月日年月日 ×検査番号 充てん設備完成検査申請書 年月日 都道府県知事殿 氏名又は名称及び法人に あってはその代表者の氏名 住所 液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律第37条の4第4項で準用する同法第37条の3第1項本文の検査を受けたいので、次のとおり申請します。 1検査を受けようとする充てん設備の許可の年月日及び許可番号 2検査を受けようとする充てん設備の使用の本拠の名称及び所在地 （備考）1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  

様
式
第
３
９
（
第
６
８
条
関
係
）

様式第39（第68条関係）（令元経産令17・一部改正） 充てん設備完成検査証 氏名又は名称 充てん設備の使用の本拠 の名称及び所在地 許可の年月日及び許可番 号 検査年月日 検査職員氏名 検査番号 備考 年月日 都道府県知事 （備考）この用紙の大きさは日本産業規格A5とすること。  
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様
式
第
４
０
（
第
６
９
条
関
係
）

様式第40（第69条関係）（平12通産令19・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 ×受理年月日年月日 充てん設備完成検査受検届書 年月日 都道府県知事殿 氏名又は名称及び法人に あってはその代表者の氏名 住所 液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律第37条の4第4項で準用する同法第37条の3第1項ただし書の規定により、次のとおり届け出ます。 1検査を受けた充てん設備の許可の年月日及び許可番号 2検査を受けた充てん設備の使用の本拠の名称及び所在地 3検査実施者の名称及び検査年月日 4充てん設備完成検査証の検査番号 （備考）1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  

様
式
第
４
１
（
第
７
０
条
関
係
）

様式第41（第70条関係）（平12通産令302・令元経産令17・一部改正） ×整理番号 ×受理年月日年月日 充てん設備完成検査結果報告書 年月日 都道府県知事殿 高圧ガス保安協会又は 指定完成検査機関名 住所 液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律第37条の4第4項で準用する同法第37条の3第2項の規定により報告します。 （備考）1報告に係る充てん設備完成検査証の写しを添付すること。 2この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 3×印の項は記載しないこと。  
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様
式
第
４
２
（
第
７
５
条
関
係
）

様式第42（第75条関係） （表） 8．5センチメートル ←→ ↑ ルトーメチンセ8．01 充てん作業者講習修了証 ↓ （裏） 充てん作業者講習修了証 2．4センチ メートル ←→ ↑ 修了証番号 チンセ0．3 ルトーメ 写真氏名 生年月日年月日 ↓ 液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律施行規則第75 条の規定によりこの修了証を交付する。 年月日 高圧ガス保安協会 又は指定養成施設の名称 備考  

様
式
第
４
３
（
第
７
７
条
関
係
）

様式第43（第77条関係）（平12通産令302・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） 充てん作業者養成施設指定申請書 年月日 経済産業大臣殿 氏名又は名称及び法人に あってはその代表者の氏名 住所 液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律第37条の5第4項の規定による指定を受けたいので、次のとおり申請します。 1充てん作業者講習を行う施設の名称及び所在地 2充てん作業者講習の業務を開始しようとする年月日 （備考）1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  
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様
式
第
４
３
の
２
（
第
７
９
条
関
係
）

様式第43の2（第79条関係）（平17経産令36・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 ×受理年月日年月日 充てん作業者講習計画書 年月日 経済産業大臣殿 氏名又は名称及び法人に あってはその代表者の氏名 住所 液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律施行規則第79条第1項の規定により、次のとおり提出します。 1充てん作業者指定養成施設の名称及び所在地 2事業年度の期間年月日から年月日まで 3講習計画 講習日程定員 （備考）1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  

様
式
第
４
３
の
３
（
第
７
９
条
関
係
）

様式第43の3（第79条関係）（平17経産令36・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 ×受理年月日年月日 充てん作業者講習修了証交付者報告書 年月日 経済産業大臣殿 氏名又は名称及び法人に あってはその代表者の氏名 住所 液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律施行規則第79条第2項の規定により、次のとおり報告します。 1充てん作業者指定養成施設の名称及び所在地 2事業年度の期間年月日から年月日まで 3充てん作業者講習修了証の交付を受けた者 氏名生年月日住所交付年月日 （備考）1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  
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様
式
第
４
３
の
４
（
第
７
９
条
関
係
）

様式第43の4（第79条関係）（平17経産令36・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 ×受理年月日年月日 充てん作業者指定養成施設変更届書 年月日 経済産業大臣殿 氏名又は名称及び法人に あってはその代表者の氏名 住所 液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律施行規則第79条第3項の規定により、次のとおり届け出ます。 1充てん作業者指定養成施設の名称及び所在地 2変更の内容 3変更の年月日 4変更の理由 （備考）1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  

様
式
第
４
３
の
５
（
第
７
９
条
関
係
）

様式第43の5（第79条関係）（平17経産令36・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 ×受理年月日年月日 充てん作業者指定養成施設廃止（休止）届書 年月日 経済産業大臣殿 氏名又は名称及び法人に あってはその代表者の氏名 住所 液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律施行規則第79条第4項の規定により、次のとおり届け出ます。 1廃止（休止）した充てん作業者指定養成施設の名称及び所在地 2廃止（休止）した年月日 3休止した場合にあっては、その期間 4廃止（休止）した理由 （備考）1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  
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様
式
第
４
４
（
第
８
１
条
関
係
）

様式第44(第81条関係) 

 ×整 理 番 号  

×審 査 結 果  

×受理年月日  年 月 日 

×検 査 番 号  

 

充てん設備保安検査申請書 

年  月  日   

  都道府県知事    殿 

 氏名又は名称及び法人に

あってはその代表者の氏名 

法人にあってはその法人番号 

住所 

  液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律第37条の6第1項本文の検査

を受けたいので、次のとおり申請します。 

 1 充てん設備の使用の本拠の名称及び所在地 

 2 充てん設備の許可の年月日及び許可番号 

 3 前回の保安検査の検査年月日(保安検査を受けたことのない充てん設備にあっては、

完成検査の検査年月日)及び充てん設備保安検査証の検査番号 

 4 その他特記事項 

 (備考)1 この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 

    2 ×印の項は記載しないこと。 

    3 第81条の災害その他やむを得ない事由により経済産業大臣が定めた期間内

に受ける場合にあつては、その旨を記載すること。 

    4 前回の保安検査の検査年月日は、第81条第3項により当該検査を受けたとみな

される日がある場合は、当該年月日を記載すること。 

    5 氏名(法人にあってはその代表者の氏名)を記載し、押印することに代えて、署

名することができる。この場合において、署名は必ず本人が自署するものとする。 

様
式
第
４
５
（
第
８
１
条
関
係
）

様式第45（第81条関係）（平30経産令65・令元経産令17・令2経産令60・一部改正） 充てん設備保安検査証 氏名又は名称 充てん設備の使用の本拠 の名称及び所在地 許可の年月日及び許可番 号 保安検査の検査年月日 検査職員氏名 検査番号 備考 年月日 都道府県知事 （備考）1この用紙の大きさは、日本産業規格A5とすること。 2保安検査の検査年月日の欄には、第81条第3項により当該検査を受けたとみなされる日がある場合は、当該年月日を記載すること。  
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様
式
第
４
６
（
第
８
２
条
関
係
）

様式第46（第82条関係）（平12通産令19・平30経産令65・令元経産令17・令2経産令60・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 ×受理年月日年月日 充てん設備保安検査受検届書 年月日 都道府県知事殿 氏名又は名称及び法人にあってはその代表者の氏名 法人にあってはその法人番号住所 液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律第37条の6第1項ただし書の規定により、次のとおり届け出ます。 1検査を受けた充てん設備の許可の年月日及び許可番号 2検査を受けた充てん設備の使用の本拠の名称及び所在地 3検査実施者の名称及び保安検査の検査年月日 4充てん設備保安検査証の検査番号 （備考）1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。 3保安検査の検査年月日は、第81条第3項により当該検査を受けたとみなされる日がある場合は、当該年月日を記載すること。  

様
式
第
４
７
（
第
８
３
条
関
係
）

様式第47（第83条関係）（平12通産令302・令元経産令17・一部改正） ×整理番号 ×受理年月日年月日 充てん設備保安検査結果報告書 年月日 都道府県知事殿 高圧ガス保安協会又は 指定保安検査機関名 住所 液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律第37条の6第3項の規定により報告します。 （備考）1報告に係る充てん設備保安検査証の写しを添付すること。 2この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 3×印の項は記載しないこと。  

65



様
式
第
４
８
（
第
８
８
条
関
係
）

様式第48（第88条関係）（平12通産令19・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 ×受理年月日年月日 液化石油ガス設備工事届書 年月日 都道府県知事殿 氏名又は名称及び法人に あってはその代表者の氏名 住所 液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律第38条の3の規定により、次のとおり届け出ます。 工事に係る供給設備又は 消費設備の所在地 当該設備の所有者又は占 有者の氏名又は名称 当該設備の使用目的 貯蔵設備の貯蔵能力 工事の内容 （備考）1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  

様
式
第
４
９
（
第
９
１
条
関
係
）

様式第49（第91条関係）（平17経産令36・一部改正） 18センチメートル ←→ ↑ 液化石油ガス設備士講習修了証 第号 氏名 生年月日 液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律施行規則第91 ルトーメチンセ8．41 条の規定によりこの修了証を交付する。 年月日 高圧ガス保安協会又は 液化石油ガス設備士指 定養成施設の名称 ↓  
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様
式
第
４
９
の
２
（
第
９
２
条
の
２
関
係
）

様式第49の2（第92条の2関係）（平17経産令36・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 ×受理年月日年月日 液化石油ガス設備士養成施設指定申請書 年月日 経済産業大臣殿 氏名又は名称及び法人に あってはその代表者の氏名 住所 液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律第38条の4第2項第2号の規定による指定を受けたいので、次のとおり申請します。 1液化石油ガス設備士講習を行う施設の名称及び所在地 2液化石油ガス設備士講習の業務を開始しようとする年月日 （備考）1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  

様
式
第
４
９
の
３
（
第
９
２
条
の
３
関
係
）

様式第49の3（第92条の3関係）（平17経産令36・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 ×受理年月日年月日 液化石油ガス設備士講習計画書 年月日 経済産業大臣殿 氏名又は名称及び法人に あってはその代表者の氏名 住所 液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律施行規則第92条の3第1項の規定により、次のとおり提出します。 1液化石油ガス設備士指定養成施設の名称及び所在地 2事業年度の期間年月日から年月日まで 3講習計画 講習日程定員 （備考）1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  

67



様
式
第
４
９
の
４
（
第
９
２
条
の
３
関
係
）

様式第49の4（第92条の3関係）（平17経産令36・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 ×受理年月日年月日 液化石油ガス設備士講習修了証交付者報告書 年月日 経済産業大臣殿 氏名又は名称及び法人に あってはその代表者の氏名 住所 液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律施行規則第92条の3第2項の規定により、次のとおり報告します。 1液化石油ガス設備士指定養成施設の名称及び所在地 2事業年度の期間年月日から年月日まで 3液化石油ガス設備士講習修了証の交付を受けた者 氏名生年月日住所交付年月日 （備考）1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  

様
式
第
４
９
の
５
（
第
９
２
条
の
３
関
係
）

様式第49の5（第92条の3関係）（平17経産令36・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 ×受理年月日年月日 液化石油ガス設備士指定養成施設変更届書 年月日 経済産業大臣殿 氏名又は名称及び法人に あってはその代表者の氏名 住所 液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律施行規則第92条の3第3項の規定により、次のとおり届け出ます。 1液化石油ガス設備士指定養成施設の名称及び所在地 2変更の内容 3変更の年月日 4変更の理由 （備考）1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  
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様
式
第
４
９
の
６
（
第
９
２
条
の
３
関
係
）

様式第49の6（第92条の3関係）（平17経産令36・追加、令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 ×受理年月日年月日 液化石油ガス設備士指定養成施設廃止（休止）届書 年月日 経済産業大臣殿 氏名又は名称及び法人に あってはその代表者の氏名 住所 液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律施行規則第92条の3第4項の規定により、次のとおり届け出ます。 1廃止（休止）した液化石油ガス設備士指定養成施設の名称及び所在地 2廃止（休止）した年月日 3休止した場合にあっては、その期間 4廃止（休止）した理由 （備考）1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  

様
式
第
５
０
（
第
９
４
条
関
係
）

様式第50（第94条関係）（令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 ×受理年月日年月日 液化石油ガス設備士認定申請書 年月日 都道府県知事殿 氏名 液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律第38条の4第2項第3号の規定により認定を受けたいので、次のとおり申請します。 1氏名 2住所 3生年月日 4該当する要件 （備考）1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  
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様
式
第
５
１
（
第
９
５
条
関
係
）

様式第51（第95条関係）（平12通産令19・令元経産令17・一部改正） ×整理番号 ×受理年月日年月日 ×交付番号 液化石油ガス設備士免状交付申請書 年月日 都道府県知事殿 氏名 液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律第38条の4第1項の規定により液化石油ガス設備士免状の交付を受けたいので、次のとおり申請します。 1氏名 2住所 3生年月日 4液化石油ガス設備士免状を受ける資格 （備考）1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。 3液化石油ガス設備士免状を受ける資格の項には液化石油ガス設備士試験合格、液化石油ガス設備士講習修了又は都道府県知事の認定のうちいずれか該当するものを記載すること。  

様
式
第
５
２
（
第
９
６
条
関
係
）
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様
式
第
５
３
（
第
９
７
条
関
係
）

様式第53（第97条関係）（平12通産令19・令元経産令17・一部改正） ×整理番号 ×受理年月日年月日 ×再交付番号 液化石油ガス設備士免状再交付申請書 年月日 都道府県知事殿 氏名 液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律施行規則第97条第1項の規定により液化石油ガス設備士免状の再交付を受けたいので、次のとおり申請します。 1氏名 2住所 3生年月日 4液化石油ガス設備士免状の番号 5理由 （備考）1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  
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様
式
第
５
４
（
第
９
８
条
関
係
）

様式第54（第98条関係）（平12通産令19・令元経産令17・一部改正） ×整理番号 ×受理年月日年月日 液化石油ガス設備士免状書換え申請書 年月日 都道府県知事殿 氏名 液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律施行規則第98条の規定により液化石油ガス設備士免状の書換えを受けたいので、次のとおり申請します。 1氏名 2住所 3生年月日 4液化石油ガス設備士免状の番号 5理由 （備考）1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  

様
式
第
５
５
（
第
１
０
４
条
関
係
）
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様
式
第
５
６
（
第
１
１
２
条
関
係
）

様式第56（第112条関係）（平12通産令19・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 ×受理年月日年月日 特定液化石油ガス設備工事事業開始届書 年月日 都道府県知事殿 氏名又は名称及び法人に あってはその代表者の氏名 住所 液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律第38条の10第1項の規定により、次のとおり届け出ます。 1事業所の名称 2事業所の所在地 3記録及び配管図面の保存の場所及び分類の方法 （備考）1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  

様
式
第
５
７
（
第
１
１
４
条
関
係
）

様式第57（第114条関係）（平12通産令19・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 ×受理年月日年月日 特定液化石油ガス設備工事事業変更届書 年月日 都道府県知事殿 氏名又は名称及び法人に あってはその代表者の氏名 住所 液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律第38条の10第2項の規定により、次のとおり届け出ます。 1事業開始の届出の年月日 2変更の内容 3変更の理由 （備考）1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  
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（
第
１
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４
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係
）

様式第58（第114条関係）（平12通産令302・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 ×受理年月日年月日 特定液化石油ガス設備工事事業廃止届書 年月日 都道府県知事殿 氏名又は名称及び法人に あってはその代表者の氏名 住所 液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律第38条の10第2項の規定により、次のとおり届け出ます。 事業開始の届出の年月日 （備考）1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  

様
式
第
５
９
（
第
１
１
６
条
関
係
）

様式第59（第116条関係） （供給管又は配管に取り付ける場合） 6センチメートル ←→ 5センチメートル ←→ ↑ ○ ↑ 液化石油ガス法による施工後の表示 工事事業 者の氏名 又は名称 ーー ルトメチンセ8 ルトメチンセ6 連絡先 施工年月 日又は 工事番号 ↓ ↓ （障壁等平面な箇所に取り付ける場合） 12センチメートル ←→ 10センチメートル ←→ ↑ ○○ ↑ 液化石油ガス法による施工後の表示 工事事業者の 氏名又は名称 ーー ルトメチンセ8 ルトメチンセ6 連絡先 施工年月日 又は工事番号 ↓ ○○ ↓ （備考）表示の文字は、明瞭かつ消えないように記載すること。  
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）

様式第60（第134条関係）（令元経産令17・一部改正） 番号 収去証 販売所等の所在地 氏名又は名称 収去場所 品名及び数量 液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律第83条第1項 （第3項）の規定により収去する。 年月日 職氏名 （備考）この用紙の大きさは、日本産業規格A5とすること。  

様
式
第
６
１
（
第
１
３
５
条
関
係
）

様式第61（第135条関係）（平12通産令200・平12通産令302・平13経産令114・平16経産令25・平24経産令24・一部改正） 第1頁： 8．4センチメートル ←→ ↑ 写真添付面 第号 ー 職氏名 ルトメチンセ81 生年月日 液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律第83条の 規定による 立入検査証 年月日発行 有効期間 経済産業大臣（都道府県知事又は市長） ↓ 第2頁 液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律抜すい 第83条経済産業大臣は、この法律の施行に必要な限度において、その職 員に、液化石油ガス販売事業者又は液化石油ガス器具等の製造、輸入若し くは販売の事業を行う者の事務所、営業所、工場、液化石油ガス又は液化 石油ガス器具等の保管場所その他その業務を行う場所に立ち入り、帳簿、 書類その他の物件を検査させ、関係者に質問させ、又は試験のため必要な 最小限度の分量に限り液化石油ガスを収去させることができる。 2経済産業大臣は、この法律の施行に必要な限度において、その職員に、 その認定を受けた保安機関の事務所又は事業所に立ち入り、業務の状況若 しくは帳簿、書類その他の物件を検査させ、又は関係者に質問させること ができる。 3都道府県知事は、この法律の施行に必要な限度において、その職員に、 その登録を受けた液化石油ガス販売事業者、その許可を受けた充てん事業 者又は特定液化石油ガス設備工事事業者の事務所、営業所、液化石油ガス、 充てん設備若しくは液化石油ガス設備工事に使用する機械、器具若しくは 材料の保管場所、特定液化石油ガス設備工事の施工場所その他その業務を 行う場所に立ち入り、帳簿、書類その他の物件を検査させ、関係者に質問 させ、又は試験のため必要な最小限度の分量に限り液化石油ガスを収去さ せることができる。ただし、特定液化石油ガス設備工事の施工場所には、 当該施工場所の管理者の承諾を得た場合でなければ、立ち入らせてはなら ない。 4都道府県知事は、この法律の施行に必要な限度において、その職員に、 その認定を受けた保安機関の事務所又は事業所に立ち入り、業務の状況若 しくは帳簿、書類その他の物件を検査させ、又は関係者に質問させること ができる。 5経済産業大臣は、この法律の施行に必要な限度において、その職員に、 国内登録検査機関の事務所又は事業所に立ち入り、業務の状況若しくは帳 簿、書類その他の物件を検査させ、又は関係者に質問させることができ る。 6経済産業大臣は、この法律の施行に必要な限度において、その職員に、 指定試験機関の事務所に立ち入り、業務の状況若しくは帳簿、書類その他 の物件を検査させ、又は関係者に質問させることができる。 7委任都道府県知事は、その行わせることとした試験事務の適正な実施を 確保するため必要があると認めるときは、その職員に、当該試験事務を取 り扱う指定試験機関の事務所に立ち入り、当該試験事務の状況若しくは帳 簿、書類その他の物件を検査させ、又は関係者に質問させることができ る。 8前各項の規定により職員が立ち入るときは、その身分を示す証明書を携 帯し、関係者に提示しなければならない。 13第1項から第7項までの規定による権限は、犯罪捜査のために認められ たものと解釈してはならない。 第100条次の各号の一に該当する者は、30万円以下の罰金に処する。 十三第83条第1項の規定による検査若しくは収去を拒み、妨げ、若しく は忌避し、又は同項の規定による質問に対して答弁をせず、若しくは虚 偽の答弁をした者（液化石油ガス器具等の製造、輸入若しくは販売の事 業を行う者に限る。） 十四第83条第5項の規定による検査を拒み、妨げ、若しくは忌避し、又 は同項の規定による質問に対して答弁をせず、若しくは虚偽の答弁をし た者 第101条次の各号の一に該当する者は、20万円以下の罰金に処する。 五第83条第1項若しくは第2項の規定による検査若しくは収去を拒み、 妨げ、若しくは忌避し、又はこれらの規定による質問に対して答弁をせ ず、若しくは虚偽の答弁をした者（前条第13号の規定に該当する者を除 く。） 六第83条第3項の規定による検査を拒み、妨げ、若しくは忌避し、又は 同項の規定による質問に対して答弁をせず、若しくは虚偽の答弁をした 者 第102条次の各号の一に掲げる違反があつた場合には、その違反行為をし た指定試験機関の役員又は職員は、20万円以下の罰金に処する。 四第83条第6項又は第7項の規定による検査を拒み、妨げ、若しくは忌 避し、又はこれらの規定による質問に対して答弁をせず、若しくは虚偽 の答弁をしたとき。 
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様式第62（第135条関係）（平13経産令114・追加、平16経産令25・一部改正、平17経産令21・旧様式第61の2繰下） 第1頁 ←8．4センチメートル→ ↑ 写真添付面 ー ルトメチンセ 18 第号 所属氏名 生年月日 液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律第83条の 規定による。 立入検査証 年月日発行 有効期間 独立行政法人製品評価技術基盤機構理事長 ↓ 第2頁 液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律抜すい 第83条経済産業大臣は、この法律の施行に必要な限度において、その職 員に、液化石油ガス販売事業者又は液化石油ガス器具等の製造、輸入若し くは販売の事業を行う者の事務所、営業所、工場、液化石油ガス又は液化 石油ガス器具等の保管場所その他その業務を行う場所に立ち入り、帳簿、 書類その他の物件を検査させ、関係者に質問させ、又は試験のため必要な 最少限度の分量に限り液化石油ガスを収去させることができる。 5経済産業大臣は、この法律の施行に必要な限度において、その職員に、 国内登録検査機関の事務所又は事業所に立ち入り、業務の状況若しくは帳 簿、書類その他の物件を検査させ、又は関係者に質問させることができ る。 9経済産業大臣は、必要があると認めるときは、機構に、第1項の規定に よる立入検査又は質問（液化石油ガス器具等の製造、輸入又は販売の事業 を行う者に係るものに限る。）又は第5項の規定による立入検査又は質問を 行わせることができる。 12第9項の規定により機構の職員が立ち入るときは、その身分を示す証明 書を携帯し、関係者に提示しなければならない。 13第1項から第7項までの規定による権限は、犯罪捜査のために認められ たものと解釈してはならない。 第100条次の各号の一に該当する者は、30万円以下の罰金に処する。 十三第83条第1項の規定による検査若しくは収去を拒み、妨げ、若しく は忌避し、又は同項の規定による質問に対して答弁をせず、若しくは虚 偽の答弁をした者（液化石油ガス器具等の製造、輸入若しくは販売の事 業を行う者に限る。） 十四第83条第5項の規定による検査を拒み、妨げ、若しくは忌避し、又 は同項の規定による質問に対して答弁をせず、若しくは虚偽の答弁をし た者 
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様
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６
４
（
第
１
４
０
条
関
係
）

様式第64（第140条関係）（平12通産令72・追加、平12通産令200・平12通産令302・平17経産令21・令元経産令17・一部改正） ×整理番号 ×受理年月日年月日 供給設備技術基準適合命令実施報告書 番号 年月日 産業保安監督部長殿 都道府県知事 液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律施行令第13条第1項の規定により別添の基準適合命令を発したので、同条第8項の規定により次のとおり報告する。 1命令を発した液化石油ガス販売事業者の名称、登録番号及び代表者の氏名 2命令に係る液化石油ガス販売事業者の販売所の名称及び所在地 3命令の内容 4その他特記事項 （備考）1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。 3命令書の写しを添付のこと。  

様
式
第
６
５
（
第
１
４
１
条
関
係
）

様式第65（第141条関係）（平12通産令72・追加、平12通産令200・平12通産令302・平17経産令21・令元経産令17・一部改正） ×整理番号 ×受理年月日年月日 報告徴収実施年報（年度分） 番号 年月日 殿 都道府県知事 液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律施行令第13条第2項、第4項、第5項又は第6項の規定により下記の事業者等に報告の徴収を行ったので、同条第8項の規定により次のとおり報告する。 報告徴収報告徴収 事業者等登録番報告徴収 の発出年所在地項番号の回答受 名号等の結果等 月日理年月日 （備考）1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  
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様式第66（第141条関係）（平12通産令72・追加、平12通産令200・平12通産令302・平17経産令21・令元経産令17・一部改正） ×整理番号 ×受理年月日年月日 報告徴収実施報告書（事業者等の名称） 番号 年月日 殿 都道府県知事 液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律施行令第13条第2項（第4項、第5項又は第6項）の規定により下記の事業者等に報告の徴収を行ったので、同条第8項の規定により次のとおり報告する。 1報告徴収を行った事業者等の名称、所在地、登録番号等及び代表者の氏名 2報告徴収を行った年月日 3報告徴収に係る販売所等の名称及び所在地 4報告徴収の結果別紙のとおり （備考）1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。 3別紙として、事務の内容及び結果について詳細に記載すること。  

様
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６
７
（
第
１
４
２
条
関
係
）

様式第67（第142条関係）（平12通産令72・追加、平12通産令200・平12通産令302・平17経産令21・令元経産令17・一部改正） ×整理番号 ×受理年月日年月日 立入検査等実施年報（年度分） 番号 年月日 殿 都道府県知事 液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律施行令第13条第3項又は第4項の規定により下記の事業者等に立入検査等を行ったので、同条第8項の規定により次のとおり報告する。 立入検査立入検査等を行 事業者等登録番号立入検査等の 等の実施った販売所等の項番号 名等結果等 年月日名称及び所在地 （備考）1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  
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様式第68（第142条関係）（平12通産令72・追加、平12通産令200・平12通産令302・平17経産令21・令元経産令17・一部改正） ×整理番号 ×受理年月日年月日 立入検査等実施報告書（事業者等の名称） 番号 年月日 殿 都道府県知事 液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律施行令第13条第3項（第4項）の規定により下記の事業者等に立入検査等を行ったので、同条第8項の規定により次のとおり報告する。 1立入検査等に係る事業者等の名称、登録番号等及び代表者の氏名 2立入検査等を行った年月日 3立入検査等に係る販売所等の名称及び所在地 4立入検査等の結果別紙のとおり （備考）1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。 3別紙として、事務の内容及び結果について詳細に記載すること。  

様
式
第
６
９
（
第
１
４
２
条
関
係
）

様式第69（第142条関係）（平16経産令25・全改、平24経産令24・令元経産令17・一部改正） 立入検査実施報告書（年度分） 年月日 経済産業大臣殿 都道府県知事又は市長 液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律施行令第13条第7項の規定により立入検査を行ったので、同条第8項の規定により下記のとおり報告する。 立入販売事業者実数 うち違反販売事業者実数 （内訳） 液化石油ガス立入販売事 番検査機種数違反内容備考 器具等の区分業者数 うち違うち違法第48経過措技術基その他 反販売反機種条に規置期間準上のの違反 事業者数定するが終了表示に 数表示にしてい係る不 係る不る表示適合 号 適合を貼付 合計 （備考）1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とする。 2立入検査を受けた事業者のうち液化石油ガス器具等を取り扱っていたもののみを集計することとする。 3事業者実数は、立入検査を受けた事業者の数とする。  
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様式第70（第142条関係）（平12通産令200・追加、平24経産令24・令元経産令17・一部改正） 立入検査実施報告書 都道府県名 検査官所属部課名 又は市名 検査官氏名検査実施年月日年月日 液化石油ガス器具等の区分 販売事業者名 所在地 電話番号 販売形式イ．液化石油ガス販売事業者ロ．ホームセンターハ． 管工事・住宅設備店 ニ．ガス機器専門店ホ．その他（） 製造又は輸入事 業者名 型式名 仕入先事業者名 所在地 電話番号 仕入時期 違反点数 無表示数点（内訳） 表示箇所違反数点（内訳） 販売事業者が表示した数点（内訳） 他の表示を重貼した数点（内訳） その他（）点（内訳） 販売事業者が所有している当該液化石油ガス器具 点（内訳） 等の総数 違反内容の説明に対する販売事業者の対応状況（） 販売事業者が自主的に採った措置（年月日確認） イ．撤去ロ．仕入先に返品ハ．廃棄 ニ．その他（） ホ．措置せず（） （備考）1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とする。 2内訳は、型式名等液化石油ガス器具等が特定できる内容とする。 3液化石油ガス器具等の区分、製造又は輸入事業者毎に別葉とする。 
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別
表
第
一
（
第
六
十
二
条
関
係
）

検
査
項
目

完
成
検
査
の
方
法

一
　
第
五
十
二
条
（
第
十
四
条
第
一
号
の
貯
蔵

施
設
の
警
戒
標
）

一
　
貯
蔵
施
設
の
警
戒
標
の
設
置
状
況
を
目
視
に
よ
り
検
査
す
る
。

二
　
第
五
十
二
条
（
第
十
四
条
第
二
号
の
貯
蔵

施
設
か
ら
第
一
種
保
安
物
件
及
び
第
二
種
保
安

物
件
ま
で
の
距
離
）

二
　
貯
蔵
施
設
の
外
面
か
ら
第
一
種
保
安
物
件
及
び
第
二
種
保
安
物

件
に
対
す
る
距
離
を
巻
尺
そ
の
他
の
測
定
器
を
用
い
た
測
定
に
よ
り

検
査
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
測
定
に
お
い
て
、
規
定
の
距
離
を
満
た

し
て
い
る
こ
と
が
目
視
に
よ
り
容
易
に
判
定
で
き
る
場
合
に
限
り
、

目
視
に
よ
る
検
査
に
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
　
第
五
十
二
条
（
第
十
四
条
第
三
号
の
貯
蔵

施
設
の
障
壁
）

三
　
貯
蔵
施
設
の
障
壁
の
設
置
状
況
を
目
視
、
図
面
及
び
記
録
に
よ

り
検
査
す
る
。

四
　
第
五
十
二
条
（
第
十
四
条
第
四
号
の
貯
蔵

施
設
の
屋
根
）

四
　
貯
蔵
施
設
の
屋
根
の
設
置
状
況
を
目
視
に
よ
り
検
査
し
、
必
要

に
応
じ
図
面
及
び
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

五
　
第
五
十
二
条
（
第
十
四
条
第
五
号
の
貯
蔵

施
設
の
液
化
石
油
ガ
ス
が
滞
留
し
な
い
構
造
）

五
　
貯
蔵
施
設
の
液
化
石
油
ガ
ス
が
漏
え
い
し
た
と
き
に
滞
留
し
な

い
構
造
で
あ
る
こ
と
を
目
視
に
よ
り
検
査
し
、
必
要
に
応
じ
図
面
及

び
記
録
又
は
巻
尺
そ
の
他
の
測
定
器
を
用
い
た
測
定
に
よ
り
検
査
す

る
。

六
　
第
五
十
二
条
（
第
十
四
条
第
六
号
の
貯
蔵

施
設
の
消
火
設
備
）

六
　
貯
蔵
施
設
の
消
火
設
備
の
設
置
状
況
を
目
視
に
よ
り
検
査
す
る
。

備
考
　
第
五
十
二
条
に
規
定
す
る
基
準
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
五
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
経
済
産
業
大
臣
が
認
め
た
基

準
に
係
る
完
成
検
査
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
こ
の
表
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
経
済
産
業
大
臣
が
認
め
た
も
の
を
も

っ
て
完
成
検
査
の
方
法
と
す
る
。

別
表
第
二
（
第
六
十
二
条
関
係
）

検
査
項
目

完
成
検
査
の
方
法

一
　
第
五
十
三
条
第
一
号
イ
の
貯
蔵
設

備
（
貯
槽
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
第
二

の
項
か
ら
第
八
の
項
ま
で
に
お
い
て
同

じ
。
）
か
ら
第
一
種
保
安
物
件
及
び
第

二
種
保
安
物
件
ま
で
の
距
離

一
　
貯
蔵
設
備
の
外
面
か
ら
第
一
種
保
安
物
件
及
び
第
二
種
保
安
物
件
に
対

す
る
距
離
を
巻
尺
そ
の
他
の
測
定
器
を
用
い
た
測
定
に
よ
り
検
査
す
る
。
た

だ
し
、
当
該
測
定
に
お
い
て
、
規
定
の
距
離
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
目
視

に
よ
り
容
易
に
判
定
で
き
る
場
合
に
限
り
、
目
視
に
よ
る
検
査
に
替
え
る
こ

と
が
で
き
る
。

二
　
第
五
十
三
条
第
一
号
ロ
の
貯
蔵
設

備
の
障
壁

二
　
貯
蔵
設
備
の
障
壁
の
設
置
状
況
を
目
視
、
図
面
及
び
記
録
に
よ
り
検
査

す
る
。

三
　
第
五
十
三
条
第
一
号
ハ
の
貯
蔵
設

備
か
ら
火
気
を
取
り
扱
う
施
設
ま
で
の

距
離

三
　
貯
蔵
設
備
外
面
か
ら
火
気
を
取
り
扱
う
施
設
ま
で
の
距
離
を
巻
尺
そ
の

他
の
測
定
器
を
用
い
た
測
定
に
よ
り
検
査
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
測
定
に
お

い
て
、
規
定
の
距
離
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
目
視
に
よ
り
容
易
に
判
定
で

き
る
場
合
に
限
り
、
目
視
に
よ
る
検
査
に
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、

規
定
の
距
離
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
当
該
貯
蔵
設

備
と
火
気
を
取
り
扱
う
施
設
と
の
間
に
漏
え
い
し
た
液
化
石
油
ガ
ス
が
流
動

す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当

該
措
置
の
状
況
を
目
視
及
び
図
面
に
よ
り
検
査
す
る
。

四
　
第
五
十
三
条
第
一
号
ニ
の
貯
蔵
設

備
の
液
化
石
油
ガ
ス
が
滞
留
し
な
い

構
造

四
　
貯
蔵
設
備
の
液
化
石
油
ガ
ス
が
漏
え
い
し
た
と
き
に
滞
留
し
な
い
構
造

で
あ
る
こ
と
を
目
視
に
よ
り
検
査
し
、
必
要
に
応
じ
図
面
及
び
記
録
又
は
巻

尺
そ
の
他
の
測
定
器
を
用
い
た
測
定
に
よ
り
検
査
す
る
。

五
　
第
五
十
三
条
第
一
号
ホ
の
貯
蔵
設

備
の
さ
く
、
へ
い
等

五
　
貯
蔵
設
備
の
さ
く
、
へ
い
等
の
設
置
状
況
を
目
視
に
よ
り
検
査
す
る
。

六
　
第
五
十
三
条
第
一
号
ヘ
の
貯
蔵
設

備
の
警
戒
標

六
　
貯
蔵
設
備
の
警
戒
標
の
設
置
状
況
を
目
視
に
よ
り
検
査
す
る
。

七
　
第
五
十
三
条
第
一
号
ト
の
貯
蔵
設

備
の
消
火
設
備

七
　
貯
蔵
設
備
の
消
火
設
備
の
設
置
状
況
を
目
視
に
よ
り
検
査
す
る
。

八
　
第
五
十
三
条
第
一
号
チ
の
貯
蔵
設

備
の
屋
根
又
は
遮
へ
い
板

八
　
貯
蔵
設
備
の
屋
根
又
は
遮
へ
い
板
の
設
置
状
況
を
目
視
に
よ
り
検
査

し
、
必
要
に
応
じ
図
面
及
び
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

九
　
第
五
十
三
条
第
一
号
リ
の
充
て
ん

容
器
等
の
転
落
、
転
倒
等
の
衝
撃
及
び

バ
ル
ブ
等
の
損
傷
防
止
措
置

九
　
充
て
ん
容
器
等
の
転
落
、
転
倒
等
の
衝
撃
及
び
バ
ル
ブ
等
の
損
傷
防
止

措
置
を
目
視
に
よ
り
検
査
し
、
必
要
に
応
じ
図
面
及
び
記
録
に
よ
り
検
査
す

る
。

十
　
第
五
十
三
条
第
一
号
ヌ
の
充
て
ん

容
器
等
の
腐
し
ょ
く
防
止
措
置

十
　
充
て
ん
容
器
等
の
腐
し
ょ
く
防
止
措
置
を
目
視
に
よ
り
検
査
す
る
。

十
一
　
第
五
十
三
条
第
二
号
イ
の
貯
槽

か
ら
第
一
種
保
安
物
件
及
び
第
二
種
保

安
物
件
ま
で
の
距
離

十
一
　
貯
槽
の
外
面
か
ら
第
一
種
保
安
物
件
及
び
第
二
種
保
安
物
件
に
対
す

る
距
離
を
巻
尺
そ
の
他
の
測
定
器
を
用
い
た
測
定
に
よ
り
検
査
す
る
。
た
だ

し
、
当
該
測
定
に
お
い
て
、
規
定
の
距
離
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
目
視
に

よ
り
容
易
に
判
定
で
き
る
場
合
に
限
り
、
目
視
に
よ
る
検
査
に
替
え
る
こ
と

が
で
き
る
。

十
二
　
第
五
十
三
条
第
二
号
ロ
の
貯
槽

の
障
壁
（
貯
槽
を
地
盤
面
下
に
埋
設
し

た
も
の
を
除
く
。
）

十
二
　
貯
槽
の
障
壁
の
設
置
状
況
を
目
視
、
図
面
及
び
記
録
に
よ
り
検
査
す

る
。

十
三
　
第
五
十
三
条
第
二
号
ハ
の
指
定

地
域
内
の
貯
槽
の
地
盤
面
下
へ
の
埋
設

十
三
　
指
定
地
域
内
の
貯
槽
の
地
盤
面
下
へ
の
埋
設
状
況
を
目
視
に
よ
り
検

査
す
る
。

十
四
　
第
五
十
三
条
第
二
号
ニ
の
埋
設

す
る
貯
槽

十
四
　
埋
設
す
る
貯
槽
の
設
置
状
況
を
図
面
及
び
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

十
五
　
第
五
十
三
条
第
二
号
ホ
の
貯
槽

か
ら
火
気
を
取
り
扱
う
施
設
ま
で
の

距
離

十
五
　
貯
槽
の
外
面
か
ら
火
気
を
取
り
扱
う
施
設
ま
で
の
距
離
を
巻
尺
そ
の

他
の
測
定
器
を
用
い
た
測
定
に
よ
り
検
査
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
測
定
に
お

い
て
、
規
定
の
距
離
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
目
視
に
よ
り
容
易
に
判
定
で

き
る
場
合
に
限
り
、
目
視
に
よ
る
検
査
に
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
規
定
の
距
離
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
当
該

貯
槽
と
火
気
を
取
り
扱
う
施
設
と
の
間
に
漏
え
い
し
た
液
化
石
油
ガ
ス
が
流

動
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
施
設
を
設
け
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

当
該
施
設
の
設
置
状
況
を
目
視
及
び
図
面
に
よ
り
検
査
す
る
。

十
六
　
第
五
十
三
条
第
二
号
ヘ
の
貯
槽

間
の
距
離

十
六
　
貯
槽
の
外
面
か
ら
他
の
貯
槽
ま
で
の
距
離
を
巻
尺
そ
の
他
の
測
定
器

を
用
い
た
測
定
に
よ
り
検
査
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
測
定
に
お
い
て
、
規
定

の
距
離
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
目
視
に
よ
り
容
易
に
判
定
で
き
る
場
合
に

限
り
、
目
視
に
よ
る
検
査
に
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

十
七
　
第
五
十
三
条
第
二
号
ト
の
貯
槽

の
さ
く
、
へ
い
等

十
七
　
貯
槽
の
さ
く
、
へ
い
等
の
設
置
状
況
を
目
視
に
よ
り
検
査
す
る
。

十
八
　
第
五
十
三
条
第
二
号
チ
の
貯
槽

の
朱
書

十
八
　
貯
槽
の
周
囲
か
ら
朱
書
の
状
況
を
目
視
に
よ
り
検
査
す
る
。

十
九
　
第
五
十
三
条
第
二
号
リ
の
貯
槽

の
材
料

十
九
　
貯
槽
に
使
用
さ
れ
て
い
る
材
料
を
図
面
及
び
記
録
に
よ
り
検
査
す

る
。

二
十
　
第
五
十
三
条
第
二
号
ヌ
の
貯
槽

の
欠
陥

二
十
　
貯
槽
に
使
用
上
支
障
の
あ
る
腐
し
ょ
く
、
割
れ
等
の
欠
陥
が
な
い
も

の
で
あ
る
こ
と
を
目
視
及
び
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

二
十
一
　
第
五
十
三
条
第
二
号
ル
の
貯

槽
の
腐
し
ょ
く
を
防
止
す
る
措
置

二
十
一
　
貯
槽
の
腐
し
ょ
く
を
防
止
す
る
措
置
を
目
視
及
び
記
録
に
よ
り
検

査
す
る
。

二
十
二
　
第
五
十
三
条
第
二
号
ヲ
の
貯

槽
の
基
礎

二
十
二
　
貯
槽
の
基
礎
の
状
況
を
図
面
及
び
記
録
に
よ
り
検
査
し
、
貯
槽
の

支
柱
と
基
礎
の
緊
結
状
態
を
目
視
に
よ
り
検
査
す
る
。
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二
十
三
　
第
五
十
三
条
第
二
号
ワ
の
貯

槽
の
耐
圧
試
験
及
び
気
密
試
験

二
十
三
　
貯
槽
に
つ
い
て
、
耐
圧
試
験
設
備
を
用
い
た
常
用
の
圧
力
の
一
・

五
倍
以
上
（
第
二
種
特
定
設
備
に
あ
っ
て
は
、
常
用
の
圧
力
の
一
・
三
倍
以

上
）
の
圧
力
で
水
そ
の
他
の
安
全
な
液
体
を
使
用
し
て
行
う
耐
圧
試
験
（
そ

の
構
造
に
よ
り
液
体
を
使
用
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き

は
、
常
用
の
圧
力
の
一
・
二
五
倍
以
上
（
第
二
種
特
定
設
備
に
あ
っ
て
は
、

常
用
の
圧
力
の
一
・
一
倍
以
上
）
の
圧
力
で
空
気
、
窒
素
等
の
気
体
を
使
用

し
て
行
う
耐
圧
試
験
）
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。
ま
た
、
耐
圧
性

能
の
確
認
後
の
組
立
状
態
に
お
い
て
、
気
密
試
験
用
設
備
を
用
い
た
常
用
の

圧
力
以
上
の
圧
力
で
行
う
気
密
試
験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

二
十
四
　
第
五
十
三
条
第
二
号
カ
の
貯

槽
の
肉
厚

二
十
四
　
貯
槽
の
肉
厚
を
肉
厚
測
定
用
器
具
を
用
い
た
測
定
又
は
そ
の
記
録

に
よ
り
検
査
す
る
。

二
十
五
　
第
五
十
三
条
第
二
号
ヨ
の
貯

槽
の
圧
力
計
及
び
安
全
弁

二
十
五
　
貯
槽
の
圧
力
計
の
設
置
状
況
を
目
視
に
よ
り
検
査
し
、
当
該
圧
力

計
の
精
度
を
圧
力
計
精
度
確
認
用
器
具
を
用
い
た
測
定
又
は
そ
の
記
録
に
よ

り
検
査
す
る
。
ま
た
、
安
全
弁
の
設
置
状
況
を
目
視
に
よ
り
検
査
し
、
そ
の

機
能
を
安
全
弁
作
動
試
験
用
器
具
を
用
い
た
作
動
試
験
又
は
そ
の
記
録
に
よ

り
検
査
す
る
。

二
十
六
　
第
五
十
三
条
第
二
号
タ
の
貯

槽
の
安
全
弁
の
放
出
管

二
十
六
　
貯
槽
の
安
全
弁
の
放
出
管
の
開
口
部
の
位
置
及
び
設
置
状
況
を
巻

尺
そ
の
他
の
測
定
器
を
用
い
た
測
定
又
は
目
視
に
よ
り
検
査
す
る
。

二
十
七
　
第
五
十
三
条
第
二
号
レ
の
貯

槽
の
液
面
計
等

二
十
七
　
貯
槽
の
液
面
計
及
び
止
め
弁
の
設
置
状
況
を
目
視
に
よ
り
検
査

し
、
止
め
弁
の
機
能
を
作
動
試
験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

二
十
八
　
第
五
十
三
条
第
二
号
ソ
の
貯

槽
の
受
入
管
及
び
供
給
管
に
設
け
る
バ

ル
ブ

二
十
八
　
貯
槽
の
受
入
管
及
び
供
給
管
に
設
け
た
バ
ル
ブ
の
設
置
状
況
を
目

視
に
よ
り
検
査
す
る
。

二
十
九
　
第
五
十
三
条
第
二
号
ツ
の
貯

槽
の
受
入
管
及
び
供
給
管
に
設
け
る
緊

急
遮
断
装
置
等

二
十
九
　
貯
槽
の
受
入
管
及
び
供
給
管
に
設
け
た
緊
急
遮
断
装
置
の
設
置
状

況
を
目
視
に
よ
り
検
査
し
、
当
該
緊
急
遮
断
装
置
の
機
能
を
作
動
試
験
又
は

そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

三
十
　
第
五
十
三
条
第
二
号
ネ
の
貯
槽

及
び
そ
の
支
柱
の
温
度
上
昇
を
防
止
す

る
た
め
の
措
置

三
十
　
貯
槽
及
び
そ
の
支
柱
に
つ
い
て
、
そ
の
構
造
の
耐
熱
性
及
び
冷
却
用

散
水
装
置
そ
の
他
の
冷
却
装
置
の
設
置
状
況
を
目
視
及
び
記
録
に
よ
り
検
査

し
、
当
該
冷
却
装
置
の
機
能
を
作
動
試
験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
す

る
。

三
十
一
　
第
五
十
三
条
第
二
号
ナ
の
貯

槽
の
液
化
石
油
ガ
ス
の
漏
え
い
を
検
知

し
、
か
つ
、
警
報
す
る
た
め
の
設
備

三
十
一
　
貯
槽
か
ら
漏
え
い
し
た
液
化
石
油
ガ
ス
が
滞
留
す
る
お
そ
れ
の
あ

る
場
所
に
設
け
た
当
該
ガ
ス
の
漏
え
い
を
検
知
し
、
か
つ
、
警
報
す
る
た
め

の
設
備
の
設
置
状
況
を
目
視
、
図
面
及
び
記
録
に
よ
り
検
査
し
、
当
該
検
知

警
報
設
備
の
機
能
を
作
動
試
験
等
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

三
十
二
　
第
五
十
三
条
第
二
号
ラ
の
貯

槽
の
静
電
気
を
除
去
す
る
措
置

三
十
二
　
貯
槽
の
静
電
気
を
除
去
す
る
措
置
の
設
置
状
況
を
目
視
及
び
記
録

に
よ
り
検
査
す
る
。

三
十
三
　
第
五
十
三
条
第
二
号
ム
の
貯

槽
の
防
消
火
設
備

三
十
三
　
貯
槽
に
設
置
さ
れ
た
防
消
火
設
備
の
設
置
状
況
を
目
視
及
び
図
面

に
よ
り
検
査
し
、
そ
の
機
能
を
作
動
試
験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
す

る
。

三
十
四
　
第
五
十
三
条
第
二
号
ウ
の
貯

槽
の
受
入
管
及
び
供
給
管
に
設
け
た
バ

ル
ブ
等
の
操
作
に
係
る
措
置

三
十
四
　
貯
槽
の
受
入
管
及
び
供
給
管
に
設
け
た
バ
ル
ブ
等
の
開
閉
方
向
等

の
明
示
、
バ
ル
ブ
に
係
る
受
入
管
及
び
供
給
管
の
液
化
石
油
ガ
ス
の
流
れ
の

方
向
の
表
示
の
措
置
の
状
況
を
目
視
又
は
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

三
十
五
　
第
五
十
三
条
第
二
号
ヰ
の
耐

震
設
計
構
造
物
の
耐
震
に
関
す
る
性
能

三
十
五
　
耐
震
設
計
構
造
物
が
適
切
な
耐
震
に
関
す
る
性
能
を
有
す
る
こ
と

を
目
視
、
図
面
及
び
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

三
十
六
　
第
五
十
三
条
第
三
号
の
液
化

石
油
ガ
ス
の
供
給
を
中
断
す
る
こ
と
な

く
容
器
交
換
で
き
る
設
備

三
十
六
　
液
化
石
油
ガ
ス
の
供
給
を
中
断
す
る
こ
と
な
く
容
器
交
換
で
き
る

設
備
の
設
置
状
況
を
目
視
及
び
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

三
十
七
　
第
五
十
三
条
第
四
号
（
第
十

八
条
第
四
号
の
貯
蔵
設
備
、
気
化
装
置

及
び
調
整
器
の
液
化
石
油
ガ
ス
の
供
給

数
量
）

三
十
七
　
貯
蔵
設
備
、
気
化
装
置
及
び
調
整
器
の
液
化
石
油
ガ
ス
の
最
大
消

費
数
量
を
供
給
し
う
る
こ
と
を
目
視
に
よ
り
検
査
し
、
必
要
に
応
じ
図
面
又

は
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

三
十
八
　
第
五
十
三
条
第
四
号
（
第
十

八
条
第
五
号
の
バ
ル
ブ
、
集
合
装
置
、

供
給
管
及
び
ガ
ス
栓
の
欠
陥
）

三
十
八
　
バ
ル
ブ
、
集
合
装
置
、
供
給
管
及
び
ガ
ス
栓
に
使
用
上
支
障
の
あ

る
腐
し
ょ
く
、
割
れ
等
の
欠
陥
が
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
目
視
に
よ
り
検

査
す
る
。

三
十
九
　
第
五
十
三
条
第
四
号
（
第
十

八
条
第
六
号
の
バ
ル
ブ
、
集
合
装
置
及

び
供
給
管
の
腐
し
ょ
く
防
止
措
置
）

三
十
九
　
バ
ル
ブ
、
集
合
装
置
及
び
供
給
管
の
腐
し
ょ
く
防
止
措
置
を
目

視
、
図
面
及
び
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

四
十
　
第
五
十
三
条
第
四
号
（
第
十
八

条
第
七
号
の
バ
ル
ブ
、
集
合
装
置
及
び

供
給
管
の
材
料
）

四
十
　
バ
ル
ブ
、
集
合
装
置
及
び
供
給
管
に
使
用
さ
れ
て
い
る
材
料
を
図
面

及
び
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

四
十
一
　
第
五
十
三
条
第
四
号
（
第
十

八
条
第
八
号
イ
の
充
て
ん
容
器
等
又
は

貯
槽
と
調
整
器
の
間
に
設
置
さ
れ
る
管

の
耐
圧
試
験
）

四
十
一
　
容
器
と
調
整
器
の
間
に
設
置
さ
れ
る
管
に
つ
い
て
耐
圧
試
験
設
備

を
用
い
た
二
・
六
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
以
上
の
圧
力
で
行
う
耐
圧
試
験
又
は
そ
の

記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

四
十
二
　
第
五
十
三
条
第
四
号
（
第
十

八
条
第
八
号
ロ
の
調
整
器
と
ガ
ス
メ
ー

タ
ー
の
間
に
設
置
さ
れ
る
管
の
耐
圧
試

験
）

四
十
二
　
調
整
器
と
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
の
間
に
設
置
さ
れ
る
管
に
つ
い
て
、
耐

圧
試
験
設
備
を
用
い
た
〇
・
八
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
以
上
の
圧
力
で
行
う
耐
圧
試

験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

四
十
三
　
第
五
十
三
条
第
四
号
（
第
十

八
条
第
八
号
ハ
の
二
段
式
減
圧
用
一
次

側
調
整
器
と
二
次
側
調
整
器
の
間
に
設

置
さ
れ
る
管
の
耐
圧
試
験
）

四
十
三
　
二
段
式
減
圧
用
一
次
側
調
整
器
と
二
次
側
調
整
器
の
間
に
設
置
さ

れ
る
管
に
つ
い
て
、
耐
圧
試
験
設
備
を
用
い
た
〇
・
八
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
以
上

の
圧
力
で
行
う
耐
圧
試
験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

四
十
四
　
第
五
十
三
条
第
四
号
（
第
十

八
条
第
八
号
ニ
の
容
器
と
集
合
管
又
は

調
整
器
を
接
続
す
る
管
の
引
張
試
験
）

四
十
四
　
充
て
ん
容
器
等
と
集
合
装
置
に
係
る
集
合
管
若
し
く
は
調
整
器
を

接
続
す
る
管
又
は
調
整
器
と
硬
質
管
を
接
続
す
る
硬
質
管
以
外
の
管
に
つ
い

て
引
張
試
験
設
備
を
用
い
た
一
キ
ロ
ニ
ュ
ー
ト
ン
以
上
の
力
で
行
う
引
張
試

験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

四
十
五
　
第
五
十
三
条
第
四
号
（
第
十

八
条
第
十
号
の
バ
ル
ブ
、
集
合
装
置
、

気
化
装
置
及
び
供
給
管
の
漏
え
い
試

験
）

四
十
五
　
バ
ル
ブ
、
集
合
装
置
、
気
化
装
置
及
び
供
給
管
に
つ
い
て
、
漏
え

い
試
験
設
備
を
用
い
た
漏
え
い
試
験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

四
十
六
　
第
五
十
三
条
第
四
号
（
第
十

八
条
第
十
九
号
イ
の
気
化
装
置
の
欠

陥
）

四
十
六
　
気
化
装
置
に
使
用
上
支
障
の
あ
る
腐
し
ょ
く
、
割
れ
等
の
欠
陥
が

な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
目
視
及
び
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

四
十
七
　
第
五
十
三
条
第
四
号
（
第
十

八
条
第
十
九
号
ロ
の
気
化
装
置
の
耐
圧

試
験
）

四
十
七
　
気
化
装
置
に
つ
い
て
耐
圧
試
験
設
備
を
用
い
た
二
・
六
メ
ガ
パ
ス

カ
ル
以
上
の
圧
力
で
行
う
耐
圧
試
験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

四
十
八
　
第
五
十
三
条
第
四
号
（
第
十

八
条
第
十
九
号
ハ
の
気
化
装
置
の
構

造
）

四
十
八
　
気
化
装
置
の
構
造
が
直
火
で
直
接
液
化
石
油
ガ
ス
を
加
熱
す
る
構

造
で
な
い
こ
と
を
目
視
及
び
図
面
に
よ
り
検
査
す
る
。
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四
十
九
　
第
五
十
三
条
第
四
号
（
第
十

八
条
第
十
九
号
ニ
の
気
化
装
置
の
液
化

石
油
ガ
ス
の
流
出
を
防
止
す
る
措
置
）

四
十
九
　
気
化
装
置
の
液
化
石
油
ガ
ス
の
流
出
を
防
止
す
る
措
置
に
つ
い
て

目
視
及
び
図
面
に
よ
り
検
査
す
る
。

五
十
　
第
五
十
三
条
第
四
号
（
第
十
八

条
第
十
九
号
ホ
の
気
化
装
置
の
温
水
部

の
凍
結
を
防
止
す
る
措
置
）

五
十
　
気
化
装
置
の
温
水
部
の
凍
結
防
止
の
措
置
状
況
を
目
視
、
図
面
及
び

記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

五
十
一
　
第
五
十
三
条
第
四
号
（
第
十

八
条
第
二
十
号
イ
の
調
整
器
の
欠
陥
及

び
液
化
石
油
ガ
ス
へ
の
適
合
）

五
十
一
　
調
整
器
に
使
用
上
支
障
の
あ
る
腐
し
ょ
く
、
割
れ
等
の
欠
陥
が
な

い
も
の
で
あ
る
こ
と
及
び
消
費
す
る
液
化
石
油
ガ
ス
に
適
合
し
た
も
の
で
あ

る
こ
と
を
目
視
に
よ
り
検
査
す
る
。

五
十
二
　
第
五
十
三
条
第
四
号
（
第
十

八
条
第
二
十
号
ロ
の
調
整
器
の
耐
圧
性

能
及
び
気
密
性
能
）

五
十
二

（
１
）
　
調
整
器
（
二
段
式
減
圧
用
二
次
側
の
も
の
を
除
く
。
）
の
高
圧
部
に

つ
い
て
耐
圧
試
験
設
備
を
用
い
た
二
・
六
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
以
上
の
圧
力
で
行

う
耐
圧
試
験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
し
、
耐
圧
性
能
の
確
認
後
の
組
立

状
態
に
お
い
て
、
気
密
試
験
用
設
備
を
用
い
た
一
・
五
六
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
以

上
の
圧
力
で
行
う
気
密
試
験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

（
２
）
　
調
整
器
（
二
段
式
減
圧
用
二
次
側
の
も
の
に
限
る
。
）
の
高
圧
部
に

つ
い
て
耐
圧
試
験
設
備
を
用
い
た
〇
・
八
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
以
上
の
圧
力
で
行

う
耐
圧
試
験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
し
、
耐
圧
性
能
の
確
認
後
の
組
立

状
態
に
お
い
て
、
気
密
試
験
用
設
備
を
用
い
た
〇
・
一
五
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
以

上
の
圧
力
で
行
う
気
密
試
験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

五
十
三
　
第
五
十
三
条
第
四
号
（
第
十

八
条
第
二
十
号
ハ
の
調
整
器
の
調
整
圧

力
及
び
閉
そ
く
圧
力
）

五
十
三

（
１
）
　
調
整
器
（
生
活
の
用
に
供
す
る
液
化
石
油
ガ
ス
に
係
る
も
の
に
限

る
。
）
の
調
整
圧
力
は
、
二
・
三
キ
ロ
パ
ス
カ
ル
以
上
三
・
三
キ
ロ
パ
ス
カ

ル
以
下
で
あ
り
、
か
つ
、
閉
そ
く
圧
力
は
、
三
・
五
キ
ロ
パ
ス
カ
ル
以
下
で

あ
る
こ
と
を
圧
力
測
定
設
備
を
用
い
た
試
験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
す

る
。

（
２
）
　
調
整
器
（
（
１
）
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）
の
調
整
圧
力
及
び
閉

そ
く
圧
力
は
、
使
用
す
る
燃
焼
器
に
適
合
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
圧
力
測

定
設
備
を
用
い
た
試
験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

五
十
四
　
第
五
十
三
条
第
四
号
（
第
十

八
条
第
二
十
一
号
の
地
下
室
等
の
緊
急

遮
断
装
置
等
）

五
十
四
　
地
下
室
等
の
緊
急
遮
断
装
置
又
は
バ
ル
ブ
の
設
置
状
況
を
目
視
又

は
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

備
考
　
第
五
十
三
条
に
規
定
す
る
基
準
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
五
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
経
済
産
業
大
臣
が
認
め
た
基

準
に
係
る
完
成
検
査
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
こ
の
表
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
経
済
産
業
大
臣
が
認
め
た
も
の
を
も

っ
て
完
成
検
査
の
方
法
と
す
る
。

別
表
第
三
（
第
六
十
二
条
関
係
）

検
査
項
目

完
成
検
査
の
方
法

一
　
第
五
十
四
条
第
一
号
（
第
十
九
条
第
二
号

ハ
）
の
バ
ル
ク
容
器
の
屋
根
又
は
遮
へ
い
板

一
　
バ
ル
ク
容
器
の
屋
根
又
は
遮
へ
い
板
の
設
置
状
況
を
目
視
に
よ

り
検
査
し
、
必
要
に
応
じ
図
面
及
び
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

二
　
第
五
十
四
条
第
一
号
（
第
十
九
条
第
二
号

ニ
）
の
バ
ル
ク
容
器
の
消
火
設
備

二
　
バ
ル
ク
容
器
の
消
火
設
備
の
設
置
状
況
を
目
視
に
よ
り
検
査
す

る
。

三
　
第
五
十
四
条
第
一
号
（
第
十
九
条
第
二
号

ホ
（
第
十
九
条
第
一
号
イ
の
バ
ル
ク
容
器
の
カ

ッ
プ
リ
ン
グ
用
液
流
出
防
止
装
置
）
）

三
　
液
取
入
バ
ル
ブ
の
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
用
液
流
出
防
止
装
置
の
設
置

状
況
を
目
視
に
よ
り
検
査
し
、
そ
の
機
能
を
記
録
に
よ
り
検
査
す

る
。

四
　
第
五
十
四
条
第
一
号
（
第
十
九
条
第
二
号

ホ
（
第
十
九
条
第
一
号
ロ
及
び
ハ
の
バ
ル
ク
容

器
の
ガ
ス
取
出
バ
ル
ブ
及
び
液
取
出
バ
ル
ブ
の

ガ
ス
放
出
防
止
器
又
は
緊
急
遮
断
装
置
）
）

四
　
ガ
ス
取
出
バ
ル
ブ
及
び
液
取
出
バ
ル
ブ
に
取
り
付
け
た
ガ
ス
放

出
防
止
器
又
は
緊
急
遮
断
装
置
の
設
置
状
況
を
目
視
及
び
図
面
に
よ

り
検
査
し
、
そ
の
機
能
を
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

五
　
第
五
十
四
条
第
一
号
（
第
十
九
条
第
二
号

ホ
（
第
十
九
条
第
一
号
ニ
の
バ
ル
ク
容
器
の
均

圧
バ
ル
ブ
の
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
）
）

五
　
均
圧
バ
ル
ブ
に
取
り
付
け
た
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
の
設
置
状
況
を
目

視
に
よ
り
検
査
し
、
そ
の
機
能
を
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

六
　
第
五
十
四
条
第
一
号
（
第
十
九
条
第
二
号

ホ
（
第
十
九
条
第
一
号
ホ
の
バ
ル
ク
容
器
の
液

面
計
）
）

六
　
バ
ル
ク
容
器
の
液
面
計
の
設
置
状
況
を
目
視
等
に
よ
り
検
査

し
、
そ
の
機
能
を
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

七
　
第
五
十
四
条
第
一
号
（
第
十
九
条
第
二
号

ホ
（
第
十
九
条
第
一
号
ヘ
の
バ
ル
ク
容
器
の
過

充
て
ん
防
止
装
置
）
）

七
　
バ
ル
ク
容
器
の
過
充
て
ん
防
止
装
置
の
設
置
状
況
を
図
面
等
に

よ
り
検
査
し
、
そ
の
機
能
を
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

八
　
第
五
十
四
条
第
一
号
（
第
十
九
条
第
二
号

ホ
（
第
十
九
条
第
一
号
ト
の
バ
ル
ク
容
器
の
プ

ロ
テ
ク
タ
ー
）
）

八
　
バ
ル
ク
容
器
の
プ
ロ
テ
ク
タ
ー
の
設
置
状
況
を
目
視
及
び
図
面

に
よ
り
検
査
す
る
。

九
　
第
五
十
四
条
第
一
号
（
第
十
九
条
第
二
号

ホ
（
第
十
九
条
第
一
号
チ
の
バ
ル
ク
容
器
の
表

示
）
）

九
　
バ
ル
ク
容
器
の
周
囲
か
ら
火
気
厳
禁
等
の
朱
書
の
状
況
を
目
視

に
よ
り
検
査
す
る
。

十
　
第
五
十
四
条
第
一
号
（
第
十
九
条
第
二
号

ホ
（
第
十
九
条
第
一
号
リ
の
バ
ル
ク
容
器
の
緊

急
連
絡
先
）
）

十
　
バ
ル
ク
容
器
の
緊
急
連
絡
先
の
掲
示
状
況
を
目
視
に
よ
り
検
査

す
る
。

十
一
　
第
五
十
四
条
第
一
号
（
第
十
九
条
第
二

号
ホ
（
第
十
九
条
第
一
号
ヌ
の
バ
ル
ク
容
器
の

腐
し
ょ
く
を
防
止
す
る
措
置
）
）

十
一
　
バ
ル
ク
容
器
の
腐
し
ょ
く
を
防
止
す
る
措
置
を
目
視
又
は
記

録
に
よ
り
検
査
す
る
。

十
二
　
第
五
十
四
条
第
一
号
（
第
十
九
条
第
二

号
ホ
（
第
十
九
条
第
一
号
ル
の
バ
ル
ク
容
器
の

ス
カ
ー
ト
又
は
サ
ド
ル
等
の
基
礎
へ
の
設
置
）
）

十
二
　
バ
ル
ク
容
器
の
ス
カ
ー
ト
又
は
サ
ド
ル
等
を
目
視
に
よ
り
検

査
す
る
。

十
三
　
第
五
十
四
条
第
一
号
（
第
十
九
条
第
二

号
ホ
（
第
十
九
条
第
一
号
ヲ
の
バ
ル
ク
容
器
の

設
置
方
法
）
）

十
三
　
バ
ル
ク
容
器
の
設
置
方
法
を
目
視
及
び
図
面
に
よ
り
検
査
す

る
。

十
四
　
第
五
十
四
条
第
一
号
（
第
十
九
条
第
二

号
ホ
（
第
十
九
条
第
一
号
ワ
の
バ
ル
ク
容
器
の

自
動
車
等
車
両
の
接
触
防
止
措
置
）
）

十
四
　
バ
ル
ク
容
器
の
自
動
車
等
車
両
の
接
触
防
止
措
置
状
況
を
目

視
及
び
図
面
に
よ
り
検
査
す
る
。

十
五
　
第
五
十
四
条
第
一
号
（
第
十
九
条
第
二

号
ホ
（
第
十
九
条
第
一
号
カ
の
バ
ル
ク
容
器
の

安
全
弁
の
放
出
管
等
）
）

十
五
　
バ
ル
ク
容
器
の
安
全
弁
の
放
出
口
管
等
の
設
置
状
況
を
目
視

等
に
よ
り
検
査
す
る
。

十
六
　
第
五
十
四
条
第
一
号
（
第
五
十
三
条
第

一
号
イ
の
バ
ル
ク
容
器
か
ら
第
一
種
保
安
物
件

及
び
第
二
種
保
安
物
件
ま
で
の
距
離
）

十
六
　
バ
ル
ク
容
器
の
外
面
か
ら
第
一
種
保
安
物
件
及
び
第
二
種
保

安
物
件
に
対
す
る
距
離
を
巻
尺
そ
の
他
の
測
定
器
を
用
い
た
測
定
に

よ
り
検
査
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
測
定
に
お
い
て
、
規
定
の
距
離
を

満
た
し
て
い
る
こ
と
が
目
視
に
よ
り
容
易
に
判
定
で
き
る
場
合
に
限

り
、
目
視
に
よ
る
検
査
に
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

十
七
　
第
五
十
四
条
第
一
号
（
第
五
十
三
条
第

一
号
ロ
の
バ
ル
ク
容
器
の
障
壁
）

十
七
　
バ
ル
ク
容
器
の
障
壁
の
設
置
状
況
を
目
視
、
図
面
及
び
記
録

に
よ
り
検
査
す
る
。
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十
八
　
第
五
十
四
条
第
一
号
（
第
五
十
三
条
第

一
号
ハ
の
バ
ル
ク
容
器
か
ら
火
気
を
取
り
扱
う

施
設
ま
で
の
距
離
）

十
八
　
バ
ル
ク
容
器
の
外
面
か
ら
火
気
を
取
り
扱
う
施
設
ま
で
の
距

離
を
巻
尺
そ
の
他
の
測
定
器
を
用
い
た
測
定
に
よ
り
検
査
す
る
。
た

だ
し
、
当
該
測
定
に
お
い
て
、
規
定
の
距
離
を
満
た
し
て
い
る
こ
と

が
目
視
に
よ
り
容
易
に
判
定
で
き
る
場
合
に
限
り
、
目
視
に
よ
る
検

査
に
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
規
定
の
距
離
を
確
保
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
当
該
バ
ル
ク
容
器
と
火
気
を
取
り

扱
う
施
設
と
の
間
に
漏
え
い
し
た
液
化
石
油
ガ
ス
が
流
動
す
る
こ
と

を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該

措
置
の
状
況
を
目
視
及
び
図
面
に
よ
り
検
査
す
る
。

十
九
　
第
五
十
四
条
第
二
号
イ
（
第
十
九
条
第

三
号
イ
の
バ
ル
ク
貯
槽
の
特
定
設
備
検
査
）

十
九
　
バ
ル
ク
貯
槽
の
規
格
を
特
定
設
備
検
査
合
格
証
又
は
特
定
設

備
基
準
適
合
証
に
よ
り
検
査
す
る
。

二
十
　
第
五
十
四
条
第
二
号
ロ
（
１
）
及
び

（
２
）
の
バ
ル
ク
貯
槽
か
ら
第
一
種
保
安
物
件

及
び
第
二
種
保
安
物
件
ま
で
の
距
離

二
十
　
バ
ル
ク
貯
槽
の
外
面
か
ら
第
一
種
保
安
物
件
及
び
第
二
種
保

安
物
件
に
対
す
る
距
離
を
巻
尺
そ
の
他
の
測
定
器
を
用
い
た
測
定
に

よ
り
検
査
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
測
定
に
お
い
て
、
規
定
の
距
離
を

満
た
し
て
い
る
こ
と
が
目
視
に
よ
り
容
易
に
判
定
で
き
る
場
合
に
限

り
、
目
視
に
よ
る
検
査
に
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
十
一
　
第
五
十
四
条
第
二
号
ロ
（
１
）
（
ｉ
）

た
だ
し
書
（
イ
）
の
加
熱
試
験
に
合
格
す
る
構

造
壁
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
性
能
を
有
す
る

壁

二
十
一
　
加
熱
試
験
に
合
格
す
る
構
造
壁
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の

性
能
を
有
す
る
壁
の
設
置
状
況
を
目
視
、
図
面
及
び
記
録
に
よ
り
検

査
す
る
。

二
十
一
の
二
　
第
五
十
四
条
第
二
号
ロ
（
１
）

（
ｉ
）
た
だ
し
書
（
ロ
）
、
（
ｉ
ｉ
）
及
び
（
３
）

の
バ
ル
ク
貯
槽
の
障
壁

二
十
一
の
二
　
貯
槽
の
障
壁
の
設
置
状
況
を
目
視
、
図
面
及
び
記
録

に
よ
り
検
査
す
る
。

二
十
二
　
第
五
十
四
条
第
二
号
ロ
（
４
）
の
指

定
地
域
内
の
バ
ル
ク
貯
槽
の
地
盤
面
下
へ
の
埋

設

二
十
二
　
指
定
地
域
内
の
バ
ル
ク
貯
槽
の
地
盤
面
下
へ
の
埋
設
状
況

を
目
視
に
よ
り
検
査
す
る
。

二
十
三
　
第
五
十
四
条
第
二
号
ハ
の
バ
ル
ク
貯

槽
か
ら
火
気
を
取
り
扱
う
施
設
ま
で
の
距
離

二
十
三
　
バ
ル
ク
貯
槽
の
外
面
か
ら
火
気
を
取
り
扱
う
施
設
ま
で
の

距
離
を
巻
尺
そ
の
他
の
測
定
器
を
用
い
た
測
定
に
よ
り
検
査
す
る
。

た
だ
し
、
当
該
測
定
に
お
い
て
、
規
定
の
距
離
を
満
た
し
て
い
る
こ

と
が
目
視
に
よ
り
容
易
に
判
定
で
き
る
場
合
に
限
り
、
目
視
に
よ
る

検
査
に
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
規
定
の
距
離
を
確
保
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
当
該
バ
ル
ク
貯
槽
と
火
気
を
取

り
扱
う
施
設
と
の
間
に
漏
え
い
し
た
液
化
石
油
ガ
ス
が
流
動
す
る
こ

と
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当

該
措
置
の
状
況
を
目
視
及
び
図
面
に
よ
り
検
査
す
る
。

二
十
四
　
第
五
十
四
条
第
二
号
ニ
の
防
消
火
設

備

二
十
四
　
バ
ル
ク
貯
槽
の
防
消
火
設
備
の
設
置
状
況
を
目
視
及
び
図

面
に
よ
り
検
査
し
、
そ
の
機
能
を
作
動
試
験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り

検
査
す
る
。

二
十
五
　
第
五
十
四
条
第
二
号
ホ
（
第
十
九
条

第
三
号
ハ
（
１
）
の
バ
ル
ク
貯
槽
の
安
全
弁
）

二
十
五
　
バ
ル
ク
貯
槽
の
安
全
弁
の
設
置
状
況
を
目
視
等
に
よ
り
検

査
し
、
そ
の
機
能
を
安
全
弁
作
動
試
験
用
器
具
を
用
い
た
作
動
試
験

又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

二
十
六
　
第
五
十
四
条
第
二
号
ホ
（
第
十
九
条

第
三
号
ハ
（
２
）
の
バ
ル
ク
貯
槽
の
液
面
計
）

二
十
六
　
バ
ル
ク
貯
槽
の
液
面
計
の
設
置
状
況
を
目
視
等
に
よ
り
検

査
し
、
そ
の
機
能
を
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

二
十
七
　
第
五
十
四
条
第
二
号
ホ
（
第
十
九
条

第
三
号
ハ
（
３
）
の
バ
ル
ク
貯
槽
の
過
充
て
ん

防
止
装
置
）

二
十
七
　
バ
ル
ク
貯
槽
の
過
充
て
ん
防
止
装
置
の
設
置
状
況
を
図
面

等
に
よ
り
検
査
し
、
そ
の
機
能
を
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

二
十
八
　
第
五
十
四
条
第
二
号
ホ
（
第
十
九
条

第
三
号
ハ
（
４
）
の
バ
ル
ク
貯
槽
の
カ
ッ
プ
リ

ン
グ
用
液
流
出
防
止
装
置
）

二
十
八
　
液
取
入
弁
の
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
用
液
流
出
防
止
装
置
の
設
置

状
況
を
目
視
に
よ
り
検
査
し
、
そ
の
機
能
を
記
録
に
よ
り
検
査
す

る
。

二
十
九
　
第
五
十
四
条
第
二
号
ホ
（
第
十
九
条

第
三
号
ハ
（
５
）
及
び
（
６
）
の
バ
ル
ク
貯
槽

の
ガ
ス
取
出
弁
及
び
液
取
出
弁
の
ガ
ス
放
出
防

止
器
又
は
緊
急
遮
断
装
置
）

二
十
九
　
ガ
ス
取
出
弁
及
び
液
取
出
弁
に
取
り
付
け
た
ガ
ス
放
出
防

止
器
又
は
緊
急
遮
断
装
置
の
設
置
状
況
を
目
視
及
び
図
面
に
よ
り
検

査
し
、
そ
の
機
能
を
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

三
十
　
第
五
十
四
条
第
二
号
ホ
（
第
十
九
条
第

三
号
ハ
（
７
）
の
バ
ル
ク
貯
槽
の
均
圧
弁
の
カ

ッ
プ
リ
ン
グ
）

三
十
　
均
圧
弁
に
取
り
付
け
た
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
の
設
置
状
況
を
目
視

に
よ
り
検
査
し
、
そ
の
機
能
を
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

三
十
一
　
第
五
十
四
条
第
二
号
ホ
（
第
十
九
条

第
三
号
ハ
（
８
）
の
バ
ル
ク
貯
槽
の
プ
ロ
テ
ク

タ
ー
）

三
十
一
　
バ
ル
ク
貯
槽
の
プ
ロ
テ
ク
タ
ー
の
設
置
状
況
を
目
視
及
び

図
面
に
よ
り
検
査
す
る
。

三
十
二
　
第
五
十
四
条
第
二
号
ホ
（
第
十
九
条

第
三
号
ハ
（
９
）
の
バ
ル
ク
貯
槽
の
表
示
）

三
十
二
　
バ
ル
ク
貯
槽
の
周
囲
か
ら
火
気
厳
禁
等
の
朱
書
の
状
況
を

目
視
に
よ
り
検
査
す
る
。

三
十
三
　
第
五
十
四
条
第
二
号
ホ
（
第
十
九
条

第
三
号
ハ
（
１
０
）
の
バ
ル
ク
貯
槽
の
緊
急
連

絡
先
）

三
十
三
　
バ
ル
ク
貯
槽
の
緊
急
連
絡
先
の
掲
示
状
況
を
目
視
に
よ
り

検
査
す
る
。

三
十
四
　
第
五
十
四
条
第
二
号
ホ
（
第
十
九
条

第
三
号
ハ
（
１
１
）
バ
ル
ク
貯
槽
の
腐
し
ょ
く

を
防
止
す
る
措
置
）

三
十
四
　
バ
ル
ク
貯
槽
の
腐
し
ょ
く
を
防
止
す
る
措
置
を
目
視
又
は

記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

三
十
五
　
第
五
十
四
条
第
二
号
ホ
（
第
十
九
条

第
三
号
（
１
２
）
の
バ
ル
ク
貯
槽
の
支
柱
又
は

サ
ド
ル
の
取
付
け
）

三
十
五
　
バ
ル
ク
貯
槽
の
支
柱
又
は
サ
ド
ル
を
目
視
及
び
図
面
に
よ

り
検
査
す
る
。

三
十
六
　
第
五
十
四
条
第
一
号
及
び
第
二
号
ホ

（
第
十
九
条
第
四
号
の
バ
ル
ク
容
器
、
バ
ル
ク

貯
槽
及
び
附
属
機
器
の
気
密
性
能
）

三
十
六
　
バ
ル
ク
容
器
、
バ
ル
ク
貯
槽
及
び
附
属
機
器
に
つ
い
て
、

漏
え
い
試
験
用
設
備
を
用
い
た
漏
え
い
試
験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り

検
査
す
る
。

三
十
七
　
第
五
十
四
条
第
一
号
及
び
第
二
号
ホ

（
第
十
九
条
第
五
号
の
ガ
ス
漏
れ
検
知
器
及
び

そ
の
漏
え
い
警
報
を
常
時
監
視
す
る
シ
ス
テ
ム
）

三
十
七
　
バ
ル
ク
容
器
又
は
バ
ル
ク
貯
槽
の
プ
ロ
テ
ク
タ
ー
内
に
設

け
た
ガ
ス
漏
れ
検
知
器
及
び
そ
の
漏
え
い
警
報
を
常
時
監
視
す
る
シ

ス
テ
ム
の
設
置
状
況
を
目
視
、
図
面
及
び
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査

し
、
当
該
ガ
ス
漏
れ
検
知
器
の
機
能
を
作
動
試
験
等
又
は
そ
の
記
録

に
よ
り
検
査
す
る
。

三
十
八
　
第
五
十
四
条
第
一
号
及
び
第
二
号
ホ

（
第
十
九
条
第
六
号
の
液
状
の
ガ
ス
が
滞
留
し

に
く
い
措
置
）

三
十
八
　
液
状
の
液
化
石
油
ガ
ス
が
滞
留
し
に
く
い
措
置
の
状
況
を

目
視
及
び
図
面
等
に
よ
り
検
査
す
る
。

三
十
九
　
第
五
十
四
条
第
二
号
ヘ
（
第
十
九
条

第
三
号
ニ
（
１
）
の
バ
ル
ク
貯
槽
の
設
置
方
法
）

三
十
九
　
バ
ル
ク
貯
槽
の
設
置
方
法
を
目
視
及
び
図
面
に
よ
り
検
査

す
る
。

四
十
　
第
五
十
四
条
第
二
号
ヘ
（
第
十
九
条
第

三
号
ニ
（
２
）
の
バ
ル
ク
貯
槽
の
自
動
車
等
車

両
の
接
触
防
止
措
置
）

四
十
　
バ
ル
ク
貯
槽
の
自
動
車
等
車
両
の
接
触
防
止
措
置
状
況
を
目

視
及
び
図
面
に
よ
り
検
査
す
る
。

四
十
一
　
第
五
十
四
条
第
二
号
ヘ
（
第
十
九
条

第
三
号
ニ
（
３
）
の
バ
ル
ク
貯
槽
の
基
礎
へ
の

固
定
方
法
）

四
十
一
　
バ
ル
ク
貯
槽
と
基
礎
と
の
固
定
状
況
を
目
視
及
び
図
面
に

よ
り
検
査
す
る
。

四
十
二
　
第
五
十
四
条
第
二
号
ヘ
（
第
十
九
条

第
三
号
ニ
（
４
）
の
バ
ル
ク
貯
槽
の
接
地
）

四
十
二
　
バ
ル
ク
貯
槽
の
接
地
状
況
を
目
視
及
び
図
面
に
よ
り
検
査

す
る
。
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四
十
三
　
第
五
十
四
条
第
二
号
ヘ
（
第
十
九
条

第
三
号
ニ
（
５
）
の
バ
ル
ク
貯
槽
の
安
全
弁
の

放
出
管
等
）

四
十
三
　
バ
ル
ク
貯
槽
の
安
全
弁
の
放
出
管
等
の
設
置
状
況
を
目
視

等
に
よ
り
検
査
す
る
。

四
十
四
　
第
五
十
四
条
第
二
号
ト
（
第
十
九
条

第
三
号
ホ
（
１
）
の
バ
ル
ク
貯
槽
の
埋
設
深
さ
）

四
十
四
　
バ
ル
ク
貯
槽
の
埋
設
深
さ
を
目
視
及
び
図
面
に
よ
り
検
査

す
る
。

四
十
五
　
第
五
十
四
条
第
二
号
ト
（
第
十
九
条

第
三
号
ホ
（
２
）
の
バ
ル
ク
貯
槽
の
自
動
車
等

車
両
の
乗
入
れ
防
止
措
置
）

四
十
五
　
バ
ル
ク
貯
槽
の
自
動
車
等
車
両
の
乗
入
れ
防
止
措
置
状
況

を
目
視
及
び
図
面
に
よ
り
検
査
す
る
。

四
十
六
　
第
五
十
四
条
第
二
号
ト
（
第
十
九
条

第
三
号
ホ
（
３
）
の
バ
ル
ク
貯
槽
の
浮
き
上
が

り
防
止
措
置
）

四
十
六
　
バ
ル
ク
貯
槽
の
浮
き
上
が
り
防
止
措
置
を
図
面
に
よ
り
検

査
す
る
。

四
十
七
　
第
五
十
四
条
第
二
号
ト
（
第
十
九
条

第
三
号
ホ
（
４
）
の
バ
ル
ク
貯
槽
の
埋
設
に
用

い
る
土
又
は
砂
）

四
十
七
　
バ
ル
ク
貯
槽
の
埋
設
に
用
い
る
土
又
は
砂
を
目
視
等
に
よ

り
検
査
す
る
。

四
十
八
　
第
五
十
四
条
第
二
号
ト
（
第
十
九
条

第
三
号
ホ
（
５
）
の
バ
ル
ク
貯
槽
の
ガ
ス
検
知

用
の
孔
あ
き
管
）

四
十
八
　
バ
ル
ク
貯
槽
の
ガ
ス
検
知
用
の
孔
あ
き
管
の
設
置
状
況
を

目
視
及
び
図
面
に
よ
り
検
査
す
る
。

四
十
九
　
第
五
十
四
条
第
二
号
ト
（
第
十
九
条

第
三
号
ホ
（
６
）
の
バ
ル
ク
貯
槽
の
標
識
杭
）

四
十
九
　
バ
ル
ク
貯
槽
の
標
識
杭
を
目
視
及
び
図
面
に
よ
り
検
査
す

る
。

五
十
　
第
五
十
四
条
第
二
号
ト
（
第
十
九
条
第

三
号
ホ
（
７
）
の
バ
ル
ク
貯
槽
の
プ
ロ
テ
ク
タ

ー
の
断
熱
材
）

五
十
　
プ
ロ
テ
ク
タ
ー
の
断
熱
材
を
図
面
に
よ
り
検
査
す
る
。

五
十
一
　
第
五
十
四
条
第
三
号
（
第
十
八
条
第

四
号
の
貯
蔵
設
備
、
気
化
装
置
及
び
調
整
器
の

供
給
能
力
）

五
十
一
　
貯
蔵
設
備
、
気
化
装
置
及
び
調
整
器
の
液
化
石
油
ガ
ス
の

最
大
消
費
数
量
を
供
給
し
う
る
こ
と
を
目
視
に
よ
り
検
査
し
、
必
要

に
応
じ
図
面
又
は
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

五
十
二
　
第
五
十
四
条
第
三
号
（
第
十
八
条
第

五
号
の
バ
ル
ブ
、
集
合
装
置
、
供
給
管
及
び
ガ

ス
栓
の
欠
陥
）

五
十
二
　
バ
ル
ブ
、
集
合
装
置
、
供
給
管
及
び
ガ
ス
栓
に
使
用
上
支

障
の
あ
る
腐
し
ょ
く
、
割
れ
等
の
欠
陥
が
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を

目
視
に
よ
り
検
査
す
る
。

五
十
三
　
第
五
十
四
条
第
三
号
（
第
十
八
条
第

六
号
の
バ
ル
ブ
、
集
合
装
置
及
び
供
給
管
の
腐

し
ょ
く
防
止
措
置
）

五
十
三
　
バ
ル
ブ
、
集
合
装
置
及
び
供
給
管
の
腐
し
ょ
く
防
止
措
置

を
目
視
、
図
面
及
び
記
録
等
に
よ
り
検
査
す
る
。

五
十
四
　
第
五
十
四
条
第
三
号
（
第
十
八
条
第

七
号
の
バ
ル
ブ
、
集
合
装
置
及
び
供
給
管
の
材

料
）

五
十
四
　
バ
ル
ブ
、
集
合
装
置
及
び
供
給
管
に
使
用
さ
れ
て
い
る
材

料
を
記
録
又
は
図
面
に
よ
り
検
査
す
る
。

五
十
五
　
第
五
十
四
条
第
三
号
（
第
十
八
条
第

十
号
の
バ
ル
ブ
、
集
合
装
置
、
気
化
装
置
及
び

供
給
管
の
漏
え
い
試
験
）

五
十
五
　
バ
ル
ブ
、
集
合
装
置
、
気
化
装
置
及
び
供
給
管
に
つ
い

て
、
漏
え
い
試
験
設
備
を
用
い
た
漏
え
い
試
験
又
は
そ
の
記
録
に
よ

り
検
査
す
る
。

五
十
六
　
第
五
十
四
条
第
三
号
（
第
十
八
条
第

十
九
号
イ
の
気
化
装
置
の
欠
陥
）

五
十
六
　
気
化
装
置
に
使
用
上
支
障
の
あ
る
腐
し
ょ
く
、
割
れ
等
の

欠
陥
が
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
目
視
及
び
記
録
に
よ
り
検
査
す

る
。

五
十
七
　
第
五
十
四
条
第
三
号
（
第
十
八
条
第

十
九
号
ロ
の
気
化
装
置
の
耐
圧
試
験
）

五
十
七
　
気
化
装
置
に
つ
い
て
耐
圧
試
験
設
備
を
用
い
た
二
・
六
メ

ガ
パ
ス
カ
ル
以
上
の
圧
力
で
行
う
耐
圧
試
験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り

検
査
す
る
。

五
十
八
　
第
五
十
四
条
第
三
号
（
第
十
八
条
第

十
九
号
ハ
の
気
化
装
置
の
構
造
）

五
十
八
　
気
化
装
置
の
構
造
が
直
火
で
直
接
液
化
石
油
ガ
ス
を
加
熱

す
る
構
造
で
な
い
こ
と
を
目
視
及
び
図
面
に
よ
り
検
査
す
る
。

五
十
九
　
第
五
十
四
条
第
三
号
（
第
十
八
条
第

十
九
号
ニ
の
気
化
装
置
の
液
化
石
油
ガ
ス
の
流

出
を
防
止
す
る
措
置
）

五
十
九
　
気
化
装
置
の
液
化
石
油
ガ
ス
の
流
出
を
防
止
す
る
措
置
に

つ
い
て
目
視
及
び
図
面
に
よ
り
検
査
す
る
。

六
十
　
第
五
十
四
条
第
三
号
（
第
十
八
条
第
十

九
号
ホ
の
気
化
装
置
の
温
水
部
の
凍
結
防
止
措

置
）

六
十
　
気
化
装
置
の
温
水
部
の
凍
結
防
止
の
措
置
状
況
を
目
視
、
図

面
及
び
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

六
十
一
　
第
五
十
四
条
第
三
号
（
第
十
八
条
第

二
十
号
イ
の
調
整
器
の
欠
陥
及
び
液
化
石
油
ガ

ス
へ
の
適
合
）

六
十
一
　
調
整
器
に
使
用
上
支
障
の
あ
る
腐
し
ょ
く
、
割
れ
等
の
欠

陥
が
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
及
び
消
費
す
る
液
化
石
油
ガ
ス
に
適
合

し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
目
視
に
よ
り
検
査
す
る
。

六
十
二
　
第
五
十
四
条
第
三
号
（
第
十
八
条
第

二
十
号
ロ
の
調
整
器
の
耐
圧
性
能
及
び
気
密
性

能
）

六
十
二

（
１
）
　
調
整
器
（
二
段
式
減
圧
用
二
次
側
の
も
の
を
除
く
。
）
の
高

圧
部
に
つ
い
て
耐
圧
試
験
設
備
を
用
い
た
二
・
六
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
以

上
の
圧
力
で
行
う
耐
圧
試
験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
し
、
耐
圧

性
能
の
確
認
後
の
組
立
状
態
に
お
い
て
、
気
密
試
験
用
設
備
を
用
い

た
一
・
五
六
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
以
上
の
圧
力
で
行
う
気
密
試
験
又
は
そ

の
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

（
２
）
　
調
整
器
（
二
段
式
減
圧
用
二
次
側
の
も
の
に
限
る
。
）
の
高

圧
部
に
つ
い
て
耐
圧
試
験
設
備
を
用
い
た
〇
・
八
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
以

上
の
圧
力
で
行
う
耐
圧
試
験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
し
、
耐
圧

性
能
の
確
認
後
の
組
立
状
態
に
お
い
て
、
気
密
試
験
用
設
備
を
用
い

た
〇
・
一
五
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
以
上
の
圧
力
で
行
う
気
密
試
験
又
は
そ

の
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

六
十
三
　
第
五
十
四
条
第
三
号
（
第
十
八
条
第

二
十
号
ハ
の
調
整
器
の
調
整
圧
力
及
び
閉
そ
く

圧
力
）

六
十
三

（
１
）
　
調
整
器
（
生
活
の
用
に
供
す
る
液
化
石
油
ガ
ス
に
係
る
も
の

に
限
る
。
）
の
調
整
圧
力
は
、
二
・
三
キ
ロ
パ
ス
カ
ル
以
上
三
・
三

キ
ロ
パ
ス
カ
ル
以
下
で
あ
り
、
か
つ
、
閉
そ
く
圧
力
は
、
三
・
五
キ

ロ
パ
ス
カ
ル
以
下
で
あ
る
こ
と
を
圧
力
測
定
設
備
を
用
い
た
試
験
又

は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

（
２
）
　
調
整
器
（
（
１
）
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）
の
調
整
圧
力

及
び
閉
そ
く
圧
力
は
、
使
用
す
る
燃
焼
器
に
適
合
し
た
も
の
で
あ
る

こ
と
を
圧
力
測
定
設
備
を
用
い
た
試
験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査

す
る
。

六
十
四
　
第
五
十
四
条
第
三
号
（
第
十
八
条
第

二
十
一
号
の
地
下
室
等
の
緊
急
遮
断
装
置
）

六
十
四
　
地
下
室
等
の
緊
急
遮
断
装
置
又
は
バ
ル
ブ
の
設
置
状
況
を

目
視
又
は
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

六
十
五
　
第
五
十
四
条
第
四
号
イ
の
バ
ル
ク
容

器
又
は
バ
ル
ク
貯
槽
と
調
整
器
と
の
間
に
設
置

さ
れ
る
管
の
耐
圧
試
験

六
十
五
　
バ
ル
ク
容
器
又
は
バ
ル
ク
貯
槽
と
調
整
器
の
間
に
設
置
さ

れ
る
管
に
つ
い
て
、
耐
圧
試
験
設
備
を
用
い
た
二
・
六
メ
ガ
パ
ス
カ

ル
以
上
の
圧
力
で
行
う
耐
圧
試
験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
す

る
。

六
十
六
　
第
五
十
四
条
第
四
号
ロ
の
二
段
式
減

圧
用
一
次
側
調
整
器
と
二
次
側
調
整
器
と
の
間

に
設
置
さ
れ
る
管
の
耐
圧
試
験

六
十
六
　
二
段
式
減
圧
用
一
次
側
調
整
器
と
二
次
側
調
整
器
の
間
に

設
置
さ
れ
る
管
に
つ
い
て
、
耐
圧
試
験
設
備
を
用
い
た
〇
・
八
メ
ガ

パ
ス
カ
ル
以
上
の
圧
力
で
行
う
耐
圧
試
験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検

査
す
る
。

六
十
七
　
第
五
十
四
条
第
二
号
チ
（
１
）
の
埋

設
す
る
バ
ル
ク
貯
槽

六
十
七
　
埋
設
す
る
バ
ル
ク
貯
槽
の
設
置
状
況
を
図
面
及
び
記
録
に

よ
り
検
査
す
る
。

六
十
八
　
第
五
十
四
条
第
二
号
チ
（
２
）
の
貯

槽
間
の
距
離

六
十
八
　
バ
ル
ク
貯
槽
の
外
面
か
ら
他
の
貯
槽
又
は
バ
ル
ク
貯
槽
若

し
く
は
酸
素
の
貯
蔵
設
備
ま
で
の
距
離
を
巻
尺
そ
の
他
の
測
定
器
を
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用
い
た
測
定
に
よ
り
検
査
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
測
定
に
お
い
て
、

規
定
の
距
離
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
目
視
に
よ
り
容
易
に
判
定
で

き
る
場
合
に
限
り
、
目
視
に
よ
る
検
査
に
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

六
十
九
　
第
五
十
四
条
第
二
号
チ
（
３
）
の
バ

ル
ク
貯
槽
の
基
礎

六
十
九
　
バ
ル
ク
貯
槽
の
基
礎
の
状
況
を
記
録
又
は
図
面
に
よ
り
検

査
し
、
バ
ル
ク
貯
槽
の
支
柱
又
は
底
部
と
基
礎
の
緊
結
状
態
を
目
視

及
び
図
面
に
よ
り
検
査
す
る
。

七
十
　
第
五
十
四
条
第
二
号
チ
（
４
）
の
バ
ル

ク
貯
槽
及
び
そ
の
支
柱
の
温
度
上
昇
を
防
止
す

る
た
め
の
措
置

七
十
　
バ
ル
ク
貯
槽
及
び
そ
の
支
柱
に
つ
い
て
、
そ
の
構
造
の
耐
熱

性
及
び
冷
却
用
散
水
装
置
そ
の
他
の
冷
却
装
置
の
設
置
状
況
を
目
視

及
び
記
録
に
よ
り
検
査
し
、
当
該
冷
却
装
置
の
機
能
を
作
動
試
験
又

は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

七
十
一
　
第
五
十
四
条
第
二
号
チ
（
５
）
の
バ

ル
ク
貯
槽
の
静
電
気
を
除
去
す
る
措
置

七
十
一
　
バ
ル
ク
貯
槽
の
静
電
気
を
除
去
す
る
措
置
の
状
況
を
目
視

及
び
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

七
十
二
　
第
五
十
四
条
第
二
号
チ
（
６
）
の
耐

震
設
計
構
造
物
の
耐
震
に
関
す
る
性
能

七
十
二
　
耐
震
設
計
構
造
物
が
適
切
な
耐
震
に
関
す
る
性
能
を
有
す

る
こ
と
を
目
視
、
図
面
及
び
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

備
考
　
第
五
十
四
条
に
規
定
す
る
基
準
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
五
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
経
済
産
業
大
臣
が
認
め
た
基

準
に
係
る
完
成
検
査
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
こ
の
表
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
経
済
産
業
大
臣
が
認
め
た
も
の
を
も

っ
て
完
成
検
査
の
方
法
と
す
る
。

別
表
第
四
（
第
七
十
一
条
、
第
八
十
四
条
関
係
）

検
査
項
目

完
成
検
査
及
び
保
安
検
査
の
方
法

一
　
第
六
十
四
条
第
一
項
第
一

号
の
充
て
ん
設
備
の
貯
蔵
設
備

一
　
充
て
ん
設
備
に
設
け
た
容
器
の
規
格
を
刻
印
又
は
標
章
に
よ
り
検
査
す
る
。

二
　
第
六
十
四
条
第
一
項
第
二

号
の
液
化
石
油
ガ
ス
の
通
る
部

分
の
耐
圧
試
験

二
　
液
化
石
油
ガ
ス
の
通
る
部
分
に
つ
い
て
、
耐
圧
試
験
用
設
備
を
用
い
た
常
用
の

圧
力
の
一
・
五
倍
以
上
の
圧
力
で
行
う
耐
圧
試
験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
す

る
。
た
だ
し
、
保
安
検
査
に
お
い
て
は
、
当
該
部
分
を
目
視
及
び
非
破
壊
検
査
設
備

に
よ
る
検
査
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
欠
陥
の
有
無
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
、
割
れ
、

き
ず
、
腐
食
等
の
欠
陥
が
な
い
か
、
又
は
欠
陥
が
あ
っ
て
も
グ
ラ
イ
ン
ダ
ー
加
工
の

み
で
措
置
で
き
る
軽
微
な
も
の
で
あ
っ
て
、
当
該
欠
陥
の
補
修
部
の
非
破
壊
検
査
設

備
に
よ
る
検
査
で
異
常
の
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

三
　
第
六
十
四
条
第
一
項
第
三

号
の
液
化
石
油
ガ
ス
の
通
る
部

分
の
気
密
試
験

三
　
液
化
石
油
ガ
ス
の
通
る
部
分
に
つ
い
て
、
耐
圧
性
能
の
確
認
後
の
組
立
状
態
に

お
い
て
、
気
密
試
験
用
設
備
を
用
い
た
常
用
の
圧
力
以
上
の
圧
力
で
行
う
気
密
試
験

又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。
た
だ
し
、
保
安
検
査
に
お
い
て
は
、
運
転
状
態

若
し
く
は
運
転
を
停
止
し
た
状
態
又
は
耐
圧
試
験
の
確
認
後
の
組
立
状
態
に
お
い

て
、
気
密
試
験
用
設
備
に
よ
る
常
用
の
圧
力
以
上
の
圧
力
で
行
う
気
密
試
験
又
は
そ

の
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

四
　
第
六
十
四
条
第
一
項
第
四

号
の
液
化
石
油
ガ
ス
の
通
る
部

分
の
肉
厚

四
　
液
化
石
油
ガ
ス
の
通
る
部
分
の
肉
厚
を
非
破
壊
検
査
設
備
等
肉
厚
測
定
用
器
具

を
用
い
た
測
定
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。
た
だ
し
、
保
安
検
査
に
お
け
る

肉
厚
測
定
は
、
条
件
の
異
な
る
場
所
ご
と
に
最
も
肉
厚
の
減
少
し
や
す
い
箇
所
に
つ

い
て
数
点
以
上
行
う
。

五
　
第
六
十
四
条
第
一
項
第
五

号
の
ポ
ン
プ
又
は
圧
縮
機
の
ス

イ
ッ
チ

五
　
充
て
ん
の
た
め
の
ポ
ン
プ
又
は
圧
縮
機
は
遠
隔
操
作
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ

と
を
目
視
及
び
図
面
に
よ
り
検
査
す
る
。

六
　
第
六
十
四
条
第
一
項
第
六

号
の
ポ
ン
プ
又
は
圧
縮
機
を
駆

動
さ
せ
る
発
電
機

六
　
充
て
ん
の
た
め
の
ポ
ン
プ
又
は
圧
縮
機
を
駆
動
さ
せ
る
発
電
機
は
、
火
花
を
発

生
し
な
い
機
構
で
あ
る
こ
と
を
図
面
等
に
よ
り
検
査
す
る
。

七
　
第
六
十
四
条
第
一
項
第
七

号
の
充
て
ん
設
備
の
充
て
ん
ホ

ー
ス

七
　
充
て
ん
ホ
ー
ス
の
設
置
状
況
を
目
視
に
よ
り
検
査
し
、
当
該
充
て
ん
ホ
ー
ス
の

規
格
を
記
録
等
に
よ
り
検
査
す
る
。

八
　
第
六
十
四
条
第
一
項
第
八

号
の
充
て
ん
設
備
の
安
全
継
手

八
　
充
て
ん
ホ
ー
ス
の
先
端
か
ら
安
全
継
手
ま
で
の
距
離
を
巻
尺
そ
の
他
の
測
定
器

具
を
用
い
た
測
定
に
よ
り
検
査
し
、
当
該
安
全
継
手
の
機
能
を
作
動
試
験
又
は
そ
の

記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

九
　
第
六
十
四
条
第
一
項
第
九

号
の
充
て
ん
設
備
の
カ
ッ
プ
リ

ン
グ
用
液
流
出
防
止
装
置

九
　
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
用
液
流
出
防
止
装
置
の
設
置
状
況
を
目
視
に
よ
り
検
査
し
、
当

該
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
用
液
流
出
防
止
装
置
の
機
能
を
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

十
　
第
六
十
四
条
第
一
項
第
十

号
の
充
て
ん
設
備
の
均
圧
ホ
ー

ス
、
安
全
継
手
及
び
カ
ッ
プ
リ

ン
グ

十
　
均
圧
ホ
ー
ス
及
び
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
の
設
置
状
況
を
目
視
に
よ
り
検
査
し
、
当
該

均
圧
ホ
ー
ス
の
規
格
及
び
当
該
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
の
機
能
を
記
録
等
に
よ
り
検
査
す

る
。

ま
た
、
均
圧
ホ
ー
ス
の
先
端
か
ら
安
全
継
手
ま
で
の
距
離
を
巻
尺
そ
の
他
の
測
定
器

具
を
用
い
た
測
定
に
よ
り
検
査
し
、
当
該
安
全
継
手
の
機
能
を
作
動
試
験
又
は
そ
の

記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

十
一
　
第
六
十
四
条
第
一
項
第

十
一
号
及
び
第
十
二
号
の
充
て

ん
設
備
の
緊
急
遮
断
装
置

十
一
　
充
て
ん
設
備
の
容
器
及
び
配
管
に
設
け
た
緊
急
遮
断
装
置
の
設
置
状
況
を
目

視
又
は
図
面
に
よ
り
検
査
し
、
当
該
緊
急
遮
断
装
置
の
機
能
を
作
動
試
験
又
は
そ
の

記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

十
二
　
第
六
十
四
条
第
一
項
第

十
三
号
の
充
て
ん
設
備
の
液

面
計

十
二
　
充
て
ん
設
備
の
容
器
に
設
け
た
液
面
計
の
設
置
状
況
を
目
視
等
に
よ
り
検
査

す
る
。

十
三
　
第
六
十
四
条
第
一
項
第

十
四
号
の
充
て
ん
設
備
の
温

度
計

十
三
　
充
て
ん
設
備
の
容
器
に
設
け
た
温
度
計
の
設
置
状
況
を
目
視
等
に
よ
り
検
査

し
、
当
該
温
度
計
の
精
度
を
温
度
計
精
度
確
認
用
器
具
を
用
い
た
測
定
又
は
そ
の
記

録
に
よ
り
検
査
す
る
。

十
四
　
第
六
十
四
条
第
一
項
第

十
五
号
の
充
て
ん
設
備
の
圧

力
計

十
四
　
充
て
ん
設
備
の
液
化
石
油
ガ
ス
の
通
る
部
分
に
設
け
た
圧
力
計
の
設
置
状
況

を
目
視
等
に
よ
り
検
査
し
、
当
該
圧
力
計
の
精
度
を
圧
力
計
精
度
確
認
用
器
具
を
用

い
た
測
定
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

十
五
　
第
六
十
四
条
第
一
項
第

十
六
号
の
充
て
ん
設
備
の
誤
発

進
防
止
装
置

十
五
　
誤
発
進
防
止
装
置
の
設
置
状
況
を
目
視
及
び
図
面
に
よ
り
検
査
し
、
当
該
誤

発
進
防
止
装
置
の
機
能
を
作
動
試
験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

十
六
　
第
六
十
四
条
第
一
項
第

十
七
号
の
充
て
ん
設
備
の
緊
急

停
止
ス
イ
ッ
チ

十
六
　
緊
急
停
止
ス
イ
ッ
チ
の
設
置
状
況
を
目
視
及
び
図
面
に
よ
り
検
査
し
、
当
該

緊
急
停
止
ス
イ
ッ
チ
の
機
能
を
作
動
試
験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

十
七
　
第
六
十
四
条
第
一
項
第

十
八
号
の
充
て
ん
を
自
動
的
に

停
止
す
る
装
置

十
七
　
充
て
ん
を
自
動
的
に
停
止
す
る
装
置
の
設
置
状
況
を
目
視
及
び
図
面
に
よ
り

検
査
し
、
当
該
充
て
ん
を
自
動
的
に
停
止
す
る
装
置
の
機
能
を
作
動
試
験
又
は
そ
の

記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

十
八
　
第
六
十
四
条
第
一
項
第

十
九
号
の
充
て
ん
設
備
の
使
用

の
本
拠
の
所
在
地

　

イ
　
第
十
四
条
第
一
号
の
警

戒
標

イ
　
充
て
ん
設
備
の
使
用
の
本
拠
の
所
在
地
の
警
戒
標
の
設
置
状
況
を
目
視
に
よ
り

検
査
す
る
。
た
だ
し
、
保
安
検
査
に
お
い
て
は
、
警
戒
標
の
設
置
状
況
及
び
維
持
管

理
状
況
を
目
視
に
よ
り
検
査
す
る
。

ロ
　
第
十
四
条
第
二
号
の
第
一

種
施
設
距
離
及
び
第
二
種
施
設

距
離

ロ
　
充
て
ん
設
備
の
使
用
の
本
拠
の
所
在
地
の
外
面
か
ら
第
一
種
保
安
物
件
及
び
第

二
種
保
安
物
件
に
対
す
る
距
離
を
巻
尺
そ
の
他
の
測
定
器
を
用
い
た
測
定
に
よ
り
検

査
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
測
定
に
お
い
て
、
規
定
の
距
離
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
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目
視
に
よ
り
容
易
に
判
定
で
き
る
場
合
に
限
り
、
目
視
に
よ
る
検
査
に
替
え
る
こ
と

が
で
き
る
。

ハ
　
第
十
四
条
第
三
号
の
障
壁
ハ
　
充
て
ん
設
備
の
使
用
の
本
拠
の
所
在
地
の
障
壁
の
設
置
状
況
を
目
視
、
図
面
及

び
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。
た
だ
し
、
保
安
検
査
に
お
い
て
は
、
障
壁
の
設
置
状
況

及
び
維
持
管
理
状
況
を
目
視
、
図
面
及
び
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

ニ
　
第
十
四
条
第
五
号
の
液
化

石
油
ガ
ス
が
滞
留
し
な
い
構
造

ニ
　
充
て
ん
設
備
の
使
用
の
本
拠
の
所
在
地
の
液
化
石
油
ガ
ス
が
漏
え
い
し
た
と
き

滞
留
し
な
い
構
造
で
あ
る
こ
と
を
目
視
に
よ
り
検
査
し
、
必
要
に
応
じ
図
面
及
び
記

録
又
は
巻
尺
そ
の
他
の
測
定
器
を
用
い
た
測
定
に
よ
り
検
査
す
る
。

十
九
　
第
六
十
四
条
第
二
項
の

充
て
ん
設
備

十
九
　
液
化
石
油
ガ
ス
保
安
規
則
第
三
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
完
成
検
査
合
格

証
に
よ
り
確
認
す
る
。
た
だ
し
、
保
安
検
査
に
お
い
て
は
、
液
化
石
油
ガ
ス
保
安
規

則
第
八
十
条
に
規
定
す
る
方
法
（
製
造
設
備
が
移
動
式
製
造
設
備
で
あ
る
製
造
施
設

の
場
合
に
限
る
。
）
に
よ
る
。

備
考
　
第
六
十
四
条
に
規
定
す
る
基
準
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
七
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
経
済
産
業
大
臣
が
認
め
た
基

準
に
係
る
完
成
検
査
又
は
保
安
検
査
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
こ
の
表
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
経
済
産
業
大
臣
が
認

め
た
も
の
を
も
っ
て
完
成
検
査
又
は
保
安
検
査
の
方
法
と
す
る
。
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